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第
四
節
　
物
権
請
求
権

第
二
章
所
有
権

　
第
一
節
所
有
権
通
則

　
　
第
一
款
　
所
有
権
の
範
囲

　
　
第
二
款
　
所
有
権
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
所
有
権
の
取
得
に
関
す
る
一
般
規
定

　
　
　
　
　
　
　
善
意
取
得

　
　
　
　
　
　
　
先
占

　
　
　
　
　
　
　
遺
失
物
の
拾
得

　
　
　
　
　
　
　
埋
蔵
物
の
発
見

　
　
　
　
　
　
　
添
付

　
第
二
節
国
家
所
有
権

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
　
第
二
款
　
国
有
企
業
の
財
産
権

　
第
三
節
　
集
団
所
有
権

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
　
第
二
款
　
集
団
土
地
所
有
権

　
　
第
三
款
　
組
合
と
集
団
企
業
の
所
有
権

　
第
四
節
　
公
民
個
人
所
有
権

　
第
五
節
　
社
団
並
び
に
宗
教
組
織
の
所
有
権

　
第
六
節
　
共
有
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第
七
節

　
第
八
節

　
第
九
節

第
三
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

　
第
六
節

　
第
七
節

建
物
区
分
所
有
権

優
先
買
入
権

相
隣
関
係

用
益
物
権

土
地
使
用
権

　
農
村
土
地
請
負
経
営
権

宅
地
使
用
権

　
地
役
権

　
典
権

　
空
間
利
用
権

　
特
許
物
権

　　　　第
　　　第四
第第第一章第第第第第
三二一節　五四三二一
款款款　担款款款款款

養
殖
権
と
漁
労
権

採
鉱
権
と
探
鉱
権

林
業
権

取
水
権

狩
猟
権

担
保
物
権

　
抵
当
権

　
　
一
般
規
定

　
　
共
同
抵
当

　
　
根
抵
当
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第
七
節
建
物
区
分
所
有
権

第
八
節
優
先
買
入
権

第
九
節
相
隣
関
係

第
三
章
用
益
物
権

第
一
節
土
地
使
用
権

第
二
節
農
村
土
地
請
負
経
営
権

第
三
節
宅
地
使
用
権

第
四
節
地
役
権

第
五
節
典
権

第
六
節
空
間
利
用
権

第
七
節
特
許
物
権

第
一
款
養
殖
権
と
漁
労
権

第
二
款
採
鉱
権
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探
鉱
権

第
三
款
林
業
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第
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款
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五
款
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第
四
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担
保
物
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第
一
節
抵
当
権

第
一
款
一
般
規
定

第
二
款
共
同
抵
当

第
三
款
根
抵
当
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第第
六五　　　　　　第第　　　第
章章第第第第第第四三第第第二第第
　　六五四三二一節節三二一節五四
附占款款款款款款　　款款款　款款
則有　　　　　　先留　　　質 　

集
合
抵
当

　
浮
動
抵
当

質
権
　
一
般
規
定

　
動
産
質

　
権
利
質

留
置
権

先
取
特
権

　
一
般
規
定

　
一
般
の
先
取
特
権

　
特
別
動
産
の
先
取
特
権

　
特
定
の
不
動
産
の
先
取
特
権

　
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権

　
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
関
係
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第
四
款
集
合
抵
当

第
五
款
浮
動
抵
当

第
二
節
質
権

第
一
款
一
般
規
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第
二
款
動
産
質

第
三
款
権
利
質

第
三
節
留
置
権

第
四
節
先
取
特
権

第
一
款
一
般
規
定

第
二
款
一
般
の
先
取
特
権

第
三
款
特
別
動
産
の
先
取
特
権

第
四
款
特
定
の
不
動
産
の
先
取
特
権

第
五
款
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権

第
六
款
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
関
係

第
五
章
占
有

第
六
章
附
則
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463　中国物権法草案建議稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
総
則

　
　
　
第
一
節
　
一
般
規
定

　
第
一
条
［
立
法
の
目
的
］

　
こ
の
法
律
は
、
民
事
主
体
の
適
法
の
権
益
を
守
り
、
社
会
、
経
済
の
秩
序
を
維
持
し
、
物
権
関
係
を
安
定
さ
せ
、
社
会
主
義
市
場
経

済
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
第
二
条
　
［
物
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
物
権
と
は
、
権
利
者
が
物
を
直
接
的
に
支
配
し
、
か
つ
他
人
の
干
渉
を
排
除
す
る
権
利
を
い
う
。

　
無
体
物
は
物
権
に
関
す
る
本
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

　
第
三
条
　
［
物
権
の
法
定
原
則
］

　
当
事
者
は
本
法
及
び
他
の
法
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
物
権
を
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
法
及
び
他
の
法
律
に
定
め
た
物
権
の
種
類
、
内
容
に
基
づ
き
設
定
し
た
権
利
で
は
な
い
場
合
に
は
物
権
の
効
力
を
有
し
な
い
も
の

と
す
る
。

　
法
規
、
司
法
解
釈
に
基
づ
き
設
定
し
た
物
権
に
つ
い
て
は
、
相
応
の
公
示
方
法
を
有
す
る
場
合
に
は
そ
の
効
力
を
認
定
す
る
こ
と
が

一463一
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で
き
る
。

　
第
四
条
　
□
物
一
権
主
義
］

　
一
つ
の
物
に
は
一
つ
の
所
有
権
に
限
っ
て
そ
れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
の
物
に
は
内
容
が
相
互
に
競
合
し
あ
う
二
つ
以
上
の
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
五
条
　
［
物
権
の
行
使
］

　
物
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
信
義
誠
実
と
善
良
の
風
俗
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
家
お
よ
び
社
会
的
公
共
の
利
益
並
び
に

他
人
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
物
権
の
実
行
に
対
し
て
制
限
を
設
け
る
場
合
に
は
明
白
な
法
的
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
六
条
　
［
物
権
の
公
示
と
そ
の
効
力
］

　
不
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
と
消
滅
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
登
記
を

経
て
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
船
舶
、
飛
行
器
及
び
自
動
車
な
ど
交
通
工
具
の
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
に
つ
い
て
は
、
公
示

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
法
律
行
為
に
基
づ
き
他
の
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
ま
た
は
消
滅
を
す
る
場
合
に
は
、
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
物
権
の
設
定
、
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
は
法
に
基
づ
き
成
立
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
当
事
者
間
に
対
し
て
拘
束
力
を
生
じ
る
。
た

だ
し
、
法
に
基
づ
き
公
示
を
す
べ
き
場
合
に
は
、
そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
七
条
　
［
物
権
の
優
先
効
力
］

一464一

で
き
る
。
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第
四
条

[
一
物
一
権
主
義
]

49 (山梨学院大学〕

一
つ
の
物
に
は
一
つ
の
所
有
権
に
限
っ
て
そ
れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
物
に
は
内
容
が
相
互
に
競
合
し
あ
う
こ
つ
以
上
の
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
条

[
物
権
の
行
使
]

物
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
信
義
誠
実
と
善
良
の
風
俗
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
家
お
よ
び
社
会
的
公
共
の
利
益
並
び
に

法学論集

他
人
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

公
共
の
利
益
の
た
め
に
物
権
の
実
行
に
対
し
て
制
限
を
設
け
る
場
合
に
は
明
白
な
法
的
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
六
条

[
物
権
の
公
示
と
そ
の
効
力
]

不
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
と
消
滅
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
登
記
を

経
て
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
船
舶
、
飛
行
器
及
び
自
動
車
な
ど
交
通
工
具
の
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
に
つ
い
て
は
、
公
示

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
律
行
為
に
基
づ
き
他
の
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
ま
た
は
消
滅
を
す
る
場
合
に
は
、
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、

ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

物
権
の
設
定
、
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
は
法
に
基
づ
き
成
立
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
当
事
者
聞
に
対
し
て
拘
束
力
を
生
じ
る
。
た

だ
し
、
法
に
基
づ
き
公
示
を
す
べ
き
場
合
に
は
、

そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
条

[
物
権
の
優
先
効
力
]

で
き
る
。
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第
四
条

[
一
物
一
権
主
義
]

49 (山梨学院大学〕

一
つ
の
物
に
は
一
つ
の
所
有
権
に
限
っ
て
そ
れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
物
に
は
内
容
が
相
互
に
競
合
し
あ
う
こ
つ
以
上
の
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
条

[
物
権
の
行
使
]

物
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
信
義
誠
実
と
善
良
の
風
俗
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
家
お
よ
び
社
会
的
公
共
の
利
益
並
び
に
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他
人
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

公
共
の
利
益
の
た
め
に
物
権
の
実
行
に
対
し
て
制
限
を
設
け
る
場
合
に
は
明
白
な
法
的
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
六
条

[
物
権
の
公
示
と
そ
の
効
力
]

不
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
と
消
滅
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
登
記
を

経
て
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
船
舶
、
飛
行
器
及
び
自
動
車
な
ど
交
通
工
具
の
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
に
つ
い
て
は
、
公
示

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
律
行
為
に
基
づ
き
他
の
動
産
物
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
ま
た
は
消
滅
を
す
る
場
合
に
は
、
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、

ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

物
権
の
設
定
、
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
は
法
に
基
づ
き
成
立
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
当
事
者
聞
に
対
し
て
拘
束
力
を
生
じ
る
。
た

だ
し
、
法
に
基
づ
き
公
示
を
す
べ
き
場
合
に
は
、

そ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
条

[
物
権
の
優
先
効
力
]
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同
一
の
目
的
物
に
同
時
に
物
権
と
債
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
物
権
を
優
先
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
物
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
物
権
を
設
定
し
た
日
時
の
前
後
に
基
づ
い
て
優
先
効
力
を
確
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
物
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
は
債
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
よ
り
優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
二
節
物

　
第
八
条
　
［
物
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
物
と
は
、
人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
経
済
的
価
値
を
有
す
る
人
身
以
外
の
有
体
物
を
い

う
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
も
の
は
物
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
　
法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
。

　
2
　
人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
価
値
を
有
す
る
特
定
の
空
問
。

　
3
　
人
力
の
支
配
下
に
あ
る
電
気
、
気
体
。

　
第
九
条
　
［
物
の
種
類
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
不
動
産
と
は
、
自
然
の
性
質
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
を
い
い
、
土
地
、
土
地

上
の
附
着
物
、
土
地
か
ら
ま
だ
分
離
し
て
い
な
い
土
地
の
生
成
物
、
自
然
ま
た
は
人
力
に
よ
っ
て
土
地
に
添
付
し
、
且
つ
土
地
か
ら
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
他
の
物
を
含
む
。

一465一

同
一
の
目
的
物
に
同
時
に
物
権
と
債
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
物
権
を
優
先
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
物
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
物
権
を
設
定
し
た
日
時
の
前
後
に
基
づ
い
て
優
先
効
力
を
確
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

物
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
は
債
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
よ
り
優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

物

第
八
条

[
物
の
定
義
]

-465-

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
物
と
は
、
人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
経
済
的
価
値
を
有
す
る
人
身
以
外
の
有
体
物
を
い

う
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
も
の
は
物
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

1 

法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
。
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2 

人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
価
値
を
有
す
る
特
定
の
空
間
。

3 

人
力
の
支
配
下
に
あ
る
電
気
、
気
体
。

第
九
条

[
物
の
種
類
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
不
動
産
と
は
、
自
然
の
性
質
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
を
い
い
、
土
地
、
土
地

465 

上
の
附
着
物
、
土
地
か
ら
ま
だ
分
離
し
て
い
な
い
土
地
の
生
成
物
、
自
然
ま
た
は
人
力
に
よ
っ
て
土
地
に
添
付
し
、
且
つ
土
地
か
ら
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
他
の
物
を
含
む
。

同
一
の
目
的
物
に
同
時
に
物
権
と
債
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
物
権
を
優
先
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
物
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
物
権
を
設
定
し
た
日
時
の
前
後
に
基
づ
い
て
優
先
効
力
を
確
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

物
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
は
債
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
よ
り
優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

物

第
八
条

[
物
の
定
義
]

-465-

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
物
と
は
、
人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
経
済
的
価
値
を
有
す
る
人
身
以
外
の
有
体
物
を
い

う
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
も
の
は
物
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

1 

法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
。
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2 

人
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
価
値
を
有
す
る
特
定
の
空
間
。

3 

人
力
の
支
配
下
に
あ
る
電
気
、
気
体
。

第
九
条

[
物
の
種
類
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
不
動
産
と
は
、
自
然
の
性
質
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
を
い
い
、
土
地
、
土
地

465 

上
の
附
着
物
、
土
地
か
ら
ま
だ
分
離
し
て
い
な
い
土
地
の
生
成
物
、
自
然
ま
た
は
人
力
に
よ
っ
て
土
地
に
添
付
し
、
且
つ
土
地
か
ら
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
他
の
物
を
含
む
。
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動
産
と
は
、
不
動
産
以
外
の
そ
の
他
の
物
を
い
う
。

　
貨
幣
、
有
価
証
券
は
特
別
動
産
と
す
る
。

　
第
一
〇
条
［
集
合
財
産
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
合
財
産
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、
か
つ
同
じ
用
途
を
有
す
る
複
数
の
物
件
を
い
う
。

　
集
合
財
産
は
法
定
の
公
示
方
法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
に
つ

い
て
は
、
各
自
に
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
＝
条
［
主
物
、
従
物
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
主
物
と
は
、
独
自
に
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
従
物
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、
主
物
に
附
着
し
て
い
る
が
、
主
物
の
構
成
部
分
を
為
さ
ず
、
主
物
に

対
し
て
補
助
的
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
り
、
ま
た
は
他
に
慣
習
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

　
第
一
二
条
　
［
従
物
と
主
物
と
の
関
係
］

　
従
物
は
主
物
に
従
っ
て
移
転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
従
物
が
主
物
と
一
時
に
分
離
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
従
物
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
者
が
主
物
に
対
し
て
既
に
権
利
を
有
し
た
場
合
に
は
、
従
物
の
付
属
的
性
質
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
二
条
　
［
果
実
］

一466一

466 

動
産
と
は
、
不
動
産
以
外
の
そ
の
他
の
物
を
い
う
。

貨
幣
、
有
価
証
券
は
特
別
動
産
と
す
る
。
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第
一

O
条

[
集
合
財
産
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
合
財
産
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、

か
つ
同
じ
用
途
を
有
す
る
複
数
の
物
件
を
い
う
。

集
合
財
産
は
法
定
の
公
示
方
法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
に
つ

い
て
は
、
各
自
に
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第

二

条

[
主
物
、
従
物
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
主
物
と
は
、
独
自
に
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
従
物
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、
主
物
に
附
着
し
て
い
る
が
、
主
物
の
構
成
部
分
を
為
さ
ず
、
主
物
に

対
し
て
補
助
的
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
り
、

ま
た
は
他
に
慣
習
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

第
一
二
条

[
従
物
と
主
物
と
の
関
係
]

従
物
は
主
物
に
従
っ
て
移
転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

従
物
が
主
物
と
一
時
に
分
離
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
従
物
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
者
が
主
物
に
対
し
て
既
に
権
利
を
有
し
た
場
合
に
は
、
従
物
の
付
属
的
性
質
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
三
条

[
果
実
]

466 

動
産
と
は
、
不
動
産
以
外
の
そ
の
他
の
物
を
い
う
。

貨
幣
、
有
価
証
券
は
特
別
動
産
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
一

O
条

[
集
合
財
産
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
合
財
産
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、

か
つ
同
じ
用
途
を
有
す
る
複
数
の
物
件
を
い
う
。

集
合
財
産
は
法
定
の
公
示
方
法
に
基
づ
き
物
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
に
つ

い
て
は
、
各
自
に
物
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法学論集

第

二

条

[
主
物
、
従
物
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
主
物
と
は
、
独
自
に
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。

-466-

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
従
物
と
は
、
同
じ
者
の
所
有
に
属
し
、
主
物
に
附
着
し
て
い
る
が
、
主
物
の
構
成
部
分
を
為
さ
ず
、
主
物
に

対
し
て
補
助
的
効
用
を
果
た
す
物
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
り
、

ま
た
は
他
に
慣
習
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

第
一
二
条

[
従
物
と
主
物
と
の
関
係
]

従
物
は
主
物
に
従
っ
て
移
転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

従
物
が
主
物
と
一
時
に
分
離
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
従
物
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
者
が
主
物
に
対
し
て
既
に
権
利
を
有
し
た
場
合
に
は
、
従
物
の
付
属
的
性
質
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
三
条

[
果
実
]
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天
然
果
実
と
は
、
物
が
自
然
に
直
接
的
に
生
成
し
た
産
出
物
、
収
穫
物
を
い
う
。
法
定
果
実
と
は
、
物
が
法
律
関
係
に
よ
り
発
生
し

た
収
益
を
い
う
。

　
天
然
果
実
は
元
物
か
ら
離
脱
し
た
と
き
か
ら
、
そ
れ
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
れ
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に

他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

　
法
定
果
実
は
、
取
得
の
権
利
を
有
す
る
者
が
日
割
り
で
そ
れ
を
取
得
す
る
。

　
第
一
四
条
［
貨
幣
の
所
有
権
］

　
貨
幣
の
所
有
権
は
、
占
有
の
変
更
に
よ
り
所
有
権
の
移
転
が
生
じ
る
。

　
第
一
五
条
［
土
地
と
建
物
と
の
関
係
］

　
土
地
と
建
物
は
、
相
互
に
独
立
す
る
不
動
産
と
す
る
。

　
法
律
に
特
別
の
規
定
、
契
約
に
特
約
が
な
い
場
合
に
は
、
土
地
と
建
物
の
権
利
は
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
当
事
者
は
法
に
基
づ
き
、
土
地
と
建
物
の
分
離
と
譲
渡
に
つ
い
て
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
物
権
の
公
示

　
第
一
款
不
動
産
の
登
記

第
一
六
条
［
不
動
産
の
登
記
機
関
］

不
動
産
の
登
記
は
、
不
動
産
所
在
地
の
登
記
機
関
で
統
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

登
記
機
関
の
組
織
、
構
成
及
び
登
記
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
に
よ
り
定
め
る
。

一467一

天
然
果
実
と
は
、
物
が
自
然
に
直
接
的
に
生
成
し
た
産
出
物
、
収
穫
物
を
い
う
。
法
定
果
実
と
は
、
物
が
法
律
関
係
に
よ
り
発
生
し

た
収
益
を
い
う
。

天
然
果
実
は
元
物
か
ら
離
脱
し
た
と
き
か
ら
、
そ
れ
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
れ
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に

他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

法
定
果
実
は
、
取
得
の
権
利
を
有
す
る
者
が
日
割
り
で
そ
れ
を
取
得
す
る
。

第
一
四
条

[
貨
幣
の
所
有
権
]

貨
幣
の
所
有
権
は
、
占
有
の
変
更
に
よ
り
所
有
権
の
移
転
が
生
じ
る
。

第
一
五
条

[
土
地
と
建
物
と
の
関
係
]

-467-

土
地
と
建
物
は
、
相
互
に
独
立
す
る
不
動
産
と
す
る
。

法
律
に
特
別
の
規
定
、
契
約
に
特
約
が
な
い
場
合
に
は
、
土
地
と
建
物
の
権
利
は
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
法
に
基
づ
き
、
土
地
と
建
物
の
分
離
と
譲
渡
に
つ
い
て
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
節

物
権
の
公
示

第
一
款

不
動
産
の
登
記

第
一
六
条

[
不
動
産
の
登
記
機
関
]

467 

不
動
産
の
登
記
は
、
不
動
産
所
在
地
の
登
記
機
関
で
統
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

登
記
機
関
の
組
織
、
構
成
及
び
登
記
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
に
よ
り
定
め
る
。

天
然
果
実
と
は
、
物
が
自
然
に
直
接
的
に
生
成
し
た
産
出
物
、
収
穫
物
を
い
う
。
法
定
果
実
と
は
、
物
が
法
律
関
係
に
よ
り
発
生
し

た
収
益
を
い
う
。

天
然
果
実
は
元
物
か
ら
離
脱
し
た
と
き
か
ら
、
そ
れ
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
れ
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に

他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

法
定
果
実
は
、
取
得
の
権
利
を
有
す
る
者
が
日
割
り
で
そ
れ
を
取
得
す
る
。

第
一
四
条

[
貨
幣
の
所
有
権
]

貨
幣
の
所
有
権
は
、
占
有
の
変
更
に
よ
り
所
有
権
の
移
転
が
生
じ
る
。

第
一
五
条

[
土
地
と
建
物
と
の
関
係
]

-467-

土
地
と
建
物
は
、
相
互
に
独
立
す
る
不
動
産
と
す
る
。

法
律
に
特
別
の
規
定
、
契
約
に
特
約
が
な
い
場
合
に
は
、
土
地
と
建
物
の
権
利
は
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
法
に
基
づ
き
、
土
地
と
建
物
の
分
離
と
譲
渡
に
つ
い
て
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
節

物
権
の
公
示

第
一
款

不
動
産
の
登
記

第
一
六
条

[
不
動
産
の
登
記
機
関
]

467 

不
動
産
の
登
記
は
、
不
動
産
所
在
地
の
登
記
機
関
で
統
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

登
記
機
関
の
組
織
、
構
成
及
び
登
記
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
に
よ
り
定
め
る
。
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第
一
七
条
　
［
不
動
産
の
登
記
簿
］

　
不
動
産
の
登
記
簿
は
不
動
産
の
物
権
を
証
明
す
る
根
拠
で
あ
り
、
登
記
機
関
が
そ
れ
を
一
括
に
取
り
扱
い
、
保
管
す
る
こ
と
と
す

る
。　

登
記
簿
は
土
地
登
記
簿
と
建
物
登
記
簿
に
区
分
す
る
。

　
不
動
産
の
登
記
簿
の
内
容
は
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
条
　
［
実
質
的
審
査
］

　
登
記
機
関
は
、
登
記
の
内
容
に
つ
い
て
真
実
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
事
者
よ
り
提
出
し
た
内
容
に
対
し
実
質
的
な
審
査
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
九
条
　
［
登
記
機
関
の
権
限
］

　
登
記
機
関
は
下
記
の
権
限
を
有
す
る
。

54321第
二
〇
条

不
動
産
の
権
利
文
書
は
不
動
産
の
物
権
を
有
す
る
証
拠
で
あ
る
。

申
請
人
に
対
し
尋
問
を
行
う
。

申
請
人
に
対
し
必
要
な
関
連
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

不
動
産
の
実
況
を
査
察
す
る
。

申
請
人
の
提
出
し
た
書
類
の
真
実
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

虚
偽
の
証
明
書
を
提
出
し
た
行
為
者
に
対
し
て
処
罰
を
課
す
。

　
　
　
［
証
書
の
交
付
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
が
真
実
で
、

法
定
条
件
に
符
合
し
た
物
権
に
対
し
て
、
登
記

一468一

468 

第
一
七
条

[
不
動
産
の
登
記
簿
]

不
動
産
の
登
記
簿
は
不
動
産
の
物
権
を
証
明
す
る
根
拠
で
あ
り
、
登
記
機
関
が
そ
れ
を
一
括
に
取
り
扱
い
、
保
管
す
る
こ
と
と
す

49 (山梨学院大学〕

る
登
記
簿
は
土
地
登
記
簿
と
建
物
登
記
簿
に
区
分
す
る
。

不
動
産
の
登
記
簿
の
内
容
は
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
条

[
実
質
的
審
査
]

法学論集

登
記
機
関
は
、
登
記
の
内
容
に
つ
い
て
真
実
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
事
者
よ
り
提
出
し
た
内
容
に
対
し
実
質
的
な
審
査
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-468-

第
一
九
条

[
登
記
機
関
の
権
限
]

登
記
機
関
は
下
記
の
権
限
を
有
す
る
。

1 

申
請
人
に
対
し
尋
問
を
行
う
。

2 

申
請
人
に
対
し
必
要
な
関
連
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

3 

不
動
産
の
実
況
を
査
察
す
る
。

4 

申
請
人
の
提
出
し
た
書
類
の
真
実
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

5 

虚
偽
の
証
明
書
を
提
出
し
た
行
為
者
に
対
し
て
処
罰
を
課
す
。

第
二

O
条

[
証
書
の
交
付
]

不
動
産
の
権
利
文
書
は
不
動
産
の
物
権
を
有
す
る
証
拠
で
あ
る
。
内
容
が
真
実
で
、
法
定
条
件
に
符
合
し
た
物
権
に
対
し
て
、
登
記

468 

第
一
七
条

[
不
動
産
の
登
記
簿
]

不
動
産
の
登
記
簿
は
不
動
産
の
物
権
を
証
明
す
る
根
拠
で
あ
り
、
登
記
機
関
が
そ
れ
を
一
括
に
取
り
扱
い
、
保
管
す
る
こ
と
と
す

49 (山梨学院大学〕

る
登
記
簿
は
土
地
登
記
簿
と
建
物
登
記
簿
に
区
分
す
る
。

不
動
産
の
登
記
簿
の
内
容
は
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
条

[
実
質
的
審
査
]

法学論集

登
記
機
関
は
、
登
記
の
内
容
に
つ
い
て
真
実
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
事
者
よ
り
提
出
し
た
内
容
に
対
し
実
質
的
な
審
査
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-468-

第
一
九
条

[
登
記
機
関
の
権
限
]

登
記
機
関
は
下
記
の
権
限
を
有
す
る
。

1 

申
請
人
に
対
し
尋
問
を
行
う
。

2 

申
請
人
に
対
し
必
要
な
関
連
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

3 

不
動
産
の
実
況
を
査
察
す
る
。

4 

申
請
人
の
提
出
し
た
書
類
の
真
実
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

5 

虚
偽
の
証
明
書
を
提
出
し
た
行
為
者
に
対
し
て
処
罰
を
課
す
。

第
二

O
条

[
証
書
の
交
付
]

不
動
産
の
権
利
文
書
は
不
動
産
の
物
権
を
有
す
る
証
拠
で
あ
る
。
内
容
が
真
実
で
、
法
定
条
件
に
符
合
し
た
物
権
に
対
し
て
、
登
記
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機
関
は
登
記
を
行
っ
た
後
、
権
利
者
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
証
書
の
占
有
の
移
転
は
、
不
動
産

物
権
の
変
更
の
発
効
要
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
一
条
［
証
書
と
登
記
の
内
容
］

　
証
書
に
記
載
さ
れ
た
権
利
の
内
容
は
不
動
産
登
記
の
内
容
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
権
利
証
書
の
内
容
が
不
動
産
登
記
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
優
先
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。

　
第
二
二
条
　
［
未
登
記
の
救
済
］

　
当
事
者
が
不
動
産
物
権
の
移
転
に
つ
い
て
適
時
に
登
記
の
手
続
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
下
記
の
場
合
に
は
当
事
者
の
事
後
登
記
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
契
約
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

　
2
　
当
事
者
双
方
が
既
に
契
約
を
履
行
し
た
、
ま
た
は
契
約
の
約
束
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
場
合
。

　
3
　
事
後
登
記
が
第
三
者
の
利
益
を
害
し
な
い
場
合
。

　
第
二
三
条
　
［
物
権
の
取
得
と
移
転
の
時
期
］

　
不
動
産
の
物
権
を
設
定
、
移
転
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
登
記
の
完
成
時
に
そ
の
物
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
二
四
条
　
［
物
権
の
変
更
］

不
動
産
の
物
権
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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機
関
は
登
記
を
行
っ
た
後
、
権
利
者
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
証
書
の
占
有
の
移
転
は
、
不
動
産

物
権
の
変
更
の
発
効
要
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
一
条

[
証
書
と
登
記
の
内
容
]

証
書
に
記
載
さ
れ
た
権
利
の
内
容
は
不
動
産
登
記
の
内
容
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

不
動
産
権
利
証
書
の
内
容
が
不
動
産
登
記
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
優
先
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。

第
二
二
条

[
未
登
記
の
救
済
]

当
事
者
が
不
動
産
物
権
の
移
転
に
つ
い
て
適
時
に
登
記
の
手
続
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
下
記
の
場
合
に
は
当
事
者
の
事
後
登
記
を

-469-

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

契
約
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

2 

当
事
者
双
方
が
既
に
契
約
を
履
行
し
た
、
ま
た
は
契
約
の
約
束
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
場
合
。
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3 

事
後
登
記
が
第
三
者
の
利
益
を
害
し
な
い
場
合
。

第
二
三
条

[
物
権
の
取
得
と
移
転
の
時
期
]

不
動
産
の
物
権
を
設
定
、
移
転
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
登
記
の
完
成
時
に
そ
の
物
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
四
条

[
物
権
の
変
更
]
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不
動
産
の
物
権
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

機
関
は
登
記
を
行
っ
た
後
、
権
利
者
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
証
書
の
占
有
の
移
転
は
、
不
動
産

物
権
の
変
更
の
発
効
要
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
一
条

[
証
書
と
登
記
の
内
容
]

証
書
に
記
載
さ
れ
た
権
利
の
内
容
は
不
動
産
登
記
の
内
容
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

不
動
産
権
利
証
書
の
内
容
が
不
動
産
登
記
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
優
先
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。

第
二
二
条

[
未
登
記
の
救
済
]

当
事
者
が
不
動
産
物
権
の
移
転
に
つ
い
て
適
時
に
登
記
の
手
続
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
下
記
の
場
合
に
は
当
事
者
の
事
後
登
記
を
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認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

契
約
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

2 

当
事
者
双
方
が
既
に
契
約
を
履
行
し
た
、
ま
た
は
契
約
の
約
束
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
場
合
。
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3 

事
後
登
記
が
第
三
者
の
利
益
を
害
し
な
い
場
合
。

第
二
三
条

[
物
権
の
取
得
と
移
転
の
時
期
]

不
動
産
の
物
権
を
設
定
、
移
転
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
登
記
の
完
成
時
に
そ
の
物
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
四
条

[
物
権
の
変
更
]
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不
動
産
の
物
権
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
二
五
条
　
［
物
権
の
放
棄
］

　
不
動
産
物
権
を
放
棄
す
る
場
合
に
は
、
下
記
の
条
件
に
符
合
し
た
と
き
は
法
的
効
力
を
生
じ
る
。

　
1
　
登
記
機
関
に
対
し
そ
の
物
権
を
放
棄
す
る
意
思
を
明
白
に
示
し
た
場
合
。

　
2
　
抹
消
の
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
。

　
3
　
登
記
機
関
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
差
し
出
し
た
場
合
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
後
、
不
動
産
の
占
有
者
は
従
来
の
権
利
者
が
放
棄
し
た
不
動
産
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
は
異
議
を
申
し
立
て
、
か

つ
、
権
利
を
放
棄
し
た
者
に
対
し
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
条
　
［
登
記
の
効
力
］

　
不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
法
に
従
い
当
該
物
権
を
有
す
る
。

権
利
者
は
そ
の
物
権
を
処
分
す
る
場
合
に
は
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
譲
受
人
は
権
利
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
そ
の
者
と
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
を
信
頼
し
て
権
利
者
と
取
引
を
行
っ
た
者
は
善
意
を
有
す
る
者
と
推
定
す
る
。

　
第
二
七
条
　
［
物
権
の
推
定
］

　
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
真
の
権
利
者
と
推
定
し
、
そ
の
他
の
者
は
当
該
権
利
を
有
し
な
い
者
と
推
定
す
る
。

　
第
二
八
条
　
［
登
記
に
対
す
る
異
議
］

一470一
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第
二
五
条

[
物
権
の
放
棄
]

不
動
産
物
権
を
放
棄
す
る
場
合
に
は
、
下
記
の
条
件
に
符
合
し
た
と
き
は
法
的
効
力
を
生
じ
る
。

49 (山梨学院大学〕

1 

登
記
機
関
に
対
し
そ
の
物
権
を
放
棄
す
る
意
思
を
明
白
に
示
し
た
場
合
。

2 

抹
消
の
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
。

3 

登
記
機
関
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
差
し
出
し
た
場
合
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
後
、
不
動
産
の
占
有
者
は
従
来
の
権
利
者
が
放
棄
し
た
不
動
産
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が

法学論集

で
き
る
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
は
異
議
を
申
し
立
て
、
か
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つ
、
権
利
を
放
棄
し
た
者
に
対
し
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
条

[
登
記
の
効
力
]

不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
法
に
従
い
当
該
物
権
を
有
す
る
。

権
利
者
は
そ
の
物
権
を
処
分
す
る
場
合
に
は
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
譲
受
人
は
権
利
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
そ
の
者
と
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
を
信
頼
し
て
権
利
者
と
取
引
を
行
っ
た
者
は
善
意
を
有
す
る
者
と
推
定
す
る
。

第
二
七
条

[
物
権
の
推
定
]

登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
真
の
権
利
者
と
推
定
し
、
そ
の
他
の
者
は
当
該
権
利
を
有
し
な
い
者
と
推
定
す
る
。

第
二
八
条

[
登
記
に
対
す
る
異
議
]
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第
二
五
条

[
物
権
の
放
棄
]

不
動
産
物
権
を
放
棄
す
る
場
合
に
は
、
下
記
の
条
件
に
符
合
し
た
と
き
は
法
的
効
力
を
生
じ
る
。

49 (山梨学院大学〕

1 

登
記
機
関
に
対
し
そ
の
物
権
を
放
棄
す
る
意
思
を
明
白
に
示
し
た
場
合
。

2 

抹
消
の
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
。

3 

登
記
機
関
に
不
動
産
の
権
利
証
書
を
差
し
出
し
た
場
合
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
後
、
不
動
産
の
占
有
者
は
従
来
の
権
利
者
が
放
棄
し
た
不
動
産
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が

法学論集

で
き
る
。

権
利
者
が
不
動
産
の
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
は
異
議
を
申
し
立
て
、
か

-470-

つ
、
権
利
を
放
棄
し
た
者
に
対
し
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
条

[
登
記
の
効
力
]

不
動
産
の
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
法
に
従
い
当
該
物
権
を
有
す
る
。

権
利
者
は
そ
の
物
権
を
処
分
す
る
場
合
に
は
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
譲
受
人
は
権
利
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
そ
の
者
と
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
を
信
頼
し
て
権
利
者
と
取
引
を
行
っ
た
者
は
善
意
を
有
す
る
者
と
推
定
す
る
。

第
二
七
条

[
物
権
の
推
定
]

登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
は
真
の
権
利
者
と
推
定
し
、
そ
の
他
の
者
は
当
該
権
利
を
有
し
な
い
者
と
推
定
す
る
。

第
二
八
条

[
登
記
に
対
す
る
異
議
]
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権
利
者
及
び
他
の
利
害
関
係
者
は
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
登

記
に
対
す
る
変
更
は
人
民
法
院
に
対
し
訴
訟
を
提
起
し
、
人
民
法
院
の
裁
定
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
民
法
院
が
登
記
の
変
更
の
裁
定
を
し
た
場
合
に
は
、
登
記
機
関
は
そ
の
裁
定
に
従
い
登
記
の
内
容
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
登
記
を
変
更
す
る
前
に
第
三
者
が
登
記
の
内
容
を
信
頼
し
て
行
っ
た
取
引
は
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
。

　
登
記
さ
れ
た
権
利
が
真
の
権
利
と
不
一
致
の
場
合
に
は
、
権
利
者
及
び
利
害
関
係
者
は
登
記
機
関
に
対
し
そ
の
更
正
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
登
記
機
関
は
、
登
記
に
明
白
な
ミ
ス
ま
た
は
詐
欺
行
為
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
職
権
に
従
い
登
記

の
内
容
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
、
更
正
し
た
旨
を
適
時
に
登
記
の
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
二
九
条
　
［
異
議
申
し
立
て
の
期
限
］

　
異
議
を
申
し
立
て
る
期
限
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
〇
条
　
［
先
に
登
記
し
た
権
利
が
優
先
す
る
規
則
］

　
あ
る
目
的
物
に
相
互
に
競
合
し
あ
う
二
つ
以
上
の
不
動
産
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
権
の
効
力
は
登
記
の
日
時

の
前
後
順
序
に
よ
り
決
定
す
る
。
先
に
登
記
し
た
権
利
は
優
先
し
て
実
現
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
一
条
［
家
屋
の
前
売
り
販
売
登
記
］

　
当
事
者
は
家
屋
の
前
売
り
販
売
に
お
い
て
、
自
由
意
志
に
基
づ
き
前
売
り
販
売
の
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
家
屋
の
所
有
者
が
家
屋
の
権
利
に
関
し
て
行
っ
た
処
分
行
為
が
家
屋
の
前
売
り
販
売
の
登
記
内
容
に
違
反
し
た
場
合
に
、
そ
の
処
分

行
為
は
無
効
の
も
の
と
す
る
。
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権
利
者
及
び
他
の
利
害
関
係
者
は
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
登

記
に
対
す
る
変
更
は
人
民
法
院
に
対
し
訴
訟
を
提
起
し
、
人
民
法
院
の
裁
定
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
民
法
院
が
登
記
の
変
更
の
裁
定
を
し
た
場
合
に
は
、
登
記
機
関
は
そ
の
裁
定
に
従
い
登
記
の
内
容
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
登
記
を
変
更
す
る
前
に
第
三
者
が
登
記
の
内
容
を
信
頼
し
て
行
っ
た
取
引
は
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
D

登
記
さ
れ
た
権
利
が
真
の
権
利
と
不
一
致
の
場
合
に
は
、
権
利
者
及
び
利
害
関
係
者
は
登
記
機
関
に
対
し
そ
の
更
正
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
登
記
機
関
は
、
登
記
に
明
白
な
ミ
ス
ま
た
は
詐
欺
行
為
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
職
権
に
従
い
登
記

の
内
容
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
に
、
更
正
し
た
旨
を
適
時
に
登
記
の
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し〉
o 

第
二
九
条

[
異
議
申
し
立
て
の
期
限
〕

異
議
を
申
し
立
て
る
期
限
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三

O
条

[
先
に
登
記
し
た
権
利
が
優
先
す
る
規
則
]

中国物権法草案建議稿

あ
る
目
的
物
に
相
互
に
競
合
し
あ
う
こ
つ
以
上
の
不
動
産
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
権
の
効
力
は
登
記
の
日
時

の
前
後
順
序
に
よ
り
決
定
す
る
。
先
に
登
記
し
た
権
利
は
優
先
し
て
実
現
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
三
条

[
家
屋
の
前
売
り
販
売
登
記
]

当
事
者
は
家
屋
の
前
売
り
販
売
に
お
い
て
、
自
由
意
志
に
基
づ
き
前
売
り
販
売
の
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

471 

家
屋
の
所
有
者
が
家
屋
の
権
利
に
関
し
て
行
っ
た
処
分
行
為
が
家
屋
の
前
売
り
販
売
の
登
記
内
容
に
違
反
し
た
場
合
に
、
そ
の
処
分

行
為
は
無
効
の
も
の
と
す
る
。

権
利
者
及
び
他
の
利
害
関
係
者
は
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
登

記
に
対
す
る
変
更
は
人
民
法
院
に
対
し
訴
訟
を
提
起
し
、
人
民
法
院
の
裁
定
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
民
法
院
が
登
記
の
変
更
の
裁
定
を
し
た
場
合
に
は
、
登
記
機
関
は
そ
の
裁
定
に
従
い
登
記
の
内
容
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
登
記
を
変
更
す
る
前
に
第
三
者
が
登
記
の
内
容
を
信
頼
し
て
行
っ
た
取
引
は
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
D

登
記
さ
れ
た
権
利
が
真
の
権
利
と
不
一
致
の
場
合
に
は
、
権
利
者
及
び
利
害
関
係
者
は
登
記
機
関
に
対
し
そ
の
更
正
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
登
記
機
関
は
、
登
記
に
明
白
な
ミ
ス
ま
た
は
詐
欺
行
為
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
職
権
に
従
い
登
記

の
内
容
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
に
、
更
正
し
た
旨
を
適
時
に
登
記
の
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し〉
o 

第
二
九
条

[
異
議
申
し
立
て
の
期
限
〕

異
議
を
申
し
立
て
る
期
限
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三

O
条

[
先
に
登
記
し
た
権
利
が
優
先
す
る
規
則
]

中国物権法草案建議稿

あ
る
目
的
物
に
相
互
に
競
合
し
あ
う
こ
つ
以
上
の
不
動
産
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
権
の
効
力
は
登
記
の
日
時

の
前
後
順
序
に
よ
り
決
定
す
る
。
先
に
登
記
し
た
権
利
は
優
先
し
て
実
現
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
三
条

[
家
屋
の
前
売
り
販
売
登
記
]

当
事
者
は
家
屋
の
前
売
り
販
売
に
お
い
て
、
自
由
意
志
に
基
づ
き
前
売
り
販
売
の
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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家
屋
の
所
有
者
が
家
屋
の
権
利
に
関
し
て
行
っ
た
処
分
行
為
が
家
屋
の
前
売
り
販
売
の
登
記
内
容
に
違
反
し
た
場
合
に
、
そ
の
処
分

行
為
は
無
効
の
も
の
と
す
る
。
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家
屋
の
前
売
り
販
売
の
登
記
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
現
実
の
家
屋
の
登
記
の
内
容
と
不
一
致
の
場
合
に
は
、
現
実
の
家
屋
の
登
記
の

内
容
を
優
先
さ
せ
る
。

　
第
三
二
条
　
［
土
地
と
建
物
に
関
す
る
登
記
の
相
互
独
立
性
］

　
土
地
と
建
物
と
し
て
の
家
屋
、
付
属
物
は
一
括
に
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
権
利
者
は
土
地
と
家
屋
の
権
利
に
つ

い
て
分
け
て
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
三
条
　
［
登
記
機
関
の
責
任
］

　
下
記
の
事
由
に
よ
り
当
事
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
被
害
者
は
登
記
機
関
に
対
し
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　
1
　
登
記
機
関
の
重
大
な
過
失
に
よ
り
登
記
の
ミ
ス
を
致
し
た
場
合
。

　
2
　
正
当
な
理
由
が
な
く
登
記
の
時
期
を
遅
ら
せ
た
場
合
。

　
3
　
関
係
当
事
者
の
登
記
に
関
す
る
正
当
な
調
査
請
求
を
理
由
な
く
拒
絶
し
た
場
合
。

　
第
三
四
条
　
［
悪
意
結
託
の
責
任
］

　
登
記
申
請
者
と
登
記
機
関
が
悪
意
に
結
託
し
、
第
三
者
の
適
法
な
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
そ
の
登
記
申
請
者
、

登
記
機
関
ま
た
は
そ
の
職
員
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
五
条
　
［
動
産
の
登
記
基
準
］

　
法
律
に
基
づ
き
、
動
産
物
権
の
取
得
、
変
更
、
消
滅
に
つ
い
て
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
た
不
動

産
登
記
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一472一
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家
屋
の
前
売
り
販
売
の
登
記
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
現
実
の
家
屋
の
登
記
の
内
容
と
不
一
致
の
場
合
に
は
、
現
実
の
家
屋
の
登
記
の

内
容
を
優
先
さ
せ
る
。
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第
三
二
条

[
土
地
と
建
物
に
関
す
る
登
記
の
相
互
独
立
性
]

土
地
と
建
物
と
し
て
の
家
屋
、
付
属
物
は
一
括
に
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
権
利
者
は
土
地
と
家
屋
の
権
利
に
つ

い
て
分
け
て
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
条

[
登
記
機
関
の
責
任
]

法学論集

下
記
の
事
由
に
よ
り
当
事
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
被
害
者
は
登
記
機
関
に
対
し
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る

-472-

1 

登
記
機
関
の
重
大
な
過
失
に
よ
り
登
記
の
ミ
ス
を
致
し
た
場
合
。

2 

正
当
な
理
由
が
な
く
登
記
の
時
期
を
遅
ら
せ
た
場
合
。

3 

関
係
当
事
者
の
登
記
に
関
す
る
正
当
な
調
査
請
求
を
理
由
な
く
拒
絶
し
た
場
合
。

第
三
四
条

[
悪
意
結
託
の
責
任
]

登
記
申
請
者
と
登
記
機
関
が
悪
意
に
結
託
し
、
第
三
者
の
適
法
な
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
そ
の
登
記
申
請
者
、

登
記
機
関
ま
た
は
そ
の
職
員
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
五
条

[
動
産
の
登
記
基
準
]

法
律
に
基
づ
き
、
動
産
物
権
の
取
得
、
変
更
、
消
滅
に
つ
い
て
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
た
不
動

産
登
記
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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容
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不
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に
は
、
現
実
の
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る
。
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第
三
二
条

[
土
地
と
建
物
に
関
す
る
登
記
の
相
互
独
立
性
]

土
地
と
建
物
と
し
て
の
家
屋
、
付
属
物
は
一
括
に
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
権
利
者
は
土
地
と
家
屋
の
権
利
に
つ

い
て
分
け
て
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
条

[
登
記
機
関
の
責
任
]

法学論集

下
記
の
事
由
に
よ
り
当
事
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
被
害
者
は
登
記
機
関
に
対
し
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る

-472-

1 

登
記
機
関
の
重
大
な
過
失
に
よ
り
登
記
の
ミ
ス
を
致
し
た
場
合
。

2 

正
当
な
理
由
が
な
く
登
記
の
時
期
を
遅
ら
せ
た
場
合
。

3 

関
係
当
事
者
の
登
記
に
関
す
る
正
当
な
調
査
請
求
を
理
由
な
く
拒
絶
し
た
場
合
。

第
三
四
条

[
悪
意
結
託
の
責
任
]

登
記
申
請
者
と
登
記
機
関
が
悪
意
に
結
託
し
、
第
三
者
の
適
法
な
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
そ
の
登
記
申
請
者
、

登
記
機
関
ま
た
は
そ
の
職
員
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
五
条

[
動
産
の
登
記
基
準
]

法
律
に
基
づ
き
、
動
産
物
権
の
取
得
、
変
更
、
消
滅
に
つ
い
て
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
た
不
動

産
登
記
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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第
二
款
　
動
産
の
占
有
と
引
き
渡
し

　
第
三
六
条
　
［
一
般
原
則
］

　
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
問
に
特
約
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
動
産
の
物
権
は
そ
の
動
産
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
よ
り
移

転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
の
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
七
条
　
［
引
き
渡
し
の
完
成
］

　
動
産
の
引
き
渡
し
は
、
そ
の
動
産
が
譲
受
人
に
引
き
渡
さ
れ
、
譲
受
人
が
そ
れ
を
占
有
し
た
と
き
に
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
八
条
　
［
引
き
渡
し
の
日
時
］

　
譲
受
人
が
自
ら
動
産
を
持
ち
帰
る
と
当
事
者
間
で
約
束
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
が
そ
の
動
産
を
持
ち
帰
っ
た
日
時
は
引
き
渡
し
の

日
時
と
す
る
。

　
契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
手
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
が
引
き
渡
し
の
地
点
で
譲
受
人
に
そ
れ
を
手
渡
し
、
か
つ
、

譲
受
入
が
そ
れ
を
点
検
し
て
引
き
受
け
た
と
き
に
、
引
き
渡
し
は
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

　
契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は
郵
便
局
に
引
き
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は

郵
便
局
に
引
き
渡
し
た
日
時
は
引
き
渡
し
の
日
時
と
す
る
。

　
第
三
九
条
　
［
証
書
の
引
き
渡
し
］

　
譲
渡
者
が
動
産
を
引
き
渡
す
と
き
、
そ
の
動
産
と
関
係
の
あ
る
証
書
を
同
時
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
証

書
が
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
は
、
引
き
渡
し
を
し
て
い
な
い
も
の
と
見
な
す
。

　
第
四
〇
条
　
［
簡
易
引
き
渡
し
］

一473一

第
二
款

第
三
六
条

動
産
の
占
有
と
引
き
渡
し

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
動
産
の
物
権
は
そ
の
動
産
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
よ
り
移

[
一
般
原
則
]

第
三
七
条

転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
の
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
引
き
渡
し
の
完
成
]

第
三
八
条

動
産
の
引
き
渡
し
は
、
そ
の
動
産
が
譲
受
人
に
引
き
渡
さ
れ
、
譲
受
人
が
そ
れ
を
占
有
し
た
と
き
に
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

[
引
き
渡
し
の
日
時
]

譲
受
人
が
自
ら
動
産
を
持
ち
帰
る
と
当
事
者
間
で
約
束
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
が
そ
の
動
産
を
持
ち
帰
っ
た
日
時
は
引
き
渡
し
の

日
時
と
す
る
。

契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
手
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
が
引
き
渡
し
の
地
点
で
譲
受
人
に
そ
れ
を
手
渡
し
、

か
つ
、

-473-

譲
受
人
が
そ
れ
を
点
検
し
て
引
き
受
付
た
と
き
に
、
引
き
渡
し
は
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。
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契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は
郵
便
局
に
引
き
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は

第
三
九
条

郵
便
局
に
引
き
渡
し
た
日
時
は
引
き
渡
し
の
日
時
と
す
る
。

[
証
書
の
引
き
渡
し
]

譲
渡
者
が
動
産
を
引
き
渡
す
と
き
、

そ
の
動
産
と
関
係
の
あ
る
証
書
を
同
時
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
証

473 

第
四

O
条

書
が
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
は
、
引
き
渡
し
を
し
て
い
な
い
も
の
と
見
な
す
。

[
簡
易
引
き
渡
し
]

第
二
款

第
三
六
条

動
産
の
占
有
と
引
き
渡
し

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
動
産
の
物
権
は
そ
の
動
産
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
よ
り
移

[
一
般
原
則
]

第
三
七
条

転
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
の
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
引
き
渡
し
の
完
成
]

第
三
八
条

動
産
の
引
き
渡
し
は
、
そ
の
動
産
が
譲
受
人
に
引
き
渡
さ
れ
、
譲
受
人
が
そ
れ
を
占
有
し
た
と
き
に
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

[
引
き
渡
し
の
日
時
]

譲
受
人
が
自
ら
動
産
を
持
ち
帰
る
と
当
事
者
間
で
約
束
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
が
そ
の
動
産
を
持
ち
帰
っ
た
日
時
は
引
き
渡
し
の

日
時
と
す
る
。

契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
手
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
が
引
き
渡
し
の
地
点
で
譲
受
人
に
そ
れ
を
手
渡
し
、

か
つ
、

-473-

譲
受
人
が
そ
れ
を
点
検
し
て
引
き
受
付
た
と
き
に
、
引
き
渡
し
は
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

中国物権法草案建議稿

契
約
に
所
有
者
が
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は
郵
便
局
に
引
き
渡
す
と
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
動
産
を
第
一
運
送
者
ま
た
は

第
三
九
条

郵
便
局
に
引
き
渡
し
た
日
時
は
引
き
渡
し
の
日
時
と
す
る
。

[
証
書
の
引
き
渡
し
]

譲
渡
者
が
動
産
を
引
き
渡
す
と
き
、

そ
の
動
産
と
関
係
の
あ
る
証
書
を
同
時
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
証

473 

第
四

O
条

書
が
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
は
、
引
き
渡
し
を
し
て
い
な
い
も
の
と
見
な
す
。

[
簡
易
引
き
渡
し
]
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動
産
を
譲
渡
す
る
前
に
、
譲
受
人
が
既
に
そ
の
動
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
権
は
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
時
点
よ
り

移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

　
第
四
一
条
［
代
替
引
き
渡
し
］

　
動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
、
目
的
物
が
す
で
に
第
三
者
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
譲
受
人
に
そ
の
動
産
の
返

還
請
求
権
を
移
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
返
還
請
求
権
を
移
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
そ
の
物
権
を
移
転
し
た
旨
を
当
該
第
三
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
二
条
　
［
占
有
改
定
］

　
動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
と
譲
受
人
は
、
譲
渡
者
に
引
き
続
き
当
該
動
産
を
占
有
さ
せ
、
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に

代
替
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
約
定
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
三
条
　
［
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
］

　
法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
無
記
名
の
有
価
証
券
は
、
そ
の
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
権
利
の
移
転
を
生
じ
た
も

の
と
す
る
。

　
第
四
四
条
　
［
動
産
所
有
権
の
保
留
］

　
動
産
所
有
者
は
、
譲
渡
す
る
動
産
を
引
き
渡
し
た
後
、
当
該
動
産
に
関
す
る
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
を
譲
受
人
と
約
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
家
畜
の
売
買
に
お
い
て
は
そ
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
所
有
権
を
保
留
し
た
動
産
所
有
者
は
、
譲
受
人
が
給
付
し
た
代
金
に
つ
い
て
、
賃
貸
料
及
び
実
際
に
発
生
し
た
損
失
の
費
用
を
控
除

し
た
あ
と
、
そ
れ
を
全
額
返
却
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一474一
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動
産
を
譲
渡
す
る
前
に
、
譲
受
人
が
既
に
そ
の
動
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
権
は
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
時
点
よ
り

移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
一
条

[
代
替
引
き
渡
し
〕

動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
、
目
的
物
が
す
で
に
第
三
者
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
-
譲
受
人
に
そ
の
動
産
の
返

還
請
求
権
を
移
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

返
還
請
求
権
を
移
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
そ
の
物
権
を
移
転
し
た
旨
を
当
該
第
三
者
に
通
知
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

法学論集

第
四
二
条

[
占
有
改
定
]

動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
と
譲
受
人
は
、
譲
渡
者
に
引
き
続
き
当
該
動
産
を
占
有
さ
せ
、
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に

-474ー

代
替
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
約
定
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
三
条

[
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
〕

法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
無
記
名
の
有
価
証
券
は
、
そ
の
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
権
利
の
移
転
を
生
じ
た
も

の
と
す
る
。

第
四
四
条

[
動
産
所
有
権
の
保
留
〕

動
産
所
有
者
は
、
譲
渡
す
る
動
産
を
引
き
渡
し
た
後
、
当
該
動
産
に
関
す
る
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
を
譲
受
人
と
約
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
家
畜
の
売
買
に
お
い
て
は
そ
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

所
有
権
を
保
留
し
た
動
産
所
有
者
は
、
譲
受
人
が
給
付
し
た
代
金
に
つ
い
て
、
賃
貸
料
及
び
実
際
に
発
生
し
た
損
失
の
費
用
を
控
除

し
た
あ
と
、
そ
れ
を
全
額
返
却
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

474 

動
産
を
譲
渡
す
る
前
に
、
譲
受
人
が
既
に
そ
の
動
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
権
は
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
時
点
よ
り

移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
一
条

[
代
替
引
き
渡
し
〕

動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
、
目
的
物
が
す
で
に
第
三
者
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
-
譲
受
人
に
そ
の
動
産
の
返

還
請
求
権
を
移
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

返
還
請
求
権
を
移
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
そ
の
物
権
を
移
転
し
た
旨
を
当
該
第
三
者
に
通
知
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

法学論集

第
四
二
条

[
占
有
改
定
]

動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
譲
渡
者
と
譲
受
人
は
、
譲
渡
者
に
引
き
続
き
当
該
動
産
を
占
有
さ
せ
、
も
っ
て
実
際
の
引
き
渡
し
に

-474ー

代
替
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
約
定
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
三
条

[
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
〕

法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
無
記
名
の
有
価
証
券
は
、
そ
の
有
価
証
券
の
引
き
渡
し
に
よ
っ
て
権
利
の
移
転
を
生
じ
た
も

の
と
す
る
。

第
四
四
条

[
動
産
所
有
権
の
保
留
〕

動
産
所
有
者
は
、
譲
渡
す
る
動
産
を
引
き
渡
し
た
後
、
当
該
動
産
に
関
す
る
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
を
譲
受
人
と
約
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
家
畜
の
売
買
に
お
い
て
は
そ
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

所
有
権
を
保
留
し
た
動
産
所
有
者
は
、
譲
受
人
が
給
付
し
た
代
金
に
つ
い
て
、
賃
貸
料
及
び
実
際
に
発
生
し
た
損
失
の
費
用
を
控
除

し
た
あ
と
、
そ
れ
を
全
額
返
却
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
節
　
物
上
請
求
権

　
第
四
五
条
　
［
物
上
請
求
権
の
確
認
］

　
物
権
者
は
、
物
権
の
存
在
ま
た
は
物
権
の
範
囲
に
つ
い
て
第
三
者
が
疑
義
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
権
利
の
確
認
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
物
上
請
求
権
の
確
認
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
六
条
　
［
物
権
に
対
す
る
推
定
］

　
人
民
法
院
は
財
産
権
の
帰
属
を
確
認
す
る
場
合
に
は
、
投
資
者
受
益
の
原
則
に
従
い
、
且
つ
占
有
者
が
占
有
し
た
原
因
、
歴
史
等
の

要
素
を
考
慮
し
た
上
そ
れ
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
財
産
権
の
帰
属
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
推
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
あ
る
財
産
が
財
産
の
現
時
占
有
者
に
帰
属
す
る
か
、
ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
帰
属
す
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　
　
に
は
、
善
意
で
、
適
法
の
現
時
占
有
者
を
権
利
者
と
推
定
す
る
。

　
2
　
あ
る
財
産
が
国
家
、
集
団
ま
た
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
国
家
の
財

　
　
産
と
推
定
す
る
。

　
3
　
あ
る
財
産
が
共
有
財
産
、
ま
た
は
公
有
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
公
有
財
産
と

　
　
推
定
す
る
。

　
第
四
七
条
　
［
返
還
請
求
権
］

　
物
権
者
は
、
そ
の
物
を
占
有
す
る
権
利
を
有
し
な
い
何
人
に
対
し
て
、
元
物
を
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

一475一

第
四
節

物
上
請
求
権

第
四
五
条

[
物
上
請
求
権
の
確
認
]

物
権
者
は
、
物
権
の
存
在
ま
た
は
物
権
の
範
囲
に
つ
い
て
第
三
者
が
疑
義
を
生
じ
た
場
合
に
は
、

そ
の
権
利
の
確
認
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
物
上
請
求
権
の
確
認
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
六
条

[
物
権
に
対
す
る
推
定
]

人
民
法
院
は
財
産
権
の
帰
属
を
確
認
す
る
場
合
に
は
、
投
資
者
受
益
の
原
則
に
従
い
、
且
つ
占
有
者
が
占
有
し
た
原
因
、
歴
史
等
の

要
素
を
考
慮
し
た
上
そ
れ
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-475ー

財
産
権
の
帰
属
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
推
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

あ
る
財
産
が
財
産
の
現
時
占
有
者
に
帰
属
す
る
か
、

ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
帰
属
す
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
善
意
で
、
適
法
の
現
時
占
有
者
を
権
利
者
と
推
定
す
る
。

中国物権法草案建議稿

2 

あ
る
財
産
が
国
家
、
集
固
ま
た
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
国
家
の
財

産
と
推
定
す
る
。

3 

あ
る
財
産
が
共
有
財
産
、
ま
た
は
公
有
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
公
有
財
産
と

推
定
す
る
。

475 

第
四
七
条

[
返
還
請
求
権
]

物
権
者
は
、

そ
の
物
を
占
有
す
る
権
利
を
有
し
な
い
何
人
に
対
し
て
、
元
物
を
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

第
四
節

物
上
請
求
権

第
四
五
条

[
物
上
請
求
権
の
確
認
]

物
権
者
は
、
物
権
の
存
在
ま
た
は
物
権
の
範
囲
に
つ
い
て
第
三
者
が
疑
義
を
生
じ
た
場
合
に
は
、

そ
の
権
利
の
確
認
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
物
上
請
求
権
の
確
認
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
六
条

[
物
権
に
対
す
る
推
定
]

人
民
法
院
は
財
産
権
の
帰
属
を
確
認
す
る
場
合
に
は
、
投
資
者
受
益
の
原
則
に
従
い
、
且
つ
占
有
者
が
占
有
し
た
原
因
、
歴
史
等
の

要
素
を
考
慮
し
た
上
そ
れ
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-475ー

財
産
権
の
帰
属
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
推
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

あ
る
財
産
が
財
産
の
現
時
占
有
者
に
帰
属
す
る
か
、

ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
帰
属
す
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
善
意
で
、
適
法
の
現
時
占
有
者
を
権
利
者
と
推
定
す
る
。

中国物権法草案建議稿

2 

あ
る
財
産
が
国
家
、
集
固
ま
た
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
国
家
の
財

産
と
推
定
す
る
。

3 

あ
る
財
産
が
共
有
財
産
、
ま
た
は
公
有
財
産
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
公
有
財
産
と

推
定
す
る
。
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第
四
七
条

[
返
還
請
求
権
]

物
権
者
は
、

そ
の
物
を
占
有
す
る
権
利
を
有
し
な
い
何
人
に
対
し
て
、
元
物
を
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
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し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

　
物
権
者
は
前
項
に
基
づ
き
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
八
条
　
［
元
物
と
果
実
の
返
還
］

　
現
時
占
有
者
は
返
還
請
求
権
者
に
元
物
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、
物
の
従
来
の
状
態
を
保
持
し
、
物
の
損
害
と
価
値
の
減
少
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
。
返
還
請
求
権
者
は
、
元
物
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
過
失
を
有
す
る
占
有
者
に
対
し
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
占
有
者
が
元
物
を
返
還
す
る
と
き
は
、
元
物
の
果
実
も
同
時
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ

り
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
占
有
権
を
有
し
な
い
者
は
、
そ
の
物
か
ら
獲
得
し
た
収
益
を
返
還
請
求
権
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
経
営
方
法
に

よ
り
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
収
取
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
そ
の
収
益

の
損
失
に
つ
い
て
適
当
な
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
九
条
　
［
占
有
者
の
残
留
物
］

　
占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に
あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
所
有
の
物
が
返
還
物
と
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
分
離
が
元
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
善
意
の
占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に

あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
五
〇
条
　
［
返
還
費
用
の
支
払
い
］

一476一
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し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

物
権
者
は
前
項
に
基
づ
き
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
八
条

[
元
物
と
果
実
の
返
還
]

現
時
占
有
者
は
返
還
請
求
権
者
に
元
物
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、
物
の
従
来
の
状
態
を
保
持
し
、
物
の
損
害
と
価
値
の
減
少
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
。
返
還
請
求
権
者
は
、
元
物
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
過
失
を
有
す
る
占
有
者
に
対
し
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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占
有
者
が
元
物
を
返
還
す
る
と
き
は
、
元
物
の
果
実
も
同
時
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ

り
、
ま
た
は
当
事
者
聞
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

-476-

占
有
権
を
有
し
な
い
者
は
、

そ
の
物
か
ら
獲
得
し
た
収
益
を
返
還
請
求
権
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
経
営
方
法
に

よ
り
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
収
取
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
そ
の
収
益

の
損
失
に
つ
い
て
適
当
な
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
九
条

[
占
有
者
の
残
留
物
]

占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に
あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
所
有
の
物
が
返
還
物
と
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
分
離
が
元
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
善
意
の
占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に

あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五

O
条

[
返
還
費
用
の
支
払
い
]

476 

し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

物
権
者
は
前
項
に
基
づ
き
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
八
条

[
元
物
と
果
実
の
返
還
]

現
時
占
有
者
は
返
還
請
求
権
者
に
元
物
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、
物
の
従
来
の
状
態
を
保
持
し
、
物
の
損
害
と
価
値
の
減
少
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
。
返
還
請
求
権
者
は
、
元
物
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
過
失
を
有
す
る
占
有
者
に
対
し
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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占
有
者
が
元
物
を
返
還
す
る
と
き
は
、
元
物
の
果
実
も
同
時
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ

り
、
ま
た
は
当
事
者
聞
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

-476-

占
有
権
を
有
し
な
い
者
は
、

そ
の
物
か
ら
獲
得
し
た
収
益
を
返
還
請
求
権
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
経
営
方
法
に

よ
り
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
収
取
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
そ
の
収
益

の
損
失
に
つ
い
て
適
当
な
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
九
条

[
占
有
者
の
残
留
物
]

占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に
あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
所
有
の
物
が
返
還
物
と
分

離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
分
離
が
元
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
善
意
の
占
有
者
は
元
物
を
返
還
す
る
と
き
に
、
元
物
に

あ
る
自
己
所
有
の
物
を
収
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
返
還
請
求
権
者
に
対
し
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五

O
条

[
返
還
費
用
の
支
払
い
]
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元
物
を
返
還
す
る
費
用
は
占
有
権
を
有
し
な
い
者
が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
占
有
権
を
持
た
な
い
者
が
善
意
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

　
第
五
一
条
　
［
占
有
物
の
鍛
損
、
滅
失
の
賠
償
］

　
占
有
物
が
占
有
者
の
過
失
に
よ
り
段
損
、
滅
失
を
し
た
場
合
に
は
、
悪
意
の
占
有
者
は
損
失
の
全
部
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
善
意
の
占
有
者
は
現
存
の
利
益
内
に
限
り
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

　
第
五
二
条
　
［
占
有
者
の
支
出
に
対
す
る
補
償
］

　
善
意
の
占
有
者
は
、
そ
の
占
有
期
間
に
物
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
の
費
用
に
つ
い
て
、
返
還
請
求
権
者
に
補
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
返
還
請
求
権
者
が
そ
の
補
償
を
行
う
ま
で
に
、
現
時
占
有
者
は
元
物
と
そ
の
果
実
を
一
時
に
保
留
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
三
条
　
［
妨
害
排
除
の
請
求
権
］

　
物
権
者
は
、
そ
の
権
利
を
正
常
に
行
使
す
る
こ
と
が
他
人
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
般
人
が
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
軽
微
な
妨
害
は
除
か
れ
る
。

　
妨
害
を
排
除
す
る
費
用
は
妨
害
者
が
負
担
す
る
。

　
妨
害
排
除
の
請
求
権
の
行
使
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
。

　
第
五
四
条
　
［
危
険
除
去
の
請
求
権
］

　
物
権
者
は
、
自
己
占
有
の
物
が
他
人
の
行
為
ま
た
は
施
設
に
よ
り
損
害
を
蒙
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
危
険
の
除
去
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一477一

元
物
を
返
還
す
る
費
用
は
占
有
権
を
有
し
な
い
者
が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
占
有
権
を
持
た
な
い
者
が
善
意
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

第
五
一
条

[
占
有
物
の
鍛
損
、
滅
失
の
賠
償
]

占
有
物
が
占
有
者
の
過
失
に
よ
り
段
損
、
滅
失
を
し
た
場
合
に
は
、
悪
意
の
占
有
者
は
損
失
の
全
部
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
善
意
の
占
有
者
は
現
存
の
利
益
内
に
限
り
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

[
占
有
者
の
支
出
に
対
す
る
補
償
]

第
五
二
条

善
意
の
占
有
者
は
、
そ
の
占
有
期
間
に
物
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
の
費
用
に
つ
い
て
、
返
還
請
求
権
者
に
補
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
返
還
請
求
権
者
が
そ
の
補
償
を
行
う
ま
で
に
、
現
時
占
有
者
は
元
物
と
そ
の
果
実
を
一
時
に
保
留
す
る

-477-

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
三
条

[
妨
害
排
除
の
請
求
権
〕

物
権
者
は
、
そ
の
権
利
を
正
常
に
行
使
す
る
こ
と
が
他
人
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る
こ
と

中国物権法草案建議稿

が
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
般
人
が
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
軽
微
な
妨
害
は
除
か
れ
る
。

妨
害
を
排
除
す
る
費
用
は
妨
害
者
が
負
担
す
る
。

妨
害
排
除
の
請
求
権
の
行
使
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
。

第
五
四
条

[
危
険
除
去
の
請
求
権
]

477 

物
権
者
は
、
自
己
占
有
の
物
が
他
人
の
行
為
ま
た
は
施
設
に
よ
り
損
害
を
蒙
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
危
険
の
除
去
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

元
物
を
返
還
す
る
費
用
は
占
有
権
を
有
し
な
い
者
が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
占
有
権
を
持
た
な
い
者
が
善
意
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

第
五
一
条

[
占
有
物
の
鍛
損
、
滅
失
の
賠
償
]

占
有
物
が
占
有
者
の
過
失
に
よ
り
段
損
、
滅
失
を
し
た
場
合
に
は
、
悪
意
の
占
有
者
は
損
失
の
全
部
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
善
意
の
占
有
者
は
現
存
の
利
益
内
に
限
り
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

[
占
有
者
の
支
出
に
対
す
る
補
償
]

第
五
二
条

善
意
の
占
有
者
は
、
そ
の
占
有
期
間
に
物
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
の
費
用
に
つ
い
て
、
返
還
請
求
権
者
に
補
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
返
還
請
求
権
者
が
そ
の
補
償
を
行
う
ま
で
に
、
現
時
占
有
者
は
元
物
と
そ
の
果
実
を
一
時
に
保
留
す
る

-477-

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
三
条

[
妨
害
排
除
の
請
求
権
〕

物
権
者
は
、
そ
の
権
利
を
正
常
に
行
使
す
る
こ
と
が
他
人
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
般
人
が
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
軽
微
な
妨
害
は
除
か
れ
る
。

妨
害
を
排
除
す
る
費
用
は
妨
害
者
が
負
担
す
る
。

妨
害
排
除
の
請
求
権
の
行
使
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
。

第
五
四
条

[
危
険
除
去
の
請
求
権
]

477 

物
権
者
は
、
自
己
占
有
の
物
が
他
人
の
行
為
ま
た
は
施
設
に
よ
り
損
害
を
蒙
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
危
険
の
除
去
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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危
険
除
去
の
費
用
及
び
当
該
危
険
を
避
け
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
な
費
用
は
当
該
危
険
の
醸
成
者
が
負
担
す
る
。

　
第
五
五
条
　
［
原
状
に
復
す
請
求
権
］

他
人
が
物
権
者
の
占
有
し
て
い
る
財
産
に
殿
損
を
与
え
た
場
合
、
そ
れ
を
原
状
に
復
す
こ
と
が
物
の
価
値
を
減
少
さ
せ
な
い
場
合
に

は
、
物
権
者
は
、
そ
の
行
為
者
に
対
し
、
修
理
、
取
替
え
な
ど
の
方
法
に
よ
り
そ
れ
を
原
状
に
復
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
原
状
に
復
す
費
用
は
そ
の
行
為
者
が
負
担
す
る
。

　
原
状
に
復
す
こ
と
が
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
物
権
者
は
そ
の
行
為
者
に
対
し
、
そ
の
物
に
与
え
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
六
条
　
［
損
害
賠
償
の
請
求
権
］

　
物
権
者
は
、
第
五
三
条
、
五
四
条
、
五
五
条
の
請
求
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
加
害
者
に
対
し
て
損
害

の
賠
償
を
同
時
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一478一

第
二
章
　
所
有
権

　
　
第
一
節
　
所
有
権
通
則

　
第
一
款
　
所
有
権
の
範
囲

第
五
七
条
　
［
所
有
権
の
定
義
］
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必
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費
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当
該
危
険
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醸
成
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が
負
担
す
る
。
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原
状
に
復
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請
求
権
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損
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、
物
権
者
は
、
そ
の
行
為
者
に
対
し
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修
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取
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請
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す
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原
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復
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費
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負
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す
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原
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と
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の
価
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を
損
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場
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は
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物
権
者
は
そ
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為
者
に
対
し
、
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損
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損
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損
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第
五
八
条
　
［
土
地
所
有
権
］

　
土
地
は
、
憲
法
と
法
律
に
基
づ
き
国
家
と
集
団
の
所
有
に
帰
す
る
。

　
土
地
所
有
権
者
は
地
表
に
対
す
る
使
用
と
支
配
権
を
有
し
、
か
つ
土
地
の
上
下
空
間
に
対
す
る
利
用
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

権
利
は
法
律
、
法
規
の
制
限
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
土
地
所
有
権
者
は
他
人
に
よ
る
軽
微
な
妨
害
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
九
条
　
［
自
然
資
源
の
所
有
権
］

　
国
家
、
集
団
経
済
組
織
は
憲
法
、
法
律
に
従
い
、
自
然
資
源
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。

　
自
然
資
源
の
開
発
及
び
経
営
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
っ
て
規
定
す
る
。

　
第
六
〇
条
　
［
徴
収
と
徴
用
］

　
公
民
と
法
人
の
財
産
は
、
法
律
や
正
当
な
手
続
き
を
経
な
い
限
り
、
そ
れ
を
徴
収
ま
た
は
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
第
二
款
　
所
有
権
の
取
得

　
　
　
所
有
権
取
得
の
一
般
規
定

　
第
六
一
条
　
［
所
有
権
の
取
得
］

　
所
有
権
の
取
得
は
法
律
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
六
二
条
　
［
投
資
者
の
財
産
権
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
所
有
権
と
は
、
法
律
が
定
め
た
範
囲
内
で
物
に
対
し
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処
分
を
為
す
権
利
を
い
う
。

こ
の
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の
法
律
に
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い
て
、
所
有
権
と
は
、
法
律
が
定
め
た
範
囲
内
で
物
に
対
し
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処
分
を
為
す
権
利
を
い
う
。

[
土
地
所
有
権
]

土
地
は
、
憲
法
と
法
律
に
基
づ
き
国
家
と
集
団
の
所
有
に
帰
す
る
。

土
地
所
有
権
者
は
地
表
に
対
す
る
使
用
と
支
配
権
を
有
し
、
か
つ
土
地
の
上
下
空
間
に
対
す
る
利
用
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の

権
利
は
法
律
、
法
規
の
制
限
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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五
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微
な
妨
害
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容
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け
れ
ば
な
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い
。
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資
源
の
所
有
権
]

国
家
、
集
団
経
済
組
織
は
憲
法
、
法
律
に
従
い
、
自
然
資
源
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。

第
六

O
条

自
然
資
源
の
開
発
及
び
経
営
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
っ
て
規
定
す
る
。

[
徴
収
と
徴
用
]

-479ー

公
民
と
法
人
の
財
産
は
、
法
律
や
正
当
な
手
続
き
を
経
な
い
限
り
、
そ
れ
を
徴
収
ま
た
は
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
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有
権
の
取
得
]
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処
分
を
為
す
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を
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所
有
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土
地
は
、
憲
法
と
法
律
に
基
づ
き
国
家
と
集
団
の
所
有
に
帰
す
る
。

土
地
所
有
権
者
は
地
表
に
対
す
る
使
用
と
支
配
権
を
有
し
、
か
つ
土
地
の
上
下
空
間
に
対
す
る
利
用
権
を
有
す
る
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た
だ
し
、
こ
の

権
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は
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を
受
け
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け
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ば
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な
い
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、
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収
ま
た
は
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
二
款

第
六
一
条

所
有
権
の
取
得

所
有
権
取
得
の
一
般
規
定

[
所
有
権
の
取
得
]

479 

第
六
二
条

所
有
権
の
取
得
は
法
律
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

[
投
資
者
の
財
産
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]
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相
反
す
る
証
明
が
な
け
れ
ば
、
投
資
者
は
そ
の
投
資
し
た
財
産
の
上
に
形
成
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
六
三
条
　
［
建
物
所
有
権
］

　
法
律
に
基
づ
き
国
有
地
ま
た
は
集
団
所
有
の
土
地
に
建
物
を
建
て
た
者
は
、
そ
の
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
六
四
条
　
［
増
築
し
た
家
屋
の
所
有
権
の
帰
属
］

　
法
に
基
づ
き
既
存
の
建
物
に
増
築
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
出
資
者
と
土
地
所
有
者
は
そ
の
所
有
権
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
六
五
条
　
［
徴
収
］

　
国
家
は
、
社
会
的
公
共
の
利
益
の
必
要
性
に
基
づ
き
、
自
然
人
と
法
人
の
財
産
及
び
関
連
す
る
財
産
権
利
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
の
徴
収
は
法
律
が
定
め
た
手
続
き
に
従
い
、
か
つ
、
被
徴
収
者
に
対
し
合
理
的
、
適
当
な
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
徴
収
の
執
行
者
が
法
定
手
続
き
に
違
反
し
、
ま
た
は
補
償
が
過
分
に
低
い
場
合
に
は
、
被
徴
収
者
は
入
民
法
院
に
対
し
て
訴
訟
を
提

起
し
、
合
理
的
な
補
償
を
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
六
六
条
　
［
徴
用
］

　
緊
急
状
態
に
入
っ
た
た
め
、
国
家
は
自
然
人
と
法
人
の
財
産
を
徴
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
被
徴
用
者
に
対
し
適
当
な
補

償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
家
は
、
営
利
の
目
的
に
基
づ
き
自
然
人
と
法
人
の
財
産
を
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一480一
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相
反
す
る
証
明
が
な
け
れ
ば
、
投
資
者
は
そ
の
投
資
し
た
財
産
の
上
に
形
成
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

49 (山梨学院大学〕

第
六
三
条

[
建
物
所
有
権
]

法
律
に
基
づ
き
国
有
地
ま
た
は
集
団
所
有
の
土
地
に
建
物
を
建
て
た
者
は
、
そ
の
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
四
条

[
増
築
し
た
家
屋
の
所
有
権
の
帰
属
〕

法
に
基
づ
き
既
存
の
建
物
に
増
築
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
出
資
者
と
土
地
所
有
者
は
そ
の
所
有
権
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す
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る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
徴
収
]

第
六
五
条
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に
基
づ
き
自
然
人
と
法
人
の
財
産
を
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

480 

相
反
す
る
証
明
が
な
け
れ
ば
、
投
資
者
は
そ
の
投
資
し
た
財
産
の
上
に
形
成
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
六
三
条

[
建
物
所
有
権
]

法
律
に
基
づ
き
国
有
地
ま
た
は
集
団
所
有
の
土
地
に
建
物
を
建
て
た
者
は
、
そ
の
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
四
条

[
増
築
し
た
家
屋
の
所
有
権
の
帰
属
〕

法
に
基
づ
き
既
存
の
建
物
に
増
築
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
出
資
者
と
土
地
所
有
者
は
そ
の
所
有
権
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す

法学論集

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
徴
収
]

第
六
五
条

-480-

国
家
は
、
社
会
的
公
共
の
利
益
の
必
要
性
に
基
づ
き
、
自
然
人
と
法
人
の
財
産
及
び
関
連
す
る
財
産
権
利
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
の
徴
収
は
法
律
が
定
め
た
手
続
き
に
従
い
、
か
っ
、
被
徴
収
者
に
対
し
合
理
的
、
適
当
な
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

為、、
A

O

T
マ
し徴
収
の
執
行
者
が
法
定
手
続
き
に
違
反
し
、
ま
た
は
補
償
が
過
分
に
低
い
場
合
に
は
、
被
徴
収
者
は
人
民
法
院
に
対
し
て
訴
訟
を
提

起
し
、
合
理
的
な
補
償
を
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
六
条

[
徴
用
]

緊
急
状
態
に
入
っ
た
た
め
、
国
家
は
自
然
人
と
法
人
の
財
産
を
徴
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
被
徴
用
者
に
対
し
適
当
な
補

償
を
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
家
は
、
営
利
の
目
的
に
基
づ
き
自
然
人
と
法
人
の
財
産
を
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
六
七
条
　
［
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
新
た
に
増
加
し
た
土
地
］

　
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

　
第
六
八
条
　
［
自
然
に
増
加
し
た
土
地
］

　
河
流
に
土
が
沈
殿
し
、
川
の
流
れ
が
変
更
し
た
た
め
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
式
で
自
然
に
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

た
だ
し
、
増
加
し
た
土
地
が
既
に
集
団
の
組
織
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
は
集
団
の
組
織
の
所
有
と
す
る
。

　
第
六
九
条
　
［
動
産
の
所
有
権
の
取
得
時
効
］

　
所
有
者
の
意
思
で
他
人
の
動
産
を
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
か
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
占
有
者
は
当

該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。
占
有
の
始
め
か
ら
善
意
で
あ
っ
て
、
か
つ
過
失
が
な
い
と
き
は
、
時
効
は
五
年
と
す

る
。　

動
産
の
占
有
者
は
余
儀
な
く
占
有
を
失
し
た
場
合
に
は
、
時
効
の
進
行
が
中
断
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
記
の
不
中
断
は

占
有
者
が
一
年
以
内
に
当
該
物
の
占
有
を
回
復
し
、
ま
た
は
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
限
る
。

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
取
得
時
効
に
関
す
る
規
定
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
第
七
〇
条
　
［
不
動
産
の
登
記
に
よ
る
取
得
時
効
］

　
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
時
か
ら
二
〇
年
を
経
て
も
登
記
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
に
対
し
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
現
実
の
占
有
者
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
現
実
の
占
有
者
に
対
し
て
そ
の
物
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
六
七
条

[
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
新
た
に
増
加
し
た
土
地
]

埋
め
立
て
に
よ
っ
て
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

第
六
八
条

[
自
然
に
増
加
し
た
土
地
]

河
流
に
土
が
沈
殿
し
、
川
の
流
れ
が
変
更
し
た
た
め
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
式
で
自
然
に
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

た
だ
し
、
増
加
し
た
土
地
が
既
に
集
団
の
組
織
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
土
地
は
集
団
の
組
織
の
所
有
と
す
る
。

第
六
九
条

[
動
産
の
所
有
権
の
取
得
時
効
]

所
有
者
の
意
思
で
他
人
の
動
産
を
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
か
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
占
有
者
は
当

該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。
占
有
の
始
め
か
ら
善
意
で
あ
っ
て
、

か
つ
過
失
が
な
い
と
き
は
、
時
効
は
五
年
と
す

-481-

る
動
産
の
占
有
者
は
余
儀
な
く
占
有
を
失
し
た
場
合
に
は
、
時
効
の
進
行
が
中
断
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
記
の
不
中
断
は

占
有
者
が
一
年
以
内
に
当
該
物
の
占
有
を
回
復
し
、

ま
た
は
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
限
る
。

中国物権法草案建議稿

こ
の
法
律
に
お
い
て
取
得
時
効
に
関
す
る
規
定
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

第
七

O
条

[
不
動
産
の
登
記
に
よ
る
取
得
時
効
]

登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
時
か
ら
二

O
年
を
経
て
も
登
記
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
に
対
し
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
二

0
年
間
に
わ
た
っ
て
現
実
の
占
有
者
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
現
実
の
占
有
者
に
対
し
て
そ
の
物
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
六
七
条

[
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
新
た
に
増
加
し
た
土
地
]

埋
め
立
て
に
よ
っ
て
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

第
六
八
条

[
自
然
に
増
加
し
た
土
地
]

河
流
に
土
が
沈
殿
し
、
川
の
流
れ
が
変
更
し
た
た
め
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
式
で
自
然
に
増
加
し
た
土
地
は
国
家
の
所
有
と
す
る
。

た
だ
し
、
増
加
し
た
土
地
が
既
に
集
団
の
組
織
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
土
地
は
集
団
の
組
織
の
所
有
と
す
る
。

第
六
九
条

[
動
産
の
所
有
権
の
取
得
時
効
]

所
有
者
の
意
思
で
他
人
の
動
産
を
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
か
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
占
有
者
は
当

該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。
占
有
の
始
め
か
ら
善
意
で
あ
っ
て
、

か
つ
過
失
が
な
い
と
き
は
、
時
効
は
五
年
と
す

-481-

る
動
産
の
占
有
者
は
余
儀
な
く
占
有
を
失
し
た
場
合
に
は
、
時
効
の
進
行
が
中
断
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
記
の
不
中
断
は

占
有
者
が
一
年
以
内
に
当
該
物
の
占
有
を
回
復
し
、

ま
た
は
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
限
る
。

中国物権法草案建議稿

こ
の
法
律
に
お
い
て
取
得
時
効
に
関
す
る
規
定
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

第
七

O
条

[
不
動
産
の
登
記
に
よ
る
取
得
時
効
]

登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
時
か
ら
二

O
年
を
経
て
も
登
記
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
に
対
し
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

481 

登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産
の
権
利
者
は
、
二

0
年
間
に
わ
た
っ
て
現
実
の
占
有
者
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
現
実
の
占
有
者
に
対
し
て
そ
の
物
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
七
一
条
　
［
未
登
記
の
不
動
産
の
取
得
時
効
］

　
自
主
占
有
の
意
思
で
他
人
の
未
登
記
の
不
動
産
を
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
者
は
、
当
該
不

動
産
の
所
有
者
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
時
効
進
行
の
最
後
の
六
ケ
月
以
内
で
、
不
可
抗
力
に
よ
り
権
利
の
行
使
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
進
行
が
停

止
す
る
。
当
該
事
由
が
な
く
な
っ
た
後
、
取
得
に
関
す
る
時
効
は
引
き
続
き
進
行
す
る
も
の
と
す
る
。

　
取
得
に
関
す
る
時
効
は
訴
訟
に
よ
っ
て
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
断
の
効
力
は
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
す
る
。

　
第
七
二
条
　
［
所
有
権
を
除
く
財
産
権
の
取
得
時
効
の
準
用
］

　
あ
る
財
産
権
を
行
使
す
る
意
思
で
当
該
財
産
権
を
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
行
使
し
た
者
は
、
第
六
九
条
、
七
〇
条
、
七
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
当
該
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
前
項
に
い
う
所
有
権
を
除
く
財
産
権
と
は
主
に
用
益
物
権
を
い
う
。

　
第
七
三
条
　
［
取
得
時
効
の
湖
及
力
］

　
占
有
者
は
法
に
基
づ
き
物
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
過
去
に
湖
る
効
力
を
有
す
る
。

　
　
　
善
意
取
得

　
第
七
四
条
　
［
善
意
取
得
の
一
般
規
定
］

　
処
分
権
を
有
し
な
い
者
が
動
産
を
有
償
で
善
意
の
譲
受
人
に
譲
渡
し
た
場
合
、
下
記
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
直

ち
に
当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
1
　
処
分
者
が
動
産
を
譲
受
人
に
引
き
渡
し
、
そ
れ
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。

一482一
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第
七
一
条

[
未
登
記
の
不
動
産
の
取
得
時
効
]

自
主
占
有
の
意
思
で
他
人
の
未
登
記
の
不
動
産
を
ニ

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
者
は
、
当
該
不

49 (山梨学院大学〕

動
産
の
所
有
者
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
効
進
行
の
最
後
の
六
ヶ
月
以
内
で
、
不
可
抗
力
に
よ
り
権
利
の
行
使
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
進
行
が
停

止
す
る
。
当
該
事
由
が
な
く
な
っ
た
後
、
取
得
に
関
す
る
時
効
は
引
き
続
き
進
行
す
る
も
の
と
す
る
。

取
得
に
関
す
る
時
効
は
訴
訟
に
よ
っ
て
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
断
の
効
力
は
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
す
る
。

法学論集

第
七
二
条

[
所
有
権
を
除
く
財
産
権
の
取
得
時
効
の
準
用
]

あ
る
財
産
権
を
行
使
す
る
意
思
で
当
該
財
産
権
を
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
行
使
し
た
者
は
、
第
六
九
条
、
七

O
条
、
七
一
条

-482-

の
規
定
に
基
づ
き
当
該
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

前
項
に
い
う
所
有
権
を
除
く
財
産
権
と
は
主
に
用
益
物
権
を
い
う
。

第
七
三
条

[
取
得
時
効
の
湖
及
力
]

占
有
者
は
法
に
基
づ
き
物
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
過
去
に
、
湖
る
効
力
を
有
す
る
。

善
意
取
得

第
七
四
条

[
善
意
取
得
の
一
般
規
定
]

処
分
権
を
有
し
な
い
者
が
動
産
を
有
償
で
善
意
の
譲
受
人
に
譲
渡
し
た
場
合
、
下
記
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
直

ち
に
当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

処
分
者
が
動
産
を
譲
受
人
に
引
き
渡
し
、
そ
れ
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。
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第
七
一
条

[
未
登
記
の
不
動
産
の
取
得
時
効
]

自
主
占
有
の
意
思
で
他
人
の
未
登
記
の
不
動
産
を
ニ

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
占
有
し
た
者
は
、
当
該
不

49 (山梨学院大学〕

動
産
の
所
有
者
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
効
進
行
の
最
後
の
六
ヶ
月
以
内
で
、
不
可
抗
力
に
よ
り
権
利
の
行
使
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
取
得
に
関
す
る
時
効
の
進
行
が
停

止
す
る
。
当
該
事
由
が
な
く
な
っ
た
後
、
取
得
に
関
す
る
時
効
は
引
き
続
き
進
行
す
る
も
の
と
す
る
。

取
得
に
関
す
る
時
効
は
訴
訟
に
よ
っ
て
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
断
の
効
力
は
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
す
る
。

法学論集

第
七
二
条

[
所
有
権
を
除
く
財
産
権
の
取
得
時
効
の
準
用
]

あ
る
財
産
権
を
行
使
す
る
意
思
で
当
該
財
産
権
を
平
穏
、
公
然
に
且
つ
継
続
的
に
行
使
し
た
者
は
、
第
六
九
条
、
七

O
条
、
七
一
条

-482-

の
規
定
に
基
づ
き
当
該
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

前
項
に
い
う
所
有
権
を
除
く
財
産
権
と
は
主
に
用
益
物
権
を
い
う
。

第
七
三
条

[
取
得
時
効
の
湖
及
力
]

占
有
者
は
法
に
基
づ
き
物
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
過
去
に
、
湖
る
効
力
を
有
す
る
。

善
意
取
得

第
七
四
条

[
善
意
取
得
の
一
般
規
定
]

処
分
権
を
有
し
な
い
者
が
動
産
を
有
償
で
善
意
の
譲
受
人
に
譲
渡
し
た
場
合
、
下
記
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
直

ち
に
当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

処
分
者
が
動
産
を
譲
受
人
に
引
き
渡
し
、
そ
れ
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。
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2
　
譲
受
人
が
一
定
の
代
価
を
支
払
っ
た
場
合
。

　
3
　
処
分
さ
れ
た
目
的
物
が
法
律
に
よ
っ
て
譲
渡
を
認
め
ら
れ
る
財
産
で
あ
る
場
合
。

　
4
　
取
引
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

　
第
七
五
条
　
［
善
意
の
認
定
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
善
意
と
は
、
譲
受
人
が
動
産
を
譲
り
受
け
た
と
き
に
、
譲
渡
者
に
処
分
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、
か

つ
、
重
大
な
過
失
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
譲
受
人
が
善
意
で
あ
る
か
ど
う
か
は
動
産
を
取
得
し
た
と
き
の
状
況
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
と
す
る
。

　
第
七
六
条
　
［
善
意
取
得
の
適
用
の
排
除
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
善
意
取
得
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
1
　
無
償
の
譲
渡
行
為
で
あ
っ
た
場
合
。

　
2
　
譲
渡
者
と
譲
受
人
が
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
っ
て
譲
渡
者
に
引
き
続
き
動
産
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。

　
3
　
物
の
返
還
請
求
権
を
移
す
こ
と
を
も
っ
て
引
き
渡
し
に
代
替
し
た
場
合
。

　
第
七
七
条
　
［
窃
盗
物
、
遺
失
物
に
関
す
る
特
別
の
規
定
］

　
譲
り
受
け
た
動
産
が
窃
盗
物
、
遺
失
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
は
占
有
を
喪

失
し
た
日
よ
り
一
年
以
内
に
動
産
の
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
所
有
者
の
追
奪
に
よ
り
譲
受
人
が
損
害
を
蒙
っ
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
譲
渡
者
に
対
し
て
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
所
有
者
に
処
分
権
を
持
た
な
い
処
分
者
の
処
分
行
為
の
発
生
に
つ
い
て
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
そ
の
所
有
者
に

一483一

2 

譲
受
人
が
二
疋
の
代
価
を
支
払
っ
た
場
合
。

3 

処
分
さ
れ
た
目
的
物
が
法
律
に
よ
っ
て
譲
渡
を
認
め
ら
れ
る
財
産
で
あ
る
場
合
。

4 

取
引
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

第
七
五
条

[
善
意
の
認
定
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
善
意
と
は
、
譲
受
人
が
動
産
を
譲
り
受
け
た
と
き
に
、
譲
渡
者
に
処
分
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、

か

つ
、
重
大
な
過
失
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
譲
受
人
が
善
意
で
あ
る
か
ど
う
か
は
動
産
を
取
得
し
た
と
き
の
状
況
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
と
す
る
。

第
七
六
条

[
善
意
取
得
の
適
用
の
排
除
]

-483-

下
記
に
掲
げ
た
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
善
意
取
得
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

1 

無
償
の
譲
渡
行
為
で
あ
っ
た
場
合
。

2 

譲
渡
者
と
譲
受
人
が
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
っ
て
譲
渡
者
に
引
き
続
き
動
産
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。
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3 

物
の
返
還
請
求
権
を
移
す
こ
と
を
も
っ
て
引
き
渡
し
に
代
替
し
た
場
合
。

第
七
七
条

[
窃
盗
物
、
遺
失
物
に
関
す
る
特
別
の
規
定
]

譲
り
受
け
た
動
産
が
窃
盗
物
、
遺
失
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
は
占
有
を
喪

失
し
た
日
よ
り
一
年
以
内
に
動
産
の
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

483 

所
有
者
の
追
奪
に
よ
り
譲
受
人
が
損
害
を
蒙
っ
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
譲
渡
者
に
対
し
て
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
所
有
者
に
処
分
権
を
持
た
な
い
処
分
者
の
処
分
行
為
の
発
生
に
つ
い
て
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
そ
の
所
有
者
に

2 

譲
受
人
が
二
疋
の
代
価
を
支
払
っ
た
場
合
。

3 

処
分
さ
れ
た
目
的
物
が
法
律
に
よ
っ
て
譲
渡
を
認
め
ら
れ
る
財
産
で
あ
る
場
合
。

4 

取
引
が
適
法
で
有
効
で
あ
る
場
合
。

第
七
五
条

[
善
意
の
認
定
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
善
意
と
は
、
譲
受
人
が
動
産
を
譲
り
受
け
た
と
き
に
、
譲
渡
者
に
処
分
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、

か

つ
、
重
大
な
過
失
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
譲
受
人
が
善
意
で
あ
る
か
ど
う
か
は
動
産
を
取
得
し
た
と
き
の
状
況
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
と
す
る
。

第
七
六
条

[
善
意
取
得
の
適
用
の
排
除
]

-483-

下
記
に
掲
げ
た
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
善
意
取
得
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

1 

無
償
の
譲
渡
行
為
で
あ
っ
た
場
合
。

2 

譲
渡
者
と
譲
受
人
が
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
っ
て
譲
渡
者
に
引
き
続
き
動
産
を
占
有
さ
せ
た
場
合
。

中国物権法草案建議稿

3 

物
の
返
還
請
求
権
を
移
す
こ
と
を
も
っ
て
引
き
渡
し
に
代
替
し
た
場
合
。

第
七
七
条

[
窃
盗
物
、
遺
失
物
に
関
す
る
特
別
の
規
定
]

譲
り
受
け
た
動
産
が
窃
盗
物
、
遺
失
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
は
占
有
を
喪

失
し
た
日
よ
り
一
年
以
内
に
動
産
の
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
動
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

483 

所
有
者
の
追
奪
に
よ
り
譲
受
人
が
損
害
を
蒙
っ
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
譲
渡
者
に
対
し
て
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
所
有
者
に
処
分
権
を
持
た
な
い
処
分
者
の
処
分
行
為
の
発
生
に
つ
い
て
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
そ
の
所
有
者
に
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対
し
て
も
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
前
項
に
定
め
た
動
産
が
競
売
、
公
の
市
場
ま
た
は
同
類
物
品
を
経
営
す
る
商
人
か
ら
購
入
さ
れ
た
場
合
、
所
有
者
は
そ
の

返
還
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
支
払
っ
た
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
項
に
い
う
動
産
が
貨
幣
ま
た
は
無
記
名
の
有
価
証
券
の
場
合
に
は
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
七
八
条
　
［
不
動
産
の
善
意
取
得
］

　
善
意
に
よ
り
不
動
産
登
記
簿
の
登
記
内
容
を
信
頼
し
て
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
と
取
引
を
行
い
、
不
動
産
の
所
有
権
ま
た
は

そ
の
他
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
動
産
の
善
意
取
得
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
先
占

　
第
七
九
条
　
［
先
占
取
得
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
占
と
は
、
他
人
よ
り
先
に
無
主
の
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
無
主
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

い
う
。

　
先
占
は
法
律
、
法
規
の
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
八
○
条
　
［
先
占
取
得
の
制
限
］

　
他
人
の
財
産
の
中
に
あ
る
無
主
の
動
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
産
所
有
者
ま
た
は
そ
の
使
用
者
の
許
可
を
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
先
占
し
て
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
地
の
習
慣
に
許
可
を
必
須
と
し
な
い
と
き
は
当
地
の
習
慣
に
従
う
。

　
第
八
一
条
　
［
廃
棄
物
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
廃
棄
物
と
は
所
有
者
が
所
有
権
を
拠
棄
す
る
意
思
で
占
有
を
放
棄
し
た
動
産
を
い
う
。

一484一

484 

対
し
て
も
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
前
項
に
定
め
た
動
産
が
競
売
、
公
の
市
場
ま
た
は
同
類
物
品
を
経
営
す
る
商
人
か
ら
購
入
さ
れ
た
場
合
、
所
有
者
は
そ
の
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返
還
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
支
払
っ
た
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
に
い
う
動
産
が
貨
幣
ま
た
は
無
記
名
の
有
価
証
券
の
場
合
に
は
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
八
条

[
不
動
産
の
善
意
取
得
]

善
意
に
よ
り
不
動
産
登
記
簿
の
登
記
内
容
を
信
頼
し
て
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
と
取
引
を
行
い
、
不
動
産
の
所
有
権
ま
た
は

法学論集

そ
の
他
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
動
産
の
善
意
取
得
の
規
定
を
準
用
す
る
。

先
占

-484-

第
七
九
条

[
先
占
取
得
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
占
と
は
、
他
人
よ
り
先
に
無
主
の
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
無
主
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

い〉フ。先
占
は
法
律
、
法
規
の
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八

O
条

[
先
占
取
得
の
制
限
]

他
人
の
財
産
の
中
に
あ
る
無
主
の
動
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
産
所
有
者
ま
た
は
そ
の
使
用
者
の
許
可
を
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
先
占
し
て
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
地
の
習
慣
に
許
可
を
必
須
と
し
な
い
と
き
は
当
地
の
習
慣
に
従
う
。

第
八
一
条

[
廃
棄
物
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
廃
棄
物
と
は
所
有
者
が
所
有
権
を
描
棄
す
る
意
思
で
占
有
を
放
棄
し
た
動
産
を
い
う
。

484 

対
し
て
も
適
当
な
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
前
項
に
定
め
た
動
産
が
競
売
、
公
の
市
場
ま
た
は
同
類
物
品
を
経
営
す
る
商
人
か
ら
購
入
さ
れ
た
場
合
、
所
有
者
は
そ
の

49 (山梨学院大学〕

返
還
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
そ
の
支
払
っ
た
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
に
い
う
動
産
が
貨
幣
ま
た
は
無
記
名
の
有
価
証
券
の
場
合
に
は
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
八
条

[
不
動
産
の
善
意
取
得
]

善
意
に
よ
り
不
動
産
登
記
簿
の
登
記
内
容
を
信
頼
し
て
、
登
記
に
記
載
さ
れ
た
権
利
者
と
取
引
を
行
い
、
不
動
産
の
所
有
権
ま
た
は
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そ
の
他
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
動
産
の
善
意
取
得
の
規
定
を
準
用
す
る
。

先
占

-484-

第
七
九
条

[
先
占
取
得
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
占
と
は
、
他
人
よ
り
先
に
無
主
の
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
無
主
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

い〉フ。先
占
は
法
律
、
法
規
の
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八

O
条

[
先
占
取
得
の
制
限
]

他
人
の
財
産
の
中
に
あ
る
無
主
の
動
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
産
所
有
者
ま
た
は
そ
の
使
用
者
の
許
可
を
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
先
占
し
て
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
地
の
習
慣
に
許
可
を
必
須
と
し
な
い
と
き
は
当
地
の
習
慣
に
従
う
。

第
八
一
条

[
廃
棄
物
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
廃
棄
物
と
は
所
有
者
が
所
有
権
を
描
棄
す
る
意
思
で
占
有
を
放
棄
し
た
動
産
を
い
う
。
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廃
棄
物
は
先
占
取
得
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
八
二
条
　
［
野
生
動
物
の
先
占
］

　
野
生
動
物
は
、
野
生
動
物
の
保
護
及
び
環
境
資
源
の
保
護
に
関
す
る
法
律
、
法
規
に
違
反
し
な
い
限
り
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
先
占

し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
遺
失
物
の
拾
得

　
第
八
三
条
　
［
遺
失
物
の
範
囲
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
遺
失
物
と
は
他
人
が
不
注
意
で
無
く
し
た
動
産
を
い
う
。
所
有
者
が
勉
棄
の
意
思
を
明
白
に
表
明
し
な
か
っ

た
す
べ
て
の
動
産
は
遺
失
物
と
推
定
す
る
。

　
第
八
四
条
　
［
拾
得
者
］

一
番
先
に
遺
失
物
を
占
有
し
た
者
は
拾
得
者
と
す
る
。
拾
得
が
他
人
の
指
図
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
指
図
を
発
し
た
者
は

拾
得
者
と
す
る
。

　
他
人
の
住
宅
、
交
通
機
関
ま
た
は
役
所
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
公
共
の
場
所
で
遺
失
物
を
拾
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
遺
失
物
を
家

主
ま
た
は
そ
の
管
理
者
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
家
主
ま
た
は
管
理
者
を
拾
得
者
と
す
る
。

　
第
八
五
条
　
［
拾
得
物
の
返
還
義
務
］

　
拾
得
者
は
、
遺
失
物
を
拾
得
し
た
後
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
に
通
知
し
、
そ

の
拾
得
物
を
遺
失
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
物
を
適
時
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
下
記
の
場
合
に
は
そ

れ
を
返
還
し
た
と
見
な
す
。

一485一

廃
棄
物
は
先
占
取
得
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
八
二
条

[
野
生
動
物
の
先
占
]

野
生
動
物
は
、
野
生
動
物
の
保
護
及
び
環
境
資
源
の
保
護
に
関
す
る
法
律
、
法
規
に
違
反
し
な
い
限
り
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
先
占

し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
失
物
の
拾
得

第
八
三
条

[
遺
失
物
の
範
囲
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
遺
失
物
と
は
他
人
が
不
注
意
で
無
く
し
た
動
産
を
い
う
。
所
有
者
が
抱
棄
の
意
思
を
明
白
に
表
明
し
な
か
っ

た
す
べ
て
の
動
産
は
遺
失
物
と
推
定
す
る
。
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第
八
四
条

[
拾
得
者
]

一
番
先
に
遺
失
物
を
占
有
し
た
者
は
拾
得
者
と
す
る
。
拾
得
が
他
人
の
指
図
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
指
図
を
発
し
た
者
は

拾
得
者
と
す
る
。
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他
人
の
住
宅
、
交
通
機
関
ま
た
は
役
所
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
公
共
の
場
所
で
遺
失
物
を
拾
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
遺
失
物
を
家

主
ま
た
は
そ
の
管
理
者
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
家
主
ま
た
は
管
理
者
を
拾
得
者
と
す
る
。

第
八
五
条

[
拾
得
物
の
返
還
義
務
]

拾
得
者
は
、
遺
失
物
を
拾
得
し
た
後
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
に
通
知
し
、
そ

485 

の
拾
得
物
を
遺
失
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
物
を
適
時
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
下
記
の
場
合
に
は
そ

れ
を
返
還
し
た
と
見
な
す
。

廃
棄
物
は
先
占
取
得
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
八
二
条

[
野
生
動
物
の
先
占
]

野
生
動
物
は
、
野
生
動
物
の
保
護
及
び
環
境
資
源
の
保
護
に
関
す
る
法
律
、
法
規
に
違
反
し
な
い
限
り
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
先
占

し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
失
物
の
拾
得

第
八
三
条

[
遺
失
物
の
範
囲
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
遺
失
物
と
は
他
人
が
不
注
意
で
無
く
し
た
動
産
を
い
う
。
所
有
者
が
抱
棄
の
意
思
を
明
白
に
表
明
し
な
か
っ

た
す
べ
て
の
動
産
は
遺
失
物
と
推
定
す
る
。

-485-

第
八
四
条

[
拾
得
者
]

一
番
先
に
遺
失
物
を
占
有
し
た
者
は
拾
得
者
と
す
る
。
拾
得
が
他
人
の
指
図
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
指
図
を
発
し
た
者
は

拾
得
者
と
す
る
。
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他
人
の
住
宅
、
交
通
機
関
ま
た
は
役
所
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
公
共
の
場
所
で
遺
失
物
を
拾
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
遺
失
物
を
家

主
ま
た
は
そ
の
管
理
者
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
家
主
ま
た
は
管
理
者
を
拾
得
者
と
す
る
。

第
八
五
条

[
拾
得
物
の
返
還
義
務
]

拾
得
者
は
、
遺
失
物
を
拾
得
し
た
後
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
所
有
者
、
遺
失
者
ま
た
は
受
領
権
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
に
通
知
し
、
そ

485 

の
拾
得
物
を
遺
失
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
物
を
適
時
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
下
記
の
場
合
に
は
そ

れ
を
返
還
し
た
と
見
な
す
。
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1
　
拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
公
安
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

　
2
　
拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
拾
得
物
の
所
在
地
の
管
理
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

　
拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
受
領
権
を
有
し
な
い
者
に
拾
得
物
を
返
還
し
た
場
合
に
は
、
遺
失
者
に
対
し
償
金
を
支
払
う
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
八
六
条
　
［
拾
得
物
の
保
管
義
務
］

　
拾
得
者
は
、
拾
得
物
を
返
還
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
差
し
出
す
ま
で
に
、
善
良
な
管
理
者
の
基
準
に
応
じ
て
そ
れ
を
適
切
に
保
管
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
拾
得
物
を
穀
損
、
滅
失
さ
せ
た
場
合
に
は
そ
の
償
金
を
支
払
う
貴
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
拾
得
者
ま
た
は
保
管
機
関
は
、
保
管
の
費
用
が
過
分
に
高
く
、
ま
た
は
保
管
に
難
し
い
物
品
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
競
売
ま
た
は
売
却

す
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
競
売
ま
た
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
を
遺
失
物
と
見
な
す
。

　
第
八
七
条
　
［
保
管
機
関
の
公
告
］

　
拾
得
物
を
受
取
っ
た
保
管
機
関
は
、
合
理
的
な
期
問
内
で
受
領
の
公
告
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
八
八
条
　
［
拾
得
者
の
費
用
と
報
労
請
求
権
］

　
拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
、
遺
失
物
の
保
管
、
返
還
、
競
売
ま
た
は
売
却
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
合
理
的
な
費
用
を
支
払
う
こ
と
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
一
定
額
の
報
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
受
領
者
が
拾
得
者
に
支
払
う
報
労
金
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
協
議
を
通
じ
て
決
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
遺
失
者
が
懸
賞
広

一486一

1 

拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
公
安
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

486 

2 

拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
拾
得
物
の
所
在
地
の
管
理
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

49 (山梨学院大学〕

拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
受
領
権
を
有
し
な
い
者
に
拾
得
物
を
返
還
し
た
場
合
に
は
、
遺
失
者
に
対
し
償
金
を
支
払
う
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
六
条

[
拾
得
物
の
保
管
義
務
]

拾
得
者
は
、
拾
得
物
を
返
還
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
差
し
出
す
ま
で
に
、
善
良
な
管
理
者
の
基
準
に
応
じ
て
そ
れ
を
適
切
に
保
管
し
な

法学論集

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
拾
得
物
を
段
損
、
滅
失
さ
せ
た
場
合
に
は
そ
の
償
金
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

-486-

拾
得
者
ま
た
は
保
管
機
関
は
、
保
管
の
費
用
が
過
分
に
高
く
、

ま
た
は
保
管
に
難
し
い
物
品
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
競
売
ま
た
は
売
却

す
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
D

こ
の
場
合
に
は
、
競
売
ま
た
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
を
遺
失
物
と
見
な
す
。

第
八
七
条

[
保
管
機
関
の
公
告
〕

拾
得
物
を
受
取
っ
た
保
管
機
関
は
、
合
理
的
な
期
間
内
で
受
領
の
公
告
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
八
条

[
拾
得
者
の
費
用
と
報
労
請
求
権
]

拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
、
遺
失
物
の
保
管
、
返
還
、
競
売
ま
た
は
売
却
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
合
理
的
な
費
用
を
支
払
う
こ
と
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
一
定
額
の
報
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
領
者
が
拾
得
者
に
支
払
う
報
労
金
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
協
議
を
通
じ
て
決
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
遺
失
者
が
懸
賞
広

1 

拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
公
安
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

486 

2 

拾
得
者
が
合
理
的
な
期
限
内
で
拾
得
物
を
拾
得
物
の
所
在
地
の
管
理
機
関
に
差
し
出
し
た
場
合
。

49 (山梨学院大学〕

拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
受
領
権
を
有
し
な
い
者
に
拾
得
物
を
返
還
し
た
場
合
に
は
、
遺
失
者
に
対
し
償
金
を
支
払
う
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
六
条

[
拾
得
物
の
保
管
義
務
]

拾
得
者
は
、
拾
得
物
を
返
還
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
差
し
出
す
ま
で
に
、
善
良
な
管
理
者
の
基
準
に
応
じ
て
そ
れ
を
適
切
に
保
管
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
得
者
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
拾
得
物
を
段
損
、
滅
失
さ
せ
た
場
合
に
は
そ
の
償
金
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

-486-

拾
得
者
ま
た
は
保
管
機
関
は
、
保
管
の
費
用
が
過
分
に
高
く
、

ま
た
は
保
管
に
難
し
い
物
品
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
競
売
ま
た
は
売
却

す
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
D

こ
の
場
合
に
は
、
競
売
ま
た
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
を
遺
失
物
と
見
な
す
。

第
八
七
条

[
保
管
機
関
の
公
告
〕

拾
得
物
を
受
取
っ
た
保
管
機
関
は
、
合
理
的
な
期
間
内
で
受
領
の
公
告
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
八
条

[
拾
得
者
の
費
用
と
報
労
請
求
権
]

拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
、
遺
失
物
の
保
管
、
返
還
、
競
売
ま
た
は
売
却
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
合
理
的
な
費
用
を
支
払
う
こ
と
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

拾
得
者
は
受
領
者
に
対
し
一
定
額
の
報
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
領
者
が
拾
得
者
に
支
払
う
報
労
金
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
協
議
を
通
じ
て
決
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
遺
失
者
が
懸
賞
広
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告
に
報
労
金
の
金
額
を
決
め
た
場
合
を
除
き
、
報
労
金
の
金
額
は
遺
失
物
の
価
値
の
百
分
の
二
十
を
限
度
と
す
る
。

　
第
八
九
条
　
［
拾
得
者
の
留
置
権
］

　
拾
得
者
は
、
義
務
者
が
前
条
第
一
項
の
費
用
と
一
定
の
報
労
金
を
支
払
う
ま
で
に
遺
失
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
九
〇
条
　
［
受
領
者
の
な
い
遺
失
物
］

　
遺
失
物
は
通
知
と
公
告
が
出
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
し
て
六
ヶ
月
内
に
、
受
領
者
が
な
い
場
合
に
は
そ
れ
を
国
有
の
物
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
第
九
一
条
［
拾
得
者
が
返
還
を
拒
絶
す
る
と
き
の
責
任
］

　
拾
得
者
は
、
遺
失
者
に
返
還
を
請
求
さ
れ
て
も
返
還
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
不
法
行
為
と
見
な
す
。
犯
罪
を
形
成
し
た
場
合
に
は
法

に
基
づ
き
そ
の
刑
事
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
拾
得
者
は
、
遺
失
物
を
不
法
に
占
有
し
、
ま
た
は
本
法
に
定
め
た
義
務
を
履
行
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
他
の
違
法
行
為
が
あ
る
場
合
に

は
、
費
用
の
補
償
請
求
権
と
報
労
金
の
請
求
権
を
失
う
。

　
第
九
二
条
　
［
遺
失
物
の
拾
得
制
度
の
準
用
］

　
沈
没
物
、
漂
流
物
、
逃
失
し
た
養
飼
動
物
を
拾
得
し
た
場
合
に
は
本
法
に
定
め
た
遺
失
物
拾
得
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
埋
蔵
物
の
発
見

　
第
九
三
条
　
［
埋
蔵
物
の
範
囲
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
埋
蔵
物
と
は
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
中
に
隠
匿
し
、
外
部
か
ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且
つ
所
有
者

が
判
明
で
き
な
い
動
産
を
い
う
。
埋
蔵
物
か
遺
失
物
か
が
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
埋
蔵
物
と
推
定
す
る
。
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第
八
九
条

告
に
報
労
金
の
金
額
を
決
め
た
場
合
を
除
き
、
報
労
金
の
金
額
は
遺
失
物
の
価
値
の
百
分
の
二
十
を
限
度
と
す
る
。

[
拾
得
者
の
留
置
権
]

拾
得
者
は
、
義
務
者
が
前
条
第
一
一
泊
(
の
費
用
と
一
定
の
報
労
金
を
支
払
う
ま
で
に
遺
失
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九

O
条

[
受
領
者
の
な
い
遺
失
物
]

遺
失
物
は
通
知
と
公
告
が
出
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
し
て
六
ヶ
月
内
に
、
受
領
者
が
な
い
場
合
に
は
そ
れ
を
固
有
の
物
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
九
一
条

拾
得
者
は
、
遺
失
者
に
返
還
を
請
求
さ
れ
て
も
返
還
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
不
法
行
為
と
見
な
す
。
犯
罪
を
形
成
し
た
場
合
に
は
法

[
拾
得
者
が
返
還
を
拒
絶
す
る
と
き
の
責
任
]

に
基
づ
き
そ
の
刑
事
責
任
を
追
及
し
な
け
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ば
な
ら
な
い
。

拾
得
者
は
、
遺
失
物
を
不
法
に
占
有
し
、
ま
た
は
本
法
に
定
め
た
義
務
を
履
行
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
他
の
違
法
行
為
が
あ
る
場
合
に

第
九
二
条

は
、
費
用
の
補
償
請
求
権
と
報
労
金
の
請
求
権
を
失
う
。

[
遺
失
物
の
拾
得
制
度
の
準
用
]
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重
要
な
考
古
、
芸
術
、
文
化
的
価
値
を
有
す
る
地
下
の
文
物
は
国
家
の
所
有
に
帰
し
、
埋
蔵
物
の
発
見
に
関
す
る
本
法
の
規
定
を
適

用
し
な
い
。

　
第
九
四
条
　
［
発
見
者
及
び
そ
の
公
告
の
義
務
］

　
最
初
に
埋
蔵
物
を
発
見
し
た
者
を
発
見
者
と
す
る
。
埋
蔵
物
が
他
人
の
指
示
に
基
づ
き
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
指
示
を
発
し

た
者
を
発
見
者
と
す
る
。

　
埋
蔵
物
の
発
見
は
法
律
、
公
共
の
秩
序
及
び
善
良
な
習
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
発
見
者
は
埋
蔵
物
を
発
見
し
た
日
よ
り
合
理
的
な
期
限
内
で
公
告
を
出
し
、
権
利
者
に
受
取
る
よ
う
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
九
五
条
　
［
埋
蔵
物
の
所
有
権
の
取
得
］

　
公
告
が
出
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
し
て
六
ケ
月
満
了
し
て
も
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
者
が
な
い
と
き
は
、
発
見
者
は
そ
の
埋
蔵
物
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
埋
蔵
物
が
他
人
の
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
所
有
者
と
発
見
者
は
折
半
し
て
そ
の
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

　
埋
蔵
物
が
土
地
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
の
使
用
者
は
前
項
の
規
定
に
従
い
、
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
九
六
条
　
［
発
見
者
の
報
労
金
請
求
権
］

　
発
見
者
は
埋
蔵
物
を
返
還
し
た
と
き
に
、
所
有
者
に
対
し
適
当
な
報
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
添
付
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。
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第
九
四
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[
発
見
者
及
び
そ
の
公
告
の
義
務
]

最
初
に
埋
蔵
物
を
発
見
し
た
者
を
発
見
者
と
す
る
。
埋
蔵
物
が
他
人
の
指
示
に
基
づ
き
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
指
示
を
発
し

た
者
を
発
見
者
と
す
る
。

埋
蔵
物
の
発
見
は
法
律
、
公
共
の
秩
序
及
び
善
良
な
習
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
九
五
条

[
埋
蔵
物
の
所
有
権
の
取
得
]

公
告
が
出
さ
れ
た
日
よ
り
起
算
し
て
六
ヶ
月
満
了
し
て
も
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
者
が
な
い
と
き
は
、
発
見
者
は
そ
の
埋
蔵
物
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
埋
蔵
物
が
他
人
の
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
所
有
者
と
発
見
者
は
折
半
し
て
そ
の
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

埋
蔵
物
が
土
地
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
の
使
用
者
は
前
項
の
規
定
に
従
い
、
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
九
六
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[
発
見
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の
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労
金
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求
権
]

発
見
者
は
埋
蔵
物
を
返
還
し
た
と
き
に
、
所
有
者
に
対
し
適
当
な
報
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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取
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さ
れ
た
日
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り
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算
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て
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了
し
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張
す
る
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な
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と
き
は
、
発
見
者
は
そ
の
埋
蔵
物
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
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る
。
た
だ
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、
こ
の
場
合
、
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蔵
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が
他
人
の
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産
ま
た
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不
動
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の
中
か
ら
発
見
さ
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に

は
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
所
有
者
と
発
見
者
は
折
半
し
て
そ
の
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

埋
蔵
物
が
土
地
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
の
使
用
者
は
前
項
の
規
定
に
従
い
、
埋
蔵
物
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
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第
九
六
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[
発
見
者
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金
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求
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]

発
見
者
は
埋
蔵
物
を
返
還
し
た
と
き
に
、
所
有
者
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な
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金
を
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求
す
る
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と
が
で
き
る
。

添
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第
九
七
条
　
［
動
産
と
不
動
産
と
の
附
合
］

　
あ
る
者
の
動
産
が
他
人
の
不
動
産
と
附
合
し
て
そ
の
不
動
産
の
重
要
部
分
を
為
し
た
場
合
、
そ
れ
を
分
離
す
る
こ
と
が
物
の
価
値
を

損
な
う
場
合
に
は
、
不
動
産
の
物
権
を
有
す
る
者
は
当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
九
八
条
　
［
動
産
と
動
産
と
の
附
合
］

　
あ
る
者
の
動
産
が
他
人
の
動
産
と
附
合
し
て
、
そ
れ
を
鍛
損
し
な
け
れ
ば
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
れ
を
分
離
す
る
こ

と
が
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
価
値
が
相
対
的
高
い
方
の
動
産
の
所
有
者
は
合
成
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
附
合
物
が
動
産
の
所
有
者
に
よ
っ
て
悪
意
で
為
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
動
産
の
所
有
者
は
合
成
物
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
第
九
九
条
　
［
混
和
］

　
動
産
と
動
産
と
の
混
和
に
つ
い
て
は
、
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
れ
を
識
別
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
不
利
益
な
場
合
に

は
、
動
産
と
動
産
と
の
附
合
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
一
〇
〇
条
　
［
加
工
］

　
他
人
の
資
材
を
用
い
て
加
工
物
を
作
っ
た
と
き
は
、
加
工
物
の
所
有
権
は
資
材
の
所
有
者
に
帰
す
る
。

　
加
工
に
よ
り
増
加
し
た
価
値
が
明
ら
か
に
資
材
の
価
値
を
超
え
た
場
合
に
は
加
工
物
の
所
有
権
は
加
工
者
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
加

工
者
が
悪
意
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
一
〇
一
条
［
付
属
物
付
き
の
財
産
の
売
買
］

　
付
属
物
付
き
の
財
産
を
売
買
す
る
場
合
、
当
事
者
間
に
付
属
物
に
つ
い
て
特
約
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
約
定
が
法
律
に
違
反
し
な
い
場

一489一
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の
動
産
が
他
人
の
不
動
産
と
附
合
し
て
そ
の
不
動
産
の
重
要
部
分
を
為
し
た
場
合
、

そ
れ
を
分
離
す
る
こ
と
が
物
の
価
値
を

第
九
八
条

損
な
う
場
合
に
は
、
不
動
産
の
物
権
を
有
す
る
者
は
当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
動
産
と
動
産
と
の
附
合
]

そ
れ
を
段
損
し
な
け
れ
ば
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
は
そ
れ
を
分
離
す
る
こ

あ
る
者
の
動
産
が
他
人
の
動
産
と
附
合
し
て
、

と
が
物
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
は
、
価
値
が
相
対
的
高
い
方
の
動
産
の
所
有
者
は
合
成
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

で
き
な
い
。

附
合
物
が
動
産
の
所
有
者
に
よ
っ
て
悪
意
で
為
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
動
産
の
所
有
者
は
合
成
物
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
は

第
九
九
条

[
混
和
]

-489ー

動
産
と
動
産
と
の
混
和
に
つ
い
て
は
、
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
は
そ
れ
を
識
別
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
不
利
益
な
場
合
に

中国物権法草案建議稿
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一

O
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は
、
動
産
と
動
産
と
の
附
合
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
加
工
]

他
人
の
資
材
を
用
い
て
加
工
物
を
作
っ
た
と
き
は
、
加
工
物
の
所
有
権
は
資
材
の
所
有
者
に
帰
す
る
。

加
工
に
よ
り
増
加
し
た
価
値
が
明
ら
か
に
資
材
の
価
値
を
超
え
た
場
合
に
は
加
工
物
の
所
有
権
は
加
工
者
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
加

489 
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。
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値
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加
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工
者
が
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意
で
あ
る
場
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に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
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[
付
属
物
付
き
の
財
産
の
売
買
]

付
属
物
付
き
の
財
産
を
売
買
す
る
場
合
、
当
事
者
聞
に
付
属
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に
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い
て
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が
あ
り
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か
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の
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が
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違
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合
に
は
、
そ
の
約
定
に
従
い
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
約
定
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
付
属
物
は
財
産
の
所
有
権
の
移
転
と
同
時

に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
〇
二
条
［
求
償
関
係
］

　
附
合
、
混
和
、
加
工
に
よ
っ
て
権
利
を
失
い
、
損
害
を
受
け
た
者
は
、
法
律
の
規
定
に
従
い
、
所
有
権
を
取
得
し
た
者
に
対
し
て
そ

の
損
失
の
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
原
状
に
復
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
損
害
を
受
け
た
者
は
悪
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
当
該
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
節
　
国
家
所
有
権

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
第
一
〇
三
条
　
［
国
有
地
の
所
有
権
］

　
憲
法
、
法
律
に
定
め
た
都
市
市
区
内
の
土
地
は
国
家
所
有
に
帰
す
る
。

　
法
律
が
国
家
所
有
に
属
す
る
と
定
め
た
農
村
と
都
市
郊
外
の
土
地
は
国
家
所
有
に
帰
す
る
。

　
国
家
は
、
社
会
的
公
共
の
需
要
に
基
づ
き
、
法
定
手
続
き
に
従
い
、
集
団
所
有
の
土
地
を
国
家
所
有
の
土
地
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
集
団
土
地
の
所
有
権
者
、
使
用
権
者
に
対
し
適
当
な
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
を
問
わ
ず
、
国
有
地
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
売
買
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
不
法
に
そ
れ
を

譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
国
有
地
は
国
有
建
設
用
地
と
国
有
農
業
用
地
に
区
分
す
る
。
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
割
り
当
て
、
払
い
下
げ
の
方

一490一

490 

合
に
は
、
そ
の
約
定
に
従
い
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
約
定
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
付
属
物
は
財
産
の
所
有
権
の
移
転
と
同
時

に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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損
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補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
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状
に
復
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

損
害
を
受
け
た
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悪
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
当
該
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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地
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す
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と
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き
る
。
た
だ
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、
こ
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場
合
、
集
団
土
地
の
所
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権
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、
使
用
権
者
に
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適
当
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償
を
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法
で
取
得
し
た
国
有
建
設
用
地
の
使
用
権
は
、
こ
の
法
律
第
三
章
第
一
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。
国
有
農
業
用
地
の
使
用
権
に
つ
い
て

は
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
〇
四
条
　
［
国
有
自
然
資
源
の
所
有
権
］

　
法
律
が
国
家
所
有
と
定
め
た
森
林
、
山
峰
、
草
原
、
荒
地
、
干
潟
、
水
面
な
ど
の
自
然
資
源
は
国
家
所
有
に
帰
す
る
。

　
国
有
自
然
資
源
の
使
用
と
開
発
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

　
第
一
〇
五
条
［
鉱
産
、
水
流
資
源
の
所
有
権
］

　
鉱
産
、
水
流
資
源
は
国
家
所
有
に
属
す
る
。
鉱
産
、
水
流
資
源
の
国
家
所
有
権
は
、
そ
れ
が
附
着
し
て
い
る
土
地
の
所
有
権
ま
た
は

使
用
権
の
相
違
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　
鉱
産
、
水
流
資
源
の
探
査
、
開
発
と
経
営
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

　
第
一
〇
六
条
　
［
野
生
動
物
資
源
の
所
有
権
］

　
野
生
動
物
資
源
は
国
家
所
有
に
属
す
る
。

　
野
生
動
物
資
源
の
開
発
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

　
前
記
二
項
に
い
う
野
生
動
物
と
は
、
生
存
危
機
に
瀕
し
て
い
る
貴
重
な
陸
生
、
水
生
の
野
生
動
物
と
有
益
な
、
ま
た
は
重
要
な
経
済

的
価
値
、
科
学
研
究
の
価
値
を
有
す
る
陸
生
の
野
生
動
物
を
い
う
。

　
第
一
〇
七
条
　
［
公
用
財
産
］

　
公
用
財
産
と
は
領
海
、
領
空
、
公
共
の
道
路
、
埠
頭
、
公
園
及
び
公
衆
に
直
接
に
利
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
財
産
を
い
う
。

　
公
用
財
産
は
国
家
の
所
有
に
属
し
、
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
、
そ
の
取
得
に
関
す
る
時
効
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一491一
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取
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O
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生
動
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資
源
は
国
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有
に
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す
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。
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源
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発
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に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

前
記
二
項
に
い
う
野
生
動
物
と
は
、
生
存
危
機
に
瀕
し
て
い
る
貴
重
な
陸
生
、
水
生
の
野
生
動
物
と
有
益
な
、
ま
た
は
重
要
な
経
済

的
価
値
、
科
学
研
究
の
価
値
を
有
す
る
陸
生
の
野
生
動
物
を
い
う
。

第
一

O
七
条

[
公
用
財
産
]
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公
用
財
産
と
は
領
海
、
領
空
、
公
共
の
道
路
、
埠
頭
、
公
園
及
び
公
衆
に
直
接
に
利
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
財
産
を
い
う
。

公
用
財
産
は
国
家
の
所
有
に
属
し
、
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
、
そ
の
取
得
に
関
す
る
時
効
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
で
取
得
し
た
固
有
建
設
用
地
の
使
用
権
は
、
こ
の
法
律
第
三
章
第
一
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。
固
有
農
業
用
地
の
使
用
権
に
つ
い
て

は
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一

O
四
条

[
固
有
自
然
資
源
の
所
有
権
]

法
律
が
国
家
所
有
と
定
め
た
森
林
、
山
峰
、
草
原
、
荒
地
、
干
潟
、
水
面
な
ど
の
自
然
資
源
は
国
家
所
有
に
帰
す
る
。

固
有
自
然
資
源
の
使
用
と
開
発
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

第
一

O
五
条

[
鉱
産
、
水
流
資
源
の
所
有
権
]

鉱
産
、
水
流
資
源
は
国
家
所
有
に
属
す
る
。
鉱
産
、
水
流
資
源
の
国
家
所
有
権
は
、
そ
れ
が
附
着
し
て
い
る
土
地
の
所
有
権
ま
た
は

使
用
権
の
相
違
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
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鉱
産
、
水
流
資
源
の
探
査
、
開
発
と
経
営
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

第
一

O
六
条

[
野
生
動
物
資
源
の
所
有
権
]

野
生
動
物
資
源
は
国
家
所
有
に
属
す
る
。
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野
生
動
物
資
源
の
開
発
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

前
記
二
項
に
い
う
野
生
動
物
と
は
、
生
存
危
機
に
瀕
し
て
い
る
貴
重
な
陸
生
、
水
生
の
野
生
動
物
と
有
益
な
、
ま
た
は
重
要
な
経
済

的
価
値
、
科
学
研
究
の
価
値
を
有
す
る
陸
生
の
野
生
動
物
を
い
う
。

第
一

O
七
条

[
公
用
財
産
]

491 

公
用
財
産
と
は
領
海
、
領
空
、
公
共
の
道
路
、
埠
頭
、
公
園
及
び
公
衆
に
直
接
に
利
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
財
産
を
い
う
。

公
用
財
産
は
国
家
の
所
有
に
属
し
、
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
、
そ
の
取
得
に
関
す
る
時
効
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
一
〇
八
条
　
［
文
物
］

　
中
華
人
民
共
和
国
国
境
内
の
地
下
、
内
水
、
領
海
に
遺
留
し
て
い
る
す
べ
て
の
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

　
古
い
文
化
遺
跡
、
古
い
陵
墓
、
石
窟
寺
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

　
国
家
が
保
護
を
指
定
し
た
記
念
的
建
築
物
、
古
い
建
物
、
石
刻
な
ど
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ

る
も
の
は
除
く
。

　
国
家
機
関
、
部
隊
、
国
有
企
業
及
び
事
業
単
位
が
収
蔵
し
て
い
る
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

　
第
一
〇
九
条
　
［
国
家
の
財
政
収
入
］

　
国
家
は
、
中
央
と
地
方
各
級
政
府
の
租
税
収
入
及
び
そ
の
他
の
財
政
収
入
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。

　
地
方
政
府
は
、
地
方
の
財
政
に
よ
る
投
資
か
ら
生
じ
た
収
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
政
府
は
法
律
、
法
規
が
定
め
た
範

囲
内
で
、
そ
の
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
を
管
理
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
一
一
〇
条
　
［
国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
］

　
国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
と
そ
の
収
益
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

　
第
二
一
条
［
過
料
、
罰
金
、
没
収
に
よ
る
財
産
］

　
国
家
機
関
が
法
に
従
い
、
過
料
、
罰
金
、
没
収
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
い
か
な
る
組
織
ま
た

は
個
人
は
そ
れ
を
抑
え
と
め
、
私
腹
に
し
、
流
用
し
、
不
法
に
占
有
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
一

O
八
条

中
華
人
民
共
和
国
国
境
内
の
地
下
、
内
水
、
領
海
に
遺
留
し
て
い
る
す
べ
て
の
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

[
文
物
]
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古
い
文
化
遺
跡
、
古
い
陵
墓
、
石
窟
寺
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

る
も
の
は
除
く
。

国
家
が
保
護
を
指
定
し
た
記
念
的
建
築
物
、
古
い
建
物
、
石
刻
な
ど
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
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第
一

O
九
条

国
家
機
関
、
部
隊
、
国
有
企
業
及
び
事
業
単
位
が
収
蔵
し
て
い
る
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

[
国
家
の
財
政
収
入
]

国
家
は
、
中
央
と
地
方
各
級
政
府
の
租
税
収
入
及
び
そ
の
他
の
財
政
収
入
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。

地
方
政
府
は
、
地
方
の
財
政
に
よ
る
投
資
か
ら
生
じ
た
収
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
政
府
は
法
律
、
法
規
が
定
め
た
範

-492 

支
」
マ
令
。

囲
内
で
、
そ
の
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
を
管
理
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

第
二
O
条

国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
と
そ
の
収
益
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限

[
国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
]

り
で
は
な
い
。

第
一
一
一
条

国
家
機
関
が
法
に
従
い
、
過
料
、
罰
金
一
、
没
収
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
い
か
な
る
組
織
ま
た

[
過
料
、
罰
金
、
没
収
に
よ
る
財
産
]

は
個
人
は
そ
れ
を
抑
え
と
め
、
私
腹
に
し
、
流
用
し
、
不
法
に
占
有
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
一

O
八
条

中
華
人
民
共
和
国
国
境
内
の
地
下
、
内
水
、
領
海
に
遺
留
し
て
い
る
す
べ
て
の
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

[
文
物
]
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古
い
文
化
遺
跡
、
古
い
陵
墓
、
石
窟
寺
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

る
も
の
は
除
く
。

国
家
が
保
護
を
指
定
し
た
記
念
的
建
築
物
、
古
い
建
物
、
石
刻
な
ど
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
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第
一

O
九
条

国
家
機
関
、
部
隊
、
国
有
企
業
及
び
事
業
単
位
が
収
蔵
し
て
い
る
文
物
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。

[
国
家
の
財
政
収
入
]

国
家
は
、
中
央
と
地
方
各
級
政
府
の
租
税
収
入
及
び
そ
の
他
の
財
政
収
入
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
。

地
方
政
府
は
、
地
方
の
財
政
に
よ
る
投
資
か
ら
生
じ
た
収
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
政
府
は
法
律
、
法
規
が
定
め
た
範
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支
」
マ
令
。

囲
内
で
、
そ
の
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
を
管
理
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
、
法
に
基
づ
き
そ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

第
二
O
条

国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
と
そ
の
収
益
は
国
家
の
所
有
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限

[
国
家
投
資
で
形
成
さ
れ
た
財
産
]

り
で
は
な
い
。

第
一
一
一
条

国
家
機
関
が
法
に
従
い
、
過
料
、
罰
金
一
、
没
収
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
い
か
な
る
組
織
ま
た

[
過
料
、
罰
金
、
没
収
に
よ
る
財
産
]

は
個
人
は
そ
れ
を
抑
え
と
め
、
私
腹
に
し
、
流
用
し
、
不
法
に
占
有
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
こ
二
条
　
［
所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
］

　
所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
は
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
国
家
の
所
有
と
推
定
す
る
。

　
第
二
三
条
［
国
家
所
有
権
の
行
使
機
関
］

　
国
家
所
有
権
は
国
務
院
が
国
家
を
代
表
し
て
統
一
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
。
国
務
院
は
専
門
機
構
を
設
立
し
、
国
有
資
産
の
管
理
と

保
護
を
担
当
さ
せ
る
。
地
方
の
各
級
政
府
は
国
務
院
の
授
権
に
よ
り
、
国
有
資
産
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
一
四
条
　
［
経
営
性
国
有
資
産
の
所
有
権
の
行
使
］

　
経
営
性
国
有
資
産
は
、
専
門
的
な
国
有
資
産
の
管
理
機
関
が
国
家
を
代
表
し
て
法
に
従
い
そ
の
所
有
権
を
行
使
す
る
。
そ
の
収
益
は

国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。

　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
法
に
基
づ
き
法
人
資
格
を
有
す
る
投
資
管
理
会
社
を
設
立
し
、
国
有
資
産
の
経
営
管
理
を
担
当
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
二
五
条
　
［
国
家
機
関
の
国
有
資
産
に
対
す
る
占
有
と
使
用
］

　
国
家
機
関
は
法
に
基
づ
き
国
家
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
財
産
に
対
し
て
、
そ
れ
を
占
有
し
、
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
有
資
産
を
用
い
て
営
利
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
六
条
　
［
事
業
単
位
と
社
会
団
体
の
国
有
資
産
］

　
国
家
が
出
資
し
て
設
立
し
た
各
種
類
の
事
業
単
位
及
び
社
会
団
体
の
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定

が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
事
業
単
位
は
文
化
教
育
、
衛
生
、
科
学
研
究
、
体
育
な
ど
各
種
の
公
益
性
事
業
の
目
的
を
踏
ま
え
、
法
定
範
囲
内
で
国
家
が
投
入
し

一493一

第

二

二

条

[
所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
]

第
一
二
ニ
条

所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
は
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
国
家
の
所
有
と
推
定
す
る
。

[
国
家
所
有
権
の
行
使
機
関
]

国
家
所
有
権
は
国
務
院
が
国
家
を
代
表
し
て
統
一
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
。
国
務
院
は
専
門
機
構
を
設
立
し
、
固
有
資
産
の
管
理
と

第
一
一
四
条

保
護
を
担
当
さ
せ
る
。
地
方
の
各
級
政
府
は
国
務
院
の
授
権
に
よ
り
、
固
有
資
産
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
経
営
性
固
有
資
産
の
所
有
権
の
行
使
]

経
営
性
国
有
資
産
は
、
専
門
的
な
固
有
資
産
の
管
理
機
関
が
国
家
を
代
表
し
て
法
に
従
い
そ
の
所
有
権
を
行
使
す
る
。
そ
の
収
益
は

国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。

と
が
で
き
る
。

国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
法
に
基
づ
き
法
人
資
格
を
有
す
る
投
資
管
理
会
社
を
設
立
し
、
固
有
資
産
の
経
営
管
理
を
担
当
さ
せ
る
こ

-493-

第
一
一
五
条

中国物権法草案建議稿

国
家
機
関
は
法
に
基
づ
き
国
家
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
財
産
に
対
し
て
、
そ
れ
を
占
有
し
、
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

[
国
家
機
関
の
固
有
資
産
に
対
す
る
占
有
と
使
用
]

第

二

六

条

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
有
資
産
を
用
い
て
営
利
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
事
業
単
位
と
社
会
団
体
の
固
有
資
産
]

国
家
が
出
資
し
て
設
立
し
た
各
種
類
の
事
業
単
位
及
び
社
会
団
体
の
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定
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が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

事
業
単
位
は
文
化
教
育
、
衛
生
、
科
学
研
究
、
体
育
な
ど
各
種
の
公
益
性
事
業
の
目
的
を
踏
ま
え
、
法
定
範
囲
内
で
国
家
が
投
入
し

第

二

二
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[
所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
]

第
一
二
ニ
条

所
有
権
者
が
不
明
の
財
産
は
法
律
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
国
家
の
所
有
と
推
定
す
る
。

[
国
家
所
有
権
の
行
使
機
関
]

国
家
所
有
権
は
国
務
院
が
国
家
を
代
表
し
て
統
一
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
。
国
務
院
は
専
門
機
構
を
設
立
し
、
固
有
資
産
の
管
理
と

第
一
一
四
条

保
護
を
担
当
さ
せ
る
。
地
方
の
各
級
政
府
は
国
務
院
の
授
権
に
よ
り
、
固
有
資
産
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
経
営
性
固
有
資
産
の
所
有
権
の
行
使
]

経
営
性
国
有
資
産
は
、
専
門
的
な
固
有
資
産
の
管
理
機
関
が
国
家
を
代
表
し
て
法
に
従
い
そ
の
所
有
権
を
行
使
す
る
。
そ
の
収
益
は

国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。

と
が
で
き
る
。

国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
法
に
基
づ
き
法
人
資
格
を
有
す
る
投
資
管
理
会
社
を
設
立
し
、
固
有
資
産
の
経
営
管
理
を
担
当
さ
せ
る
こ

-493-

第
一
一
五
条

中国物権法草案建議稿

国
家
機
関
は
法
に
基
づ
き
国
家
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
財
産
に
対
し
て
、
そ
れ
を
占
有
し
、
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

[
国
家
機
関
の
固
有
資
産
に
対
す
る
占
有
と
使
用
]

第

二

六

条

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
有
資
産
を
用
い
て
営
利
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
事
業
単
位
と
社
会
団
体
の
固
有
資
産
]

国
家
が
出
資
し
て
設
立
し
た
各
種
類
の
事
業
単
位
及
び
社
会
団
体
の
財
産
は
国
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
他
の
規
定

493 

が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

事
業
単
位
は
文
化
教
育
、
衛
生
、
科
学
研
究
、
体
育
な
ど
各
種
の
公
益
性
事
業
の
目
的
を
踏
ま
え
、
法
定
範
囲
内
で
国
家
が
投
入
し
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た
財
産
を
自
主
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
代
表
を
選
び
、
事
業
単
位
ま
た
は
社
会
団
体
の
国
有
資
産
の
運
営
と
管
理
を
担
当
さ
せ
、
ま
た
は
そ
れ
に

参
与
さ
せ
、
且
つ
、
業
務
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
一
七
条
　
［
国
有
財
産
の
登
録
、
書
類
屈
］

　
国
家
は
法
に
基
づ
き
国
有
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
制
度
を
設
け
る
。

　
国
有
財
産
を
占
有
し
、
使
用
す
る
国
家
機
関
、
企
業
、
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
法
に
従
い
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
国
有
企
業
は
許
可
を
受
け
て
大
陸
以
外
の
地
方
ま
た
は
海
外
で
投
資
を
行
う
場
合
に
も
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
一
八
条
　
［
国
家
所
有
権
の
確
定
］

　
国
家
財
産
と
そ
の
他
の
財
産
が
所
有
権
に
関
し
て
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
原
則
に
基
づ
き
そ
れ
を
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
投
資
者
は
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
。

　
2
　
各
投
資
者
の
適
法
権
益
を
平
等
に
保
護
す
る
こ
と
。

　
3
　
財
産
を
形
成
し
た
歴
史
的
状
況
を
十
分
に
考
慮
し
、
所
有
権
の
紛
糾
を
公
平
且
つ
合
理
的
に
解
決
す
る
こ
と
。

　
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
投
資
し
て
挙
行
し
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
企
業
と
し
て
登
記
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
財
産
の
帰
属
は

前
項
の
規
定
に
従
い
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一494一

494 

た
財
産
を
自
主
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
代
表
を
選
び
、
事
業
単
位
ま
た
は
社
会
団
体
の
国
有
資
産
の
運
営
と
管
理
を
担
当
さ
せ
、
ま
た
は
そ
れ
に

49 (山梨学院大学〕

参
与
さ
せ
、
且
つ
、
業
務
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
七
条

[
固
有
財
産
の
登
録
、
書
類
届
]

国
家
は
法
に
基
づ
き
固
有
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
制
度
を
一
設
け
る
。

固
有
財
産
を
占
有
し
、
使
用
す
る
国
家
機
関
、
企
業
、
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
法
に
従
い
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

法学論集

ば
な
ら
な
い
。

固
有
企
業
は
許
可
を
受
け
て
大
陸
以
外
の
地
方
ま
た
は
海
外
で
投
資
を
行
う
場
合
に
も
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
行
わ
な

-494-

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
八
条

[
国
家
所
有
権
の
確
定
]

国
家
財
産
と
そ
の
他
の
財
産
が
所
有
権
に
関
し
て
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
原
則
に
基
づ
き
そ
れ
を
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

投
資
者
は
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
。

2 

各
投
資
者
の
適
法
権
益
を
平
等
に
保
護
す
る
こ
と
。

3 

財
産
を
形
成
し
た
歴
史
的
状
況
を
十
分
に
考
慮
し
、
所
有
権
の
紛
糾
を
公
平
且
つ
合
理
的
に
解
決
す
る
こ
と
。

国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
投
資
し
て
挙
行
し
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
企
業
と
し
て
登
記
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
財
産
の
帰
属
は

前
項
の
規
定
に
従
い
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

494 

た
財
産
を
自
主
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
代
表
を
選
び
、
事
業
単
位
ま
た
は
社
会
団
体
の
国
有
資
産
の
運
営
と
管
理
を
担
当
さ
せ
、
ま
た
は
そ
れ
に

49 (山梨学院大学〕

参
与
さ
せ
、
且
つ
、
業
務
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
七
条

[
固
有
財
産
の
登
録
、
書
類
届
]

国
家
は
法
に
基
づ
き
固
有
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
制
度
を
一
設
け
る
。

固
有
財
産
を
占
有
し
、
使
用
す
る
国
家
機
関
、
企
業
、
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
法
に
従
い
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

法学論集

ば
な
ら
な
い
。

固
有
企
業
は
許
可
を
受
け
て
大
陸
以
外
の
地
方
ま
た
は
海
外
で
投
資
を
行
う
場
合
に
も
財
産
の
登
録
、
書
類
届
の
手
続
き
を
行
わ
な

-494-

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
八
条

[
国
家
所
有
権
の
確
定
]

国
家
財
産
と
そ
の
他
の
財
産
が
所
有
権
に
関
し
て
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
下
記
に
掲
げ
た
原
則
に
基
づ
き
そ
れ
を
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

投
資
者
は
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
。

2 

各
投
資
者
の
適
法
権
益
を
平
等
に
保
護
す
る
こ
と
。

3 

財
産
を
形
成
し
た
歴
史
的
状
況
を
十
分
に
考
慮
し
、
所
有
権
の
紛
糾
を
公
平
且
つ
合
理
的
に
解
決
す
る
こ
と
。

国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
投
資
し
て
挙
行
し
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
企
業
と
し
て
登
記
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
財
産
の
帰
属
は

前
項
の
規
定
に
従
い
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
一
九
条
　
［
国
有
財
産
の
贈
与
］

　
国
有
企
業
、
事
業
単
位
は
、
自
己
が
法
に
基
づ
き
占
有
、
使
用
し
て
い
る
国
有
財
産
を
無
断
で
集
団
の
組
織
ま
た
は
個
人
に
贈
与
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
、
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
国
有
財
産
を
無
断
で
他
人
に
贈
与
し
た
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
（
人

民
法
院
に
対
し
？
）
当
該
贈
与
行
為
の
無
効
を
言
い
渡
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
国
有
企
業
、
事
業
単
位
に
対
し

て
、
そ
の
贈
与
し
た
財
産
を
取
戻
す
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
占
有
、
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
、
土
地
使
用
権
な
ど
の
生
産
資
料
を
無
償
で
他
人
の
使
用
に
供
し
た
場

合
に
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
二
〇
条
　
［
国
家
所
有
権
が
訴
訟
に
関
す
る
時
効
を
適
用
す
る
例
外
］

　
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
に
経
営
、
管
理
を
授
権
し
な
か
っ
た
国
家
財
産
は
侵
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
訴
訟
に
関
す

る
時
効
に
よ
る
期
限
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
第
二
款
　
国
有
企
業
の
財
産
権

　
第
一
二
一
条
［
国
有
企
業
の
財
産
権
］

　
非
会
社
制
の
国
有
企
業
は
、
国
家
が
投
資
し
た
財
産
に
対
し
、
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
、
処
分
を
為
す
権
利
を
有
す

る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
従
い
、
国
有
財
産
を
処
分
す
る
と
き
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

一495一

第
一
一
九
条

[
固
有
財
産
の
贈
与
]

固
有
企
業
、
事
業
単
位
は
、
自
己
が
法
に
基
づ
き
占
有
、
使
用
し
て
い
る
固
有
財
産
を
無
断
で
集
団
の
組
織
ま
た
は
個
人
に
贈
与
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

固
有
資
産
の
管
理
機
関
は
、
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
国
有
財
産
を
無
断
で
他
人
に
贈
与
し
た
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
(
人

民
法
院
に
対
し
?
)
当
該
贈
与
行
為
の
無
効
を
言
い
渡
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
固
有
企
業
、
事
業
単
位
に
対
し

て
、
そ
の
贈
与
し
た
財
産
を
取
戻
す
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

固
有
企
業
、
事
業
単
位
が
占
有
、
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
、
土
地
使
用
権
な
ど
の
生
産
資
料
を
無
償
で
他
人
の
使
用
に
供
し
た
場

合
に
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

-495-

第
一
二

O
条

[
国
家
所
有
権
が
訴
訟
に
関
す
る
時
効
を
適
用
す
る
例
外
]

自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
に
経
営
、
管
理
を
授
権
し
な
か
っ
た
国
家
財
産
は
侵
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
訴
訟
に
関
す

る
時
効
に
よ
る
期
限
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

中国物権法草案建議稿

第
二
款

国
有
企
業
の
財
産
権

第

二

二

条

[
固
有
企
業
の
財
産
権
]

非
会
社
制
の
国
有
企
業
は
、
国
家
が
投
資
し
た
財
産
に
対
し
、
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
、
処
分
を
為
す
権
利
を
有
す

495 

る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
従
い
、
固
有
財
産
を
処
分
す
る
と
き
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

し3
o 

第
一
一
九
条

[
固
有
財
産
の
贈
与
]

固
有
企
業
、
事
業
単
位
は
、
自
己
が
法
に
基
づ
き
占
有
、
使
用
し
て
い
る
固
有
財
産
を
無
断
で
集
団
の
組
織
ま
た
は
個
人
に
贈
与
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

固
有
資
産
の
管
理
機
関
は
、
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
国
有
財
産
を
無
断
で
他
人
に
贈
与
し
た
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
(
人

民
法
院
に
対
し
?
)
当
該
贈
与
行
為
の
無
効
を
言
い
渡
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
固
有
企
業
、
事
業
単
位
に
対
し

て
、
そ
の
贈
与
し
た
財
産
を
取
戻
す
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

固
有
企
業
、
事
業
単
位
が
占
有
、
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
、
土
地
使
用
権
な
ど
の
生
産
資
料
を
無
償
で
他
人
の
使
用
に
供
し
た
場

合
に
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

-495-

第
一
二

O
条

[
国
家
所
有
権
が
訴
訟
に
関
す
る
時
効
を
適
用
す
る
例
外
]

自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
に
経
営
、
管
理
を
授
権
し
な
か
っ
た
国
家
財
産
は
侵
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
訴
訟
に
関
す

る
時
効
に
よ
る
期
限
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

中国物権法草案建議稿

第
二
款

国
有
企
業
の
財
産
権

第

二

二

条

[
固
有
企
業
の
財
産
権
]

非
会
社
制
の
国
有
企
業
は
、
国
家
が
投
資
し
た
財
産
に
対
し
、
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
、
処
分
を
為
す
権
利
を
有
す

495 

る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
従
い
、
固
有
財
産
を
処
分
す
る
と
き
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

し3
o 
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国
有
企
業
は
国
有
企
業
の
資
産
を
合
理
的
に
利
用
し
、
国
有
財
産
を
維
持
し
、
そ
れ
を
増
殖
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
法

に
基
づ
き
利
潤
ま
た
は
税
金
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
家
と
非
会
社
制
の
国
有
企
業
と
の
問
に
、
国
有
財
産
の
収
益
、
処
分
権
限
の
区
分
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

　
第
一
二
二
条
　
［
国
有
企
業
に
対
す
る
国
家
の
監
督
と
管
理
］

　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
国
有
企
業
の
生
産
経
営
の
業
務
に
対
し
て
監
督
と
管
理
を
実
施
し
、
法
に
基
づ
き
監
察
職
員
を
委
嘱
し
、

国
有
企
業
の
経
営
活
動
を
監
督
さ
せ
、
国
有
企
業
の
経
営
状
況
を
査
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
法
に
基
づ
き
国
有
企
業
の
法
定
代
表
者
ま
た
は
責
任
者
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
有
企
業
の
法
定

代
表
者
ま
た
は
責
任
者
は
委
嘱
を
受
け
、
経
営
を
担
当
し
、
国
有
企
業
を
管
理
す
る
。

　
行
政
機
関
の
国
有
企
業
に
対
す
る
管
理
は
行
政
機
関
の
職
権
内
に
限
っ
て
行
い
、
国
有
企
業
の
財
産
権
の
行
使
を
不
法
に
干
渉
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
政
府
と
監
督
機
関
は
国
有
企
業
の
財
産
を
直
接
に
支
配
し
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
と
監
督
機
関
は
、
い
か
な
る
方
法
を
取
っ
て
も
国

家
が
投
入
し
た
資
本
金
を
抜
き
取
り
、
国
有
企
業
の
財
産
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
ず
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
企
業
か
ら
い
か
な

る
費
用
を
取
り
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
一
壬
二
条
　
［
国
有
企
業
の
経
営
者
の
義
務
］

　
国
有
企
業
の
経
営
者
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
は
契
約
に
約
定
さ
れ
た
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
資
産
の
管
理
機
関
に
国
有
資
産
の
現
状
を
適
時
に
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。

　
国
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
企
業
の
財
産
を
着
服
し
、
無
駄
に
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
無
断
で
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
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国
有
企
業
は
国
有
企
業
の
資
産
を
合
理
的
に
利
用
し
、
固
有
財
産
を
維
持
し
、
そ
れ
を
増
殖
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
法

に
基
づ
き
利
潤
ま
た
は
税
金
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

49 [山梨学院大学〕

国
家
と
非
会
社
制
の
固
有
企
業
と
の
聞
に
、
固
有
財
産
の
収
益
、
処
分
権
限
の
区
分
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
。

第

二

三

条

[
国
有
企
業
に
対
す
る
国
家
の
監
督
と
管
理
]

国
有
資
産
の
管
理
機
関
は
国
有
企
業
の
生
産
経
営
の
業
務
に
対
し
て
監
督
と
管
理
を
実
施
し
、
法
に
基
づ
き
監
察
職
員
を
委
嘱
し
、

固
有
企
業
の
経
営
活
動
を
監
督
さ
せ
、
固
有
企
業
の
経
営
状
況
を
査
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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固
有
資
産
の
管
理
機
関
は
法
に
基
づ
き
固
有
企
業
の
法
定
代
表
者
ま
た
は
責
任
者
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
有
企
業
の
法
定

代
表
者
ま
た
は
責
任
者
は
委
嘱
を
受
げ
、
経
営
を
担
当
し
、
固
有
企
業
を
管
理
す
る
。

-496-

行
政
機
関
の
国
有
企
業
に
対
す
る
管
理
は
行
政
機
関
の
職
権
内
に
限
っ
て
行
い
、
固
有
企
業
の
財
産
権
の
行
使
を
不
法
に
干
渉
し
て

は
な
ら
な
い
。

政
府
と
監
督
機
関
は
国
有
企
業
の
財
産
を
直
接
に
支
配
し
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
と
監
督
機
関
は
、

い
か
な
る
方
法
を
取
っ
て
も
国

家
が
投
入
し
た
資
本
金
を
抜
き
取
り
、
固
有
企
業
の
財
産
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
ず
、

い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
企
業
か
ら
い
か
な

る
費
用
を
取
り
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
=
ニ
条

[
固
有
企
業
の
経
営
者
の
義
務
]

固
有
企
業
の
経
営
者
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
は
契
約
に
約
定
さ
れ
た
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

固
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
資
産
の
管
理
機
関
に
国
有
資
産
の
現
状
を
適
時
に
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。

国
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
企
業
の
財
産
を
着
服
し
、
無
駄
に
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
無
断
で
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
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、
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財
産
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の
行
使
を
不
法
に
干
渉
し
て

は
な
ら
な
い
。

政
府
と
監
督
機
関
は
国
有
企
業
の
財
産
を
直
接
に
支
配
し
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
と
監
督
機
関
は
、

い
か
な
る
方
法
を
取
っ
て
も
国

家
が
投
入
し
た
資
本
金
を
抜
き
取
り
、
固
有
企
業
の
財
産
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
ず
、

い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
企
業
か
ら
い
か
な

る
費
用
を
取
り
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
=
ニ
条

[
固
有
企
業
の
経
営
者
の
義
務
]

固
有
企
業
の
経
営
者
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
は
契
約
に
約
定
さ
れ
た
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

固
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
資
産
の
管
理
機
関
に
国
有
資
産
の
現
状
を
適
時
に
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。

国
有
企
業
の
経
営
者
は
国
有
企
業
の
財
産
を
着
服
し
、
無
駄
に
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
無
断
で
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
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よ
っ
て
国
有
企
業
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
経
営
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
二
四
条
　
［
国
有
の
独
資
会
社
と
株
式
制
企
業
］

　
国
有
の
独
資
会
社
と
は
、
国
家
が
投
資
を
授
権
し
た
機
関
ま
た
は
国
家
が
授
権
し
た
部
門
が
単
独
の
投
資
を
も
っ
て
設
立
し
た
有
限

責
任
会
社
を
い
う
。

　
国
有
の
独
資
会
社
の
権
限
は
会
社
法
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
国
有
企
業
は
法
に
基
づ
き
民
間
資
金
を
調
達
し
、
会
社
化
改
造
を
基
に
株
式
制
企
業
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
制
企
業
は

会
社
法
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
二
五
条
　
［
行
政
機
関
の
職
権
に
対
す
る
制
限
］

　
行
政
機
関
は
不
法
に
国
家
の
株
式
権
の
行
使
と
株
式
制
企
業
の
生
産
、
経
営
業
務
を
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
集
団
所
有
権

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
第
一
二
六
条
　
［
集
団
所
有
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
団
所
有
権
と
は
、
集
団
組
織
の
構
成
員
が
法
に
基
づ
き
集
団
所
有
に
属
す
る
財
産
に
対
し
、

し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

　
法
律
の
規
定
と
正
当
な
手
続
き
に
よ
ら
な
け
れ
ば
集
団
所
有
の
財
産
を
徴
用
、
ま
た
は
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
。

共
同
で
占
有

一497一

よ
っ
て
国
有
企
業
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
経
営
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
四
条

[
固
有
の
独
資
会
社
と
株
式
制
企
業
]

国
有
の
独
資
会
社
と
は
、
国
家
が
投
資
を
授
権
し
た
機
関
ま
た
は
国
家
が
授
権
し
た
部
門
が
単
独
の
投
資
を
も
っ
て
設
立
し
た
有
限

責
任
会
社
を
い
う
。

国
有
の
独
資
会
社
の
権
限
は
会
社
法
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

国
有
企
業
は
法
に
基
づ
き
民
間
資
金
を
調
達
し
、
会
社
化
改
造
を
基
に
株
式
制
企
業
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
制
企
業
は

会
社
法
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
二
五
条

[
行
政
機
関
の
職
権
に
対
す
る
制
限
]
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行
政
機
関
は
不
法
に
国
家
の
株
式
権
の
行
使
と
株
式
制
企
業
の
生
産
、
経
営
業
務
を
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。

信
用
三
時
即

集
団
所
有
権

中国物権法草案建議稿
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款
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規
定

第
一
二
六
条

[
集
団
所
有
権
の
定
義
]

こ
の
法
律
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て
、
集
団
所
有
権
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は
、
集
団
組
織
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構
成
員
が
法
に
基
づ
き
集
団
所
有
に
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す
る
財
産
に
対
し
、
共
同
で
占
有
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し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

法
律
の
規
定
と
正
当
な
手
続
き
に
よ
ら
な
け
れ
ば
集
団
所
有
の
財
産
を
徴
用
、
ま
た
は
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
国
有
企
業
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
経
営
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
四
条

[
固
有
の
独
資
会
社
と
株
式
制
企
業
]

国
有
の
独
資
会
社
と
は
、
国
家
が
投
資
を
授
権
し
た
機
関
ま
た
は
国
家
が
授
権
し
た
部
門
が
単
独
の
投
資
を
も
っ
て
設
立
し
た
有
限

責
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を
い
う
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国
有
の
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は
会
社
法
の
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連
す
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を
適
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は
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き
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を
調
達
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化
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に
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を
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す
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こ
と
が
で
き
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。
株
式
制
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の
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連
す
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を
適
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す
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し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

法
律
の
規
定
と
正
当
な
手
続
き
に
よ
ら
な
け
れ
ば
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団
所
有
の
財
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を
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収
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な
ら
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。
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第
一
二
七
条
　
［
集
団
所
有
権
の
客
体
］

集
団
所
有
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
。

1
　
法
律
が
集
団
所
有
と
規
定
し
た
土
地
、
森
林
、
山
峰
、
草
原
、
荒
地
、
干
潟
な
ど
。

2
　
集
団
経
済
組
織
の
財
産
。

3
　
集
団
組
織
が
生
産
、
経
営
業
務
か
ら
取
得
し
た
財
産
。

4
　
集
団
所
有
の
建
物
、
ダ
ム
、
農
業
水
利
施
設
及
び
科
学
、
文
化
、
教
育
、
衛
生
、
体
育
の
施
設
。

5
　
国
家
が
集
団
組
織
に
援
助
し
た
財
産
。

6
　
徴
用
ま
た
は
徴
収
さ
れ
た
集
団
所
有
財
産
に
対
す
る
補
償
。

7
　
集
団
所
有
に
属
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

第
一
二
八
条
　
［
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
国
有
財
産
の
確
定
］

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
下
記
の
財
産
は
国
有
財
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

1
　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
す
る
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
。

2
　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
し
て
投
資
し
た
事
業
か
ら
の
収
益
。

3
　
国
有
企
業
、
事
業
単
位
の
投
資
で
設
立
し
た
集
団
組
織
及
び
そ
の
収
益
か
ら
積
み
立
て
た
資
産
。
た
だ
し
、
二
〇
年
を
経
て
も

　
国
有
資
産
と
し
て
登
録
、
書
類
届
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

4
　
集
団
組
織
が
国
家
の
規
定
に
よ
り
納
税
前
の
融
資
返
却
の
優
遇
政
策
を
受
け
て
形
成
し
た
資
産
の
中
で
、
国
税
と
し
て
納
税
す

　
べ
き
だ
が
納
税
し
な
か
っ
た
税
金
に
属
す
る
部
分
。
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第
一
二
七
条

[
集
団
所
有
権
の
客
体
]

集
団
所
有
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
。

49 (山梨学院大学〕

1 

法
律
が
集
団
所
有
と
規
定
し
た
土
地
、
森
林
、
山
峰
、
草
原
、
荒
地
、
干
潟
な
ど
。

2 

集
団
経
済
組
織
の
財
産
。

3 

集
団
組
織
が
生
産
、
経
営
業
務
か
ら
取
得
し
た
財
産
。

4 

集
団
所
有
の
建
物
、
ダ
ム
、
農
業
水
利
施
設
及
び
科
学
、
文
化
、
教
育
、
衛
生
、
体
育
の
施
設
。

法学論集

5 

国
家
が
集
団
組
織
に
援
助
し
た
財
産
。

6 

徴
用
ま
た
は
徴
収
さ
れ
た
集
団
所
有
財
産
に
対
す
る
補
償
。

-498-

7 

集
団
所
有
に
属
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

第
一
二
八
条

[
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
国
有
財
産
の
確
定
]

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
下
記
の
財
産
は
固
有
財
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

1 

固
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
す
る
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
。

2 

国
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
し
て
投
資
し
た
事
業
か
ら
の
収
益
。

3 

国
有
企
業
、
事
業
単
位
の
投
資
で
設
立
し
た
集
団
組
織
及
び
そ
の
収
益
か
ら
積
み
立
て
た
資
産
。
た
だ
し
、
二

O
年
を
経
て
も

国
有
資
産
と
し
て
登
録
、
書
類
届
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

4 

集
団
組
織
が
国
家
の
規
定
に
よ
り
納
税
前
の
融
資
返
却
の
優
遇
政
策
を
受
け
て
形
成
し
た
資
産
の
中
で
、
国
税
と
し
て
納
税
す

べ
き
だ
が
納
税
し
な
か
っ
た
税
金
に
属
す
る
部
分
。

498 

第
一
二
七
条

[
集
団
所
有
権
の
客
体
]

集
団
所
有
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
。

49 (山梨学院大学〕

1 

法
律
が
集
団
所
有
と
規
定
し
た
土
地
、
森
林
、
山
峰
、
草
原
、
荒
地
、
干
潟
な
ど
。

2 

集
団
経
済
組
織
の
財
産
。

3 

集
団
組
織
が
生
産
、
経
営
業
務
か
ら
取
得
し
た
財
産
。

4 

集
団
所
有
の
建
物
、
ダ
ム
、
農
業
水
利
施
設
及
び
科
学
、
文
化
、
教
育
、
衛
生
、
体
育
の
施
設
。

法学論集

5 

国
家
が
集
団
組
織
に
援
助
し
た
財
産
。

6 

徴
用
ま
た
は
徴
収
さ
れ
た
集
団
所
有
財
産
に
対
す
る
補
償
。
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7 

集
団
所
有
に
属
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

第
一
二
八
条

[
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
国
有
財
産
の
確
定
]

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
集
団
組
織
の
中
に
あ
る
下
記
の
財
産
は
固
有
財
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

1 

固
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
す
る
投
資
に
よ
っ
て
形
成
し
た
財
産
。

2 

国
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
組
織
に
対
し
て
投
資
し
た
事
業
か
ら
の
収
益
。

3 

国
有
企
業
、
事
業
単
位
の
投
資
で
設
立
し
た
集
団
組
織
及
び
そ
の
収
益
か
ら
積
み
立
て
た
資
産
。
た
だ
し
、
二

O
年
を
経
て
も

国
有
資
産
と
し
て
登
録
、
書
類
届
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

4 

集
団
組
織
が
国
家
の
規
定
に
よ
り
納
税
前
の
融
資
返
却
の
優
遇
政
策
を
受
け
て
形
成
し
た
資
産
の
中
で
、
国
税
と
し
て
納
税
す

べ
き
だ
が
納
税
し
な
か
っ
た
税
金
に
属
す
る
部
分
。
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5
　
国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
集
団
組
織
に
交
付
し
た
資
産
で
、
そ
れ
が
贈
与
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

　
　
の
。

　
6
　
集
団
組
織
の
所
有
に
属
し
な
い
と
認
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
資
産
。

　
第
一
二
九
条
　
［
集
団
所
有
権
の
行
使
］

　
集
団
所
有
権
は
当
該
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
機
関
が
法
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
行
使
す
る
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
平
等
、
自
由
意
志
で
協
議
し
た
う
え
、
章
程
を
制
定
し
、
集
団
所
有
の
財
産
に
関
す
る
各
種
の
事
務
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
章
程
の
内
容
は
法
律
の
強
制
的
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
の
中
で
生
産
資
料
を
構
成
員
に
分
配
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
一
三
〇
条
　
〔
集
団
組
織
の
構
成
員
の
権
利
］

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
に
対
し
て
平
等
に
政
策
決
定
権
を
有
す
る
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
に
基
づ
き
、
集
団
財
産
の
管
理
機
関
と
そ
の
責
任
者
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
し
、
い
か
な
る
組
織
ま
た

は
個
人
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
民
主
的
管
理
の
方
法
を
通
じ
て
集
団
財
産
の
管
理
、
政
策
決
定
と
監
督
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
法
律
及
び
章
程
に
基
づ
き
、
収
益
を
享
受
す
る
権
利
を
有
し
、
獲
得
し
た
収
益
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
及
び
章
程
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
集
団
組
織
が
払
い
下
げ
ま
た
は
賃
貸
す
る
財
産
に
対
し
て
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
そ
の
譲
受
権
と

賃
借
権
を
優
先
し
て
有
す
る
も
の
と
す
る
。

一499一

5 

国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
集
団
組
織
に
交
付
し
た
資
産
で
、
そ
れ
が
贈
与
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
o 

6 

集
団
組
織
の
所
有
に
属
し
な
い
と
認
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
資
産
。

第
一
二
九
条

[
集
団
所
有
権
の
行
使
]

集
団
所
有
権
は
当
該
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
機
関
が
法
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
行
使
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
平
等
、
自
由
意
志
で
協
議
し
た
う
え
、
章
程
を
制
定
し
、
集
団
所
有
の
財
産
に
関
す
る
各
種
の
事
務
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
章
程
の
内
容
は
法
律
の
強
制
的
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
の
中
で
生
産
資
料
を
構
成
員
に
分
配
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

-499-

第
一
三

O
条

[
集
団
組
織
の
構
成
員
の
権
利
]

集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
に
対
し
て
平
等
に
政
策
決
定
権
を
有
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
に
基
づ
き
、
集
団
財
産
の
管
理
機
関
と
そ
の
責
任
者
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
し
、

い
か
な
る
組
織
ま
た

中国物権法草案建議稿

は
個
人
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
民
主
的
管
理
の
方
法
を
通
じ
て
集
団
財
産
の
管
理
、
政
策
決
定
と
監
督
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
法
律
及
び
章
程
に
基
づ
き
、
収
益
を
享
受
す
る
権
利
を
有
し
、
獲
得
し
た
収
益
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
及
び
章
程
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

499 

集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
集
団
組
織
が
払
い
下
げ
ま
た
は
賃
貸
す
る
財
産
に
対
し
て
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
そ
の
譲
受
権
と

賃
借
権
を
優
先
し
て
有
す
る
も
の
と
す
る
。

5 

国
有
企
業
、
事
業
単
位
が
集
団
組
織
に
交
付
し
た
資
産
で
、
そ
れ
が
贈
与
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
o 

6 

集
団
組
織
の
所
有
に
属
し
な
い
と
認
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
資
産
。

第
一
二
九
条

[
集
団
所
有
権
の
行
使
]

集
団
所
有
権
は
当
該
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
機
関
が
法
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
行
使
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
平
等
、
自
由
意
志
で
協
議
し
た
う
え
、
章
程
を
制
定
し
、
集
団
所
有
の
財
産
に
関
す
る
各
種
の
事
務
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
章
程
の
内
容
は
法
律
の
強
制
的
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
の
中
で
生
産
資
料
を
構
成
員
に
分
配
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
一
三

O
条

[
集
団
組
織
の
構
成
員
の
権
利
]

集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
に
対
し
て
平
等
に
政
策
決
定
権
を
有
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
章
程
に
基
づ
き
、
集
団
財
産
の
管
理
機
関
と
そ
の
責
任
者
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
し
、

い
か
な
る
組
織
ま
た

中国物権法草案建議稿

は
個
人
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
民
主
的
管
理
の
方
法
を
通
じ
て
集
団
財
産
の
管
理
、
政
策
決
定
と
監
督
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。

集
団
組
織
の
構
成
員
は
法
律
及
び
章
程
に
基
づ
き
、
収
益
を
享
受
す
る
権
利
を
有
し
、
獲
得
し
た
収
益
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
及
び
章
程
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

499 

集
団
組
織
の
構
成
員
は
、
集
団
組
織
が
払
い
下
げ
ま
た
は
賃
貸
す
る
財
産
に
対
し
て
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
そ
の
譲
受
権
と

賃
借
権
を
優
先
し
て
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
一
三
一
条
［
集
団
組
織
の
構
成
員
の
加
盟
と
辞
退
］

　
集
団
組
織
に
加
盟
し
た
構
成
員
は
加
盟
し
た
日
よ
り
構
成
員
の
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
集
団
組
織
を
辞
退
し
た
構
成
員
は
辞
退
し
た
日
よ
り
起
算
し
て
一
年
到
来
し
た
場
合
に
は
、
構
成
員
の
権
利
が
消
滅
す
る
も
の
と
す

る
。　

第
一
三
二
条
　
［
集
団
財
産
の
管
理
機
関
］

　
集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
の
管
理
機
関
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
全
構
成
員
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
章
程
の
規
定
に
従
い
、
集
団
財
産
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
責
任

を
持
っ
て
集
団
組
織
の
構
成
員
の
定
期
会
議
を
招
集
し
、
ま
た
は
二
分
の
一
以
上
の
集
団
組
織
構
成
員
の
要
請
に
応
じ
て
集
団
組
織
構

成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
。

　
第
一
三
三
条
　
［
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
会
議
］

　
集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
集
団
組
織
構
成
員
の
定
期
会
議
を
一
年
に
最
低
限
二
回
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
議
を
招
集
す
る

場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
一
〇
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の
内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
集
団
組
織
構
成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
五
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の

内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
三
四
条
　
［
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
決
議
］

　
集
団
組
織
構
成
員
会
議
が
集
団
財
産
に
関
す
る
重
大
な
事
務
を
討
議
す
る
場
合
に
、
そ
の
決
議
は
、
三
分
の
二
以
上
の
集
団
組
織
構

成
員
が
会
議
に
参
加
し
、
会
議
に
出
席
し
た
集
団
組
織
構
成
員
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
場
合
に
の
み
有
効
と

一500一
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第
一
一
三
条

[
集
団
組
織
の
構
成
員
の
加
盟
と
辞
退
]

集
団
組
織
に
加
盟
し
た
構
成
員
は
加
盟
し
た
日
よ
り
構
成
員
の
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

集
団
組
織
を
辞
退
し
た
構
成
員
は
辞
退
し
た
日
よ
り
起
算
し
て
一
年
到
来
し
た
場
合
に
は
、
構
成
員
の
権
利
が
消
滅
す
る
も
の
と
す

る
第
一
一
一
三
条

〔
集
団
財
産
の
管
理
機
関
]

集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
の
管
理
機
関
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
す
る
。

法学論集

集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
全
構
成
員
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
章
程
の
規
定
に
従
い
、
集
団
財
産
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
責
任

を
持
っ
て
集
団
組
織
の
構
成
員
の
定
期
会
議
を
招
集
し
、
ま
た
は
二
分
の
一
以
上
の
集
団
組
織
構
成
員
の
要
請
に
応
じ
て
集
団
組
織
構

-500-

成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
。

第
二
一
三
条

[
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
会
議
]

集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
集
団
組
織
構
成
員
の
定
期
会
議
を
一
年
に
最
低
限
二
回
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
議
を
招
集
す
る

場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
一

O
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の
内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
構
成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
五
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の

内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
三
四
条

[
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
決
議
]

集
団
組
織
構
成
員
会
議
が
集
団
財
産
に
関
す
る
重
大
な
事
務
を
討
議
す
る
場
合
に
、
そ
の
決
議
は
、
三
分
の
二
以
上
の
集
団
組
織
構

成
員
が
会
議
に
参
加
し
、
会
議
に
出
席
し
た
集
団
組
織
構
成
員
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
場
合
に
の
み
有
効
と

500 

第
一
一
三
条

[
集
団
組
織
の
構
成
員
の
加
盟
と
辞
退
]

集
団
組
織
に
加
盟
し
た
構
成
員
は
加
盟
し
た
日
よ
り
構
成
員
の
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

集
団
組
織
を
辞
退
し
た
構
成
員
は
辞
退
し
た
日
よ
り
起
算
し
て
一
年
到
来
し
た
場
合
に
は
、
構
成
員
の
権
利
が
消
滅
す
る
も
の
と
す

る
第
一
一
一
三
条

〔
集
団
財
産
の
管
理
機
関
]

集
団
組
織
の
構
成
員
は
集
団
財
産
の
管
理
機
関
を
選
挙
す
る
権
利
を
有
す
る
。

法学論集

集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
全
構
成
員
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
章
程
の
規
定
に
従
い
、
集
団
財
産
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
責
任

を
持
っ
て
集
団
組
織
の
構
成
員
の
定
期
会
議
を
招
集
し
、
ま
た
は
二
分
の
一
以
上
の
集
団
組
織
構
成
員
の
要
請
に
応
じ
て
集
団
組
織
構

-500-

成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
。

第
二
一
三
条

[
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
会
議
]

集
団
財
産
の
管
理
機
関
は
集
団
組
織
構
成
員
の
定
期
会
議
を
一
年
に
最
低
限
二
回
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
議
を
招
集
す
る

場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
一

O
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の
内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
団
組
織
構
成
員
の
臨
時
会
議
を
招
集
す
る
場
合
に
は
、
会
議
開
催
の
五
日
前
に
書
面
に
よ
る
通
知
を
発
し
、
且
つ
書
面
で
会
議
の

内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
三
四
条

[
集
団
財
産
の
管
理
機
関
の
決
議
]

集
団
組
織
構
成
員
会
議
が
集
団
財
産
に
関
す
る
重
大
な
事
務
を
討
議
す
る
場
合
に
、
そ
の
決
議
は
、
三
分
の
二
以
上
の
集
団
組
織
構

成
員
が
会
議
に
参
加
し
、
会
議
に
出
席
し
た
集
団
組
織
構
成
員
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
場
合
に
の
み
有
効
と



す
る
。

　
集
団
組
織
構
成
員
会
議
で
可
決
さ
れ
た
有
効
な
決
議
は
、

集
団
財
産
の
管
理
機
関
が
そ
れ
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

501　中国物権法草案建議稿

　
　
第
二
款
　
集
団
土
地
所
有
権

　
第
一
三
五
条
　
［
集
団
土
地
所
有
権
］

　
憲
法
、
法
律
に
定
め
た
国
有
地
以
外
の
農
村
部
と
都
市
部
郊
外
に
あ
る
土
地
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。
宅
地
と
自
留

地
、
自
留
山
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。

　
農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
法
に
基
づ
き
村
民
小
組
の
所
有
に
属
す
る
。
既
に
村
、
郷
〔
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
属
し
て
い
る
土

地
は
村
、
郷
〔
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
帰
す
る
も
の
と
す
る
。

　
都
市
部
に
現
存
し
て
い
る
集
団
所
有
の
土
地
は
引
き
続
き
集
団
組
織
の
所
有
と
す
る
。

　
集
団
土
地
の
所
有
権
が
不
明
確
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
村
民
小
組
の
所
有
と
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
六
条
　
［
集
団
所
有
土
地
の
譲
渡
］

　
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
集
団
所
有
の
土
地
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
売
買
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
そ
れ
を
不
法
に

譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
三
七
条
　
［
集
団
所
有
土
地
の
登
記
］

　
集
団
所
有
の
土
地
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
が
登
記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
所
有
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
法
に
基
づ
き
土
地
の
所
有
権
と
用
途
を
変
更
す
る
と
き
は
、
土
地
の
変
更
登
記
の
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一501一

す
る
。集

団
組
織
構
成
員
会
議
で
可
決
さ
れ
た
有
効
な
決
議
は
、
集
団
財
産
の
管
理
機
関
が
そ
れ
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款

集
団
土
地
所
有
権

第
一
三
五
条

[
集
団
土
地
所
有
権
]

憲
法
、
法
律
に
定
め
た
国
有
地
以
外
の
農
村
部
と
都
市
部
郊
外
に
あ
る
土
地
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。
宅
地
と
自
留

地
、
白
留
山
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。

農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
法
に
基
づ
き
村
民
小
組
の
所
有
に
属
す
る
。
既
に
村
、
郷
(
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
属
し
て
い
る
土

-501-

地
は
村
、
郷
(
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
帰
す
る
も
の
と
す
る
。

都
市
部
に
現
存
し
て
い
る
集
団
所
有
の
土
地
は
引
き
続
き
集
団
組
織
の
所
有
と
す
る
。

集
団
土
地
の
所
有
権
が
不
明
確
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
村
民
小
組
の
所
有
と
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
一
三
六
条

[
集
団
所
有
土
地
の
譲
渡
]

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
集
団
所
有
の
土
地
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
売
買
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
そ
れ
を
不
法
に

譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
七
条

[
集
団
所
有
土
地
の
登
記
]

501 

集
団
所
有
の
土
地
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
が
登
記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
所
有
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
に
基
づ
き
土
地
の
所
有
権
と
用
途
を
変
更
す
る
と
き
は
、
土
地
の
変
更
登
記
の
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
。集

団
組
織
構
成
員
会
議
で
可
決
さ
れ
た
有
効
な
決
議
は
、
集
団
財
産
の
管
理
機
関
が
そ
れ
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款

集
団
土
地
所
有
権

第
一
三
五
条

[
集
団
土
地
所
有
権
]

憲
法
、
法
律
に
定
め
た
国
有
地
以
外
の
農
村
部
と
都
市
部
郊
外
に
あ
る
土
地
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。
宅
地
と
自
留

地
、
白
留
山
は
当
地
の
農
民
集
団
所
有
に
属
す
る
。

農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
法
に
基
づ
き
村
民
小
組
の
所
有
に
属
す
る
。
既
に
村
、
郷
(
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
属
し
て
い
る
土

-501-

地
は
村
、
郷
(
鎮
〕
の
農
民
集
団
所
有
に
帰
す
る
も
の
と
す
る
。

都
市
部
に
現
存
し
て
い
る
集
団
所
有
の
土
地
は
引
き
続
き
集
団
組
織
の
所
有
と
す
る
。

集
団
土
地
の
所
有
権
が
不
明
確
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
村
民
小
組
の
所
有
と
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
一
三
六
条

[
集
団
所
有
土
地
の
譲
渡
]

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
集
団
所
有
の
土
地
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
売
買
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
そ
れ
を
不
法
に

譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
七
条

[
集
団
所
有
土
地
の
登
記
]

501 

集
団
所
有
の
土
地
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
が
登
記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
所
有
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
に
基
づ
き
土
地
の
所
有
権
と
用
途
を
変
更
す
る
と
き
は
、
土
地
の
変
更
登
記
の
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
三
八
条
　
［
集
団
土
地
の
賃
貸
］

　
集
団
所
有
土
地
の
所
有
権
者
は
法
定
手
続
き
に
従
い
、
土
地
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
家
の
土
地
利
用
に
関
す
る

全
体
計
画
と
耕
地
保
護
に
関
す
る
強
制
的
な
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
土
地
の
賃
貸
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
最
長
二
〇
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
三
九
条
　
［
農
村
の
集
団
所
有
土
地
の
使
用
］

　
農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
農
業
用
地
と
非
農
業
用
地
と
に
区
分
す
る
。

　
県
級
以
上
の
人
民
政
府
の
許
可
を
経
な
い
限
り
、
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
農
業
用
地
を
非
農
業
用
地
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
集
団
所
有
の
土
地
が
法
に
基
づ
き
非
農
業
の
建
設
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
は
そ
の
登

記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
建
設
用
地
の
使
用
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
農
業
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
二
節
の
規
定
を
適
用
し
、
建
設
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
一
節

の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
四
〇
条
　
［
集
団
組
織
の
国
有
地
に
対
す
る
使
用
］

　
集
団
組
織
は
国
有
地
を
占
有
、
使
用
す
る
場
合
、
土
地
の
賃
貸
ま
た
は
土
地
の
払
い
下
げ
方
法
に
従
っ
て
契
約
を
結
び
、
法
に
基
づ

き
関
係
機
関
に
賃
貸
料
ま
た
は
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一502一

　
第
三
款
　
組
合
と
集
団
企
業
の
所
有
権

第
一
四
一
条
［
組
合
所
有
権
］

502 

第
一
三
八
条

[
集
団
土
地
の
賃
貸
]

集
団
所
有
土
地
の
所
有
権
者
は
法
定
手
続
き
に
従
い
、
土
地
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
家
の
土
地
利
用
に
関
す
る

49 (山梨学院大学〕

全
体
計
画
と
耕
地
保
護
に
関
す
る
強
制
的
な
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
の
賃
貸
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
最
長
二

O
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
九
条

[
農
村
の
集
団
所
有
土
地
の
使
用
〕

農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
農
業
用
地
と
非
農
業
用
地
と
に
区
分
す
る
。

法学論集

県
級
以
上
の
人
民
政
府
の
許
可
を
経
な
い
限
り
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
農
業
用
地
を
非
農
業
用
地
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
集
団
所
有
の
土
地
が
法
に
基
づ
き
非
農
業
の
建
設
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
は
そ
の
登

-502-

記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
建
設
用
地
の
使
用
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
二
節
の
規
定
を
適
用
し
、
建
設
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
一
節

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
四

O
条

[
集
団
組
織
の
固
有
地
に
対
す
る
使
用
〕

集
団
組
織
は
固
有
地
を
占
有
、
使
用
す
る
場
合
、
土
地
の
賃
貸
ま
た
は
土
地
の
払
い
下
げ
方
法
に
従
っ
て
契
約
を
結
び
、
法
に
基
づ

き
関
係
機
関
に
賃
貸
料
ま
た
は
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款

組
合
と
集
団
企
業
の
所
有
権

第
一
四
一
条

[
組
合
所
有
権
]

502 

第
一
三
八
条

[
集
団
土
地
の
賃
貸
]

集
団
所
有
土
地
の
所
有
権
者
は
法
定
手
続
き
に
従
い
、
土
地
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
家
の
土
地
利
用
に
関
す
る

49 (山梨学院大学〕

全
体
計
画
と
耕
地
保
護
に
関
す
る
強
制
的
な
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
の
賃
貸
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
最
長
二

O
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
九
条

[
農
村
の
集
団
所
有
土
地
の
使
用
〕

農
村
の
集
団
所
有
の
土
地
は
農
業
用
地
と
非
農
業
用
地
と
に
区
分
す
る
。

法学論集

県
級
以
上
の
人
民
政
府
の
許
可
を
経
な
い
限
り
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
は
農
業
用
地
を
非
農
業
用
地
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
集
団
所
有
の
土
地
が
法
に
基
づ
き
非
農
業
の
建
設
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
は
そ
の
登

-502-

記
を
行
い
、
権
利
証
書
を
交
付
し
、
建
設
用
地
の
使
用
権
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
二
節
の
規
定
を
適
用
し
、
建
設
用
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
第
三
章
第
一
節

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
四

O
条

[
集
団
組
織
の
固
有
地
に
対
す
る
使
用
〕

集
団
組
織
は
固
有
地
を
占
有
、
使
用
す
る
場
合
、
土
地
の
賃
貸
ま
た
は
土
地
の
払
い
下
げ
方
法
に
従
っ
て
契
約
を
結
び
、
法
に
基
づ

き
関
係
機
関
に
賃
貸
料
ま
た
は
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款

組
合
と
集
団
企
業
の
所
有
権

第
一
四
一
条

[
組
合
所
有
権
]
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組
合
所
有
権
と
は
、
組
合
の
組
合
員
が
共
同
の
目
的
に
基
づ
き
、
そ
の
出
資
及
び
蓄
積
を
し
て
き
た
財
産
に
対
し
て
共
同
で
占
有

し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
且
つ
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

　
法
律
、
法
規
ま
た
は
定
款
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
組
合
員
は
組
合
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
第
一
四
二
条
　
［
集
団
企
業
の
所
有
権
］

　
集
団
企
業
の
所
有
権
と
は
、
集
団
企
業
が
集
団
経
済
組
織
の
投
資
し
た
財
産
に
対
し
て
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処

分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

　
第
一
四
三
条
　
［
株
式
合
作
制
企
業
の
集
団
所
有
権
］

　
株
式
合
作
制
企
業
の
社
員
が
企
業
の
財
産
に
対
す
る
権
限
は
特
別
法
に
従
う
。

　
第
一
四
四
条
　
［
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
］

　
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

る
。

　
1
　
集
団
企
業
が
設
立
さ
れ
た
と
き
に
調
達
し
た
各
種
類
の
資
金
、
ま
た
は
収
益
の
中
か
ら
支
出
し
た
各
種
類
の
資
金
の
中
で
約
定

　
　
が
な
か
っ
た
資
金
。

　
2
　
集
団
企
業
の
経
営
か
ら
獲
得
し
た
収
益
。

　
3
　
集
団
企
業
が
国
家
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
集
金
し
、
集
団
企
業
に
使
わ
れ
る
資
金
。

　
4
　
集
団
企
業
が
公
益
金
で
購
入
ま
た
は
建
築
し
た
集
団
の
福
祉
施
設
。

一503一

組
合
所
有
権
と
は
、
組
合
の
組
合
員
が
共
同
の
目
的
に
基
づ
き
、
そ
の
出
資
及
び
蓄
積
を
し
て
き
た
財
産
に
対
し
て
共
同
で
占
有

し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
且
つ
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

法
律
、
法
規
ま
た
は
定
款
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
組
合
員
は
組
合
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き

戸
h
h

、A
o

fe
し第
一
四
二
条

[
集
団
企
業
の
所
有
権
]

集
団
企
業
の
所
有
権
と
は
、
集
団
企
業
が
集
団
経
済
組
織
の
投
資
し
た
財
産
に
対
し
て
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処

分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

第
一
四
三
条

[
株
式
合
作
制
企
業
の
集
団
所
有
権
]

-503-

株
式
合
作
制
企
業
の
社
員
が
企
業
の
財
産
に
対
す
る
権
限
は
特
別
法
に
従
う
。

第
一
四
四
条

[
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
]

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

中国物権法草案建議稿

る
1 

集
団
企
業
が
設
立
さ
れ
た
と
き
に
調
達
し
た
各
種
類
の
資
金
、
ま
た
は
収
益
の
中
か
ら
支
出
し
た
各
種
類
の
資
金
の
中
で
約
定

が
な
か
っ
た
資
金
。

2 

集
団
企
業
の
経
営
か
ら
獲
得
し
た
収
益
。

503 

3 

集
団
企
業
が
国
家
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
集
金
し
、
集
団
企
業
に
使
わ
れ
る
資
金
。

4 

集
団
企
業
が
公
益
金
で
購
入
ま
た
は
建
築
し
た
集
団
の
福
祉
施
設
。

組
合
所
有
権
と
は
、
組
合
の
組
合
員
が
共
同
の
目
的
に
基
づ
き
、
そ
の
出
資
及
び
蓄
積
を
し
て
き
た
財
産
に
対
し
て
共
同
で
占
有

し
、
使
用
し
、
収
益
を
収
め
、
且
つ
そ
れ
を
処
分
す
る
権
利
を
い
う
。

法
律
、
法
規
ま
た
は
定
款
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
組
合
員
は
組
合
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き

戸
h
h

、A
o

fe
し第
一
四
二
条

[
集
団
企
業
の
所
有
権
]

集
団
企
業
の
所
有
権
と
は
、
集
団
企
業
が
集
団
経
済
組
織
の
投
資
し
た
財
産
に
対
し
て
法
に
基
づ
き
そ
の
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処

分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

第
一
四
三
条

[
株
式
合
作
制
企
業
の
集
団
所
有
権
]

-503-

株
式
合
作
制
企
業
の
社
員
が
企
業
の
財
産
に
対
す
る
権
限
は
特
別
法
に
従
う
。

第
一
四
四
条

[
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
]

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
都
市
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

中国物権法草案建議稿

る
1 

集
団
企
業
が
設
立
さ
れ
た
と
き
に
調
達
し
た
各
種
類
の
資
金
、
ま
た
は
収
益
の
中
か
ら
支
出
し
た
各
種
類
の
資
金
の
中
で
約
定

が
な
か
っ
た
資
金
。

2 

集
団
企
業
の
経
営
か
ら
獲
得
し
た
収
益
。

503 

3 

集
団
企
業
が
国
家
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
集
金
し
、
集
団
企
業
に
使
わ
れ
る
資
金
。

4 

集
団
企
業
が
公
益
金
で
購
入
ま
た
は
建
築
し
た
集
団
の
福
祉
施
設
。
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第
一
四
五
条

法
律
、

る
。　
1
　
集
団
企
業
が
集
団
企
業
に
対
し
て
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

　
2
　
集
団
企
業
が
出
資
し
、
ま
た
は
持
ち
株
を
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
等
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
優
遇
政

　
　
策
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
は
、
投
資
者
の
所
有
し
て
い
る
財
産
と
の
割
合
で
そ
の
煽
属
を
確
定
す
る
。

　
3
　
集
団
企
業
が
融
資
、
賃
貸
を
通
し
て
取
得
し
た
資
産
、
実
物
、
集
団
企
業
の
設
立
の
た
め
に
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に

　
　
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

　
4
　
集
団
企
業
が
中
外
合
弁
、
合
作
経
営
、
株
式
制
、
株
式
合
作
制
の
企
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
集
団
企
業
の
原
始
投

　
　
入
と
追
加
投
入
、
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
利
潤
及
び
、
企
業
が
解
散
さ
れ
た
と
き
に
取
得
し
た
純
資
産
。

　
5
　
集
団
企
業
の
投
資
で
設
立
さ
れ
た
企
業
が
企
業
形
態
を
変
更
す
る
た
め
に
資
産
を
売
却
し
て
得
た
資
金
。

　
6
　
集
団
企
業
が
資
本
金
を
投
入
せ
ず
、
す
べ
て
融
資
を
頼
り
に
設
立
し
た
企
業
で
形
成
さ
れ
た
資
産
。

　
　
国
家
が
集
団
企
業
に
対
し
て
優
遇
政
策
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
獲
得
し
た
収
益
。

　
　
集
団
企
業
が
銀
行
ま
た
は
、
政
府
か
ら
受
け
た
融
資
な
ど
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

　
　
国
家
が
集
団
企
業
に
割
り
当
て
、
歴
史
的
な
原
因
に
よ
り
所
有
権
の
帰
属
が
判
明
で
き
な
い
財
産
。

　
　
国
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
企
業
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
及
び
そ
の
収

　
益
。

　
　
　
　
　
　
［
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
］

　
　
　
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

5678
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5 

国
家
が
集
団
企
業
に
対
し
て
優
遇
政
策
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
獲
得
し
た
収
益
。

504 

6 

集
団
企
業
が
銀
行
ま
た
は
、
政
府
か
ら
受
け
た
融
資
な
ど
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。
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7 

国
家
が
集
団
企
業
に
割
り
当
て
、
歴
史
的
な
原
因
に
よ
り
所
有
権
の
帰
属
が
判
明
で
き
な
い
財
産
。

8 

固
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
企
業
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
及
び
そ
の
収

益。

第
一
四
五
条

[
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
]

法学論集

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

る

-504-

1 

集
団
企
業
が
集
団
企
業
に
対
し
て
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

2 

集
団
企
業
が
出
資
し
、
ま
た
は
持
ち
株
を
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
等
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
優
遇
政

策
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
は
、
投
資
者
の
所
有
し
て
い
る
財
産
と
の
割
合
で
そ
の
帰
属
を
確
定
す
る
。

3 

集
団
企
業
が
融
資
、
賃
貸
を
通
し
て
取
得
し
た
資
産
、
実
物
、
集
団
企
業
の
設
立
の
た
め
に
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に

よ
り
形
成
し
た
資
産
。

4 

集
団
企
業
が
中
外
合
弁
、
合
作
経
営
、
株
式
制
、
株
式
合
作
制
の
企
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
集
団
企
業
の
原
始
投

入
と
追
加
投
入
、
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
利
潤
及
び
、
企
業
が
解
散
さ
れ
た
と
き
に
取
得
し
た
純
資
産
。

5 

集
団
企
業
の
投
資
で
設
立
さ
れ
た
企
業
が
企
業
形
態
を
変
更
す
る
た
め
に
資
産
を
売
却
し
て
得
た
資
金
。

6 

集
団
企
業
が
資
本
金
を
投
入
せ
ず
、
す
べ
て
融
資
を
頼
り
に
設
立
し
た
企
業
で
形
成
さ
れ
た
資
産
。

5 

国
家
が
集
団
企
業
に
対
し
て
優
遇
政
策
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
獲
得
し
た
収
益
。

504 

6 

集
団
企
業
が
銀
行
ま
た
は
、
政
府
か
ら
受
け
た
融
資
な
ど
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

49 (山梨学院大学〕

7 

国
家
が
集
団
企
業
に
割
り
当
て
、
歴
史
的
な
原
因
に
よ
り
所
有
権
の
帰
属
が
判
明
で
き
な
い
財
産
。

8 

固
有
資
産
の
管
理
機
関
ま
た
は
投
資
機
関
が
集
団
企
業
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
及
び
そ
の
収

益。

第
一
四
五
条

[
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
財
産
の
確
定
]

法学論集

法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
農
村
部
に
あ
る
集
団
企
業
の
下
記
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
す

る

-504-

1 

集
団
企
業
が
集
団
企
業
に
対
し
て
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

2 

集
団
企
業
が
出
資
し
、
ま
た
は
持
ち
株
を
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
法
律
、
法
規
等
の
関
連
す
る
規
定
に
基
づ
き
優
遇
政

策
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
は
、
投
資
者
の
所
有
し
て
い
る
財
産
と
の
割
合
で
そ
の
帰
属
を
確
定
す
る
。

3 

集
団
企
業
が
融
資
、
賃
貸
を
通
し
て
取
得
し
た
資
産
、
実
物
、
集
団
企
業
の
設
立
の
た
め
に
投
入
し
た
投
資
及
び
そ
の
収
益
に

よ
り
形
成
し
た
資
産
。

4 

集
団
企
業
が
中
外
合
弁
、
合
作
経
営
、
株
式
制
、
株
式
合
作
制
の
企
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
集
団
企
業
の
原
始
投

入
と
追
加
投
入
、
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
利
潤
及
び
、
企
業
が
解
散
さ
れ
た
と
き
に
取
得
し
た
純
資
産
。

5 

集
団
企
業
の
投
資
で
設
立
さ
れ
た
企
業
が
企
業
形
態
を
変
更
す
る
た
め
に
資
産
を
売
却
し
て
得
た
資
金
。

6 

集
団
企
業
が
資
本
金
を
投
入
せ
ず
、
す
べ
て
融
資
を
頼
り
に
設
立
し
た
企
業
で
形
成
さ
れ
た
資
産
。
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7
　
集
団
企
業
が
投
資
、
融
資
及
び
労
務
の
提
供
に
よ
る
蓄
積
に
よ
り
形
成
し
た
生
産
性
施
設
と
公
益
性
施
設
。

　
8
　
集
団
の
出
資
を
主
に
、
国
家
ま
た
は
地
方
政
府
の
財
政
か
ら
の
補
助
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

　
9
　
集
団
企
業
が
他
の
組
織
ま
た
は
個
人
の
寄
付
及
び
援
助
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
約
定
が
あ
る
場

　
　
合
に
は
そ
の
約
定
に
従
い
そ
の
帰
属
を
確
定
し
、
約
定
が
な
い
場
合
に
は
集
団
企
業
の
所
有
に
帰
す
る
。

　
第
一
四
六
条
　
［
集
団
企
業
の
資
産
の
推
定
］

　
何
人
を
問
わ
ず
、
集
団
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有

と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
か
な
る
集
団
企
業
を
問
わ
ず
、
私
営
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
私

営
企
業
の
所
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
四
七
条
　
［
集
団
企
業
の
株
式
］

　
集
団
企
業
の
株
式
は
集
団
株
と
社
員
の
個
人
株
を
含
む
。

　
集
団
株
と
は
、
集
団
の
財
産
を
株
に
換
算
し
た
後
、
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
株
権
の
利
益
を
享
受
す
る
株
式
を
い
う
。
集
団
株
は

譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
社
員
の
個
人
株
と
は
、
集
団
企
業
の
社
員
が
出
資
を
し
、
ま
た
は
財
産
を
株
に
換
算
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
株
式
を
い

う
。
社
員
の
個
人
株
は
譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
集
団
株
の
権
利
は
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
行
使
し
、
社
員
の
個
人
株
の
権
利
は
社
員
本
人
が
出
資
の
割
合
ま
た
は
株
式
に
応
じ
て

行
使
す
る
。
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7 

集
団
企
業
が
投
資
、
融
資
及
び
労
務
の
提
供
に
よ
る
蓄
積
に
よ
り
形
成
し
た
生
産
性
施
設
と
公
益
性
施
設
。

8 

集
団
の
出
資
を
主
に
、
国
家
ま
た
は
地
方
政
府
の
財
政
か
ら
の
補
助
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

9 

集
団
企
業
が
他
の
組
織
ま
た
は
個
人
の
寄
付
及
び
援
助
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
約
定
が
あ
る
場

合
に
は
そ
の
約
定
に
従
い
そ
の
帰
属
を
確
定
し
、
約
定
が
な
い
場
合
に
は
集
団
企
業
の
所
有
に
帰
す
る
。

第
一
四
六
条

[
集
団
企
業
の
資
産
の
推
定
]

何
人
を
問
わ
ず
、
集
団
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有

と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
か
な
る
集
団
企
業
を
問
わ
ず
、
私
営
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
私

-505-

営
企
業
の
所
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
四
七
条

[
集
団
企
業
の
株
式
]

集
団
企
業
の
株
式
は
集
団
株
と
社
員
の
個
人
株
を
含
む
。
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集
団
株
と
は
、
集
団
の
財
産
を
株
に
換
算
し
た
後
、
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
株
権
の
利
益
を
享
受
す
る
株
式
を
い
う
。
集
団
株
は

譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
員
の
個
人
株
と
は
、
集
団
企
業
の
社
員
が
出
資
を
し
、
ま
た
は
財
産
を
株
に
換
算
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
株
式
を
い

う
。
社
員
の
個
人
株
は
譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
口
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集
団
株
の
権
利
は
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
行
使
し
、
社
員
の
個
人
株
の
権
利
は
社
員
本
人
が
出
資
の
割
合
ま
た
は
株
式
に
応
じ
て

行
使
す
る
。

7 

集
団
企
業
が
投
資
、
融
資
及
び
労
務
の
提
供
に
よ
る
蓄
積
に
よ
り
形
成
し
た
生
産
性
施
設
と
公
益
性
施
設
。

8 

集
団
の
出
資
を
主
に
、
国
家
ま
た
は
地
方
政
府
の
財
政
か
ら
の
補
助
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
。

9 

集
団
企
業
が
他
の
組
織
ま
た
は
個
人
の
寄
付
及
び
援
助
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
約
定
が
あ
る
場

合
に
は
そ
の
約
定
に
従
い
そ
の
帰
属
を
確
定
し
、
約
定
が
な
い
場
合
に
は
集
団
企
業
の
所
有
に
帰
す
る
。

第
一
四
六
条

[
集
団
企
業
の
資
産
の
推
定
]

何
人
を
問
わ
ず
、
集
団
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
集
団
企
業
の
所
有

と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
か
な
る
集
団
企
業
を
問
わ
ず
、
私
営
企
業
の
財
産
に
対
し
て
所
有
権
を
有
す
る
確
乎
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
当
該
財
産
は
私

-505-

営
企
業
の
所
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
四
七
条

[
集
団
企
業
の
株
式
]

集
団
企
業
の
株
式
は
集
団
株
と
社
員
の
個
人
株
を
含
む
。
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集
団
株
と
は
、
集
団
の
財
産
を
株
に
換
算
し
た
後
、
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
株
権
の
利
益
を
享
受
す
る
株
式
を
い
う
。
集
団
株
は

譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
員
の
個
人
株
と
は
、
集
団
企
業
の
社
員
が
出
資
を
し
、
ま
た
は
財
産
を
株
に
換
算
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
株
式
を
い

う
。
社
員
の
個
人
株
は
譲
渡
、
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
口

505 

集
団
株
の
権
利
は
集
団
企
業
の
社
員
全
体
が
行
使
し
、
社
員
の
個
人
株
の
権
利
は
社
員
本
人
が
出
資
の
割
合
ま
た
は
株
式
に
応
じ
て

行
使
す
る
。
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株
式
制
企
業
の
社
員
が
個
人
の
財
産
を
用
い
て
購
入
し
た
集
団
企
業
の
中
の
株
式
及
び
そ
の
収
益
は
社
員
の
個
人
所
有
に
帰
す
る
。

　
第
一
四
八
条
［
集
団
企
業
の
所
有
権
の
行
使
］

　
集
団
組
織
が
集
団
の
財
産
を
も
っ
て
出
資
し
て
設
立
し
た
集
団
企
業
は
、
集
団
の
社
員
全
体
が
共
同
で
そ
の
管
理
、
経
営
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
集
団
企
業
の
社
員
の
権
利
は
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
の
数
量
を
確
定
す
る
場
合
に
は
、
集
団
財
産
の
利
益
分
配
の

割
合
に
応
じ
て
計
算
し
、
ま
た
は
集
団
の
社
員
が
通
常
使
用
し
て
い
た
割
合
に
応
じ
て
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

　
集
団
の
社
員
の
人
数
が
多
く
、
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
不
利
益
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
式
に
換
算
し
な
く
て
よ
い
も
の
と
す
る
。

　
第
一
四
九
条
　
［
集
団
企
業
の
組
織
機
構
］

　
集
団
の
社
員
が
資
金
を
出
し
合
い
、
株
を
購
入
す
る
形
に
よ
り
設
立
し
た
集
団
企
業
、
ま
た
は
社
員
の
個
人
株
に
換
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
集
団
企
業
は
、
株
主
会
を
成
立
し
、
株
主
会
に
よ
り
企
業
の
経
営
と
管
理
の
事
務
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
企
業
の
経
営
管
理
職
員
は
株
式
会
が
委
任
し
、
そ
の
監
督
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
集
団
企
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
の
社
員
全
体
に
選
任
さ
れ
た
経
営
の
機
構
が
集
団
企
業
に
対
し

管
理
と
経
営
を
実
施
す
る
。

　
第
一
五
〇
条
［
集
団
企
業
の
収
益
分
配
］

　
集
団
企
業
が
経
営
か
ら
獲
得
し
た
利
潤
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
ま
た
は
集
団
の
社
員
が
共
同
で
そ
の
使
用
と
分
配
の
方
法
を
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

　
株
式
会
ま
た
は
集
団
の
社
員
全
体
会
議
は
一
部
の
利
潤
を
分
配
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
配
の
割
合
は
株
式
の
数

一506一
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株
式
制
企
業
の
社
員
が
個
人
の
財
産
を
用
い
て
購
入
し
た
集
団
企
業
の
中
の
株
式
及
び
そ
の
収
益
は
社
員
の
個
人
所
有
に
帰
す
る
。

第
一
四
八
条

[
集
団
企
業
の
所
有
権
の
行
使
]

49 (山梨学院大学〕

集
団
組
織
が
集
団
の
財
産
を
も
っ
て
出
資
し
て
設
立
し
た
集
団
企
業
は
、
集
団
の
社
員
全
体
が
共
同
で
そ
の
管
理
、
経
営
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

集
団
企
業
の
社
員
の
権
利
は
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
の
数
量
を
確
定
す
る
場
合
に
は
、
集
団
財
産
の
利
益
分
配
の

割
合
に
応
じ
て
計
算
し
、

ま
た
は
集
団
の
社
員
が
通
常
使
用
し
て
い
た
割
合
に
応
じ
て
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

法学論集

集
団
の
社
員
の
人
数
が
多
く
、
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
不
利
益
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
式
に
換
算
し
な
く
て
よ
い
も
の
と
す
る
。

第
一
四
九
条

[
集
団
企
業
の
組
織
機
構
]
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団
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員
が
資
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出
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、
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団
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、
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を
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、
株
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に
よ
り
企
業
の
経
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と
管
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の
事
務
を
決
定
し
な
ザ
れ
ば
な
ら
な
い
。

企
業
の
経
営
管
理
職
員
は
株
式
会
が
委
任
し
、
そ
の
監
督
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
集
団
企
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
の
社
員
全
体
に
選
任
さ
れ
た
経
営
の
機
構
が
集
団
企
業
に
対
し

管
理
と
経
営
を
実
施
す
る
。

第
一
五

O
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団
企
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の
収
益
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配
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す
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
配
の
割
合
は
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の
数
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同
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量
に
応
じ
て
確
定
す
る
。
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
社
員
大
会
が
そ
の
分
配
の
割
合
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
Q　

第
一
五
一
条
［
株
主
権
］

　
集
団
企
業
の
株
主
権
は
、
法
に
基
づ
き
相
続
、
譲
渡
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
株
主
は
株
式
の
多
寡
に
応
じ
て
表
決
権
を
行
使
す
る
。

　
第
一
五
二
条
　
［
社
員
権
］

　
集
団
企
業
の
社
員
権
は
、
法
に
基
づ
き
相
続
、
譲
渡
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
集
団
企
業
の
社
員
は
平
等
に
そ
の
社
員
権
を
行
使
す
る
。

　
社
員
権
に
基
づ
く
収
益
請
求
権
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
　
　
第
四
節
　
公
民
個
人
所
有
権

　
第
一
五
三
条
　
［
公
民
個
人
所
有
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
公
民
個
人
所
有
権
と
は
、
公
民
が
法
律
に
定
め
た
範
囲
内
で
そ
の
財
産
に
対
し
て
占
有
、
使
用
、
収
益
、
処

分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

　
法
律
に
定
め
た
手
続
き
に
従
わ
な
い
限
り
、
公
民
の
個
人
所
有
の
財
産
を
徴
収
、
収
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
五
四
条
　
［
公
民
個
人
所
有
権
の
客
体
］

　
公
民
個
人
の
財
産
は
、
公
民
の
適
法
所
得
、
家
屋
、
預
金
、
生
活
用
品
、
文
物
、
図
書
資
料
、
林
木
、
家
畜
、
及
び
法
律
が
公
民
個

一507一

る 量
に
応
じ
て
確
定
す
る
。
株
式
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
社
員
大
会
が
そ
の
分
配
の
割
合
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

第
一
五
一
条

集
団
企
業
の
株
主
権
は
、
法
に
基
づ
き
相
続
、
譲
渡
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
株
主
権
]

第
一
五
二
条

株
主
は
株
式
の
多
寡
に
応
じ
て
表
決
権
を
行
使
す
る
。

[
社
員
権
]

集
団
企
業
の
社
員
権
は
、
法
に
基
づ
き
相
続
、
譲
渡
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
団
企
業
の
社
員
は
平
等
に
そ
の
社
員
権
を
行
使
す
る
。

社
員
権
に
基
づ
く
収
益
請
求
権
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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第
一
五
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
公
民
個
人
所
有
権
と
は
、
公
民
が
法
律
に
定
め
た
範
囲
内
で
そ
の
財
産
に
対
し
て
占
有
、
使
用
、
収
益
、
処

[
公
民
個
人
所
有
権
の
定
義
]

公
民
個
人
所
有
権

分
を
す
る
権
利
を
い
う
。
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第
一
五
四
条

法
律
に
定
め
た
手
続
き
に
従
わ
な
い
限
り
、
公
民
の
個
人
所
有
の
財
産
を
徴
収
、
収
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
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の
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は
、
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の
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得
、
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人
の
所
有
と
認
め
た
生
産
資
料
と
そ
の
他
の
適
法
財
産
を
含
む
。

　
第
一
五
五
条
　
［
公
民
の
家
屋
］

　
公
民
は
自
己
所
有
の
家
屋
を
自
己
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
譲
渡
、
賃
貸
し
、
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
他
人
の

干
渉
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
公
民
が
家
屋
に
対
す
る
所
有
権
は
、
土
地
使
用
権
の
期
限
の
到
来
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
公
民
は
引
き
続
き
当
該
土
地
の
使
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
期
限
が
延
長
し
た
土
地
使
用
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
五
六
条
［
公
民
の
預
金
］

　
公
民
は
自
由
意
志
で
預
金
し
、
自
由
に
預
金
を
お
ろ
す
権
利
を
有
す
る
。
貯
蓄
機
関
は
公
民
の
預
金
に
対
し
て
秘
密
を
保
つ
義
務
を

負
う
。
法
律
の
規
定
に
従
わ
な
い
限
り
、
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
公
民
の
預
金
口
座
を
凍
結
し
、
封
印
し
、
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
第
一
五
七
条
［
公
民
個
人
所
有
権
の
行
使
］

　
公
民
は
法
律
に
定
め
た
範
囲
内
で
自
主
的
に
所
有
権
の
行
使
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
そ
れ

を
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
公
民
は
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
国
家
の
利
益
、
社
会
的
公
共
の
利
益
と
他
人
の

利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
五
八
条
［
公
民
個
人
の
財
産
の
相
続
］

　
公
民
個
人
の
適
法
財
産
は
法
に
基
づ
き
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一508一
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人
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有
と
認
め
た
生
産
資
料
と
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の
他
の
適
法
財
産
を
含
む
。
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の
家
屋
]
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公
民
は
自
己
所
有
の
家
屋
を
自
己
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
譲
渡
、
賃
貸
し
、
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
他
人
の

干
渉
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

公
民
が
家
屋
に
対
す
る
所
有
権
は
、
土
地
使
用
権
の
期
限
の
到
来
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
公
民
は
引
き
続
き
当
該
土
地
の
使
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
た
だ
し
、
期
限
が
延
長
し
た
土
地
使
用
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
五
六
条

[
公
民
の
預
金
〕
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公
民
は
自
由
意
志
で
預
金
し
、
自
由
に
預
金
を
お
ろ
す
権
利
を
有
す
る
。
貯
蓄
機
関
は
公
民
の
預
金
に
対
し
て
秘
密
を
保
つ
義
務
を

負
う
。
法
律
の
規
定
に
従
わ
な
い
限
り
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
公
民
の
預
金
口
座
を
凍
結
し
、
封
印
し
、
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
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有
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公
民
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法
律
に
定
め
た
範
囲
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で
自
主
的
に
所
有
権
の
行
使
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
そ
れ

を
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
公
民
は
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
国
家
の
利
益
、
社
会
的
公
共
の
利
益
と
他
人
の

利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
五
八
条

[
公
民
個
人
の
財
産
の
相
続
]

公
民
個
人
の
適
法
財
産
は
法
に
基
づ
き
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

508 

人
の
所
有
と
認
め
た
生
産
資
料
と
そ
の
他
の
適
法
財
産
を
含
む
。

第
一
五
五
条

[
公
民
の
家
屋
]

49 C山梨学院大学)

公
民
は
自
己
所
有
の
家
屋
を
自
己
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
譲
渡
、
賃
貸
し
、
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
他
人
の

干
渉
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

公
民
が
家
屋
に
対
す
る
所
有
権
は
、
土
地
使
用
権
の
期
限
の
到
来
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
公
民
は
引
き
続
き
当
該
土
地
の
使
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

法学論集

い
。
た
だ
し
、
期
限
が
延
長
し
た
土
地
使
用
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
五
六
条

[
公
民
の
預
金
〕

-508-

公
民
は
自
由
意
志
で
預
金
し
、
自
由
に
預
金
を
お
ろ
す
権
利
を
有
す
る
。
貯
蓄
機
関
は
公
民
の
預
金
に
対
し
て
秘
密
を
保
つ
義
務
を

負
う
。
法
律
の
規
定
に
従
わ
な
い
限
り
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
公
民
の
預
金
口
座
を
凍
結
し
、
封
印
し
、
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

第
一
五
七
条

[
公
民
個
人
所
有
権
の
行
使
]

公
民
は
法
律
に
定
め
た
範
囲
内
で
自
主
的
に
所
有
権
の
行
使
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
そ
れ

を
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
公
民
は
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
国
家
の
利
益
、
社
会
的
公
共
の
利
益
と
他
人
の

利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
五
八
条

[
公
民
個
人
の
財
産
の
相
続
]

公
民
個
人
の
適
法
財
産
は
法
に
基
づ
き
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五
節
　
社
団
と
宗
教
組
織
の
所
有
権

　
第
一
五
九
条
　
［
社
団
所
有
権
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
社
団
所
有
権
と
は
、
学
会
、

収
益
と
処
分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

　
下
記
に
か
掲
げ
た
財
産
は
社
団
所
有
に
属
す
る
。

5　4　3　2　1
会
員
の
出
資
。

会
員
が
納
め
た
会
費
。

寄
付
に
よ
る
財
産
。

社
団
が
蓄
積
し
た
財
産
。

社
団
が
所
有
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

協
会
な
ど
そ
の
他
の
適
法
の
民
間
団
体
が
そ
の
財
産
に
対
し
て
占
有
、
使
用
、

　
社
団
の
会
員
は
社
団
の
存
続
期
間
中
に
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
会
員
が
社
団
を
辞
退
す
る
場
合

に
も
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
一
六
〇
条
　
［
教
会
の
財
産
］

教
会
の
財
産
は
宗
教
団
体
、
寺
廟
な
ど
宗
教
の
組
織
の
所
有
に
属
す
る
。
教
会
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
す

る
。　
1
　
宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
、
文
物
、
廟
宇
な
ど
の
財
産
。

一509一

第
五
節

社
団
と
宗
教
組
織
の
所
有
権

第
一
五
九
条

[
社
団
所
有
権
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
社
団
所
有
権
と
は
、
学
会
、
協
会
な
ど
そ
の
他
の
適
法
の
民
間
団
体
が
そ
の
財
産
に
対
し
て
占
有
、
使
用
、

収
益
と
処
分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

下
記
に
か
掲
げ
た
財
産
は
社
団
所
有
に
属
す
る
。

1 

会
員
の
出
資
。

2 

会
員
が
納
め
た
会
費
。

-509-

3 

寄
付
に
よ
る
財
産
。

4 

社
団
が
蓄
積
し
た
財
産
。

5 

社
団
が
所
有
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

中国物権法草案建議稿

社
団
の
会
員
は
社
団
の
存
続
期
間
中
に
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
会
員
が
社
団
を
辞
退
す
る
場
合

に
も
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
六

O
条

[
教
会
の
財
産
]

教
会
の
財
産
は
宗
教
団
体
、
寺
廟
な
ど
宗
教
の
組
織
の
所
有
に
属
す
る
。
教
会
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
す

509 

る
1 

宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
、
文
物
、
廟
宇
な
ど
の
財
産
。

第
五
節

社
団
と
宗
教
組
織
の
所
有
権

第
一
五
九
条

[
社
団
所
有
権
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
社
団
所
有
権
と
は
、
学
会
、
協
会
な
ど
そ
の
他
の
適
法
の
民
間
団
体
が
そ
の
財
産
に
対
し
て
占
有
、
使
用
、

収
益
と
処
分
を
す
る
権
利
を
い
う
。

下
記
に
か
掲
げ
た
財
産
は
社
団
所
有
に
属
す
る
。

1 

会
員
の
出
資
。

2 

会
員
が
納
め
た
会
費
。

-509-

3 

寄
付
に
よ
る
財
産
。

4 

社
団
が
蓄
積
し
た
財
産
。

5 

社
団
が
所
有
す
る
そ
の
他
の
財
産
。

中国物権法草案建議稿

社
団
の
会
員
は
社
団
の
存
続
期
間
中
に
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
会
員
が
社
団
を
辞
退
す
る
場
合

に
も
社
団
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
六

O
条

[
教
会
の
財
産
]

教
会
の
財
産
は
宗
教
団
体
、
寺
廟
な
ど
宗
教
の
組
織
の
所
有
に
属
す
る
。
教
会
の
財
産
は
下
記
に
掲
げ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
す

509 

る
1 

宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
、
文
物
、
廟
宇
な
ど
の
財
産
。
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5432
歴
史
上
宗
教
組
織
の
所
有
と
さ
れ
た
財
産
。

宗
教
組
織
に
寄
付
し
た
財
産
。

宗
教
財
産
か
ら
得
た
収
益
。

宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
そ
の
他
の
財
産
。

　
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
宗
教
組
織
の
財
産
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
無
償
に
調
達
し
、
抑
え
と
め
、
及
び
そ
れ
を
私
腹
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
宗
教
組
織
は
教
会
の
財
産
に
対
し
て
、
法
律
、
法
規
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
独
立
し
た
支
配
権
を
有
し
、
他
人
の
干
渉
を
受
け
な

い
も
の
と
す
る
。

第
六
節
　
共
有

　
第
一
六
一
条
　
［
共
有
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
有
と
は
二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
同
一
の
財
産
に
対
し
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い

う
。　

共
有
は
按
分
共
有
と
共
同
共
有
に
区
分
す
る
。

　
第
一
六
二
条
　
［
按
分
共
有
と
持
分
］

　
按
分
共
有
者
は
各
自
の
持
分
に
応
じ
て
共
有
財
産
の
全
部
に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
持

分
を
超
え
て
権
利
を
行
使
し
、
他
の
共
有
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
侵
害
を
受
け
た
共
有
者
は
そ
の
侵
害
の
停
止
、
損
害
の

一510一

2 

歴
史
上
宗
教
組
織
の
所
有
と
さ
れ
た
財
産
。

510 

3 

宗
教
組
織
に
寄
付
し
た
財
産
。

49 (山梨学院大学〕

4 

宗
教
財
産
か
ら
得
た
収
益
。

5 

宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
そ
の
他
の
財
産
。

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
宗
教
組
織
の
財
産
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
無
償
に
調
達
し
、
抑
え
と
め
、
及
び
そ
れ
を
私
腹
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

法学論集

宗
教
組
織
は
教
会
の
財
産
に
対
し
て
、
法
律
、
法
規
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
独
立
し
た
支
配
権
を
有
し
、
他
人
の
干
渉
を
受
け
な

い
も
の
と
す
る
。

第
六
節

共
有

第
二
ハ
一
条

[
共
有
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
有
と
は
二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
同
一
の
財
産
に
対
し
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い

フ
o 

共
有
は
按
分
共
有
と
共
同
共
有
に
区
分
す
る
。

第
一
六
二
条

[
按
分
共
有
と
持
分
]

按
分
共
有
者
は
各
自
の
持
分
に
応
じ
て
共
有
財
産
の
全
部
に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
持

分
を
超
え
て
権
利
を
行
使
し
、
他
の
共
有
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
侵
害
を
受
け
た
共
有
者
は
そ
の
侵
害
の
停
止
、
損
害
の

2 

歴
史
上
宗
教
組
織
の
所
有
と
さ
れ
た
財
産
。

510 

3 

宗
教
組
織
に
寄
付
し
た
財
産
。

49 (山梨学院大学〕

4 

宗
教
財
産
か
ら
得
た
収
益
。

5 

宗
教
組
織
が
所
有
し
て
い
る
そ
の
他
の
財
産
。

い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
が
宗
教
組
織
の
財
産
を
不
法
に
占
有
し
、
そ
れ
を
無
償
に
調
達
し
、
抑
え
と
め
、
及
び
そ
れ
を
私
腹
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

法学論集

宗
教
組
織
は
教
会
の
財
産
に
対
し
て
、
法
律
、
法
規
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
独
立
し
た
支
配
権
を
有
し
、
他
人
の
干
渉
を
受
け
な

い
も
の
と
す
る
。

第
六
節

共
有

第
二
ハ
一
条

[
共
有
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
有
と
は
二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
同
一
の
財
産
に
対
し
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い

フ
o 

共
有
は
按
分
共
有
と
共
同
共
有
に
区
分
す
る
。

第
一
六
二
条

[
按
分
共
有
と
持
分
]

按
分
共
有
者
は
各
自
の
持
分
に
応
じ
て
共
有
財
産
の
全
部
に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
持

分
を
超
え
て
権
利
を
行
使
し
、
他
の
共
有
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
侵
害
を
受
け
た
共
有
者
は
そ
の
侵
害
の
停
止
、
損
害
の
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賠
償
、
財
産
の
返
還
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
各
共
有
者
の
持
分
は
契
約
の
中
で
明
確
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
持
分
が
均
等
で
あ
る
と
推

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
ニ
ハ
三
条
［
共
有
財
産
の
管
理
協
議
書
］

　
按
分
共
有
者
は
共
有
財
産
の
管
理
協
議
書
を
調
印
し
、
登
記
を
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
。

　
共
有
財
産
の
管
理
協
議
は
、
共
有
者
が
共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
事
務
に
限
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
六
四
条
　
［
持
分
の
譲
渡
］

　
共
有
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
に
お
い
て
、
按
分
共
有
者
は
そ
の
持
分
を
分
割
ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事

者
問
に
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
が
あ
り
、
ま
た
は
共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

　
持
分
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
共
有
者
が
そ
の
持
分
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
同
等
の
条
件
下
で
そ
れ
を
優
先
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
六
五
条
　
［
共
有
者
の
持
分
の
拠
棄
］

　
按
分
共
有
者
が
そ
の
持
分
を
拠
棄
す
る
と
き
は
、
そ
の
拡
棄
さ
れ
た
部
分
の
利
益
は
他
の
共
有
者
が
持
分
に
応
じ
て
享
有
す
る
も
の

と
す
る
。

　
按
分
共
有
者
の
持
分
は
そ
の
承
継
人
が
そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
六
六
条
［
共
同
で
建
て
た
家
屋
の
共
有
］

一511一

賠
償
、
財
産
の
返
還
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
共
有
者
の
持
分
は
契
約
の
中
で
明
確
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
持
分
が
均
等
で
あ
る
と
推

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
六
三
条

[
共
有
財
産
の
管
理
協
議
室
田
]

按
分
共
有
者
は
共
有
財
産
の
管
理
協
議
書
を
調
印
し
、
登
記
を
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
。

共
有
財
産
の
管
理
協
議
は
、
共
有
者
が
共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
事
務
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
一
六
四
条

[
持
分
の
譲
渡
]

共
有
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
に
お
い
て
、
按
分
共
有
者
は
そ
の
持
分
を
分
割
ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事

者
間
に
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
が
あ
り
、
ま
た
は
共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

し〉
o 

持
分
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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共
有
者
が
そ
の
持
分
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
同
等
の
条
件
下
で
そ
れ
を
優
先
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
五
条

[
共
有
者
の
持
分
の
拠
棄
]

按
分
共
有
者
が
そ
の
持
分
を
拠
棄
す
る
と
き
は
、

そ
の
拠
棄
さ
れ
た
部
分
の
利
益
は
他
の
共
有
者
が
持
分
に
応
じ
て
享
有
す
る
も
の

と
す
る
。

511 

按
分
共
有
者
の
持
分
は
そ
の
承
継
人
が
そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
六
条

[
共
同
で
建
て
た
家
屋
の
共
有
]

賠
償
、
財
産
の
返
還
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
共
有
者
の
持
分
は
契
約
の
中
で
明
確
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
持
分
が
均
等
で
あ
る
と
推

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
六
三
条

[
共
有
財
産
の
管
理
協
議
室
田
]

按
分
共
有
者
は
共
有
財
産
の
管
理
協
議
書
を
調
印
し
、
登
記
を
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
。

共
有
財
産
の
管
理
協
議
は
、
共
有
者
が
共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
事
務
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
一
六
四
条

[
持
分
の
譲
渡
]

共
有
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
に
お
い
て
、
按
分
共
有
者
は
そ
の
持
分
を
分
割
ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事

者
間
に
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
が
あ
り
、
ま
た
は
共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

し〉
o 

持
分
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
定
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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共
有
者
が
そ
の
持
分
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
同
等
の
条
件
下
で
そ
れ
を
優
先
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
五
条

[
共
有
者
の
持
分
の
拠
棄
]

按
分
共
有
者
が
そ
の
持
分
を
拠
棄
す
る
と
き
は
、

そ
の
拠
棄
さ
れ
た
部
分
の
利
益
は
他
の
共
有
者
が
持
分
に
応
じ
て
享
有
す
る
も
の

と
す
る
。

511 

按
分
共
有
者
の
持
分
は
そ
の
承
継
人
が
そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
六
条

[
共
同
で
建
て
た
家
屋
の
共
有
]
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資
金
を
出
し
合
っ
て
家
屋
を
建
て
た
場
合
に
は
、
合
資
者
は
約
定
し
た
出
資
の
割
合
に
応
じ
て
、
建
て
ら
れ
た
家
屋
の
所
有
権
を
共

有
す
る
。

　
土
地
使
用
権
を
出
資
と
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
帰
属
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
一
六
七
条
　
［
共
有
財
産
の
管
理
］

　
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
財
産
は
共
有
者
全
体
が
共
同
で
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
、
共
有
財
産
に
対
し
て
利
用
、
改
良
、
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
、
共
有
者
全
体
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
共
有
財
産
に
対
し
て
簡
易
な
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
各
共
有
者
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
六
八
条
　
［
管
理
費
用
の
分
担
］

　
共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
、
維
持
、
修
繕
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
が
そ
の
持
分
に
応
じ
て
分
担
す

る
。

　
第
一
六
九
条
　
［
共
有
財
産
の
処
分
］

　
共
有
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
全
共
有
者
が
共
同
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
有
者
の
何
人
を
問
わ
ず
、
無
断
で
共
有

財
産
を
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
全
共
有
者
が
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
多
数
の
共
有
者
ま
た
は
持
分
の
比
較
的
多
い
共
有
者
の
意
見
に
従
っ
て

処
分
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
意
見
が
明
ら
か
に
他
の
共
有
者
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
他
の
共
有
者
は
そ
の
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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資
金
を
出
し
合
っ
て
家
屋
を
建
て
た
場
合
に
は
、
合
資
者
は
約
定
し
た
出
資
の
割
合
に
応
じ
て
、
建
て
ら
れ
た
家
屋
の
所
有
権
を
共

有
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
を
出
資
と
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
帰
属
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一
六
七
条

[
共
有
財
産
の
管
理
]

契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
財
産
は
共
有
者
全
体
が
共
同
で
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
、
共
有
財
産
に
対
し
て
利
用
、
改
良
、
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
、
共
有
者
全
体
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

共
有
財
産
に
対
し
て
簡
易
な
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
各
共
有
者
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
八
条

[
管
理
費
用
の
分
担
]

共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
、
維
持
、
修
繕
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
が
そ
の
持
分
に
応
じ
て
分
担
す

る
第
一
六
九
条

[
共
有
財
産
の
処
分
〕

共
有
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
全
共
有
者
が
共
同
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
有
者
の
何
人
を
問
わ
ず
、
無
断
で
共
有

財
産
を
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
共
有
者
が
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
多
数
の
共
有
者
ま
た
は
持
分
の
比
較
的
多
い
共
有
者
の
意
見
に
従
っ
て

処
分
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
意
見
が
明
ら
か
に
他
の
共
有
者
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
他
の
共
有
者
は
そ
の
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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資
金
を
出
し
合
っ
て
家
屋
を
建
て
た
場
合
に
は
、
合
資
者
は
約
定
し
た
出
資
の
割
合
に
応
じ
て
、
建
て
ら
れ
た
家
屋
の
所
有
権
を
共

有
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
を
出
資
と
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
帰
属
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一
六
七
条

[
共
有
財
産
の
管
理
]

契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
財
産
は
共
有
者
全
体
が
共
同
で
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
有
財
産
の
性
質
に
よ
り
、
共
有
財
産
に
対
し
て
利
用
、
改
良
、
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
、
共
有
者
全
体
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

共
有
財
産
に
対
し
て
簡
易
な
修
繕
を
行
う
場
合
に
は
各
共
有
者
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
八
条

[
管
理
費
用
の
分
担
]

共
有
財
産
に
対
す
る
管
理
、
維
持
、
修
繕
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
が
そ
の
持
分
に
応
じ
て
分
担
す

る
第
一
六
九
条

[
共
有
財
産
の
処
分
〕

共
有
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
全
共
有
者
が
共
同
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
有
者
の
何
人
を
問
わ
ず
、
無
断
で
共
有

財
産
を
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
共
有
者
が
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
多
数
の
共
有
者
ま
た
は
持
分
の
比
較
的
多
い
共
有
者
の
意
見
に
従
っ
て

処
分
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
意
見
が
明
ら
か
に
他
の
共
有
者
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
他
の
共
有
者
は
そ
の
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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共
有
財
産
を
賃
貸
す
る
と
き
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
七
〇
条
［
善
意
で
共
有
財
産
を
取
得
し
た
と
き
］

　
他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
共
有
者
が
事

後
そ
れ
を
追
認
し
た
と
き
は
、
そ
の
譲
渡
行
為
は
有
効
と
す
る
。

　
他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、
有
償
の
譲
受
人
が
善
意
で
且
つ
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
譲
受

人
は
即
時
に
当
該
共
有
財
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
一
七
一
条
［
共
同
共
有
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
共
有
と
は
、
共
有
者
が
法
律
の
規
定
ま
た
は
契
約
の
約
定
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
共
有
関
係
で
、
持
分

の
区
別
を
せ
ず
、
あ
る
物
に
対
し
て
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
共
有
を
い
う
。

　
第
一
七
二
条
　
［
共
同
共
有
者
の
権
利
と
義
務
］

　
共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、
共
有
財
産
に
対
し
て
平
等
に
権
利
を
有
し
、
そ
の
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
共
同
共
有
者
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
物
に
対
す
る
保
管
、
収
益
と
処
分
は
全
共
有
者
の
一
致
し
た
同
意
を
必
要
と
す

る
。
共
有
財
産
の
管
理
に
よ
り
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
共
有
者
が
均
等
に
そ
れ
を
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

　
共
有
財
産
の
経
営
、
管
理
に
よ
り
第
三
者
に
対
す
る
義
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
そ
の
第
三
者
に
連
帯
し
て
責
任
を
負

う
も
の
と
す
る
。

　
第
一
七
三
条
　
［
共
同
共
有
の
推
定
］
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共
有
財
産
を
賃
貸
す
る
と
き
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
七

O
条

[
善
意
で
共
有
財
産
を
取
得
し
た
と
き
]

他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
共
有
者
が
事

後
そ
れ
を
追
認
し
た
と
き
は
、

そ
の
譲
渡
行
為
は
有
効
と
す
る
。

他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、
有
償
の
譲
受
人
が
善
意
で
且
つ
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
譲
受

人
は
即
時
に
当
該
共
有
財
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
一
七
一
条

[
共
同
共
有
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
共
有
と
は
、
共
有
者
が
法
律
の
規
定
ま
た
は
契
約
の
約
定
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
共
有
関
係
で
、
持
分

の
区
別
を
せ
ず
、
あ
る
物
に
対
し
て
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
共
有
を
い
う
。

第
一
七
二
条

[
共
同
共
有
者
の
権
利
と
義
務
]

共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、
共
有
財
産
に
対
し
て
平
等
に
権
利
を
有
し
、

そ
の
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

共
同
共
有
者
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
物
に
対
す
る
保
管
、
収
益
と
処
分
は
全
共
有
者
の
一
致
し
た
同
意
を
必
要
と
す

る
。
共
有
財
産
の
管
理
に
よ
り
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
共
有
者
が
均
等
に
そ
れ
を
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

共
有
財
産
の
経
営
、
管
理
に
よ
り
第
三
者
に
対
す
る
義
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
そ
の
第
三
者
に
連
帯
し
て
責
任
を
負
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う
も
の
と
す
る
。

第
一
七
三
条

[
共
同
共
有
の
推
定
]

共
有
財
産
を
賃
貸
す
る
と
き
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
七

O
条

[
善
意
で
共
有
財
産
を
取
得
し
た
と
き
]

他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
共
有
者
が
事

後
そ
れ
を
追
認
し
た
と
き
は
、

そ
の
譲
渡
行
為
は
有
効
と
す
る
。

他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
ず
に
共
有
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、
有
償
の
譲
受
人
が
善
意
で
且
つ
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
譲
受

人
は
即
時
に
当
該
共
有
財
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
一
七
一
条

[
共
同
共
有
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
共
有
と
は
、
共
有
者
が
法
律
の
規
定
ま
た
は
契
約
の
約
定
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
共
有
関
係
で
、
持
分

の
区
別
を
せ
ず
、
あ
る
物
に
対
し
て
共
同
で
所
有
権
を
有
す
る
共
有
を
い
う
。

第
一
七
二
条

[
共
同
共
有
者
の
権
利
と
義
務
]

共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、
共
有
財
産
に
対
し
て
平
等
に
権
利
を
有
し
、

そ
の
義
務
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な

中国物権法草案建議稿

ら
な
い
。

共
同
共
有
者
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
有
物
に
対
す
る
保
管
、
収
益
と
処
分
は
全
共
有
者
の
一
致
し
た
同
意
を
必
要
と
す

る
。
共
有
財
産
の
管
理
に
よ
り
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
共
有
者
が
均
等
に
そ
れ
を
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

共
有
財
産
の
経
営
、
管
理
に
よ
り
第
三
者
に
対
す
る
義
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
そ
の
第
三
者
に
連
帯
し
て
責
任
を
負

513 

う
も
の
と
す
る
。

第
一
七
三
条

[
共
同
共
有
の
推
定
]
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共
有
財
産
に
対
し
て
一
部
の
共
有
者
が
按
分
共
有
と
主
張
し
、
他
の
一
部
の
共
有
者
が
共
同
共
有
と
主
張
す
る
場
合
、
そ
の
財
産
が

按
分
共
有
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
共
有
財
産
を
共
同
共
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
七
四
条
　
［
共
同
共
有
の
消
滅
］

　
共
同
共
有
は
共
同
関
係
の
終
了
、
共
有
物
の
処
分
、
滅
失
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

　
第
一
七
五
条
　
［
共
有
物
の
分
割
］

　
按
分
共
有
者
は
随
時
に
共
有
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
場
合
に
は
そ
の
分
割
を
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
1
　
物
の
使
用
目
的
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

　
2
　
共
有
財
産
が
引
き
続
き
他
物
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

　
3
　
契
約
に
分
割
し
て
は
な
ら
な
い
条
文
が
定
め
ら
れ
た
場
合
。
た
だ
し
、
契
約
に
定
め
た
分
割
の
禁
止
期
限
は
一
〇
年
を
超
え
て

　
　
は
な
ら
な
い
。
一
〇
年
を
超
え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
一
〇
年
に
短
縮
す
る
。

　
共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、
一
般
的
に
は
共
同
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
一
七
六
条
　
［
共
有
の
債
務
］

　
共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
債
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
分
割
す
る
と
き
に
、
い
か
な
る
共
有
者
も
共
有
財
産
を

用
い
て
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
共
有
者
の
一
人
ま
た
は
数
人
が
他
の
共
有
者
に
対
し
て
債
権
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を

分
割
す
る
と
き
に
、
債
権
を
有
す
る
共
有
者
は
、
債
務
を
負
う
共
有
者
に
対
し
て
、
そ
の
財
産
の
分
割
に
よ
っ
て
得
る
べ
き
共
有
物
の

一514一
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共
有
財
産
に
対
し
て
一
部
の
共
有
者
が
按
分
共
有
と
主
張
し
、
他
の
一
部
の
共
有
者
が
共
同
共
有
と
主
張
す
る
場
合
、

そ
の
財
産
が

按
分
共
有
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
共
有
財
産
を
共
同
共
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
七
四
条

[
共
同
共
有
の
消
滅
]

共
同
共
有
は
共
同
関
係
の
終
了
、
共
有
物
の
処
分
、
滅
失
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

第
一
七
五
条

[
共
有
物
の
分
割
]

按
分
共
有
者
は
随
時
に
共
有
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
場
合
に
は
そ
の
分
割
を
請
求
す

法学論集

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

1 

物
の
使
用
目
的
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

2 

共
有
財
産
が
引
き
続
き
他
物
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

3 

契
約
に
分
割
し
て
は
な
ら
な
い
条
文
が
定
め
ら
れ
た
場
合
。
た
だ
し
、
契
約
に
定
め
た
分
割
の
禁
止
期
限
は
一

O
年
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
。

一
O
年
を
超
え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
一

O
年
に
短
縮
す
る
。

共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、

一
般
的
に
は
共
同
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一
七
六
条

[
共
有
の
債
務
]

共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
債
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
分
割
す
る
と
き
に
、

い
か
な
る
共
有
者
も
共
有
財
産
を

用
い
て
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
共
有
者
の
一
人
ま
た
は
数
人
が
他
の
共
有
者
に
対
し
て
債
権
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を

分
割
す
る
と
き
に
、
債
権
を
有
す
る
共
有
者
は
、
債
務
を
負
う
共
有
者
に
対
し
て
、

そ
の
財
産
の
分
割
に
よ
っ
て
得
る
べ
き
共
有
物
の

514 

共
有
財
産
に
対
し
て
一
部
の
共
有
者
が
按
分
共
有
と
主
張
し
、
他
の
一
部
の
共
有
者
が
共
同
共
有
と
主
張
す
る
場
合
、

そ
の
財
産
が

按
分
共
有
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
共
有
財
産
を
共
同
共
有
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
七
四
条

[
共
同
共
有
の
消
滅
]

共
同
共
有
は
共
同
関
係
の
終
了
、
共
有
物
の
処
分
、
滅
失
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

第
一
七
五
条

[
共
有
物
の
分
割
]

按
分
共
有
者
は
随
時
に
共
有
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
下
記
に
掲
げ
た
場
合
に
は
そ
の
分
割
を
請
求
す

法学論集

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

1 

物
の
使
用
目
的
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

2 

共
有
財
産
が
引
き
続
き
他
物
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
。

3 

契
約
に
分
割
し
て
は
な
ら
な
い
条
文
が
定
め
ら
れ
た
場
合
。
た
だ
し
、
契
約
に
定
め
た
分
割
の
禁
止
期
限
は
一

O
年
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
。

一
O
年
を
超
え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
一

O
年
に
短
縮
す
る
。

共
同
共
有
者
は
共
同
関
係
が
存
続
す
る
期
間
内
で
、

一
般
的
に
は
共
同
財
産
の
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一
七
六
条

[
共
有
の
債
務
]

共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
債
務
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
分
割
す
る
と
き
に
、

い
か
な
る
共
有
者
も
共
有
財
産
を

用
い
て
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
有
財
産
の
取
得
、
管
理
に
よ
り
共
有
者
の
一
人
ま
た
は
数
人
が
他
の
共
有
者
に
対
し
て
債
権
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を

分
割
す
る
と
き
に
、
債
権
を
有
す
る
共
有
者
は
、
債
務
を
負
う
共
有
者
に
対
し
て
、

そ
の
財
産
の
分
割
に
よ
っ
て
得
る
べ
き
共
有
物
の
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部
分
を
も
っ
て
そ
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
七
七
条
　
［
分
割
の
方
法
］

　
共
有
財
産
の
分
割
は
、
協
議
が
あ
る
場
合
に
は
協
議
に
従
っ
て
処
理
し
、
協
議
に
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
人
民
法
院
に
対

し
、
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
っ
て
分
割
す
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
　
共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
共
有
財
産
に
対
し
て
実
物
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
実
物
の
分
割
が
共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
換
価
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。

　
3
　
共
有
者
の
中
の
一
人
ま
た
は
数
人
に
共
有
財
産
を
取
得
さ
せ
た
う
え
、
他
の
共
有
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。

　
共
同
共
有
財
産
を
分
割
す
る
場
合
に
は
、
均
等
分
割
の
原
則
に
従
っ
て
処
理
し
、
同
時
に
共
有
者
が
共
有
財
産
に
与
え
た
貢
献
度
を

考
慮
し
、
共
有
者
の
生
産
と
生
活
の
実
際
需
要
等
の
事
情
を
適
当
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
七
八
条
　
［
分
割
の
効
力
］

　
各
共
有
者
は
分
割
を
完
成
し
た
と
き
よ
り
分
割
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
共
有
財
産
が
分
割
さ
れ
た
後
、
分
割
前
の
事
由
に
よ
り
、
あ
る
共
有
者
の
取
得
し
た
分
割
財
産
が
第
三
者
に
追
奪
さ
れ
、
ま
た
は
分

割
に
暇
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
当
該
共
有
者
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
七
九
条
　
［
準
共
有
］

　
二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
所
有
権
を
除
く
財
産
権
に
対
し
て
有
す
る
共
有
権
は
、
本
節
の
共
有
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す

る
。

一515一

部
分
を
も
っ
て
そ
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
七
条

〔
分
割
の
方
法
]

共
有
財
産
の
分
割
は
、
協
議
が
あ
る
場
合
に
は
協
議
に
従
っ
て
処
理
し
、
協
議
に
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
人
民
法
院
に
対

し
、
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
っ
て
分
割
す
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 

共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
共
有
財
産
に
対
し
て
実
物
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

実
物
の
分
割
が
共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
換
価
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3 

共
有
者
の
中
の
一
人
ま
た
は
数
人
に
共
有
財
産
を
取
得
さ
せ
た
う
え
、
他
の
共
有
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。

共
同
共
有
財
産
を
分
割
す
る
場
合
に
は
、
均
等
分
割
の
原
則
に
従
っ
て
処
理
し
、
同
時
に
共
有
者
が
共
有
財
産
に
与
え
た
貢
献
度
を

考
慮
し
、
共
有
者
の
生
産
と
生
活
の
実
際
需
要
等
の
事
情
を
適
当
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
八
条

[
分
割
の
効
力
]
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各
共
有
者
は
分
割
を
完
成
し
た
と
き
よ
り
分
割
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

共
有
財
産
が
分
割
さ
れ
た
後
、
分
割
前
の
事
由
に
よ
り
、
あ
る
共
有
者
の
取
得
し
た
分
割
財
産
が
第
三
者
に
追
奪
さ
れ
、
ま
た
は
分

割
に
回
収
庇
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
当
該
共
有
者
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
九
条

[
準
共
有
〕
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二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
所
有
権
を
除
く
財
産
権
に
対
し
て
有
す
る
共
有
権
は
、
本
節
の
共
有
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す

る 部
分
を
も
っ
て
そ
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
七
条

〔
分
割
の
方
法
]

共
有
財
産
の
分
割
は
、
協
議
が
あ
る
場
合
に
は
協
議
に
従
っ
て
処
理
し
、
協
議
に
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
人
民
法
院
に
対

し
、
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
っ
て
分
割
す
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 

共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
共
有
財
産
に
対
し
て
実
物
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

実
物
の
分
割
が
共
有
財
産
の
使
用
及
び
特
別
用
途
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
共
有
財
産
を
換
価
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3 

共
有
者
の
中
の
一
人
ま
た
は
数
人
に
共
有
財
産
を
取
得
さ
せ
た
う
え
、
他
の
共
有
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。

共
同
共
有
財
産
を
分
割
す
る
場
合
に
は
、
均
等
分
割
の
原
則
に
従
っ
て
処
理
し
、
同
時
に
共
有
者
が
共
有
財
産
に
与
え
た
貢
献
度
を

考
慮
し
、
共
有
者
の
生
産
と
生
活
の
実
際
需
要
等
の
事
情
を
適
当
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
八
条

[
分
割
の
効
力
]

中国物権法草案建議稿

各
共
有
者
は
分
割
を
完
成
し
た
と
き
よ
り
分
割
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

共
有
財
産
が
分
割
さ
れ
た
後
、
分
割
前
の
事
由
に
よ
り
、
あ
る
共
有
者
の
取
得
し
た
分
割
財
産
が
第
三
者
に
追
奪
さ
れ
、
ま
た
は
分

割
に
回
収
庇
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
は
当
該
共
有
者
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
九
条

[
準
共
有
〕

515 

二
人
以
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
所
有
権
を
除
く
財
産
権
に
対
し
て
有
す
る
共
有
権
は
、
本
節
の
共
有
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す

る
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第
七
節
　
建
物
区
分
所
有
権

　
第
一
八
○
条
　
［
建
物
区
分
所
有
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
建
物
区
分
所
有
権
と
は
、
各
区
分
所
有
権
者
が
一
棟
の
建
物
の
中
で
、
そ
の
専
有
部
分
の
所
有
権
、
共
用
部

分
の
共
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
第
一
八
一
条
［
専
有
権
］

　
各
区
分
所
有
者
が
そ
の
専
有
部
分
に
対
し
て
有
す
る
権
利
は
所
有
権
の
一
般
規
定
を
適
用
す
る
。

　
前
項
に
あ
る
専
有
部
分
と
は
、
構
造
上
及
び
使
用
上
で
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
単
独
で
所
有
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
建
物
の
部
分
を
い
う
。

　
区
分
所
有
者
は
専
有
部
分
に
対
し
て
は
、
法
律
の
定
め
た
範
囲
内
で
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処
分
の
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
専

有
部
分
の
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
建
物
の
正
常
な
使
用
を
妨
げ
、
他
の
区
分
所
有
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
当
事
者
は
約
定
を
通
し
て
、
区
分
所
有
者
が
共
有
部
分
に
対
し
て
専
有
使
用
権
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
専
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
一
八
二
条
　
［
共
用
部
分
の
権
利
］

　
専
有
部
分
を
除
き
、
共
用
の
廊
下
、
庭
の
通
路
、
厨
房
、
手
洗
所
及
び
庭
、
上
下
水
の
施
設
な
ど
は
共
用
部
分
に
属
し
、
共
有
の
規

定
を
適
用
す
る
。

一516一
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第
七
節

49 (山梨学院大学〕

第
一
八

O
条

建
物
区
分
所
有
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
建
物
区
分
所
有
権
と
は
、
各
区
分
所
有
権
者
が
一
棟
の
建
物
の
中
で
、
そ
の
専
有
部
分
の
所
有
権
、
共
用
部

[
建
物
区
分
所
有
権
の
定
義
]

第
一
八
一
条

分
の
共
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。

[
専
有
権
]

法学論集

各
区
分
所
有
者
が
そ
の
専
有
部
分
に
対
し
て
有
す
る
権
利
は
所
有
権
の
一
般
規
定
を
適
用
す
る
。

前
項
に
あ
る
専
有
部
分
と
は
、
構
造
上
及
び
使
用
上
で
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
互
つ
、
単
独
で
所
有
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
建
物
の
部
分
を
い
う
。

-516-

区
分
所
有
者
は
専
有
部
分
に
対
し
て
は
、
法
律
の
定
め
た
範
囲
内
で
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処
分
の
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
専

有
部
分
の
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
建
物
の
正
常
な
使
用
を
妨
げ
、
他
の
区
分
所
有
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
約
定
を
通
し
て
、
区
分
所
有
者
が
共
有
部
分
に
対
し
て
専
有
使
用
権
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し3
o 
区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
専
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
一
八
二
条

専
有
部
分
を
除
き
、
共
用
の
廊
下
、
庭
の
通
路
、
厨
房
、
手
洗
所
及
び
庭
、
上
下
水
の
施
設
な
ど
は
共
用
部
分
に
属
し
、
共
有
の
規

[
共
用
部
分
の
権
利
]

定
を
適
用
す
る
。
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第
七
節

49 (山梨学院大学〕

第
一
八

O
条

建
物
区
分
所
有
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
建
物
区
分
所
有
権
と
は
、
各
区
分
所
有
権
者
が
一
棟
の
建
物
の
中
で
、
そ
の
専
有
部
分
の
所
有
権
、
共
用
部

[
建
物
区
分
所
有
権
の
定
義
]

第
一
八
一
条

分
の
共
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。

[
専
有
権
]

法学論集

各
区
分
所
有
者
が
そ
の
専
有
部
分
に
対
し
て
有
す
る
権
利
は
所
有
権
の
一
般
規
定
を
適
用
す
る
。

前
項
に
あ
る
専
有
部
分
と
は
、
構
造
上
及
び
使
用
上
で
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
互
つ
、
単
独
で
所
有
権
の
目
的
物
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
建
物
の
部
分
を
い
う
。

-516-

区
分
所
有
者
は
専
有
部
分
に
対
し
て
は
、
法
律
の
定
め
た
範
囲
内
で
占
有
、
使
用
、
収
益
と
処
分
の
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
専

有
部
分
の
所
有
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
建
物
の
正
常
な
使
用
を
妨
げ
、
他
の
区
分
所
有
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
約
定
を
通
し
て
、
区
分
所
有
者
が
共
有
部
分
に
対
し
て
専
有
使
用
権
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し3
o 
区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
専
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
一
八
二
条

専
有
部
分
を
除
き
、
共
用
の
廊
下
、
庭
の
通
路
、
厨
房
、
手
洗
所
及
び
庭
、
上
下
水
の
施
設
な
ど
は
共
用
部
分
に
属
し
、
共
有
の
規

[
共
用
部
分
の
権
利
]

定
を
適
用
す
る
。
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共
用
部
分
の
管
理
権
は
各
区
分
所
有
権
者
が
そ
れ
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す
る
。
法
律
に
特
別
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
各

区
分
所
有
者
は
、
専
有
部
分
が
建
物
の
中
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
管
理
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
共
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
一
八
三
条
［
建
物
の
命
名
権
と
経
営
権
］

　
建
物
の
命
名
権
は
区
分
所
有
者
全
員
に
属
す
る
。

　
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
建
物
を
広
告
な
ど
の
営
利
活
動
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
区
分

所
有
者
全
員
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
四
条
　
［
区
分
所
有
建
物
の
修
繕
］

　
区
分
所
有
建
物
が
生
じ
た
自
然
的
殿
損
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
る
殿
損
、
ま
た
は
賠
償
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
為
的
な
殼
損
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
方
法
に
従
っ
て
修
繕
の
費
用
に
関
す
る
負
担
を
確
定
す
る
。

　
1
　
建
物
の
主
体
的
構
造
が
頼
っ
て
い
る
基
礎
、
柱
、
梁
、
壁
に
対
す
る
修
繕
は
、
各
区
分
所
有
者
が
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担

　
　
す
る
。

　
2
　
構
造
の
需
要
か
ら
か
か
わ
る
相
隣
部
分
の
修
繕
を
含
む
共
有
壁
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
壁
の
両
側
が
均
等
に
分
担
を
決
め
た

　
　
後
、
各
自
側
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
間
で
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

　
3
　
天
井
の
修
繕
は
、
そ
の
床
と
天
井
の
裏
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
階
層
に
あ
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に

　
　
応
じ
て
分
担
し
、
そ
の
構
造
部
分
に
つ
い
て
は
相
隣
層
の
上
下
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ

一517一

共
用
部
分
の
管
理
権
は
各
区
分
所
有
権
者
が
そ
れ
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す
る
。
法
律
に
特
別
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
各

区
分
所
有
者
は
、
専
有
部
分
が
建
物
の
中
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
管
理
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
共
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

しユ。
第
一
八
三
条

[
建
物
の
命
名
権
と
経
営
権
]

建
物
の
命
名
権
は
区
分
所
有
者
全
員
に
属
す
る
。

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
建
物
を
広
告
な
ど
の
営
利
活
動
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
区
分

所
有
者
全
員
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
四
条

[
区
分
所
有
建
物
の
修
繕
]

区
分
所
有
建
物
が
生
じ
た
自
然
的
段
損
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
る
段
損
、
ま
た
は
賠
償
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
為
的
な
毅
損
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
方
法
に
従
っ
て
修
繕
の
費
用
に
関
す
る
負
担
を
確
定
す
る
。

中国物権法草案建議稿

1 

建
物
の
主
体
的
構
造
が
頼
っ
て
い
る
基
礎
、
柱
、
梁
、
壁
に
対
す
る
修
繕
は
、
各
区
分
所
有
者
が
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担

す
る
。

2 

構
造
の
需
要
か
ら
か
か
わ
る
相
隣
部
分
の
修
繕
を
含
む
共
有
壁
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
壁
の
両
側
が
均
等
に
分
担
を
決
め
た

後
、
各
自
側
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
間
で
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
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3 

天
井
の
修
繕
は
、
そ
の
床
と
天
井
の
裏
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
階
層
に
あ
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に

応
じ
て
分
担
し
、
そ
の
構
造
部
分
に
つ
い
て
は
相
隣
層
の
上
下
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ

共
用
部
分
の
管
理
権
は
各
区
分
所
有
権
者
が
そ
れ
を
共
同
で
享
有
す
る
も
の
と
す
る
。
法
律
に
特
別
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
各

区
分
所
有
者
は
、
専
有
部
分
が
建
物
の
中
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
管
理
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
分
所
有
者
は
権
利
の
範
囲
を
超
え
て
共
有
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
を
停
止
し
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

しユ。
第
一
八
三
条

[
建
物
の
命
名
権
と
経
営
権
]

建
物
の
命
名
権
は
区
分
所
有
者
全
員
に
属
す
る
。

法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
建
物
を
広
告
な
ど
の
営
利
活
動
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
区
分

所
有
者
全
員
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
四
条

[
区
分
所
有
建
物
の
修
繕
]

区
分
所
有
建
物
が
生
じ
た
自
然
的
段
損
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
る
段
損
、
ま
た
は
賠
償
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
為
的
な
毅
損
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
方
法
に
従
っ
て
修
繕
の
費
用
に
関
す
る
負
担
を
確
定
す
る
。

中国物権法草案建議稿

1 

建
物
の
主
体
的
構
造
が
頼
っ
て
い
る
基
礎
、
柱
、
梁
、
壁
に
対
す
る
修
繕
は
、
各
区
分
所
有
者
が
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担

す
る
。

2 

構
造
の
需
要
か
ら
か
か
わ
る
相
隣
部
分
の
修
繕
を
含
む
共
有
壁
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
壁
の
両
側
が
均
等
に
分
担
を
決
め
た

後
、
各
自
側
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
間
で
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
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3 

天
井
の
修
繕
は
、
そ
の
床
と
天
井
の
裏
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
階
層
に
あ
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に

応
じ
て
分
担
し
、
そ
の
構
造
部
分
に
つ
い
て
は
相
隣
層
の
上
下
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
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て
分
担
す
る
。

　
4
　
人
が
歩
け
な
い
屋
根
の
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
人
が
歩
け
る
屋
根
の
場
合
、
屋
根
の
面
と
周
辺
の
欄
干
を
含
め
て
、
各
階
層
の
共
有
で
あ

　
　
る
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ

　
　
て
分
担
す
る
。
一
部
の
部
屋
に
の
み
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
半
分
を
分
担
し
、
残
り
の
半
分
は
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分

　
　
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

　
5
　
各
階
層
の
階
段
は
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
一
部
の
階
層
の
み
に
あ
る
専
用
階
段
は
、

　
　
そ
の
階
段
を
利
用
す
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

　
6
　
エ
レ
ベ
タ
ー
、
水
ポ
ン
プ
、
暖
房
、
下
水
道
、
手
洗
所
、
電
気
照
明
、
溝
渠
、
パ
イ
プ
、
ご
み
通
路
、
浄
化
槽
な
ど
の
共
有
、

　
　
共
用
の
施
設
と
付
属
建
築
物
は
、
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

　
第
一
八
五
条
［
区
分
所
有
者
の
義
務
］

各
区
分
所
有
者
は
共
有
の
施
設
に
対
し
て
、
維
持
、
保
全
、
管
理
、
改
良
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
六
条
［
建
物
の
売
買
］

　
建
物
の
専
有
部
分
は
共
有
部
分
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
区
分
所
有
の
建
物
の
全
部
を
譲
渡
し
、
ま
た
は

そ
れ
を
抵
当
の
目
的
物
に
す
る
場
合
に
は
、
区
分
所
有
者
の
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
建
物
の
部
屋
を
分
譲
す
る
場
合
、
売
主
が
各
買
主
に
対
し
て
建
物
の
屋
根
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
共
用
部
分
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ

一518一

て
分
担
す
る
。
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4 

人
が
歩
け
な
い
屋
根
の
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

49 (山梨学院大学〕

の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
人
が
歩
け
る
屋
根
の
場
合
、
屋
根
の
面
と
周
辺
の
欄
干
を
含
め
て
、
各
階
層
の
共
有
で
あ

る
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ

て
分
担
す
る
。

一
部
の
部
屋
に
の
み
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
半
分
を
分
担
し
、
残
り
の
半
分
は
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分

法学論集

所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

各
階
層
の
階
段
は
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

一
部
の
階
層
の
み
に
あ
る
専
用
階
段
は
、

5 

-518-

そ
の
階
段
を
利
用
す
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

6 

エ
レ
ベ
タ
!
、
水
ポ
ン
プ
、
暖
房
、
下
水
道
、
手
洗
所
、
電
気
照
明
、
溝
渠
、
パ
イ
プ
、
ご
み
通
路
、
浄
化
槽
な
ど
の
共
有
、

共
用
の
施
設
と
付
属
建
築
物
は
、
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

第
一
八
五
条

[
区
分
所
有
者
の
義
務
]

各
区
分
所
有
者
は
共
有
の
施
設
に
対
し
て
、
維
持
、
保
全
、
管
理
、
改
良
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
六
条

[
建
物
の
売
買
〕

建
物
の
専
有
部
分
は
共
有
部
分
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
区
分
所
有
の
建
物
の
全
部
を
譲
渡
し
、

ま
た
は

そ
れ
を
抵
当
の
目
的
物
に
す
る
場
合
に
は
、
区
分
所
有
者
の
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

建
物
の
部
屋
を
分
譲
す
る
場
合
、
売
主
が
各
買
主
に
対
し
て
建
物
の
屋
根
、

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
共
用
部
分
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ

て
分
担
す
る
。
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4 

人
が
歩
け
な
い
屋
根
の
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

49 (山梨学院大学〕

の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。
人
が
歩
け
る
屋
根
の
場
合
、
屋
根
の
面
と
周
辺
の
欄
干
を
含
め
て
、
各
階
層
の
共
有
で
あ

る
場
合
に
は
、
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ

て
分
担
す
る
。

一
部
の
部
屋
に
の
み
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
半
分
を
分
担
し
、
残
り
の
半
分
は
修
繕
が
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
各
階
層
に
あ
る
部
屋
の
区
分
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所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

各
階
層
の
階
段
は
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

一
部
の
階
層
の
み
に
あ
る
専
用
階
段
は
、

5 
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そ
の
階
段
を
利
用
す
る
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

6 

エ
レ
ベ
タ
!
、
水
ポ
ン
プ
、
暖
房
、
下
水
道
、
手
洗
所
、
電
気
照
明
、
溝
渠
、
パ
イ
プ
、
ご
み
通
路
、
浄
化
槽
な
ど
の
共
有
、

共
用
の
施
設
と
付
属
建
築
物
は
、
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
す
る
。

第
一
八
五
条

[
区
分
所
有
者
の
義
務
]

各
区
分
所
有
者
は
共
有
の
施
設
に
対
し
て
、
維
持
、
保
全
、
管
理
、
改
良
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
六
条

[
建
物
の
売
買
〕

建
物
の
専
有
部
分
は
共
有
部
分
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
区
分
所
有
の
建
物
の
全
部
を
譲
渡
し
、

ま
た
は

そ
れ
を
抵
当
の
目
的
物
に
す
る
場
合
に
は
、
区
分
所
有
者
の
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

建
物
の
部
屋
を
分
譲
す
る
場
合
、
売
主
が
各
買
主
に
対
し
て
建
物
の
屋
根
、

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
共
用
部
分
の
所
有
権
を
保
留
す
る
こ
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と
を
特
約
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
約
定
は
そ
れ
を
利
用
す
る
各
買
主
の
権
利
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
七
条
　
［
共
用
権
の
確
定
］

　
建
物
の
宅
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
専
用
部
分
が
建
物
全
体
の
価
値
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
共
用
権
を
有

す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
割
合
に
応
じ
て
地
下
の
駐
車
場
、
屋
上
ベ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
使

用
権
を
有
す
る
。

　
第
一
八
八
条
　
［
区
分
所
有
者
の
請
求
権
］

　
区
分
所
有
者
が
そ
の
専
用
部
分
を
不
当
に
使
用
し
、
他
人
の
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
他
の
区
分
所
有
者
は
侵
害
の
停
止
、
危
険

の
除
去
、
妨
害
の
排
除
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
第
一
八
九
条
　
［
区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
と
解
体
］

　
区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
は
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
分
所
有
の
建
物
を
解
体
す
る
場
合
に
は
、
解
体
作
業
に
支
払
う
費
用
ま
た
は
残
余
価
値
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
が

そ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
配
す
る
。

　
第
一
九
〇
条
　
［
共
用
部
分
の
管
理
］

　
共
用
部
分
に
対
す
る
重
大
な
改
良
ま
た
は
共
用
部
分
の
用
途
を
変
更
す
る
場
合
に
、
共
同
管
理
協
議
書
ま
た
は
章
程
に
規
定
が
な
い

と
き
は
、
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
い
限
り
、
い
か
な
る
区
分
所
有
者
も
建
物
の
構
造
、
色
彩
と
使
用
の
目
的
を
変
更
し
て
は
な
ら
な

一519一

と
を
特
約
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
約
定
は
そ
れ
を
利
用
す
る
各
買
主
の
権
利
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
八
七
条

[
共
用
権
の
確
定
]

建
物
の
宅
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
専
用
部
分
が
建
物
全
体
の
価
値
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
共
用
権
を
有

す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
割
合
に
応
じ
て
地
下
の
駐
車
場
、
屋
上
ベ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
使

用
権
を
有
す
る
。

第
一
八
八
条

[
区
分
所
有
者
の
請
求
権
]

区
分
所
有
者
が
そ
の
専
用
部
分
を
不
当
に
使
用
し
、
他
人
の
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
他
の
区
分
所
有
者
は
侵
害
の
停
止
、
危
険
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の
除
去
、
妨
害
の
排
除
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
一
八
九
条

[
区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
と
解
体
]

区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
は
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

区
分
所
有
の
建
物
を
解
体
す
る
場
合
に
は
、
解
体
作
業
に
支
払
う
費
用
ま
た
は
残
余
価
値
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
が

そ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
配
す
る
。

第
一
九

O
条

[
共
用
部
分
の
管
理
]

共
用
部
分
に
対
す
る
重
大
な
改
良
ま
た
は
共
用
部
分
の
用
途
を
変
更
す
る
場
合
に
、
共
同
管
理
協
議
書
ま
た
は
章
程
に
規
定
が
な
い
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と
き
は
、
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
い
限
り
、

い
か
な
る
区
分
所
有
者
も
建
物
の
構
造
、
色
彩
と
使
用
の
目
的
を
変
更
し
て
は
な
ら
な

と
を
特
約
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
約
定
は
そ
れ
を
利
用
す
る
各
買
主
の
権
利
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
八
七
条

[
共
用
権
の
確
定
]

建
物
の
宅
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
専
用
部
分
が
建
物
全
体
の
価
値
に
占
め
る
割
合
に
応
じ
て
共
用
権
を
有

す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
各
区
分
所
有
者
は
そ
の
割
合
に
応
じ
て
地
下
の
駐
車
場
、
屋
上
ベ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
使

用
権
を
有
す
る
。

第
一
八
八
条

[
区
分
所
有
者
の
請
求
権
]

区
分
所
有
者
が
そ
の
専
用
部
分
を
不
当
に
使
用
し
、
他
人
の
利
益
を
害
し
た
場
合
に
は
、
他
の
区
分
所
有
者
は
侵
害
の
停
止
、
危
険
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の
除
去
、
妨
害
の
排
除
、
原
状
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
一
八
九
条

[
区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
と
解
体
]

区
分
所
有
の
建
物
の
建
替
え
は
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

区
分
所
有
の
建
物
を
解
体
す
る
場
合
に
は
、
解
体
作
業
に
支
払
う
費
用
ま
た
は
残
余
価
値
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
各
区
分
所
有
者
が

そ
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
分
配
す
る
。

第
一
九

O
条

[
共
用
部
分
の
管
理
]

共
用
部
分
に
対
す
る
重
大
な
改
良
ま
た
は
共
用
部
分
の
用
途
を
変
更
す
る
場
合
に
、
共
同
管
理
協
議
書
ま
た
は
章
程
に
規
定
が
な
い
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と
き
は
、
区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
分
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
な
い
限
り
、

い
か
な
る
区
分
所
有
者
も
建
物
の
構
造
、
色
彩
と
使
用
の
目
的
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
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い
。　

第
一
九
一
条
［
区
分
所
有
建
物
の
管
理
］

　
区
分
所
有
者
は
協
議
書
ま
た
は
章
程
を
通
し
て
、
共
用
部
分
と
そ
の
建
物
全
体
に
及
ぶ
事
務
の
管
理
方
法
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
共
同
管
理
協
議
書
は
半
数
以
上
ま
た
は
持
分
の
割
合
が
半
分
以
上
を
占
め
た
区
分
所
有
者
の
同
意
を
得
て
効
力
を
生
じ
る
。
共
同
管

理
協
議
書
ま
た
は
章
程
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
違
約
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
分
所
有
者
は
共
同
管
理
協
議
書
に
基
づ
き
管
理
委
員
会
を
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
区
分
所
有
者
の
人
数
が
多
い
場
合
に
は
、

管
理
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
管
理
委
員
会
は
基
金
に
対
す
る
管
理
の
責
任
を
負
う
。

　
　
　
第
八
節
　
優
先
買
入
権

　
第
一
九
二
条
　
［
優
先
買
入
権
の
一
般
規
定
］

　
財
産
所
有
者
が
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
優
先
買
入
権
を
有
す
る
当
事
者
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
他
人
よ

り
優
先
し
て
そ
の
財
産
の
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

　
法
定
の
優
先
買
入
権
は
単
独
で
相
続
し
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
か
じ
め
優
先
買
入
権
の
排
除
を
約
定
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。

　
法
定
の
優
先
買
入
権
は
約
定
の
優
先
買
入
権
を
優
先
さ
せ
る
。

　
第
一
九
三
条
　
［
優
先
買
入
権
の
行
使
］

一520一

しユ
o 
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第
一
九
一
条

区
分
所
有
者
は
協
議
書
ま
た
は
章
程
を
通
し
て
、
共
用
部
分
と
そ
の
建
物
全
体
に
及
ぶ
事
務
の
管
理
方
法
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

[
区
分
所
有
建
物
の
管
理
]

49 (山梨学院大学〕

h
k

、J
o

f
，し共
同
管
理
協
議
書
は
半
数
以
上
ま
た
は
持
分
の
割
合
が
半
分
以
上
を
占
め
た
区
分
所
有
者
の
同
意
を
得
て
効
力
を
生
じ
る
。
共
同
管

理
協
議
室
田
ま
た
は
章
程
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
違
約
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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区
分
所
有
者
は
共
同
管
理
協
議
書
に
基
づ
き
管
理
委
員
会
を
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
区
分
所
有
者
の
人
数
が
多
い
場
合
に
は
、

管
理
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
管
理
委
員
会
は
基
金
に
対
す
る
管
理
の
責
任
を
負
う
。

第
八
節

第
一
九
二
条

優
先
買
入
権

-520-

財
産
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有
者
が
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
優
先
買
入
権
を
有
す
る
当
事
者
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
他
人
よ

[
優
先
買
入
権
の
一
般
規
定
]

り
優
先
し
て
そ
の
財
産
の
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

九
九
、
A

O

+
山
口
し 法
定
の
優
先
買
入
権
は
単
独
で
相
続
し
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
か
じ
め
優
先
買
入
権
の
排
除
を
約
定
す
る
こ
と
も
で
き

第
一
九
三
条

法
定
の
優
先
買
入
権
は
約
定
の
優
先
買
入
権
を
優
先
さ
せ
る
。

[
優
先
買
入
権
の
行
使
]
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議
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は
半
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以
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ま
た
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分
の
割
合
が
半
分
以
上
を
占
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た
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分
所
有
者
の
同
意
を
得
て
効
力
を
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じ
る
。
共
同
管

理
協
議
室
田
ま
た
は
章
程
に
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し
た
場
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に
は
、
違
約
の
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を
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け
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ば
な
ら
な
い
。
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分
所
有
者
は
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同
管
理
協
議
書
に
基
づ
き
管
理
委
員
会
を
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
区
分
所
有
者
の
人
数
が
多
い
場
合
に
は
、

管
理
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
管
理
委
員
会
は
基
金
に
対
す
る
管
理
の
責
任
を
負
う
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第
八
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第
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二
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優
先
買
入
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財
産
所
有
者
が
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
優
先
買
入
権
を
有
す
る
当
事
者
は
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
他
人
よ

[
優
先
買
入
権
の
一
般
規
定
]

り
優
先
し
て
そ
の
財
産
の
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

九
九
、
A

O

+
山
口
し 法
定
の
優
先
買
入
権
は
単
独
で
相
続
し
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
か
じ
め
優
先
買
入
権
の
排
除
を
約
定
す
る
こ
と
も
で
き

第
一
九
三
条

法
定
の
優
先
買
入
権
は
約
定
の
優
先
買
入
権
を
優
先
さ
せ
る
。

[
優
先
買
入
権
の
行
使
]
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売
主
と
第
三
者
が
目
的
物
に
つ
い
て
売
買
契
約
を
結
ぶ
と
き
に
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
は
優
先
買

入
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
者
は
売
主
に
対
し
て
明
白
な
意
思
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
優
先
買
入
権
者
は
優
先
買
入
権
を
一
旦
行
使
し
た
場
合
に
は
、
売
主
と
第
三
者
と
の
間
に
約
定
さ
れ
た
条
件
に
従
い
売
主
と
取
引
の

関
係
が
成
立
し
た
も
の
と
見
な
す
。

　
第
一
九
四
条
　
［
通
知
の
義
務
と
権
利
行
使
の
期
限
］

　
売
主
は
第
三
者
と
締
結
し
た
契
約
の
内
容
を
書
面
に
よ
り
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
の
優
先
買
入
権
は
通
知
を
受
取
っ
た
後
一
五
日
以
内
に
、
他
の
目
的
物
の
優
先
買
入
権
に
つ
い
て
は
通
知
を
受
取
っ
た
後
一

〇
日
以
内
に
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
当
事
者
は
優
先
買
入
権
の
期
限
に
つ
い
て
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
法
定
の
期
限
よ
り
短
い
約
定
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
は
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
売
主
が
第
三
者
と
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
分
か
っ
た
日
よ
り
三

ケ
月
以
内
に
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
優
先
買
入
権
は
、
売
主
が
第
三
者
と
契
約
を
結
ん
だ
日
よ
り
一
年
以
内
に
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
一
九
五
条
［
優
先
買
入
権
の
効
力
］

　
売
主
が
第
三
者
と
結
ん
だ
売
買
契
約
に
優
先
買
入
権
の
不
行
使
を
条
件
と
し
、
ま
た
は
売
主
が
優
先
買
入
権
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
約
定
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
約
定
は
優
先
買
入
権
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

一521一

売
主
と
第
三
者
が
目
的
物
に
つ
い
て
売
買
契
約
を
結
ぶ
と
き
に
、
同
等
の
条
件
下
に
お
い
て
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
は
優
先
買

入
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
者
は
売
主
に
対
し
て
明
白
な
意
思
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
先
買
入
権
者
は
優
先
買
入
権
を
一
旦
行
使
し
た
場
合
に
は
、
売
主
と
第
三
者
と
の
聞
に
約
定
さ
れ
た
条
件
に
従
い
売
主
と
取
引
の

関
係
が
成
立
し
た
も
の
と
見
な
す
。

第
一
九
四
条

[
通
知
の
義
務
と
権
利
行
使
の
期
限
]

売
主
は
第
三
者
と
締
結
し
た
契
約
の
内
容
を
書
面
に
よ
り
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

不
動
産
の
優
先
買
入
権
は
通
知
を
受
取
っ
た
後
一
五
日
以
内
に
、
他
の
目
的
物
の
優
先
買
入
権
に
つ
い
て
は
通
知
を
受
取
っ
た
後
一

-521-

O
日
以
内
に
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
優
先
買
入
権
の
期
限
に
つ
い
て
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
期
限
は
法
定
の
期
限
よ
り
短
い
約
定
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
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優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
は
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
売
主
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第
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契
約
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ヶ
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第
一
九
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[
優
先
買
入
権
の
効
力
]
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す
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合
に
は
、
売
主
が
第
三
者
と
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
分
か
っ
た
日
よ
り
三

ヶ
月
以
内
に
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
先
買
入
権
は
、
売
主
が
第
三
者
と
契
約
を
結
ん
だ
日
よ
り
一
年
以
内
に
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
一
九
五
条

[
優
先
買
入
権
の
効
力
]
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売
主
が
第
三
者
と
結
ん
だ
売
買
契
約
に
優
先
買
入
権
の
不
行
使
を
条
件
と
し
、

ま
た
は
売
主
が
優
先
買
入
権
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
約
定
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
約
定
は
優
先
買
入
権
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。
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優
先
買
入
権
の
効
力
は
主
物
と
同
時
に
売
却
さ
れ
た
従
物
に
及
ぶ
。

　
不
動
産
の
優
先
買
入
権
は
第
三
者
に
対
し
て
、
当
該
権
利
に
よ
り
生
じ
た
、
所
有
権
の
譲
渡
に
対
す
る
請
求
権
を
保
全
す
る
た
め
に

予
告
登
記
を
行
う
効
力
を
有
す
る
。

　
第
一
九
六
条
　
［
優
先
買
入
権
の
制
限
］

　
売
主
が
将
来
、
財
産
相
続
の
需
要
に
基
づ
き
法
定
相
続
人
に
目
的
物
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
競
売
、
入
札
の
方
法
に
よ
り
目
的
物
を
売
却
す
る
場
合
に
は
、
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
売
主
は
あ

ら
か
じ
め
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
競
売
、
入
札
に
参
加
す
る
よ
う
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
強
制
執
行
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
公
売
に
対
し
て
は
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
一
九
七
条
　
［
優
先
購
買
権
の
放
棄
］

　
優
先
買
入
権
者
は
書
面
に
よ
り
優
先
買
入
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
優
先
買
入
権
者
が
売
主
の
売
却
通
知
を
受
取
っ
て
か
ら
、
法
定
ま
た
は
約
定
の
期
限
内
で
何
ら
表
明
も
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
優

先
買
入
権
は
放
棄
さ
れ
た
と
見
な
す
。

　
第
一
九
八
条
　
二
括
売
却
］

　
売
主
が
優
先
買
入
権
を
設
定
さ
れ
た
目
的
物
を
他
の
目
的
物
と
一
括
し
て
総
対
価
で
第
三
者
に
売
渡
す
場
合
に
は
、
優
先
買
入
権
を

有
す
る
者
は
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
相
当
の
割
合
で
対
価
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
目
的
物
が
分
離
し
て
売

却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
の
分
離
が
目
的
物
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
は
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
は
、

一522一
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は
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入
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放
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す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
の
分
離
が
目
的
物
に
損
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有
す
る
者
は
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す
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損
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優
先
買
入
権
を
目
的
物
の
全
体
に
及
ぽ
す
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
九
九
条
　
［
第
三
者
が
払
っ
た
代
金
の
返
還
］

　
第
三
者
が
契
約
に
従
い
目
的
物
を
占
有
し
た
あ
と
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
が
優
先
買
入
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
既
に
支
払
っ
た
代
金
に
限
り
、
売
主
に
対
し
て

そ
の
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
〇
〇
条
　
［
優
先
買
入
権
の
順
位
］

　
同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
優
先
買
入
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
優
先
買
入
権
は
下
記
に
掲
げ
た
順
位
に
従
っ
て
行
使
す
る
も

の
と
す
る
。

　
1
　
共
有
者
の
優
先
買
入
権
は
他
の
優
先
買
入
権
よ
り
優
先
す
る
。

　
2
　
物
上
の
優
先
買
入
権
は
債
務
上
の
優
先
買
入
権
よ
り
優
先
す
る
。

　
3
　
物
上
の
優
先
買
入
権
が
複
数
存
在
す
る
と
き
は
、
公
示
が
先
に
あ
る
優
先
買
入
権
は
優
先
す
る
。

　
4
　
上
記
の
場
合
以
外
に
な
お
複
数
の
優
先
買
入
権
が
あ
る
と
き
は
、
優
先
買
入
権
の
順
位
は
売
主
が
決
定
す
る
。

　
前
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
が
優
先
買
入
権
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
は
順
次
に
そ
の
順
位
を
繰

り
上
げ
る
。第

九
節
　
相
隣
関
係

第
二
〇
一
条
［
相
隣
関
係
の
定
義
］

一523一

優
先
買
入
権
を
目
的
物
の
全
体
に
及
ぼ
す
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
九
九
条

[
第
三
者
が
払
っ
た
代
金
の
返
還
]

第
三
者
が
契
約
に
従
い
目
的
物
を
占
有
し
た
あ
と
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
が
優
先
買
入
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
既
に
支
払
っ
た
代
金
に
限
り
、
売
主
に
対
し
て

そ
の
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二

O
O条

[
優
先
買
入
権
の
順
位
]

同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
優
先
買
入
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
優
先
買
入
権
は
下
記
に
掲
げ
た
順
位
に
従
っ
て
行
使
す
る
も

の
と
す
る
。
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1 

共
有
者
の
優
先
買
入
権
は
他
の
優
先
貫
入
権
よ
り
優
先
す
る
。

2 

物
上
の
優
先
買
入
権
は
債
務
上
の
優
先
買
入
権
よ
り
優
先
す
る
。

3 

物
上
の
優
先
買
入
権
が
複
数
存
在
す
る
と
き
は
、
公
示
が
先
に
あ
る
優
先
買
入
権
は
優
先
す
る
。
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4 

上
記
の
場
合
以
外
に
な
お
複
数
の
優
先
買
入
権
が
あ
る
と
き
は
、
優
先
買
入
権
の
順
位
は
売
主
が
決
定
す
る
。

前
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
が
優
先
買
入
権
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
は
順
次
に
そ
の
順
位
を
繰

り
上
げ
る
。第

九
節

相
隣
関
係
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第
二

O
一
条

[
相
隣
関
係
の
定
義
]

優
先
買
入
権
を
目
的
物
の
全
体
に
及
ぼ
す
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
九
九
条

[
第
三
者
が
払
っ
た
代
金
の
返
還
]

第
三
者
が
契
約
に
従
い
目
的
物
を
占
有
し
た
あ
と
、
優
先
買
入
権
を
有
す
る
者
が
優
先
買
入
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
は
既
に
支
払
っ
た
代
金
に
限
り
、
売
主
に
対
し
て

そ
の
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二

O
O条

[
優
先
買
入
権
の
順
位
]

同
一
の
目
的
物
に
複
数
の
優
先
買
入
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
優
先
買
入
権
は
下
記
に
掲
げ
た
順
位
に
従
っ
て
行
使
す
る
も

の
と
す
る
。
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1 

共
有
者
の
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先
買
入
権
は
他
の
優
先
貫
入
権
よ
り
優
先
す
る
。
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物
上
の
優
先
買
入
権
は
債
務
上
の
優
先
買
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よ
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優
先
す
る
。
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物
上
の
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が
複
数
存
在
す
る
と
き
は
、
公
示
が
先
に
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4 

上
記
の
場
合
以
外
に
な
お
複
数
の
優
先
買
入
権
が
あ
る
と
き
は
、
優
先
買
入
権
の
順
位
は
売
主
が
決
定
す
る
。

前
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
が
優
先
買
入
権
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
優
先
買
入
権
者
は
順
次
に
そ
の
順
位
を
繰

り
上
げ
る
。第

九
節

相
隣
関
係
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第
二

O
一
条

[
相
隣
関
係
の
定
義
]
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
相
隣
関
係
と
は
、
相
互
に
隣
り
合
っ
て
い
る
不
動
産
権
利
者
が
所
有
権
ま
た
は
使
用
権
を
行
使
す
る
と
き

に
、
相
互
間
に
便
利
を
与
え
、
ま
た
は
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
権
利
と
義
務
の
関
係
を
い
う
。

　
不
動
産
の
相
隣
方
は
相
手
方
の
排
水
、
通
行
、
通
風
、
採
光
、
日
照
、
汚
物
排
出
、
用
水
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
を
提
供
し
、

ま
た
、
相
手
方
か
ら
正
当
で
合
理
的
な
軽
い
妨
害
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
権
利
者
が
主
張
し
、
ま
た
は
履
行
す
る
相
隣
関
係
の
権
利
義
務
は
、
当
該
不
動
産
の
使
用
の
用
途
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
第
二
〇
二
条
　
［
相
隣
関
係
の
処
理
原
則
］

　
相
隣
双
方
は
、
生
産
に
有
利
、
生
活
に
便
利
、
団
結
互
助
、
公
平
合
理
の
精
神
に
基
づ
い
て
相
隣
関
係
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
二
〇
三
条
　
［
約
定
の
排
除
］

　
相
隣
関
係
に
お
け
る
権
利
と
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
排
除
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
は
法

律
及
び
公
序
良
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
四
条
　
［
補
償
］

　
相
隣
関
係
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
受
益
者
に
対
し
て
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
〇
五
条
　
［
自
治
公
約
］

　
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ル
ま
た
は
地
域
の
住
民
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
を
も
っ
て
当
該
地
域
内
の
不
動
産
の
相
隣
関
係
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
相
隣
関
係
と
は
、
相
互
に
隣
り
合
っ
て
い
る
不
動
産
権
利
者
が
所
有
権
ま
た
は
使
用
権
を
行
使
す
る
と
き

に
、
相
互
間
に
便
利
を
与
え
、
ま
た
は
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
権
利
と
義
務
の
関
係
を
い
う
。

49 (山梨学院大学〕

不
動
産
の
相
隣
方
は
相
手
方
の
排
水
、
通
行
、
通
風
、
採
光
、
日
照
、
汚
物
排
出
、
用
水
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
を
提
供
し
、

ま
た
、
相
手
方
か
ら
正
当
で
合
理
的
な
軽
い
妨
害
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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は
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る
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隣
関
係
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利
義
務
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当
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不
動
産
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使
用
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用
途
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
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約
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だ
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定
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法

律
及
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公
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違
反
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な
ら
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。

第
二

O
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条
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補
償
]

相
隣
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損
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で
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O
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約
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域
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動
産
の
相
隣
関
係
を
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め
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こ
と

が
で
き
る
。
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。
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第
二
〇
六
条
　
［
水
資
源
の
利
用
と
保
護
］

　
い
か
な
る
単
位
と
個
人
が
法
律
、
法
規
に
基
づ
き
、
各
級
の
水
行
政
主
管
機
関
が
定
め
た
数
量
に
従
い
、
国
有
ま
た
は
集
団
所
有
の

水
源
か
ら
取
水
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
各
級
の
水
行
政
主
管
機
関
の
許
可
と
企
画
に
従
い
、
各
種
類
の
水
源
及
び
そ
の
沿

岸
に
水
利
施
設
を
築
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
土
地
権
利
者
は
土
地
を
利
用
す
る
と
き
に
、
地
下
水
を
無
断
で
取
水
し
、
ま
た
は
地
下
水
を
汚
染
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
七
条
　
［
引
水
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
不
動
産
の
正
常
な
使
用
を
保
証
す
る
た
め
に
、
公
共
の
水
源
か
ら
引
水
す
る
た
め
隣
地
に
引
水
権
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
権
利
者
は
引
水
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
の
者
の
取
水
を
妨
害
し
な

い
条
件
下
で
、
隣
地
に
既
に
あ
る
引
水
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
工
作
物
の
設
置

と
保
存
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
八
条
　
［
自
然
排
水
権
］

　
低
地
は
高
地
か
ら
人
力
に
よ
ら
ず
自
然
に
流
れ
て
き
た
水
、
及
び
水
流
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
き
た
泥
お
よ
び
堆
積
物
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
低
地
の
権
利
者
は
こ
の
排
泄
を
妨
害
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
自
然
水
流
が
何
等
か
の
事
由
に
よ
り
低
地
に
お
い
て
阻
塞
さ
れ
た
と
き
に
は
、
高
地
の
権
利
者
は
自
費
を
も
っ
て
水
流
を
疎
通
す
る

に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
〇
九
条
　
［
余
水
排
泄
権
］
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第
二

O
六
条

[
水
資
源
の
利
用
と
保
護
〕

い
か
な
る
単
位
と
個
人
が
法
律
、
法
規
に
基
づ
き
、
各
級
の
水
行
政
主
管
機
関
が
定
め
た
数
量
に
従
い
、
固
有
ま
た
は
集
団
所
有
の

水
源
か
ら
取
水
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
各
級
の
水
行
政
主
管
機
関
の
許
可
と
企
画
に
従
い
、
各
種
類
の
水
源
及
び
そ
の
沿

岸
に
水
利
施
設
を
築
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
地
権
利
者
は
土
地
を
利
用
す
る
と
き
に
、
地
下
水
を
無
断
で
取
水
し
、
ま
た
は
地
下
水
を
汚
染
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二

O
七
条

[
引
水
権
]

不
動
産
権
利
者
は
そ
の
不
動
産
の
正
常
な
使
用
を
保
証
す
る
た
め
に
、
公
共
の
水
源
か
ら
引
水
す
る
た
め
隣
地
に
引
水
権
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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不
動
産
権
利
者
は
引
水
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
の
者
の
取
水
を
妨
害
し
な

い
条
件
下
で
、
隣
地
に
既
に
あ
る
引
水
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
工
作
物
の
設
置

と
保
存
の
費
用
を
分
担
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
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地
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地
か
ら
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力
に
よ
ら
ず
自
然
に
流
れ
て
き
た
水
、
及
び
水
流
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よ
っ
て
流
さ
れ
て
き
た
泥
お
よ
び
堆
積
物
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
低
地
の
権
利
者
は
こ
の
排
濯
を
妨
害
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

自
然
水
流
が
何
等
か
の
事
由
に
よ
り
低
地
に
お
い
て
阻
塞
さ
れ
た
と
き
に
は
、
高
地
の
権
利
者
は
自
費
を
も
っ
て
水
流
を
疎
通
す
る
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に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
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排
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権
]
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か
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法
律
、
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に
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づ
き
、
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級
の
水
行
政
主
管
機
関
が
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量
に
従
い
、
固
有
ま
た
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団
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の
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地
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利
者
は
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を
利
用
す
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に
、
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下
水
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水
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た
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水
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。

第
二

O
七
条
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引
水
権
]

不
動
産
権
利
者
は
そ
の
不
動
産
の
正
常
な
使
用
を
保
証
す
る
た
め
に
、
公
共
の
水
源
か
ら
引
水
す
る
た
め
隣
地
に
引
水
権
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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。
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す
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。
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益
の
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に
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て
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の
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の
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担
し
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げ
れ
ば
な
ら
な
い
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ず
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に
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て
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お
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び
堆
積
物
を
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け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
低
地
の
権
利
者
は
こ
の
排
濯
を
妨
害
す
る
こ
と
は
で
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ず
、
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

自
然
水
流
が
何
等
か
の
事
由
に
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り
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、
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に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二

O
九
条

[
余
水
排
池
権
]
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不
動
産
権
利
者
は
正
常
な
生
活
及
び
工
業
、
農
業
生
産
用
の
用
水
を
公
共
の
水
道
に
排
泄
す
る
た
め
に
、
隣
地
に
余
水
排
泄
権
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
権
利
者
は
排
水
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
の
者
の
排
水
を
妨
害
し
な

い
条
件
下
で
、
隣
地
に
既
に
あ
る
排
水
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
工
作
物
の
設
置

と
保
存
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
一
〇
条
　
［
用
水
工
作
物
が
損
害
を
与
え
た
と
き
の
請
求
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
貯
水
、
排
水
、
引
水
の
た
め
に
設
け
た
工
作
物
の
阻
塞
・
破
潰
に
よ
り
損
害
を
受
け
、
ま
た
は
損
害
を

受
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
工
作
物
の
権
利
者
に
対
し
て
そ
の
工
作
物
の
修
繕
も
し
く
は
予
防
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
二
二
条
［
雨
水
の
注
潟
禁
止
権
］

　
家
屋
の
所
有
者
が
雨
水
を
直
接
に
隣
地
に
注
潟
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
家
屋
の
屋
根
を
設
け
た
場
合
に
は
、
隣
地
権
利
者
は
そ
の
屋
根

の
建
替
え
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
償
金
を
受
け
て
現
状
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
公
共
の
排
水
系
統
が
あ
る
場
合
に
は
、
雨
水
を
軒
ま
た
は
排
水
溝
を
通
し
て
公
共
の
排
水
系
統
に
注
潟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

律
、
法
規
、
規
章
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
規
定
に
従
う
。

　
第
二
一
二
条
　
［
一
定
範
囲
内
で
工
作
物
を
設
置
、
築
造
す
る
禁
止
権
］

　
相
互
に
連
な
ら
な
い
建
物
の
主
体
部
分
の
南
北
間
に
お
け
る
距
離
は
、
南
側
に
位
置
す
る
建
物
の
最
高
高
度
よ
り
下
回
っ
て
は
な
ら

な
い
。

一526一
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不
動
産
権
利
者
は
正
常
な
生
活
及
び
工
業
、
農
業
生
産
用
の
用
水
を
公
共
の
水
道
に
排
世
す
る
た
め
に
、
隣
地
に
余
水
排
世
権
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

49 (山梨学院大学〕

不
動
産
権
利
者
は
排
水
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
の
者
の
排
水
を
妨
害
し
な

い
条
件
下
で
、
隣
地
に
既
に
あ
る
排
水
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
工
作
物
の
設
置

と
保
存
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一

O
条

[
用
水
工
作
物
が
損
害
を
与
え
た
と
き
の
請
求
権
]

法学論集

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
貯
水
、
排
水
、
引
水
の
た
め
に
設
け
た
工
作
物
の
阻
塞
・
破
潰
に
よ
り
損
害
を
受
け
、
ま
た
は
損
害
を

受
げ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
工
作
物
の
権
利
者
に
対
し
て
そ
の
工
作
物
の
修
繕
も
し
く
は
予
防
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と

-526-

が
で
き
る
。

第

二

二

条

[
雨
水
の
注
潟
禁
止
権
]

家
屋
の
所
有
者
が
雨
水
を
直
接
に
隣
地
に
注
潟
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
家
屋
の
屋
根
を
設
け
た
場
合
に
は
、
隣
地
権
利
者
は
そ
の
屋
根

の
建
替
え
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
償
金
を
受
け
て
現
状
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

公
共
の
排
水
系
統
が
あ
る
場
合
に
は
、
雨
水
を
軒
ま
た
は
排
水
溝
を
通
し
て
公
共
の
排
水
系
統
に
注
潟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

律
、
法
規
、
規
章
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
一
二
条

ご
定
範
囲
内
で
工
作
物
を
設
置
、
築
造
す
る
禁
止
権
]

相
互
に
連
な
ら
な
い
建
物
の
主
体
部
分
の
南
北
聞
に
お
付
る
距
離
は
、
南
側
に
位
置
す
る
建
物
の
最
高
高
度
よ
り
下
回
っ
て
は
な
ら

h
L
3
0
 

中
匂
し

526 

不
動
産
権
利
者
は
正
常
な
生
活
及
び
工
業
、
農
業
生
産
用
の
用
水
を
公
共
の
水
道
に
排
世
す
る
た
め
に
、
隣
地
に
余
水
排
世
権
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

49 (山梨学院大学〕

不
動
産
権
利
者
は
排
水
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
の
者
の
排
水
を
妨
害
し
な

い
条
件
下
で
、
隣
地
に
既
に
あ
る
排
水
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
工
作
物
の
設
置

と
保
存
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一

O
条

[
用
水
工
作
物
が
損
害
を
与
え
た
と
き
の
請
求
権
]

法学論集

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
貯
水
、
排
水
、
引
水
の
た
め
に
設
け
た
工
作
物
の
阻
塞
・
破
潰
に
よ
り
損
害
を
受
け
、
ま
た
は
損
害
を

受
げ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
工
作
物
の
権
利
者
に
対
し
て
そ
の
工
作
物
の
修
繕
も
し
く
は
予
防
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と

-526-

が
で
き
る
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の
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潟
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者
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に
注
潟
さ
せ
る
方
法
に
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り
家
屋
の
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根
を
設
け
た
場
合
に
は
、
隣
地
権
利
者
は
そ
の
屋
根

の
建
替
え
を
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求
す
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こ
と
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ま
た
、
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受
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維
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匂
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境
界
よ
り
ニ
メ
ー
ト
ル
、
隣
地
の
主
体
建
物
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
井
戸
、
用
水
溜
、
下
水
溜
、
肥
料
溜
、
厨

坑
、
か
ま
ど
、
煙
突
、
家
畜
の
小
屋
、
ま
た
は
厳
重
に
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
工
作
物
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
築
造

者
は
前
記
の
工
作
物
の
安
全
、
衛
生
を
保
障
し
、
且
つ
、
隣
地
に
対
し
て
妨
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
前
項
の
規
定
に
従
わ
ず
に
建
て
ら
れ
た
工
作
物
、
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
は
こ
の
事
実
を
知
り
、
ま

た
は
知
る
べ
き
日
よ
り
一
五
日
以
内
に
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
撤
去
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
築
造
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
り
、
ま
た
は
故
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
二
二
条
　
ロ
定
範
囲
内
に
お
け
る
植
樹
の
禁
止
］

　
自
己
の
境
界
範
囲
内
で
植
え
た
立
木
と
隣
地
に
あ
る
建
物
の
窓
と
の
間
の
直
線
距
離
は
立
木
の
高
さ
よ
り
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

立
木
の
高
さ
が
こ
れ
を
超
え
た
場
合
に
は
、
隣
地
の
建
物
権
利
者
は
そ
の
立
木
の
勇
除
ま
た
は
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
二
一
四
条
　
［
習
慣
に
基
づ
く
他
人
の
土
地
へ
の
進
入
権
］

　
当
地
の
習
慣
に
よ
り
、
一
定
範
囲
内
の
住
民
は
土
地
権
利
者
が
囲
障
を
設
け
て
い
な
い
田
畑
、
牧
場
、
山
林
に
入
っ
て
雑
草
を
刈

り
、
荒
れ
枝
や
荒
れ
幹
を
採
取
し
、
ま
た
は
野
生
植
物
を
採
取
し
、
家
畜
を
放
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
土
地
権
利

者
は
そ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
補
償
に
つ
い
て
は
当
地
の
慣
習
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
一
五
条
　
［
緊
急
状
態
下
に
お
い
て
他
人
に
よ
る
不
動
産
へ
の
干
渉
を
禁
止
し
得
ず
］

　
他
人
の
干
渉
が
当
面
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
直
面
す
る
緊
急
な
損
害
が
干
渉
に
よ
り
生
じ
る
不
動
産
権
利

者
へ
の
損
害
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
不
動
産
に
対
す
る
他
人
の
干
渉
を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。
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境
界
よ
り
二
メ
ー
ト
ル
、
隣
地
の
主
体
建
物
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
井
戸
、
用
水
溜
、
下
水
溜
、
肥
料
溜
、
厨

坑
、
か
ま
ど
、
煙
突
、
家
畜
の
小
屋
、

ま
た
は
厳
重
に
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
工
作
物
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
築
造

者
は
前
記
の
工
作
物
の
安
全
、
衛
生
を
保
障
し
、
且
つ
、
隣
地
に
対
し
て
妨
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
従
わ
ず
に
建
て
ら
れ
た
工
作
物
、
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
は
こ
の
事
実
を
知
り
、
ま

た
は
知
る
べ
き
日
よ
り
一
五
日
以
内
に
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
撤
去
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
築
造
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
り
、
ま
た
は
故
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
一
三
条

=
定
範
囲
内
に
お
け
る
植
樹
の
禁
止
〕

自
己
の
境
界
範
囲
内
で
植
え
た
立
木
と
隣
地
に
あ
る
建
物
の
窓
と
の
間
の
直
線
距
離
は
立
木
の
高
さ
よ
り
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

-527-

立
木
の
高
さ
が
こ
れ
を
超
え
た
場
合
に
は
、
隣
地
の
建
物
権
利
者
は
そ
の
立
木
の
勇
除
ま
た
は
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
一
四
条

[
習
慣
に
基
づ
く
他
人
の
土
地
へ
の
進
入
権
]
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当
地
の
習
慣
に
よ
り
、

一
定
範
囲
内
の
住
民
は
土
地
権
利
者
が
囲
障
を
設
け
て
い
な
い
田
畑
、
牧
場
、
山
林
に
入
っ
て
雑
草
を
刈

り
、
荒
れ
枝
や
荒
れ
幹
を
採
取
し
、

ま
た
は
野
生
植
物
を
採
取
し
、
家
畜
を
放
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
土
地
権
利

者
は
そ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
補
償
に
つ
い
て
は
当
地
の
慣
習
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
五
条

[
緊
急
状
態
下
に
お
い
て
他
人
に
よ
る
不
動
産
へ
の
干
渉
を
禁
止
し
得
ず
]
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他
人
の
干
渉
が
当
面
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、

そ
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直
面
す
る
緊
急
な
損
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干
渉
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損
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か
ま
ど
、
煙
突
、
家
畜
の
小
屋
、

ま
た
は
厳
重
に
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
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つ
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隣
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ず
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、
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不
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者
ま
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よ
り
一
五
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以
内
に
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を
申
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か
っ
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は
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、
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過
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が
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、
ま
た
は
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た
場
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に
は
こ
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限
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い
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五
条

[
緊
急
状
態
下
に
お
い
て
他
人
に
よ
る
不
動
産
へ
の
干
渉
を
禁
止
し
得
ず
]
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他
人
の
干
渉
が
当
面
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、

そ
の
直
面
す
る
緊
急
な
損
害
、
が
干
渉
に
よ
り
生
じ
る
不
動
産
権
利

者
へ
の
損
害
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
不
動
産
に
対
す
る
他
人
の
干
渉
を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
二
一
六
条
　
［
落
し
物
を
取
戻
す
た
め
に
他
人
の
不
動
産
へ
の
進
入
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
が
偶
然
に
落
と
し
た
物
品
、
ま
た
は
逃
れ
た
家
畜
を
取
戻
す
た
め
に
そ
の
不
動
産
に
進
入
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
人
の
進
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
そ
の
物
品
ま
た
は
家
畜
を
遺
失
者
に
返
す
こ
と
も
で

き
る
。

　
第
二
一
七
条
　
［
境
界
喩
越
建
物
の
撤
去
請
求
権
］

　
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
相
隣
方
の
築
造
中
の
建
物
が
境
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
日
よ
り
一

五
日
以
内
に
、
か
つ
そ
の
建
物
が
ま
だ
竣
工
し
て
い
な
い
ま
で
に
異
議
を
申
し
入
れ
、
撤
去
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
期

限
を
超
え
た
場
合
に
は
境
界
を
越
え
て
建
て
ら
れ
た
建
物
の
存
続
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に

重
大
な
過
失
が
あ
り
、
ま
た
は
故
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に
対
し
て
境
界
を
越
え
た
時
の
時
価
で
越
境
し
た
土
地
の
使
用
権
を
買

取
る
こ
と
を
随
時
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
代
金
を
も
っ
て
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
の
損
害
を
補
償
す
る
も
の
と
す

る
。

　
第
二
一
八
条
　
［
境
界
を
越
え
た
枝
及
び
根
の
勇
除
請
求
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
権
利
者
に
対
し
て
、
境
界
を
越
え
た
竹
木
の
根
及
び
枝
を
勇
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

隣
地
権
利
者
が
適
当
の
期
限
内
で
勇
除
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
自
ら
そ
れ
を
勇
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
勇

除
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
第
二
一
九
条
　
［
強
制
通
行
権
］

一528一
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第
二
一
六
条

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
が
偶
然
に
落
と
し
た
物
品
、
ま
た
は
逃
れ
た
家
畜
を
取
戻
す
た
め
に
そ
の
不
動
産
に
進
入
す
る
こ
と
を
禁

[
落
し
物
を
取
戻
す
た
め
に
他
人
の
不
動
産
へ
の
進
入
権
]

49 (山梨学院大学〕

支
」
ず
ハ

w
o

止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
人
の
進
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
そ
の
物
品
ま
た
は
家
畜
を
遺
失
者
に
返
す
こ
と
も
で

第
二
一
七
条

不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
相
隣
方
の
築
造
中
の
建
物
が
境
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
日
よ
り
一

か
っ
そ
の
建
物
が
ま
だ
竣
工
し
て
い
な
い
ま
で
に
異
議
を
申
し
入
れ
、
撤
去
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
期

法学論集

五
日
以
内
に
、

限
を
超
え
た
場
合
に
は
境
界
を
越
え
て
建
て
ら
れ
た
建
物
の
存
続
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に

[
境
界
総
越
建
物
の
撤
去
請
求
権
]

重
大
な
過
失
が
あ
り
、
ま
た
は
故
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に
対
し
て
境
界
を
越
え
た
時
の
時
価
で
越
境
し
た
土
地
の
使
用
権
を
買

る 取
る
こ
と
を
随
時
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
代
金
を
も
っ
て
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
の
損
害
を
補
償
す
る
も
の
と
す

第
二
一
八
条

不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
権
利
者
に
対
し
て
、
境
界
を
越
え
た
竹
木
の
根
及
び
枝
を
努
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
境
界
を
越
え
た
枝
及
び
根
の
勢
除
請
求
権
]

隣
地
権
利
者
が
適
当
の
期
限
内
で
輿
除
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
自
ら
そ
れ
を
努
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
契

第
二
一
九
条

除
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

[
強
制
通
行
権
]
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第
二
一
六
条

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
が
偶
然
に
落
と
し
た
物
品
、
ま
た
は
逃
れ
た
家
畜
を
取
戻
す
た
め
に
そ
の
不
動
産
に
進
入
す
る
こ
と
を
禁

[
落
し
物
を
取
戻
す
た
め
に
他
人
の
不
動
産
へ
の
進
入
権
]

49 (山梨学院大学〕

支
」
ず
ハ

w
o

止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
動
産
権
利
者
は
他
人
の
進
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
そ
の
物
品
ま
た
は
家
畜
を
遺
失
者
に
返
す
こ
と
も
で

第
二
一
七
条

不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
相
隣
方
の
築
造
中
の
建
物
が
境
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
日
よ
り
一

か
っ
そ
の
建
物
が
ま
だ
竣
工
し
て
い
な
い
ま
で
に
異
議
を
申
し
入
れ
、
撤
去
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
期
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五
日
以
内
に
、

限
を
超
え
た
場
合
に
は
境
界
を
越
え
て
建
て
ら
れ
た
建
物
の
存
続
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に

[
境
界
総
越
建
物
の
撤
去
請
求
権
]

重
大
な
過
失
が
あ
り
、
ま
た
は
故
意
で
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
は
、
境
界
を
越
え
た
築
造
者
に
対
し
て
境
界
を
越
え
た
時
の
時
価
で
越
境
し
た
土
地
の
使
用
権
を
買

る 取
る
こ
と
を
随
時
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
代
金
を
も
っ
て
不
動
産
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
の
損
害
を
補
償
す
る
も
の
と
す

第
二
一
八
条

不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
権
利
者
に
対
し
て
、
境
界
を
越
え
た
竹
木
の
根
及
び
枝
を
努
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
境
界
を
越
え
た
枝
及
び
根
の
勢
除
請
求
権
]

隣
地
権
利
者
が
適
当
の
期
限
内
で
輿
除
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
自
ら
そ
れ
を
努
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
契

第
二
一
九
条

除
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

[
強
制
通
行
権
]
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不
動
産
権
利
者
に
公
路
に
通
じ
る
通
路
が
な
く
、
ま
た
は
高
額
の
費
用
を
支
払
わ
な
い
限
り
そ
の
通
路
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
に
お
い
て
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
設
定

は
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
〇
条
　
［
通
行
権
の
施
設
］

　
通
行
権
者
は
自
ら
必
要
な
通
路
開
設
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
権
利
者
に
適
当
な
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
行
権
者
は
隣
地
に
既
存
の
通
路
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
通
路
の
所
有
者
に
補
償
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
一
条
［
通
行
権
の
排
除
］

　
土
地
と
公
路
と
通
じ
る
既
存
の
通
路
が
不
動
産
権
利
者
に
よ
っ
て
任
意
に
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
土
地
の
分
割
に
よ
り
一
部
の
土
地
が
公
路
と
通
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
土
地
の
権
利
者
は
、
他
の
土
地
権
利
者
の

土
地
に
あ
る
既
存
の
通
路
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
そ
の
償
金
を
支
払
う
必
要
が
な
い
も
の
と
す
る
。
同
一
の
権
利
者
に
属

す
る
数
筆
の
土
地
の
中
で
一
筆
の
土
地
の
み
分
割
す
る
場
合
に
は
、
一
筆
の
土
地
か
ら
一
部
分
を
分
筆
し
た
場
合
と
同
様
と
す
る
。

　
第
二
二
二
条
　
［
通
行
権
の
消
滅
］

　
通
行
が
不
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
権
利
者
は
通
行
権
の
取
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
二
三
条
　
［
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
土
地
を
通
さ
な
い
限
り
、
電
線
、
電
綾
、
水
管
、
ガ
ス
パ
イ
プ
と
そ
の
他
の
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
を
敷
設

一529一

不
動
産
権
利
者
に
公
路
に
通
じ
る
通
路
が
な
く
、
ま
た
は
高
額
の
費
用
を
支
払
わ
な
い
限
り
そ
の
通
路
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
場
合
に
は
、

そ
の
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
に
お
い
て
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
設
定

は
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二

O
条

[
通
行
権
の
施
設
]

通
行
権
者
は
自
ら
必
要
な
通
路
開
設
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
権
利
者
に
適
当
な
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
行
権
者
は
隣
地
に
既
存
の
通
路
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
通
路
の
所
有
者
に
補
償
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
二
条

[
通
行
権
の
排
除
]

-529-

土
地
と
公
路
と
通
じ
る
既
存
の
通
路
が
不
動
産
権
利
者
に
よ
っ
て
任
意
に
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

土
地
の
分
割
に
よ
り
一
部
の
土
地
が
公
路
と
通
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
土
地
の
権
利
者
は
、
他
の
土
地
権
利
者
の
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土
地
に
あ
る
既
存
の
通
路
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、

そ
の
償
金
を
支
払
う
必
要
が
な
い
も
の
と
す
る
。
同
一
の
権
利
者
に
属

す
る
数
筆
の
土
地
の
中
で
一
筆
の
土
地
の
み
分
割
す
る
場
合
に
は
、

一
筆
の
土
地
か
ら
一
部
分
を
分
筆
し
た
場
合
と
同
様
と
す
る
。

第
二
二
二
条

[
通
行
権
の
消
滅
]

通
行
が
不
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
権
利
者
は
通
行
権
の
取
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
二
三
条

[
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
土
地
を
通
さ
な
い
限
り
、
電
線
、
電
鏡
、
水
管
、

ガ
ス
パ
イ
プ
と
そ
の
他
の
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
を
敷
設

不
動
産
権
利
者
に
公
路
に
通
じ
る
通
路
が
な
く
、
ま
た
は
高
額
の
費
用
を
支
払
わ
な
い
限
り
そ
の
通
路
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
場
合
に
は
、

そ
の
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
に
お
い
て
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
設
定

は
隣
地
に
対
し
て
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二

O
条

[
通
行
権
の
施
設
]

通
行
権
者
は
自
ら
必
要
な
通
路
開
設
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
隣
地
権
利
者
に
適
当
な
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
行
権
者
は
隣
地
に
既
存
の
通
路
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
通
路
の
所
有
者
に
補
償
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
二
条

[
通
行
権
の
排
除
]
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土
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と
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と
通
じ
る
既
存
の
通
路
が
不
動
産
権
利
者
に
よ
っ
て
任
意
に
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
行
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

土
地
の
分
割
に
よ
り
一
部
の
土
地
が
公
路
と
通
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
土
地
の
権
利
者
は
、
他
の
土
地
権
利
者
の
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土
地
に
あ
る
既
存
の
通
路
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、

そ
の
償
金
を
支
払
う
必
要
が
な
い
も
の
と
す
る
。
同
一
の
権
利
者
に
属

す
る
数
筆
の
土
地
の
中
で
一
筆
の
土
地
の
み
分
割
す
る
場
合
に
は
、

一
筆
の
土
地
か
ら
一
部
分
を
分
筆
し
た
場
合
と
同
様
と
す
る
。

第
二
二
二
条

[
通
行
権
の
消
滅
]

通
行
が
不
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
権
利
者
は
通
行
権
の
取
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
二
三
条

[
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
他
人
の
土
地
を
通
さ
な
い
限
り
、
電
線
、
電
鏡
、
水
管
、

ガ
ス
パ
イ
プ
と
そ
の
他
の
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
を
敷
設
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す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
の
敷
設
の
費
用
が
過
分
に
高
い
場
合
に
は
、
他
人
の
土
地
に
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
敷
設
は
隣
地
に
対
し
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
四
条
　
［
危
険
な
設
備
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
］

　
他
人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
が
保
存
ま
た
は
使
用
に
よ
り
不
動
産
に
対
し
て
損
害
を
与
え
、
ま
た
は
損
害
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
侵
害
の
停
止
、
損
失
の
賠
償
ま
た
は
防
止
策
を
取
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
の
保
存
ま
た
は
使
用
が
行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

　
第
二
二
五
条
　
［
危
険
な
建
物
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
］

　
他
人
の
土
地
に
あ
る
建
物
が
基
礎
の
不
安
定
、
培
壁
の
剥
が
し
に
よ
り
、
不
動
産
権
利
者
の
利
益
を
害
し
、
ま
た
は
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
の
建
物
権
利
者
に
対
し
て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
危
険
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
二
二
六
条
　
［
他
人
の
施
工
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
］

　
他
人
の
施
工
に
よ
り
基
礎
が
揺
ら
ぎ
、
水
が
浸
透
す
る
な
ど
の
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
施
工
者
に
対
し

て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
ま
た
は
防
止
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
二
七
条
　
［
隣
地
使
用
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
培
壁
、
建
物
も
し
く
は
そ
の
他
の
工
作
物
を
築
造
、
修
繕
す
る
場
合
に
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
人
の
土
地

に
隣
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
人
の
承
認
を
経
な
い
限
り
そ
の
住
家
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
二
八
条
　
［
観
望
禁
止
権
］

一530一
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す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
の
敷
設
の
費
用
が
過
分
に
高
い
場
合
に
は
、
他
人
の
土
地
に
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
を
設
定
す

49 (山梨学院大学〕

第
二
二
四
条

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
敷
設
は
隣
地
に
対
し
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

[
危
険
な
設
備
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

他
人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
が
保
存
ま
た
は
使
用
に
よ
り
不
動
産
に
対
し
て
損
害
を
与
え
、
ま
た
は
損
害
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
侵
害
の
停
止
、
損
失
の
賠
償
ま
た
は
防
止
策
を
取
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

法学論集

第
二
二
五
条

人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
の
保
存
ま
た
は
使
用
が
行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

[
危
険
な
建
物
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

他
人
の
土
地
に
あ
る
建
物
が
基
礎
の
不
安
定
、
培
壁
の
剥
が
し
に
よ
り
、
不
動
産
権
利
者
の
利
益
を
害
し
、
ま
た
は
害
す
る
恐
れ
が

が
で
き
る
。

あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
の
建
物
権
利
者
に
対
し
て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
危
険
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と

-530-

第
二
二
六
条

他
人
の
施
工
に
よ
り
基
礎
が
揺
ら
ぎ
、
水
が
浸
透
す
る
な
ど
の
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
施
工
者
に
対
し

[
他
人
の
施
工
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

第
二
二
七
条

て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
ま
た
は
防
止
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
隣
地
使
用
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
培
壁
、
建
物
も
し
く
は
そ
の
他
の
工
作
物
を
築
造
、
修
繕
す
る
場
合
に
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
人
の
土
地

第
二
二
八
条

に
隣
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
人
の
承
認
を
経
な
い
限
り
そ
の
住
家
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
観
望
禁
止
権
]
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す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
そ
の
敷
設
の
費
用
が
過
分
に
高
い
場
合
に
は
、
他
人
の
土
地
に
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
の
敷
設
権
を
設
定
す

49 (山梨学院大学〕

第
二
二
四
条

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
敷
設
は
隣
地
に
対
し
損
害
が
最
も
少
な
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

[
危
険
な
設
備
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

他
人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
が
保
存
ま
た
は
使
用
に
よ
り
不
動
産
に
対
し
て
損
害
を
与
え
、
ま
た
は
損
害
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
侵
害
の
停
止
、
損
失
の
賠
償
ま
た
は
防
止
策
を
取
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
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第
二
二
五
条

人
の
不
動
産
に
据
え
付
け
ら
れ
た
設
備
の
保
存
ま
た
は
使
用
が
行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

[
危
険
な
建
物
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

他
人
の
土
地
に
あ
る
建
物
が
基
礎
の
不
安
定
、
培
壁
の
剥
が
し
に
よ
り
、
不
動
産
権
利
者
の
利
益
を
害
し
、
ま
た
は
害
す
る
恐
れ
が

が
で
き
る
。

あ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
隣
地
の
建
物
権
利
者
に
対
し
て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
危
険
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と

-530-

第
二
二
六
条

他
人
の
施
工
に
よ
り
基
礎
が
揺
ら
ぎ
、
水
が
浸
透
す
る
な
ど
の
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
施
工
者
に
対
し

[
他
人
の
施
工
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
請
求
権
]

第
二
二
七
条

て
、
損
失
の
賠
償
、
原
状
の
回
復
、
ま
た
は
防
止
策
を
と
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
隣
地
使
用
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
培
壁
、
建
物
も
し
く
は
そ
の
他
の
工
作
物
を
築
造
、
修
繕
す
る
場
合
に
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
人
の
土
地

第
二
二
八
条

に
隣
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
人
の
承
認
を
経
な
い
限
り
そ
の
住
家
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
観
望
禁
止
権
]
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不
動
産
権
利
者
は
設
立
時
に
既
に
存
在
し
て
い
る
物
を
除
き
、
境
界
培
壁
に
い
か
な
る
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
人
の
不
動
産
を
観
望
す
る
た
め
の
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
他
人
の
住
家
内
を
観
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

　
不
動
産
権
利
者
が
前
項
の
規
定
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
建
物
が
竣
工
し
た
後
で
も
、
隣
地
の
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
建
替

え
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
規
定
に
従
う
。

　
第
二
二
九
条
　
［
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
対
す
る
差
止
請
求
権
］

　
不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
か
ら
自
然
に
排
出
し
、
ま
た
は
流
入
し
て
き
た
正
常
な
限
度
内
の
煙
霧
、
ガ
ス
、
蒸
気
、
臭
気
、
熱
、
騒

音
、
震
動
な
ど
類
い
の
排
出
を
差
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
正
常
な
限
度
を
確
定
す
る
と
き
は
順
次
に
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
う

　
1
　
関
連
す
る
法
律
、
法
規
。

　
2
　
通
常
の
方
法
。

　
3
　
大
多
数
の
者
の
意
見
。

　
行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
不
動
産
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
つ
い
て
も
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る

も
の
と
す
る
。

　
第
二
三
〇
条
　
［
越
境
果
実
］

　
境
界
を
越
え
た
木
の
枝
か
ら
自
然
に
落
ち
た
果
実
は
隣
地
の
果
実
と
見
な
す
。
た
だ
し
、
隣
地
が
公
用
地
の
場
合
に
は
こ
の
規
定
を

適
用
し
な
い
。
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不
動
産
権
利
者
は
設
立
時
に
既
に
存
在
し
て
い
る
物
を
除
き
、
境
界
培
壁
に
い
か
な
る
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
人
の
不
動
産
を
観
望
す
る
た
め
の
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
他
人
の
住
家
内
を
観
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

不
動
産
権
利
者
が
前
項
の
規
定
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
建
物
が
竣
工
し
た
後
で
も
、
隣
地
の
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
建
替

え
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
二
九
条

[
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
対
す
る
差
止
請
求
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
か
ら
自
然
に
排
出
し
、
ま
た
は
流
入
し
て
き
た
正
常
な
限
度
内
の
煙
霧
、
ガ
ス
、
蒸
気
、
臭
気
、
熱
、
騒

音
、
震
動
な
ど
類
い
の
排
出
を
差
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

-531-

正
常
な
限
度
を
確
定
す
る
と
き
は
順
次
に
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
う

1 

関
連
す
る
法
律
、
法
規
。

2 

通
常
の
方
法
。
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3 

大
多
数
の
者
の
意
見
。

行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
不
動
産
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
つ
い
て
も
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る

も
の
と
す
る
。

第
二
三

O
条

[
越
境
果
実
]
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境
界
を
越
え
た
木
の
枝
か
ら
自
然
に
落
ち
た
果
実
は
隣
地
の
果
実
と
見
な
す
。
た
だ
し
、
隣
地
が
公
用
地
の
場
合
に
は
こ
の
規
定
を

適
用
し
な
い
。

不
動
産
権
利
者
は
設
立
時
に
既
に
存
在
し
て
い
る
物
を
除
き
、
境
界
培
壁
に
い
か
な
る
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
人
の
不
動
産
を
観
望
す
る
た
め
の
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
他
人
の
住
家
内
を
観
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
窓
若
し
く
は
穴
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

不
動
産
権
利
者
が
前
項
の
規
定
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
建
物
が
竣
工
し
た
後
で
も
、
隣
地
の
不
動
産
権
利
者
は
そ
の
建
替

え
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
に
他
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
二
九
条

[
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
対
す
る
差
止
請
求
権
]

不
動
産
権
利
者
は
、
隣
地
か
ら
自
然
に
排
出
し
、
ま
た
は
流
入
し
て
き
た
正
常
な
限
度
内
の
煙
霧
、
ガ
ス
、
蒸
気
、
臭
気
、
熱
、
騒

音
、
震
動
な
ど
類
い
の
排
出
を
差
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

-531-

正
常
な
限
度
を
確
定
す
る
と
き
は
順
次
に
下
記
に
掲
げ
た
方
法
に
従
う

1 

関
連
す
る
法
律
、
法
規
。

2 

通
常
の
方
法
。

中国物権法草案建議稿

3 

大
多
数
の
者
の
意
見
。

行
政
機
関
の
許
可
を
受
け
不
動
産
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
測
量
不
能
の
物
の
侵
入
に
つ
い
て
も
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る

も
の
と
す
る
。

第
二
三

O
条

[
越
境
果
実
]

531 

境
界
を
越
え
た
木
の
枝
か
ら
自
然
に
落
ち
た
果
実
は
隣
地
の
果
実
と
見
な
す
。
た
だ
し
、
隣
地
が
公
用
地
の
場
合
に
は
こ
の
規
定
を

適
用
し
な
い
。
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当
地
の
習
慣
で
当
該
果
実
が
果
樹
の
所
有
者
の
所
有
に
帰
す
べ
き
だ
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
果
実
が
ま
だ
落
ち
て
い
な
い
場

合
に
は
、
果
樹
所
有
者
は
隣
地
に
立
ち
入
っ
て
こ
れ
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
三
一
条
［
界
標
の
設
置
］

　
土
地
権
利
者
は
自
己
の
土
地
で
培
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど
を
も
っ
て
そ
の
土
地
を
囲
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
隣

者
の
通
行
、
採
光
、
通
風
、
排
水
、
引
水
、
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
敷
設
な
ど
相
隣
関
係
の
義
務
の
履
行
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

　
土
地
権
利
者
は
隣
地
権
利
者
の
承
認
を
得
た
条
件
下
で
、
独
自
に
ま
た
は
共
同
で
境
界
線
上
に
培
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど

の
界
標
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
費
用
を
独
自
に
負
担
し
た
場
合
に
は
、
費
用
の
負
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
有
す
る
。
費
用
が
分

担
さ
れ
た
場
合
に
は
、
費
用
の
分
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
共
有
す
る
。

　
界
標
が
一
方
の
土
地
権
利
者
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
若
し
く
は
標
識
が
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
界
標
は
相
隣
者
双
方
の
所
有
と
推
定
す
る
。

　
第
二
三
二
条
　
［
界
標
の
使
用
と
保
全
］

　
界
標
が
一
方
の
所
有
に
帰
す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
は
保
存
の
義
務
を
負
い
、
相
隣
者
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
前
提
の
下
で
独
占
的

に
界
標
を
使
用
す
る
。
界
標
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
共
有
者
は
均
等
に
保
存
の
義
務
と
使
用
の
権
利
を
有
す
る
。

一532一
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当
地
の
習
慣
で
当
該
果
実
が
果
樹
の
所
有
者
の
所
有
に
帰
す
べ
き
だ
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
果
実
が
ま
だ
落
ち
て
い
な
い
場

合
に
は
、
果
樹
所
有
者
は
隣
地
に
立
ち
入
っ
て
こ
れ
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
三
一
条

[
界
標
の
設
置
]

土
地
権
利
者
は
自
己
の
土
地
で
塘
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど
を
も
っ
て
そ
の
土
地
を
囲
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
隣

者
の
通
行
、
採
光
、
通
風
、
排
水
、
引
水
、
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
敷
設
な
ど
相
隣
関
係
の
義
務
の
履
行
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
権
利
者
は
隣
地
権
利
者
の
承
認
を
得
た
条
件
下
で
、
独
自
に
ま
た
は
共
同
で
境
界
線
上
に
培
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど
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の
界
標
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
費
用
を
独
自
に
負
担
し
た
場
合
に
は
、
費
用
の
負
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
有
す
る
。
費
用
が
分

担
さ
れ
た
場
合
に
は
、
費
用
の
分
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
共
有
す
る
。

界
標
が
一
方
の
土
地
権
利
者
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
-
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
若
し
く
は
標
識
が
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
界
標
は
相
隣
者
双
方
の
所
有
と
推
定
す
る
。

第
二
三
二
条

〔
界
標
の
使
用
と
保
全
]

界
標
が
一
方
の
所
有
に
帰
す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
は
保
存
の
義
務
を
負
い
、
相
隣
者
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
前
提
の
下
で
独
占
的

に
界
標
を
使
用
す
る
。
界
標
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
共
有
者
は
均
等
に
保
存
の
義
務
と
使
用
の
権
利
を
有
す
る
。
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当
地
の
習
慣
で
当
該
果
実
が
果
樹
の
所
有
者
の
所
有
に
帰
す
べ
き
だ
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
果
実
が
ま
だ
落
ち
て
い
な
い
場

合
に
は
、
果
樹
所
有
者
は
隣
地
に
立
ち
入
っ
て
こ
れ
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
三
一
条

[
界
標
の
設
置
]

土
地
権
利
者
は
自
己
の
土
地
で
塘
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど
を
も
っ
て
そ
の
土
地
を
囲
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
隣

者
の
通
行
、
採
光
、
通
風
、
排
水
、
引
水
、
パ
イ
プ
、
ラ
イ
ン
敷
設
な
ど
相
隣
関
係
の
義
務
の
履
行
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
権
利
者
は
隣
地
権
利
者
の
承
認
を
得
た
条
件
下
で
、
独
自
に
ま
た
は
共
同
で
境
界
線
上
に
培
壁
、
溝
渠
、
ま
が
き
、
植
木
な
ど
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の
界
標
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
費
用
を
独
自
に
負
担
し
た
場
合
に
は
、
費
用
の
負
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
有
す
る
。
費
用
が
分

担
さ
れ
た
場
合
に
は
、
費
用
の
分
担
者
は
界
標
の
所
有
権
を
共
有
す
る
。

界
標
が
一
方
の
土
地
権
利
者
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
-
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
若
し
く
は
標
識
が
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
界
標
は
相
隣
者
双
方
の
所
有
と
推
定
す
る
。

第
二
三
二
条

〔
界
標
の
使
用
と
保
全
]

界
標
が
一
方
の
所
有
に
帰
す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
は
保
存
の
義
務
を
負
い
、
相
隣
者
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
前
提
の
下
で
独
占
的

に
界
標
を
使
用
す
る
。
界
標
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
共
有
者
は
均
等
に
保
存
の
義
務
と
使
用
の
権
利
を
有
す
る
。

-532-



第
三
章
　
用
益
物
権

533　中国物権法草案建議稿

　
　
　
第
一
節
土
地
使
用
権

　
第
二
三
三
条
　
［
土
地
使
用
権
の
定
義
〕

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
と
は
、
開
発
利
用
、
生
産
経
営
、
社
会
的
公
益
の
事
業
を
目
的
と
し
て
、
国
家
所
有
ま
た
は
集

団
所
有
の
土
地
に
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
築
造
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

　
土
地
使
用
権
は
本
法
の
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
他
の
法
律
の
関
連
規
定
も
適
用
す
る
。

　
第
壬
二
四
条
　
［
土
地
使
用
権
の
目
的
物
の
範
囲
］

　
土
地
使
用
権
の
目
的
物
は
都
市
部
の
国
有
地
と
農
村
部
の
集
団
所
有
地
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
が
土
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
土
地
は
除
か
れ
る
。

　
第
二
一
二
五
条
　
［
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
一
〉
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
と
は
、
国
家
が
土
地
使
用
権
を
一
定
の
期
限
内
に
土
地
使
用
者
に
払
い
下
げ
、
土

地
使
用
者
が
国
家
に
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
支
払
う
行
為
を
い
う
。

　
払
い
下
げ
方
法
に
よ
り
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
開
発
利
用
、
生
産
経
営
を
行
う
た
め
に
国
有
地
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一533一

第
一
節

第
二
三
三
条

第
三
章

用
益
物
権

土
地
使
用
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
と
は
、
開
発
利
用
、
生
産
経
営
、
社
会
的
公
益
の
事
業
を
目
的
と
し
て
、
国
家
所
有
ま
た
は
集

[
土
地
使
用
権
の
定
義
〕

団
所
有
の
土
地
に
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
築
造
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

第
二
三
四
条

土
地
使
用
権
は
本
法
の
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
他
の
法
律
の
関
連
規
定
も
適
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
目
的
物
の
範
囲
]

-533ー

土
地
使
用
権
の
目
的
物
は
都
市
部
の
固
有
地
と
農
村
部
の
集
団
所
有
地
と
す
る
口
た
だ
し
、
法
律
が
土
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と

中国物権法草案建議稿

第
二
三
五
条

を
禁
止
し
て
い
る
土
地
は
除
か
れ
る
。

[
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
一
〉
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
と
は
、
国
家
が
土
地
使
用
権
を
一
定
の
期
限
内
に
土
地
使
用
者
に
払
い
下
げ
、
土

地
使
用
者
が
国
家
に
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
支
払
う
行
為
を
い
う
。

533 

払
い
下
げ
方
法
に
よ
り
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
開
発
利
用
、
生
産
経
営
を
行
う
た
め
に
国
有
地
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
節

第
二
三
三
条

第
三
章

用
益
物
権

土
地
使
用
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
と
は
、
開
発
利
用
、
生
産
経
営
、
社
会
的
公
益
の
事
業
を
目
的
と
し
て
、
国
家
所
有
ま
た
は
集

[
土
地
使
用
権
の
定
義
〕

団
所
有
の
土
地
に
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
築
造
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

第
二
三
四
条

土
地
使
用
権
は
本
法
の
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
他
の
法
律
の
関
連
規
定
も
適
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
目
的
物
の
範
囲
]

-533ー

土
地
使
用
権
の
目
的
物
は
都
市
部
の
固
有
地
と
農
村
部
の
集
団
所
有
地
と
す
る
口
た
だ
し
、
法
律
が
土
地
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と

中国物権法草案建議稿

第
二
三
五
条

を
禁
止
し
て
い
る
土
地
は
除
か
れ
る
。

[
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
一
〉
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
と
は
、
国
家
が
土
地
使
用
権
を
一
定
の
期
限
内
に
土
地
使
用
者
に
払
い
下
げ
、
土

地
使
用
者
が
国
家
に
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
支
払
う
行
為
を
い
う
。

533 

払
い
下
げ
方
法
に
よ
り
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
開
発
利
用
、
生
産
経
営
を
行
う
た
め
に
国
有
地
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
三
六
条
　
［
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
二
〉
］

　
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
は
競
売
ま
た
は
入
札
の
方
法
に
よ
り
、
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

54321
　
第
二
三
七
条

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

地
住
民
の
再
就
職
へ
の
手
当
費
用
を
納
付
し
た
後
、

使
用
者
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
す
る
行
為
を
い
う
。

　
割
り
当
て
方
法
に
よ
り
国
有
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
社
会
的
公
益
の
事
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
営
利

を
目
的
に
国
有
地
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
一
二
八
条
　
［
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
］

　
集
団
土
地
使
用
権
を
取
得
す
る
と
き
は
審
査
と
許
可
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
土
地
管
理
機
関
は
そ
の
権
限
に
従
い
、
土
地
所

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

土
地
の
位
置
、
範
囲
、
土
地
の
用
途
。

土
地
使
用
権
の
期
限
。

払
い
下
げ
金
の
金
額
、
支
払
方
法
。

当
事
者
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

　
　
　
　
［
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
］

　
　
　
　
　
　
　
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
と
は
、
県
級
以
上
の
人
民
政
府
が
法
に
基
づ
き
、
土
地
使
用
者
が
補
償
費
、
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
有
地
を
そ
の
土
地
使
用
者
に
使
用
さ
せ
、
ま
た
は
土
地
使
用
権
を
無
償
で
土
地

一534一

534 

第
二
三
六
条

[
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
は
競
売
ま
た
は
入
札
の
方
法
に
よ
り
、
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
を
締
結
し
な

49 (山梨学院大学〕

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

土
地
の
位
置
、
範
囲
、
土
地
の
用
途
。

法学論集

3 

土
地
使
用
権
の
期
限
。

4 

払
い
下
げ
金
の
金
額
、
支
払
方
法
。

-534-

5 

当
事
者
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

第
二
三
七
条

[
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
と
は
、
県
級
以
上
の
人
民
政
府
が
法
に
基
づ
き
、
土
地
使
用
者
が
補
償
費
、
所
在

地
住
民
の
再
就
職
へ
の
手
当
費
用
を
納
付
し
た
後
、
国
有
地
を
そ
の
土
地
使
用
者
に
使
用
さ
せ
、
ま
た
は
土
地
使
用
権
を
無
償
で
土
地

使
用
者
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
す
る
行
為
を
い
う
。

割
り
当
て
方
法
に
よ
り
国
有
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
社
会
的
公
益
の
事
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
営
利

を
目
的
に
固
有
地
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
三
八
条

[
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
]

集
団
土
地
使
用
権
を
取
得
す
る
と
き
は
審
査
と
許
可
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
土
地
管
理
機
関
は
そ
の
権
限
に
従
い
、
土
地
所
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第
二
三
六
条

[
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
は
競
売
ま
た
は
入
札
の
方
法
に
よ
り
、
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
を
締
結
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

土
地
の
位
置
、
範
囲
、
土
地
の
用
途
。
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3 

土
地
使
用
権
の
期
限
。

4 

払
い
下
げ
金
の
金
額
、
支
払
方
法
。
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5 

当
事
者
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

第
二
三
七
条

[
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
土
地
使
用
権
の
割
り
当
て
と
は
、
県
級
以
上
の
人
民
政
府
が
法
に
基
づ
き
、
土
地
使
用
者
が
補
償
費
、
所
在

地
住
民
の
再
就
職
へ
の
手
当
費
用
を
納
付
し
た
後
、
国
有
地
を
そ
の
土
地
使
用
者
に
使
用
さ
せ
、
ま
た
は
土
地
使
用
権
を
無
償
で
土
地

使
用
者
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
す
る
行
為
を
い
う
。

割
り
当
て
方
法
に
よ
り
国
有
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
者
は
社
会
的
公
益
の
事
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
営
利

を
目
的
に
固
有
地
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
三
八
条

[
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
]

集
団
土
地
使
用
権
を
取
得
す
る
と
き
は
審
査
と
許
可
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
土
地
管
理
機
関
は
そ
の
権
限
に
従
い
、
土
地
所
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有
権
者
と
土
地
使
用
者
の
申
請
に
基
づ
き
審
査
を
行
っ
た
う
え
、
許
可
を
与
え
る
。

　
集
団
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
は
、
国
家
の
土
地
利
用
の
全
体
企
画
と
耕
地
に
対
す
る
強
制
的
保
護
制
度
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　
第
二
三
九
条
　
［
土
地
使
用
権
の
費
用
］

　
国
有
地
使
用
権
の
費
用
は
払
い
下
げ
金
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
払
い
下
げ
契
約
の
規
定
に
従

い
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
集
団
土
地
使
用
権
の
費
用
は
使
用
料
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
規
定
に
従
い
土
地
所
有
権
者
に

使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
四
〇
条
　
［
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
］

　
土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
は
登

記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。

　
第
二
四
一
条
［
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
一
〉
］

　
国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
約
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
は
法
律
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
最
高
期
限
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
四
二
条
　
［
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
二
〉
］

　
国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が

期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
期
限
が
到
来
す
る
一
年
前
に
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
は
正
当
な
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有
権
者
と
土
地
使
用
者
の
申
請
に
基
づ
き
審
査
を
行
っ
た
う
え
、
許
可
を
与
え
る
。

集
団
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
は
、
国
家
の
土
地
利
用
の
全
体
企
画
と
耕
地
に
対
す
る
強
制
的
保
護
制
度
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な

し〉
o 

第
二
三
九
条

[
土
地
使
用
権
の
費
用
]

固
有
地
使
用
権
の
費
用
は
払
い
下
げ
金
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
払
い
下
げ
契
約
の
規
定
に
従

い
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
団
土
地
使
用
権
の
費
用
は
使
用
料
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
規
定
に
従
い
土
地
所
有
権
者
に

使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
四

O
条

[
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
]

土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
は
登

記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。
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第
二
四
一
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
一
〉
]

国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
約
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
は
法
律
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
最
高
期
限
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

第
三
四
二
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
二
〉
]
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固
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が

期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
期
限
が
到
来
す
る
一
年
前
に
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
は
正
当
な

有
権
者
と
土
地
使
用
者
の
申
請
に
基
づ
き
審
査
を
行
っ
た
う
え
、
許
可
を
与
え
る
。

集
団
土
地
使
用
権
の
審
査
と
許
可
は
、
国
家
の
土
地
利
用
の
全
体
企
画
と
耕
地
に
対
す
る
強
制
的
保
護
制
度
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な

し〉
o 

第
二
三
九
条

[
土
地
使
用
権
の
費
用
]

固
有
地
使
用
権
の
費
用
は
払
い
下
げ
金
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
払
い
下
げ
契
約
の
規
定
に
従

い
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
団
土
地
使
用
権
の
費
用
は
使
用
料
の
方
法
に
よ
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
土
地
使
用
権
者
は
規
定
に
従
い
土
地
所
有
権
者
に

使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
四

O
条

[
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
]

土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
は
登

記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。
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第
二
四
一
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
一
〉
]

国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
約
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
は
法
律
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
最
高
期
限
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

第
三
四
二
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
二
〉
]
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固
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が

期
限
の
更
新
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
期
限
が
到
来
す
る
一
年
前
に
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
は
正
当
な
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理
由
が
な
い
限
り
、
土
地
使
用
権
者
の
期
限
の
更
新
申
請
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

　
国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
、
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
引
き

続
き
そ
の
土
地
を
使
用
し
、
払
い
下
げ
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
す
場
合
に
は
、
六
ケ

月
前
に
土
地
使
用
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
四
三
条
　
［
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
三
〉
］

　
集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
永
久
の
期
限
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
四
四
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
一
〉
］

　
土
地
使
用
権
者
は
売
買
、
交
換
、
贈
与
等
の
方
法
に
よ
り
、
払
い
下
げ
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
を
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
完

成
さ
せ
、
且
つ
、
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
た
と
き
に
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
土
地
使
用
権
者
が
国
有
地
の
土
地
使
用
権
を
換
価
し
、
株
式
と
し
て
資
本
参
加
し
、
ま
た
は
そ
の
使
用
権
を
持
っ
て
投
資
し
た
場
合

に
は
、
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
譲
渡
さ
れ
た
と
見
な
す
。

　
集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
権
者
と
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
四
五
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
二
〉
］

　
土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲

渡
契
約
は
従
来
の
土
地
使
用
権
の
使
用
用
途
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

一536一
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理
由
が
な
い
限
り
、
土
地
使
用
権
者
の
期
限
の
更
新
申
請
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。
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国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
、
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
引
き

続
き
そ
の
土
地
を
使
用
し
、
払
い
下
げ
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
す
場
合
に
は
、
六
ケ

月
前
に
土
地
使
用
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
四
三
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
三
〉
]
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集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
永
久
の
期
限
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
一
〉
]

第
二
四
四
条
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土
地
使
用
権
者
は
売
買
、
交
換
、
贈
与
等
の
方
法
に
よ
り
、
払
い
下
げ
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
を
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
完

成
さ
せ
、
且
つ
、
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
た
と
き
に
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
地
使
用
権
者
が
固
有
地
の
土
地
使
用
権
を
換
価
し
、
株
式
と
し
て
資
本
参
加
し
、

ま
た
は
そ
の
使
用
権
を
持
っ
て
投
資
し
た
場
合

に
は
、
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
譲
渡
さ
れ
た
と
見
な
す
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
権
者
と
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
五
条

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲

渡
契
約
は
従
来
の
土
地
使
用
権
の
使
用
用
途
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

536 

理
由
が
な
い
限
り
、
土
地
使
用
権
者
の
期
限
の
更
新
申
請
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

49 (山梨学院大学〕

国
有
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
、
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
引
き

続
き
そ
の
土
地
を
使
用
し
、
払
い
下
げ
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
払
い
下
げ
者
が
土
地
使
用
権
を
取
戻
す
場
合
に
は
、
六
ケ

月
前
に
土
地
使
用
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
四
三
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
〈
三
〉
]

法学論集

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
永
久
の
期
限
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
一
〉
]

第
二
四
四
条
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土
地
使
用
権
者
は
売
買
、
交
換
、
贈
与
等
の
方
法
に
よ
り
、
払
い
下
げ
の
方
法
を
通
し
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
を
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
完

成
さ
せ
、
且
つ
、
払
い
下
げ
金
を
納
付
し
た
と
き
に
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
地
使
用
権
者
が
固
有
地
の
土
地
使
用
権
を
換
価
し
、
株
式
と
し
て
資
本
参
加
し
、

ま
た
は
そ
の
使
用
権
を
持
っ
て
投
資
し
た
場
合

に
は
、
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
譲
渡
さ
れ
た
と
見
な
す
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
権
者
と
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
五
条

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
書
面
に
よ
る
土
地
使
用
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲

渡
契
約
は
従
来
の
土
地
使
用
権
の
使
用
用
途
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
二
四
六
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
く
三
V
］

　
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
、
土
地
使
用
権
者
が
土
地
の
払
い
下
げ
金
を
全
額
納
付
せ
ず
、
ま
た
は
土
地
払
い
下
げ
の
契
約
に
定
め
ら

れ
た
期
限
と
条
件
に
従
い
土
地
を
開
発
、
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
四
七
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
く
四
V
］

　
土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
と
き
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
土
地
使
用
権
の
譲
渡
と
同
時
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
四
八
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
く
五
V
］

　
土
地
使
用
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。

　
第
二
四
九
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
く
六
V
］

　
土
地
使
用
権
を
譲
渡
し
た
後
、
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
、
変
更
の
登
記
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
若
し
く
は
使
用
料
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
払
い
下
げ
金
若
し
く
は

使
用
料
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
五
〇
条
　
［
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
七
〉
］

　
土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
、

第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
五
一
条
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
一
〉
］
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第
二
四
六
条

固
有
地
の
土
地
使
用
権
は
、
土
地
使
用
権
者
が
土
地
の
払
い
下
げ
金
を
全
額
納
付
せ
ず
、
ま
た
は
土
地
払
い
下
げ
の
契
約
に
定
め
ら

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
三
〉
]

第
二
四
七
条

れ
た
期
限
と
条
件
に
従
い
土
地
を
開
発
、
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
四
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
と
き
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
土
地
使
用
権
の
譲
渡
と
同
時
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば

第
二
四
八
条

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
五
〉
]

土
地
使
用
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

しユ。
第
二
四
九
条

土
地
使
用
権
を
譲
渡
し
た
後
、
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
、
変
更
の
登
記
を
し

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
六
〉
]

-537-
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
若
し
く
は
使
用
料
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
払
い
下
げ
金
若
し
く
は

第
二
五

O
条

使
用
料
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
七
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
、
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第
二
五
一
条

第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
一
〉
]

第
二
四
六
条

固
有
地
の
土
地
使
用
権
は
、
土
地
使
用
権
者
が
土
地
の
払
い
下
げ
金
を
全
額
納
付
せ
ず
、
ま
た
は
土
地
払
い
下
げ
の
契
約
に
定
め
ら

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
三
〉
]

第
二
四
七
条

れ
た
期
限
と
条
件
に
従
い
土
地
を
開
発
、
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
四
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
と
き
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
土
地
使
用
権
の
譲
渡
と
同
時
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば

第
二
四
八
条

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
五
〉
]

土
地
使
用
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

しユ。
第
二
四
九
条

土
地
使
用
権
を
譲
渡
し
た
後
、
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
、
変
更
の
登
記
を
し

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
六
〉
]

-537-
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
若
し
く
は
使
用
料
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
払
い
下
げ
金
若
し
く
は

第
二
五

O
条

使
用
料
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
譲
渡
〈
七
〉
]

土
地
使
用
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
、
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第
二
五
一
条

第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
一
〉
]
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土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
土
地
使
用
権
の
賃
貸
は
競
売
、
入
札
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
五
二
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
二
〉
］

　
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
五
三
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
三
〉
］

　
割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
納
付
し

な
い
限
り
、
そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
と
土
地
の
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
経
な
い
限
り
、
そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
五
四
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
四
〉
］

　
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。

　
第
二
五
五
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
五
〉
］

　
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
同
時
に
賃
貸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
事
者
間
に
特
約
が
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
五
六
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
六
〉
］

　
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の

一538一
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土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
五
二
条

土
地
使
用
権
の
賃
貸
は
競
売
、
入
札
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
二
〉
]

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
五
三
条

割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
固
有
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
納
付
し

そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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な
い
限
り
、

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
三
〉
]

と
は
で
き
な
い
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
と
土
地
の
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
経
な
い
限
り
、

そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ

-538-

第
二
五
四
条

土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
四
〉
]

しユ。
第
二
五
五
条

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
同
時
に
賃
貸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
五
〉
]

第
二
五
六
条

し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
ハ
六
〉
]

土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の

538 

土
地
使
用
権
者
は
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
五
二
条

土
地
使
用
権
の
賃
貸
は
競
売
、
入
札
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
二
〉
]

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
五
三
条

割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
固
有
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
土
地
使
用
権
の
払
い
下
げ
金
を
納
付
し

そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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な
い
限
り
、

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
三
〉
]

と
は
で
き
な
い
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
と
土
地
の
審
査
、
許
可
機
関
の
同
意
を
経
な
い
限
り
、

そ
れ
を
賃
貸
す
る
こ

-538-

第
二
五
四
条

土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
土
地
使
用
権
の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
四
〉
]

しユ。
第
二
五
五
条

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
は
同
時
に
賃
貸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
五
〉
]

第
二
五
六
条

し
、
当
事
者
聞
に
特
約
が
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
ハ
六
〉
]

土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
土
地
使
用
権
の
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期
限
の
到
来
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
二
五
七
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
七
〉
］

　
土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
借
人
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権

を
有
す
る
。

　
賃
借
人
が
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
本
法
の
優
先
買
入
権
に
関
す
る
規
定
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
五
八
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
八
〉
］

　
土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
は
買
主
に
対
し
て
引
き
続
き

有
効
と
す
る
。

　
第
二
五
九
条
　
［
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
九
〉
］

　
土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
賃
貸
借
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
善
意
の
第

三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
六
〇
条
　
［
土
地
使
用
権
の
抵
当
］

　
払
い
下
げ
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
は
、
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
し
た
後
、
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
者
の
同
意
を
経
た
場
合
に
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
土
地
使
用
権
の
抵
当
は
、
本
法
の
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
二
六
一
条
［
土
地
使
用
権
の
相
続
］

一539一

第
二
五
七
条

期
限
の
到
来
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
七
〉
]

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
借
入
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権

を
有
す
る
。

第
二
五
八
条

賃
借
入
が
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
本
法
の
優
先
買
入
権
に
関
す
る
規
定
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
八
〉
]

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
は
買
主
に
対
し
て
引
き
続
き

有
効
と
す
る
。

第
二
五
九
条

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
賃
貸
借
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
善
意
の
第

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
九
〉
]
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第
二
六

O
条

ニ
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
抵
当
]

払
い
下
げ
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
は
、
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
し
た
後
、
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
者
の
同
意
を
経
た
場
合
に
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

539 

第
二
六
一
条

土
地
使
用
権
の
抵
当
は
、
本
法
の
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
相
続
]

第
二
五
七
条

期
限
の
到
来
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
七
〉
]

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
借
入
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権

を
有
す
る
。

第
二
五
八
条

賃
借
入
が
優
先
買
入
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
本
法
の
優
先
買
入
権
に
関
す
る
規
定
に
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
八
〉
]

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
の
賃
貸
期
限
内
で
土
地
使
用
権
を
売
り
渡
す
場
合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
は
買
主
に
対
し
て
引
き
続
き

有
効
と
す
る
。

第
二
五
九
条

土
地
使
用
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
賃
貸
借
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
経
な
い
限
り
善
意
の
第

[
土
地
使
用
権
の
賃
貸
〈
九
〉
]
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中国物権法草案建議稿

第
二
六

O
条

ニ
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
使
用
権
の
抵
当
]

払
い
下
げ
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
国
有
地
の
土
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

割
り
当
て
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
土
地
使
用
権
は
、
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
し
た
後
、
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
団
土
地
の
土
地
使
用
権
は
土
地
所
有
者
の
同
意
を
経
た
場
合
に
は
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
六
一
条

土
地
使
用
権
の
抵
当
は
、
本
法
の
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

[
土
地
使
用
権
の
相
続
]
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土
地
使
用
権
者
が
自
然
人
の
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
使
用
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
六
二
条
　
［
土
地
の
使
用
と
保
護
］

　
土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
に
記
載
さ
れ
た
用
途
に
基
づ
き
土
地
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
土
地
使
用
権
者
は
土
地
を
合
理
的
に
使
用
し
、
そ
れ
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
六
三
条
　
［
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
］

　
土
地
使
用
権
者
は
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
機
関
の
許
可
を
経
、
且
つ
、
そ
の
変
更
の
登
記
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
土
地
使
用
権
者
が
土
地
を
分
割
ま
た
は
合
併
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
六
四
条
　
［
土
地
使
用
権
の
取
消
し
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有
権
者
は
土
地
使
用
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
　
約
定
に
基
づ
き
払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
。

　
2
　
無
断
で
土
地
の
用
途
を
変
更
し
、
警
告
を
受
け
て
も
改
正
し
な
か
っ
た
場
合
。

　
3
　
約
定
さ
れ
た
期
限
内
で
目
的
行
為
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
。

　
第
二
六
五
条
　
［
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
と
き
の
結
果
］

　
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
と
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者

は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一540一
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土
地
使
用
権
者
が
自
然
人
の
場
合
に
は
、

そ
の
土
地
使
用
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
二
条

[
土
地
の
使
用
と
保
護
]

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
に
記
載
さ
れ
た
用
途
に
基
づ
き
土
地
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
は
土
地
を
合
理
的
に
使
用
し
、

そ
れ
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
三
条

[
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
]

土
地
使
用
権
者
は
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
機
関
の
許
可
を
経
、
且
つ
、

そ
の
変
更
の
登
記
を
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
が
土
地
を
分
割
ま
た
は
合
併
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-540-

第
二
六
四
条

[
土
地
使
用
権
の
取
消
し
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有
権
者
は
土
地
使
用
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

1 

約
定
に
基
づ
き
払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
。

2 

無
断
で
土
地
の
用
途
を
変
更
し
、
警
告
を
受
け
て
も
改
正
し
な
か
っ
た
場
合
。

3 

約
定
さ
れ
た
期
限
内
で
目
的
行
為
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
。

第
二
六
五
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
と
き
の
結
果
]

土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
と
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者

は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

540 

土
地
使
用
権
者
が
自
然
人
の
場
合
に
は
、

そ
の
土
地
使
用
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
二
条

[
土
地
の
使
用
と
保
護
]

49 (山梨学院大学〕

土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
の
設
定
登
記
に
記
載
さ
れ
た
用
途
に
基
づ
き
土
地
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
は
土
地
を
合
理
的
に
使
用
し
、

そ
れ
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
三
条

[
土
地
使
用
権
の
変
更
の
登
記
]

土
地
使
用
権
者
は
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
機
関
の
許
可
を
経
、
且
つ
、

そ
の
変
更
の
登
記
を
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
が
土
地
を
分
割
ま
た
は
合
併
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
六
四
条

[
土
地
使
用
権
の
取
消
し
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有
権
者
は
土
地
使
用
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

1 

約
定
に
基
づ
き
払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
。

2 

無
断
で
土
地
の
用
途
を
変
更
し
、
警
告
を
受
け
て
も
改
正
し
な
か
っ
た
場
合
。

3 

約
定
さ
れ
た
期
限
内
で
目
的
行
為
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
。

第
二
六
五
条

[
土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
と
き
の
結
果
]

土
地
使
用
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
と
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者

は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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土
地
使
用
権
者
が
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
な
い
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
補
償
の
基
準
は
国
務
院
が
別
途
で
規
定
す
る
。

　
第
二
六
六
条
　
［
土
地
使
用
権
の
拠
棄
］

　
土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
を
弛
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
と
第
三
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
場
合
に
は
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
六
七
条
　
［
土
地
使
用
権
の
混
同
］

　
土
地
所
有
者
が
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
に
第
三
者
の
た
め
に
負
担

を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
六
八
条
　
［
土
地
使
用
権
の
徴
収
］

　
国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
か
ら
土
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徴
収
の
条
件
と
補
償
基
準
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。

　
第
二
六
九
条
　
［
土
地
の
滅
失
］

　
土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
土
地
使
用
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に

は
、
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
土
地
が
一
部
滅
失
し
、
残
留
し
た
部
分
の
使
用
に
支
障
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は

払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
七
〇
条
　
［
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
］

　
土
地
使
用
権
の
存
続
期
間
中
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を
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土
地
使
用
権
者
が
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
な
い
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
補
償
の
基
準
は
国
務
院
が
別
途
で
規
定
す
る
。

第
二
六
六
条

[
土
地
使
用
権
の
拠
棄
]

土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
と
第
三
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
場
合
に
は
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
七
条

[
土
地
使
用
権
の
混
同
]

土
地
所
有
者
が
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
に
第
三
者
の
た
め
に
負
担

を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

-541-

第
二
六
八
条

[
土
地
使
用
権
の
徴
収
]

国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
か
ら
土
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

徴
収
の
条
件
と
補
償
基
準
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。
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第
二
六
九
条

[
土
地
の
滅
失
]

土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
土
地
使
用
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に

は
、
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
土
地
が
一
部
滅
失
し
、
残
留
し
た
部
分
の
使
用
に
支
障
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は

払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
七

O
条

[
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
]

土
地
使
用
権
の
存
続
期
間
中
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を

土
地
使
用
権
者
が
地
上
の
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
を
収
去
し
な
い
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
補
償
の
基
準
は
国
務
院
が
別
途
で
規
定
す
る
。

第
二
六
六
条

[
土
地
使
用
権
の
拠
棄
]

土
地
使
用
権
者
は
土
地
使
用
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
者
と
第
三
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
使
用
権
者
が
土
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
場
合
に
は
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
七
条

[
土
地
使
用
権
の
混
同
]

土
地
所
有
者
が
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
に
第
三
者
の
た
め
に
負
担

を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

-541-

第
二
六
八
条

[
土
地
使
用
権
の
徴
収
]

国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
か
ら
土
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

徴
収
の
条
件
と
補
償
基
準
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。
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第
二
六
九
条

[
土
地
の
滅
失
]

土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
土
地
使
用
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に

は
、
土
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
土
地
が
一
部
滅
失
し
、
残
留
し
た
部
分
の
使
用
に
支
障
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
者
は

払
い
下
げ
金
ま
た
は
使
用
料
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

541 

第
二
七

O
条

[
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
]

土
地
使
用
権
の
存
続
期
間
中
、
地
上
の
建
物
若
し
く
は
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を
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受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
二
節
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

　
第
二
七
一
条
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
と
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
に
、
集
団
所
有
の
土
地

に
対
し
て
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

　
第
二
七
二
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
範
囲
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
と
す
る
集
団
所
有
の
土
地
に
限
る
。
当

事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
請
負
経
営
権
は
水
面
、
地
下
及
び
地
上
の
空
間
の
使
用
権
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
二
七
三
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
、
書
面
に
よ
る
請
負
契
約
を
も
っ
て
設
定
す
る
。
請
負
契
約
は
、
以
下
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
所
。

5432
当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、

土
地
の
位
置
、
範
囲
。

土
地
の
用
途
。

請
負
の
期
限
。

請
負
の
金
額
と
支
払
方
法
。
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受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

542 49 (山梨学院大学〕

第
二
節

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
七
一
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
と
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
に
、
集
団
所
有
の
土
地

に
対
し
て
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。
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第
二
七
二
条

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
範
囲
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
と
す
る
集
団
所
有
の
土
地
に
限
る
。
当

-542-

事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
請
負
経
営
権
は
水
面
、
地
下
及
び
地
上
の
空
間
の
使
用
権
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
七
三
条

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
、
書
面
に
よ
る
請
負
契
約
を
も
っ
て
設
定
す
る
。
請
負
契
約
は
、
以
下
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

A
i
h

、A
O

Zu
し1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

土
地
の
位
置
、
範
囲
。

3 

土
地
の
用
途
。

4 

請
負
の
期
限
。

5 

請
負
の
金
額
と
支
払
方
法
。

受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

542 49 (山梨学院大学〕

第
二
節

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
七
一
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
と
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
に
、
集
団
所
有
の
土
地

に
対
し
て
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。
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第
二
七
二
条

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
範
囲
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
目
的
物
は
、
農
産
物
の
栽
培
、
牧
畜
な
ど
の
農
業
生
産
を
目
的
と
す
る
集
団
所
有
の
土
地
に
限
る
。
当

-542-

事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
請
負
経
営
権
は
水
面
、
地
下
及
び
地
上
の
空
間
の
使
用
権
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
七
三
条

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
、
書
面
に
よ
る
請
負
契
約
を
も
っ
て
設
定
す
る
。
請
負
契
約
は
、
以
下
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

A
i
h

、A
O

Zu
し1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

土
地
の
位
置
、
範
囲
。

3 

土
地
の
用
途
。

4 

請
負
の
期
限
。

5 

請
負
の
金
額
と
支
払
方
法
。
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農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。

　
第
二
七
四
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
最
長
期
限
は
五
〇
年
と
し
、
具
体
的
な
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
期
限
が
到
来
し
た

場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
期
限
の
更
新
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有
者
は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
り
、
ま
た
は
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

　
第
二
七
五
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
存
続
期
間
中
、
国
家
の
政
策
が
変
化
し
、
ま
た
は
調
整
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
請
負
契
約
を

修
正
、
ま
た
は
そ
れ
を
解
除
す
る
方
法
を
通
じ
て
請
負
経
営
権
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
七
六
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
く
す
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
七
七
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
二
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
譲
受
人
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
七
八
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
三
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の

一543一

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
七
四
条

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
最
長
期
限
は
五

O
年
と
し
、
具
体
的
な
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
期
限
が
到
来
し
た

場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
期
限
の
更
新
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有
者
は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

は
な
い
。

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
り
、
ま
た
は
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

第
二
七
五
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
〕

一 543-

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
存
続
期
間
中
、
国
家
の
政
策
が
変
化
し
、
ま
た
は
調
整
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
請
負
契
約
を

第
二
七
六
条

修
正
、
ま
た
は
そ
れ
を
解
除
す
る
方
法
を
通
じ
て
請
負
経
営
権
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
一
〉
]

中国物権法草案建議稿

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
七
七
条

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
二
〉
]
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第
二
七
八
条

ら
な
い
。
譲
受
人
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
三
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
七
四
条

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
す
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
最
長
期
限
は
五

O
年
と
し
、
具
体
的
な
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
期
限
が
到
来
し
た

場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
期
限
の
更
新
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有
者
は
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

は
な
い
。

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
特
約
が
あ
り
、
ま
た
は
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

第
二
七
五
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
〕

一 543-

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
存
続
期
間
中
、
国
家
の
政
策
が
変
化
し
、
ま
た
は
調
整
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
請
負
契
約
を

第
二
七
六
条

修
正
、
ま
た
は
そ
れ
を
解
除
す
る
方
法
を
通
じ
て
請
負
経
営
権
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
一
〉
]

中国物権法草案建議稿

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
七
七
条

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
双
方
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
二
〉
]
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第
二
七
八
条

ら
な
い
。
譲
受
人
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
三
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
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残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
七
九
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
四
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
登
記
を
し
な
い
限
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
八
○
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
一
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
八
一
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
く
二
V
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
は
そ
の

土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
こ
八
二
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
三
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
八
三
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
四
〉
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合

に
は
、
賃
借
人
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

　
第
二
八
四
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
く
五
V
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合

一544一
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第
二
七
九
条

残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
四
〉
]

49 (山梨学院大学〕

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な

第
二
八

O
条

い
。
登
記
を
し
な
い
限
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
一
〉
]

法学論集

第
二
八
一
条

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
二
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
は
そ
の

第
二
八
二
条

土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
三
〉
]

-544-

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
八
三
条

の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
四
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合

第
二
八
四
条

に
は
、
賃
借
入
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
五
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合

544 

第
二
七
九
条

残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
譲
渡
〈
四
〉
]

49 (山梨学院大学〕

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な

第
二
八

O
条

い
。
登
記
を
し
な
い
限
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
一
〉
]

法学論集

第
二
八
一
条

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
請
負
経
営
の
期
限
内
で
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
二
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
は
そ
の

第
二
八
二
条

土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
三
〉
]

-544-

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権

第
二
八
三
条

の
残
余
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

〔
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
四
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合

第
二
八
四
条

に
は
、
賃
借
入
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
〈
五
〉
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
賃
貸
借
期
限
内
に
お
い
て
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
売
渡
す
場
合
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に
は
、
賃
貸
借
契
約
は
買
主
に
対
し
て
引
き
続
き
有
効
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
八
五
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
抵
当
］

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
に
つ
い
て
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
取
得
し
た
者
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
八
六
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
相
続
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
の
相
続
人
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
八
七
条
　
［
請
負
の
優
先
権
］

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
従
来
の
請
負
経
営
者
は
同
等
の
条
件
下
で
優
先
し
て
請
負
権
を
有
す

る
。　

第
二
八
八
条
　
［
農
地
の
使
用
と
保
護
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
土
地
の
属
性
、
用
途
に
従
い
農
業
生
産
を
目
的
に
土
地
を
使
用
し
、
そ
の
収
益
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
土
地
を
合
理
的
に
利
用
し
、
そ
れ
を
保
護
し
、
地
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
八
九
条
　
［
費
用
を
納
付
す
る
義
務
］

　
請
負
経
営
者
は
法
律
の
規
定
ま
た
は
契
約
の
約
定
に
従
い
請
負
金
、
税
金
な
ど
の
費
用
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
可
抗
力
に
よ
り
収
益
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
相
応
す
る
請
負
金
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
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第
二
八
五
条

に
は
、
賃
貸
借
契
約
は
買
主
に
対
し
て
引
き
続
き
有
効
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
抵
当
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
に
つ
い
て
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
八
六
条

抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
取
得
し
た
者
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
相
続
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
'
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き

第
二
八
七
条

る
。
た
だ
し
、
そ
の
相
続
人
は
そ
の
土
地
の
農
業
用
目
的
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

[
請
負
の
優
先
権
]
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き
る
。

　
請
負
の
設
定
者
は
請
負
金
を
無
断
で
増
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
、
ま
た
は
契
約
に
特
約
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
二
九
〇
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
取
戻
し
］

　
郷
〔
鎮
〕
、
村
が
公
共
の
施
設
を
建
築
し
、
ま
た
は
公
益
の
事
業
を
挙
行
す
る
た
め
に
、
若
し
く
は
村
鎮
の
企
画
の
需
要
に
よ
り
土

地
の
用
途
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
請
負
の
期
限
が
到
来
す
る
前
に
集
団
所
有
の
土
地
を
取
戻
す

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
請
負
の
設
定
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
対
し
て
、
相
当
の
補
償
を
し
、
ま
た
は
相
当
の
農
村
の

土
地
請
負
経
営
権
を
も
っ
て
そ
れ
と
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
九
一
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
取
消
し
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
　
約
定
に
従
い
関
連
す
る
費
用
を
支
払
わ
ず
、
相
当
の
金
額
に
達
し
た
場
合
。

　
2
　
無
断
で
土
地
の
用
途
を
変
更
し
、
地
力
を
急
激
に
降
下
さ
せ
た
場
合
。

　
3
　
土
地
を
二
年
以
上
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
。

　
第
二
九
二
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
拡
棄
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
抱
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
拠
棄
の
旨
を
一
年
前
に
請

負
の
設
定
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
拠
棄
し
た
場
合
に
は
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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負
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た
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場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
九

O
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
取
戻
し
]

郷
〔
鎮
〕
、
村
が
公
共
の
施
設
を
建
築
し
、

ま
た
は
公
益
の
事
業
を
挙
行
す
る
た
め
に
、
若
し
く
は
村
鎮
の
企
画
の
需
要
に
よ
り
土

地
の
用
途
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
請
負
の
期
限
が
到
来
す
る
前
に
集
団
所
有
の
土
地
を
取
戻
す
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こ
と
が
で
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。
た
だ
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請
負
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定
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は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
対
し
て
、
相
当
の
補
償
を
し
、
ま
た
は
相
当
の
農
村
の

土
地
請
負
経
営
権
を
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っ
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そ
れ
と
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
取
消
し
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
口
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従
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す
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費
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力
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。
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。
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。
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。
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第
二
九
三
条
　
［
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
徴
収
］

　
国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徴
収
の
条
件
と
補
償
の
基
準
に
つ
い
て
は
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。

　
第
二
九
四
条
　
［
付
属
施
設
の
帰
属
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
農
地
で
必
要
な
付
属
施
設
を
築
造
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
所
有
権
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
帰
す
る
。

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
そ
の
付
属
施
設
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
請
負
の
設
定
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
旨
を
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土

地
請
負
経
営
権
者
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
付
属
施
設
を
収
去
せ
ず
、
且
つ
、
付
属
施
設
の
保
留
が
土
地
使
用
に
有
益
な
場
合
に
は
、
請
負
の
設

定
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
九
五
条
　
［
栽
培
物
の
補
償
請
求
権
］

　
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
て
期
限
の
更
新
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
、
土
地
に
植
え
ら
れ
て

い
る
竹
木
ま
た
は
収
穫
し
て
い
な
い
農
産
物
に
つ
い
て
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
対
し
一
定
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
九
六
条
　
［
土
地
の
滅
失
］

　
土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
の
み
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
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第
二
九
三
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
徴
収
]

国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

徴
収
の
条
件
と
補
償
の
基
準
に
つ
い
て
は
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。

第
二
九
四
条

[
付
属
施
設
の
帰
属
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
農
地
で
必
要
な
付
属
施
設
を
築
造
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
所
有
権
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
帰
す
る
。

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
そ
の
付
属
施
設
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
請
負
の
設
定
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
旨
を
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
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地
請
負
経
営
権
者
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
付
属
施
設
を
収
去
せ
ず
、
且
つ
、
付
属
施
設
の
保
留
が
土
地
使
用
に
有
益
な
場
合
に
は
、
請
負
の
設

定
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
九
五
条

[
栽
培
物
の
補
償
請
求
権
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
て
期
限
の
更
新
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
、
土
地
に
植
え
ら
れ
て

い
る
竹
木
ま
た
は
収
穫
し
て
い
な
い
農
産
物
に
つ
い
て
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
対
し
一
定
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
九
六
条

[
土
地
の
滅
失
]
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土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
の
み
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
九
三
条

[
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
徴
収
]

国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

徴
収
の
条
件
と
補
償
の
基
準
に
つ
い
て
は
法
律
が
別
途
で
規
定
す
る
。

第
二
九
四
条

[
付
属
施
設
の
帰
属
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
農
地
で
必
要
な
付
属
施
設
を
築
造
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
所
有
権
は
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
帰
す
る
。

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
そ
の
付
属
施
設
を
収
去
し
、
土
地
を
原

状
に
復
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
請
負
の
設
定
者
が
時
価
を
支
払
い
、
そ
れ
を
買
取
る
旨
を
申
し
入
れ
た
場
合
に
は
、
農
村
の
土
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地
請
負
経
営
権
者
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
付
属
施
設
を
収
去
せ
ず
、
且
つ
、
付
属
施
設
の
保
留
が
土
地
使
用
に
有
益
な
場
合
に
は
、
請
負
の
設

定
者
は
相
当
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
九
五
条

[
栽
培
物
の
補
償
請
求
権
]

農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
期
限
が
到
来
し
て
期
限
の
更
新
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
請
負
の
設
定
者
は
、
土
地
に
植
え
ら
れ
て

い
る
竹
木
ま
た
は
収
穫
し
て
い
な
い
農
産
物
に
つ
い
て
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
に
対
し
一
定
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
九
六
条

[
土
地
の
滅
失
]
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土
地
が
全
部
滅
失
し
、
ま
た
は
一
部
の
み
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
の
設
定
し
た
目
的
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
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土
地
が
一
部
の
み
滅
失
し
、
残
留
し
た
部
分
の
使
用
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
関
連
費
用
の
減
額

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
九
七
条
　
［
国
有
地
の
請
負
経
営
］

　
国
有
地
の
請
負
経
営
は
本
節
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
第
三
節
　
宅
地
使
用
権

　
第
二
九
八
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
宅
地
使
用
権
と
は
、
都
市
部
ま
た
は
農
村
部
の
住
民
が
国
有
地
ま
た
は
集
団
所
有
の
土
地
に
家
屋
を
築
造

し
、
そ
の
居
住
に
供
す
る
権
利
を
い
う
。

　
第
二
九
九
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
取
得
］

　
住
民
は
審
査
許
可
を
経
て
宅
地
使
用
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宅
地
使
用
権
の
審
査
許
可
は
国
家
の
土
地
利
用
に
関
す
る
全

体
企
画
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
三
〇
〇
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
登
記
］

　
宅
地
使
用
権
は
土
地
管
理
機
関
で
登
記
を
行
い
、
宅
地
の
使
用
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
〇
一
条
［
宅
地
使
用
権
の
譲
渡
］

　
宅
地
使
用
権
は
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
家
屋
の
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
そ
れ
と
同
時
に

移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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土
地
が
一
部
の
み
滅
失
し
、
残
留
し
た
部
分
の
使
用
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
は
関
連
費
用
の
減
額

第
二
九
七
条

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
固
有
地
の
請
負
経
営
]

49 (山梨学院大学)

固
有
地
の
請
負
経
営
は
本
節
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
節
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第
二
九
八
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
宅
地
使
用
権
と
は
、
都
市
部
ま
た
は
農
村
部
の
住
民
が
固
有
地
ま
た
は
集
団
所
有
の
土
地
に
家
屋
を
築
造

[
宅
地
使
用
権
の
定
義
]

宅
地
使
用
権

第
二
九
九
条

し
、
そ
の
居
住
に
供
す
る
権
利
を
い
う
。

[
宅
地
使
用
権
の
取
得
]

-548-

住
民
は
審
査
許
可
を
経
て
宅
地
使
用
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宅
地
使
用
権
の
審
査
許
可
は
国
家
の
土
地
利
用
に
関
す
る
全

第
三

O
O条

体
企
画
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

[
宅
地
使
用
権
の
登
記
]

宅
地
使
用
権
は
土
地
管
理
機
関
で
登
記
を
行
い
、
宅
地
の
使
用
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三

O
一
条

[
宅
地
使
用
権
の
譲
渡
〕

宅
地
使
用
権
は
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
家
屋
の
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
そ
れ
と
同
時
に

移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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住
民
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、
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用
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の
譲
渡
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用
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は
譲
渡
す
る
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と
は
で
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い
。
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。
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第
三
〇
二
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
抵
当
］

　
宅
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
者
は
家
屋
に
つ
い
て
独
自
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
家
屋
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
三
〇
三
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
制
限
］

　
都
市
部
ま
た
は
農
村
部
の
住
民
は
世
帯
の
形
に
限
り
宅
地
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
且
つ
、
一
世
帯
に
は
一
箇
所
の
宅
地
使
用

権
の
み
有
す
る
こ
と
に
止
め
る
。

　
家
屋
の
所
有
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
使
用
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用

権
者
は
再
び
宅
地
使
用
権
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
〇
四
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
行
使
］

　
宅
地
使
用
権
者
は
そ
の
宅
地
に
家
屋
若
し
く
は
他
の
建
物
、
附
着
物
を
築
造
し
、
ま
た
は
竹
木
を
植
え
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
〇
五
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
取
戻
し
と
調
整
］

　
土
地
所
有
者
は
都
市
ま
た
は
郷
村
の
発
展
企
画
に
従
い
、
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
、
そ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有

者
は
そ
の
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
た
と
き
に
、
別
途
で
相
応
す
る
宅
地
使
用
権
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
〇
六
条
　
［
土
地
の
徴
収
］
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第
三

O
二
条

宅
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
者
は
家
屋
に
つ
い
て
独
自
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が

[
宅
地
使
用
権
の
抵
当
]

で
き
る
。

抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
家
屋
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三

O
三
条

[
宅
地
使
用
権
の
制
限
]

都
市
部
ま
た
は
農
村
部
の
住
民
は
世
帯
の
形
に
限
り
宅
地
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
且
つ
、

一
世
帯
に
は
一
箇
所
の
宅
地
使
用

権
の
み
有
す
る
こ
と
に
止
め
る
。

家
屋
の
所
有
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
使
用
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用

-549-

第
三

O
四
条

権
者
は
再
び
宅
地
使
用
権
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
宅
地
使
用
権
の
行
使
]

中国物権法草案建議稿

宅
地
使
用
権
者
は
そ
の
宅
地
に
家
屋
若
し
く
は
他
の
建
物
、
附
着
物
を
築
造
し
、
ま
た
は
竹
木
を
植
え
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三

O
五
条

土
地
所
有
者
は
都
市
ま
た
は
郷
村
の
発
展
企
画
に
従
い
、
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
、
そ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有

[
宅
地
使
用
権
の
取
戻
し
と
調
整
]
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第
三

O
六
条

者
は
そ
の
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
た
と
き
に
、
別
途
で
相
応
す
る
宅
地
使
用
権
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
の
徴
収
]

第
三

O
二
条

宅
地
使
用
権
は
抵
当
の
目
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
者
は
家
屋
に
つ
い
て
独
自
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が

[
宅
地
使
用
権
の
抵
当
]

で
き
る
。

抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
家
屋
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三

O
三
条

[
宅
地
使
用
権
の
制
限
]

都
市
部
ま
た
は
農
村
部
の
住
民
は
世
帯
の
形
に
限
り
宅
地
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
且
つ
、

一
世
帯
に
は
一
箇
所
の
宅
地
使
用

権
の
み
有
す
る
こ
と
に
止
め
る
。

家
屋
の
所
有
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
使
用
権
が
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用

-549-

第
三

O
四
条

権
者
は
再
び
宅
地
使
用
権
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
宅
地
使
用
権
の
行
使
]
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宅
地
使
用
権
者
は
そ
の
宅
地
に
家
屋
若
し
く
は
他
の
建
物
、
附
着
物
を
築
造
し
、
ま
た
は
竹
木
を
植
え
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三

O
五
条

土
地
所
有
者
は
都
市
ま
た
は
郷
村
の
発
展
企
画
に
従
い
、
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
、
そ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
所
有

[
宅
地
使
用
権
の
取
戻
し
と
調
整
]
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第
三

O
六
条

者
は
そ
の
宅
地
使
用
権
を
取
戻
し
た
と
き
に
、
別
途
で
相
応
す
る
宅
地
使
用
権
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
土
地
の
徴
収
]
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国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
宅
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
に
あ
る
建
物
に
対
し
て
相
応

す
る
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
宅
地
使
用
権
が
徴
収
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
の
申
請
を
経
て
、
土
地
所
有
者
は
他
に
相
当
の
宅
地
使
用
権
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
〇
七
条
　
［
宅
地
使
用
権
の
拠
棄
］

　
宅
地
使
用
権
者
は
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
後
、
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申

請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
〇
八
条
　
［
土
地
の
滅
失
］

　
土
地
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
は
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
〇
九
条
　
［
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
］

　
宅
地
に
あ
る
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す

る
。
宅
地
使
用
権
者
は
従
来
の
宅
地
に
家
屋
を
建
替
え
し
、
居
住
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
第
四
節
　
地
役
権

　
第
三
一
〇
条
　
［
地
役
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
地
役
権
と
は
、
土
地
所
有
者
、
土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
自
己
の

一550一
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国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
宅
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
に
あ
る
建
物
に
対
し
て
相
応

す
る
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

49 C山梨学院大学〕

宅
地
使
用
権
が
徴
収
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
の
申
請
を
経
て
、
土
地
所
有
者
は
他
に
相
当
の
宅
地
使
用
権
を
与

第
三

O
七
条

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
宅
地
使
用
権
の
弛
棄
]

宅
地
使
用
権
者
は
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
後
、
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申
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第
三

O
八
条

請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
の
滅
失
]
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土
地
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
は
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三

O
九
条

宅
地
に
あ
る
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す

[
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
]

る
。
宅
地
使
用
権
者
は
従
来
の
宅
地
に
家
屋
を
建
替
え
し
、
居
住
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

第
=
二

O
条

地
役
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
地
役
権
と
は
、
土
地
所
有
者
、
土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
自
己
の

[
地
役
権
の
定
義
]

550 

国
家
は
社
会
的
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
宅
地
使
用
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
に
あ
る
建
物
に
対
し
て
相
応

す
る
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

49 C山梨学院大学〕

宅
地
使
用
権
が
徴
収
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
の
申
請
を
経
て
、
土
地
所
有
者
は
他
に
相
当
の
宅
地
使
用
権
を
与

第
三

O
七
条

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
宅
地
使
用
権
の
弛
棄
]

宅
地
使
用
権
者
は
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宅
地
使
用
権
を
拠
棄
し
た
後
、
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申
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第
三

O
八
条

請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
土
地
の
滅
失
]

-550-

土
地
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
従
来
の
宅
地
使
用
権
者
は
新
た
に
宅
地
使
用
権
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三

O
九
条

宅
地
に
あ
る
建
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
附
着
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
宅
地
使
用
権
の
効
力
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す

[
地
上
物
の
滅
失
の
効
力
]

る
。
宅
地
使
用
権
者
は
従
来
の
宅
地
に
家
屋
を
建
替
え
し
、
居
住
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

第
=
二

O
条

地
役
権

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
地
役
権
と
は
、
土
地
所
有
者
、
土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
自
己
の

[
地
役
権
の
定
義
]
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土
地
を
使
用
す
る
の
に
便
益
を
は
か
る
た
め
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
権
利
を
い
う
。

　
前
項
に
お
い
て
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
便
益
を
得
た
土
地
は
要
役
地
と
し
、
他
人
の
土
地
に
便
益
を
提
供
し
、
そ

の
使
用
に
供
す
る
土
地
は
承
役
地
と
す
る
。

　
第
三
一
一
条
　
［
便
益
の
範
囲
］

　
要
役
地
の
便
益
と
は
便
宜
と
利
益
と
し
、
承
役
地
に
お
け
る
通
行
、
取
水
、
排
水
、
管
線
の
敷
設
、
観
望
、
及
び
承
役
地
者
が
容
認

若
し
く
は
不
作
為
の
義
務
を
負
う
便
益
を
含
む
。

　
前
項
に
い
う
便
益
は
不
動
産
の
将
来
の
便
益
を
含
む
。

　
第
三
一
二
条
　
［
地
役
権
の
設
定
］

　
地
役
権
は
、
承
役
地
に
対
し
て
損
害
が
も
っ
と
も
少
な
い
方
法
に
よ
っ
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
そ
の
設
定
は
公
共
の

秩
序
と
善
良
な
風
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
三
一
三
条
　
「
地
役
権
の
約
定
に
よ
る
取
得
］

　
当
事
者
は
契
約
の
方
法
に
よ
っ
て
地
役
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
役
権
を
設
定
す
る
契
約
は
下
記
に
掲
げ
た
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
当
事
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

　
2
　
要
役
地
と
承
役
地
の
位
置
。

　
3
　
承
役
地
に
対
す
る
使
用
目
的
及
び
方
法
。

　
4
　
付
属
施
設
の
保
全
と
維
持
。

一551一

土
地
を
使
用
す
る
の
に
便
益
を
は
か
る
た
め
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
お
い
て
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
便
益
を
得
た
土
地
は
要
役
地
と
し
、
他
人
の
土
地
に
便
益
を
提
供
し
、
そ

の
使
用
に
供
す
る
土
地
は
承
役
地
と
す
る
。

第
三
一
一
条

[
便
益
の
範
囲
]

要
役
地
の
便
益
と
は
便
宜
と
利
益
と
し
、
承
役
地
に
お
け
る
通
行
、
取
水
、
排
水
、
管
線
の
敷
設
、
観
望
、
及
び
承
役
地
者
が
容
認

若
し
く
は
不
作
為
の
義
務
を
負
う
便
益
を
含
む
。

前
項
に
い
う
便
益
は
不
動
産
の
将
来
の
便
益
を
含
む
。

第
三
二
一
条

[
地
役
権
の
設
定
]

-551ー

地
役
権
は
、
承
役
地
に
対
し
て
損
害
が
も
っ
と
も
少
な
い
方
法
に
よ
っ
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
そ
の
設
定
は
公
共
の

秩
序
と
善
良
な
風
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
一
三
条

[
地
役
権
の
約
定
に
よ
る
取
得
]
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当
事
者
は
契
約
の
方
法
に
よ
っ
て
地
役
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
役
権
を
設
定
す
る
契
約
は
下
記
に
掲
げ
た
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

要
役
地
と
承
役
地
の
位
置
。

3 

承
役
地
に
対
す
る
使
用
目
的
及
び
方
法
。

551 

付
属
施
設
の
保
全
と
維
持
。

4 
土
地
を
使
用
す
る
の
に
便
益
を
は
か
る
た
め
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
お
い
て
、
他
人
の
土
地
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
便
益
を
得
た
土
地
は
要
役
地
と
し
、
他
人
の
土
地
に
便
益
を
提
供
し
、
そ

の
使
用
に
供
す
る
土
地
は
承
役
地
と
す
る
。

第
三
一
一
条

[
便
益
の
範
囲
]

要
役
地
の
便
益
と
は
便
宜
と
利
益
と
し
、
承
役
地
に
お
け
る
通
行
、
取
水
、
排
水
、
管
線
の
敷
設
、
観
望
、
及
び
承
役
地
者
が
容
認

若
し
く
は
不
作
為
の
義
務
を
負
う
便
益
を
含
む
。

前
項
に
い
う
便
益
は
不
動
産
の
将
来
の
便
益
を
含
む
。

第
三
二
一
条

[
地
役
権
の
設
定
]

-551ー

地
役
権
は
、
承
役
地
に
対
し
て
損
害
が
も
っ
と
も
少
な
い
方
法
に
よ
っ
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
そ
の
設
定
は
公
共
の

秩
序
と
善
良
な
風
俗
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
一
三
条

[
地
役
権
の
約
定
に
よ
る
取
得
]
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当
事
者
は
契
約
の
方
法
に
よ
っ
て
地
役
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
役
権
を
設
定
す
る
契
約
は
下
記
に
掲
げ
た
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

要
役
地
と
承
役
地
の
位
置
。

3 

承
役
地
に
対
す
る
使
用
目
的
及
び
方
法
。

551 

付
属
施
設
の
保
全
と
維
持
。

4 
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5
　
期
限
。

　
6
　
使
用
料
の
金
額
と
支
払
方
法
。

　
7
　
双
方
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

　
第
三
一
四
条
　
［
地
役
権
の
登
記
］

　
当
事
者
は
地
役
権
を
設
定
し
た
場
合
に
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
役
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す

る
。

　
第
三
一
五
条
　
［
地
役
権
の
時
効
に
よ
る
取
得
］

　
要
役
地
者
は
、
承
役
地
を
一
〇
年
間
継
続
的
、
公
開
、
平
穏
且
つ
表
現
的
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
役
権
を
取
得
し
た
も
の

と
す
る
。

　
第
三
一
六
条
　
［
地
役
権
の
法
定
取
得
〈
一
〉
］

　
一
個
の
土
地
の
一
部
に
土
地
使
用
権
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
し
た
場
合
、
権
利
者
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に
供
し

た
既
存
の
工
作
物
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
工
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
一
七
条
　
［
地
役
権
の
法
定
取
得
く
二
V
］

　
土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
そ
の
権
利
を
分
割
し
て
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
受
人
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に

供
し
た
既
存
の
施
設
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

一552一

5 

期
限
。

552 

使
用
料
の
金
額
と
支
払
方
法
。

6 

49 (山梨学院大学〕

7 

双
方
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

第
三
一
四
条

[
地
役
権
の
登
記
]

当
事
者
は
地
役
権
を
設
定
し
た
場
合
に
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
役
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す

る。

法学論集

第
一
三
五
条

[
地
役
権
の
時
効
に
よ
る
取
得
]

要
役
地
者
は
、
承
役
地
を
一

0
年
間
継
続
的
、
公
開
、
平
穏
且
つ
表
現
的
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
役
権
を
取
得
し
た
も
の

-552-

と
す
る
。

第
コ
二
六
条

[
地
役
権
の
法
定
取
得
〈
一
〉
]

一
個
の
土
地
の
一
部
に
土
地
使
用
権
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
し
た
場
合
、
権
利
者
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に
供
し

た
既
存
の
工
作
物
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
工
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
=
二
七
条

[
地
役
権
の
法
定
取
得
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
そ
の
権
利
を
分
割
し
て
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
受
人
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に

供
し
た
既
存
の
施
設
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

5 

期
限
。

552 

使
用
料
の
金
額
と
支
払
方
法
。

6 

49 (山梨学院大学〕

7 

双
方
が
約
定
す
る
そ
の
他
の
内
容
。

第
三
一
四
条

[
地
役
権
の
登
記
]

当
事
者
は
地
役
権
を
設
定
し
た
場
合
に
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
役
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す

る。
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第
一
三
五
条

[
地
役
権
の
時
効
に
よ
る
取
得
]

要
役
地
者
は
、
承
役
地
を
一

0
年
間
継
続
的
、
公
開
、
平
穏
且
つ
表
現
的
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
役
権
を
取
得
し
た
も
の

-552-

と
す
る
。

第
コ
二
六
条

[
地
役
権
の
法
定
取
得
〈
一
〉
]

一
個
の
土
地
の
一
部
に
土
地
使
用
権
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
を
設
定
し
た
場
合
、
権
利
者
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に
供
し

た
既
存
の
工
作
物
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
工
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。

第
=
二
七
条

[
地
役
権
の
法
定
取
得
〈
二
〉
]

土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
が
そ
の
権
利
を
分
割
し
て
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
受
人
が
従
来
の
土
地
全
体
の
使
用
に

供
し
た
既
存
の
施
設
を
引
き
続
き
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
地
役
権
を
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。
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第
三
一
八
条
　
［
積
極
地
役
権
と
消
極
地
役
権
］

　
積
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
要
役
地
者
に
一
定
の
作
為
を
許
諾
す
る
も
の
を
い
う
。
消
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
一
定
の

不
作
為
の
義
務
を
負
う
も
の
を
い
う
。

　
第
三
一
九
条
　
［
継
続
地
役
権
と
非
継
続
地
役
権
］

　
継
続
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
せ
ず
、
継
続
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
い
う
。
非
継
続
的
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
す
る
も
の
を
い
う
。

　
第
三
二
〇
条
　
［
表
現
地
役
権
と
非
表
現
地
役
権
］

　
表
現
地
役
権
と
は
外
部
の
標
識
に
よ
っ
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
非
表
現
地
役
権
と
は
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

外
部
標
識
が
な
い
も
の
を
い
う
。

　
第
三
二
一
条
［
地
役
権
の
従
属
性
］

　
地
役
権
は
要
役
地
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
独
自
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
独
自
に
そ
れ
を
他
の
権
利
の
目
的
に
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。

　
第
三
ニ
ニ
条
　
［
地
役
権
の
不
可
分
性
く
一
V
］

　
要
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
承
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

一553一

第
=
二
八
条

積
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
要
役
地
者
に
一
定
の
作
為
を
許
諾
す
る
も
の
を
い
う
。
消
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
二
疋
の

[
積
極
地
役
権
と
消
極
地
役
権
]

第
=
二
九
条

不
作
為
の
義
務
を
負
う
も
の
を
い
う
。

[
継
続
地
役
権
と
非
継
続
地
役
権
]

継
続
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
せ
ず
、
継
続
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

第
三
二

O
条

の
を
い
う
。
非
継
続
的
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
す
る
も
の
を
い
う
。

[
表
現
地
役
権
と
非
表
現
地
役
権
]

表
現
地
役
権
と
は
外
部
の
標
識
に
よ
っ
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
非
表
現
地
役
権
と
は
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
三
二
一
条

外
部
標
識
が
な
い
も
の
を
い
う
。

[
地
役
権
の
従
属
性
]

-553-

地
役
権
は
要
役
地
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
独
自
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
独
自
に
そ
れ
を
他
の
権
利
の
目
的
に
す
る
こ
と
も
で

中国物権法草案建議稿

き
な
い
。

第
三
二
二
条

要
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

[
地
役
権
の
不
可
分
性
〈
一
〉
〕

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

553 

承
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

第
=
二
八
条

積
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
要
役
地
者
に
一
定
の
作
為
を
許
諾
す
る
も
の
を
い
う
。
消
極
地
役
権
と
は
、
承
役
地
者
が
二
疋
の

[
積
極
地
役
権
と
消
極
地
役
権
]

第
=
二
九
条

不
作
為
の
義
務
を
負
う
も
の
を
い
う
。

[
継
続
地
役
権
と
非
継
続
地
役
権
]

継
続
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
せ
ず
、
継
続
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

第
三
二

O
条

の
を
い
う
。
非
継
続
的
地
役
権
と
は
、
地
役
権
を
行
使
す
る
た
び
に
権
利
者
の
行
為
を
必
要
と
す
る
も
の
を
い
う
。

[
表
現
地
役
権
と
非
表
現
地
役
権
]

表
現
地
役
権
と
は
外
部
の
標
識
に
よ
っ
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
非
表
現
地
役
権
と
は
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
三
二
一
条

外
部
標
識
が
な
い
も
の
を
い
う
。

[
地
役
権
の
従
属
性
]

-553-

地
役
権
は
要
役
地
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
独
自
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
独
自
に
そ
れ
を
他
の
権
利
の
目
的
に
す
る
こ
と
も
で
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き
な
い
。

第
三
二
二
条

要
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

[
地
役
権
の
不
可
分
性
〈
一
〉
〕

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

553 

承
役
地
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
み
地
役
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
持
分
に

応
じ
て
既
に
存
在
し
て
い
る
地
役
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
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第
三
二
一
二
条
　
［
地
役
権
の
不
可
分
性
〈
二
〉
］

　
要
役
地
が
分
割
さ
れ
た
後
、
地
役
権
は
分
割
後
の
各
部
分
の
便
益
に
つ
い
て
は
、
分
割
さ
れ
た
各
部
分
に
引
き
続
き
存
在
す
る
も
の

と
す
る
。

　
承
役
地
が
分
割
さ
れ
た
後
、
地
役
権
は
引
き
続
き
各
部
分
に
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

　
地
役
権
の
行
使
が
そ
の
性
質
に
よ
り
、
分
割
さ
れ
た
後
の
一
部
の
土
地
に
の
み
関
わ
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
役
権
は
当
該
部
分
に
の

み
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
二
四
条
　
［
地
役
権
の
期
限
］

　
地
役
権
の
期
限
は
当
事
者
が
約
定
す
る
。
た
だ
し
、
永
久
の
期
限
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
要
役
地
ま
た
は
承
役
地
の
権
利
に
期
限
の
制
限
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
役
権
の
期
限
は
当
該
権
利
の
残
余
期
限
を
超
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
第
三
二
五
条
　
［
地
役
権
者
が
承
役
地
を
使
用
す
る
権
利
］

　
地
役
権
者
は
地
役
権
の
設
定
目
的
と
、
約
定
さ
れ
た
範
囲
及
び
方
法
に
基
づ
き
承
役
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
二
六
条
　
［
地
役
権
者
が
付
属
行
為
を
為
す
権
利
］

　
地
役
権
者
は
、
地
役
権
の
設
定
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
承
役
地
に
必
要
な
付
属
行
為
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の

付
属
行
為
は
、
承
役
地
に
対
し
損
害
の
も
っ
と
も
軽
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
二
七
条
　
［
地
役
権
者
が
付
属
施
設
を
設
置
す
る
権
利
］

　
地
役
権
者
は
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
、
承
役
地
に
必
要
な
付
属
施
設
を
築
造
し
、
当
該
施
設
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

一554一
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第
三
二
三
条

要
役
地
が
分
割
さ
れ
た
後
、
地
役
権
は
分
割
後
の
各
部
分
の
便
益
に
つ
い
て
は
、
分
割
さ
れ
た
各
部
分
に
引
き
続
き
存
在
す
る
も
の

[
地
役
権
の
不
可
分
性
〈
二
〉
]

49 (山梨学院大学〕

と
す
る
。

承
役
地
が
分
割
さ
れ
た
後
、
地
役
権
は
引
き
続
き
各
部
分
に
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
地
役
権
は
当
該
部
分
に
の

地
役
権
の
行
使
が
そ
の
性
質
に
よ
り
、
分
割
さ
れ
た
後
の
一
部
の
土
地
に
の
み
関
わ
る
場
合
に
は
、
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第
三
二
四
条

み
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

[
地
役
権
の
期
限
]

地
役
権
の
期
限
は
当
事
者
が
約
定
す
る
。
た
だ
し
、
永
久
の
期
限
を
約
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

き
な
い
。

要
役
地
ま
た
は
承
役
地
の
権
利
に
期
限
の
制
限
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
役
権
の
期
限
は
当
該
権
利
の
残
余
期
限
を
超
え
る
こ
と
は
で

-554-

第
三
二
五
条

[
地
役
権
者
が
承
役
地
を
使
用
す
る
権
利
]

地
役
権
者
は
地
役
権
の
設
定
目
的
と
、
約
定
さ
れ
た
範
囲
及
び
方
法
に
基
づ
き
承
役
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
地
役
権
者
が
付
属
行
為
を
為
す
権
利
]

第
三
二
六
条

地
役
権
者
は
、
地
役
権
の
設
定
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
承
役
地
に
必
要
な
付
属
行
為
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の

第
三
二
七
条
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属
行
為
は
、
承
役
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し
損
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っ
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も
軽
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方
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な
い
。
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地
役
権
者
が
付
属
施
設
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設
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す
る
権
利
]
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す
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、
承
役
地
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付
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施
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を
築
造
し
、
当
該
施
設
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
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す
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す
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。
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は
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限
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限
が
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三
二
五
条

[
地
役
権
者
が
承
役
地
を
使
用
す
る
権
利
]

地
役
権
者
は
地
役
権
の
設
定
目
的
と
、
約
定
さ
れ
た
範
囲
及
び
方
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に
基
づ
き
承
役
地
を
使
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す
る
こ
と
が
で
き
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。

[
地
役
権
者
が
付
属
行
為
を
為
す
権
利
]

第
三
二
六
条

地
役
権
者
は
、
地
役
権
の
設
定
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
承
役
地
に
必
要
な
付
属
行
為
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の

第
三
二
七
条

付
属
行
為
は
、
承
役
地
に
対
し
損
害
の
も
っ
と
も
軽
い
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
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[
地
役
権
者
が
付
属
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を
設
置
す
る
権
利
]

地
役
権
者
は
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
、
承
役
地
に
必
要
な
付
属
施
設
を
築
造
し
、
当
該
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所
有
権
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取
得
す
る
こ
と
が
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き
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る
。

　
第
三
二
八
条
　
［
地
役
権
者
が
使
用
料
を
支
払
う
義
務
］

　
地
役
権
の
設
定
に
使
用
料
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
者
は
そ
の
約
定
に
従
っ
て
使
用
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
二
九
条
　
［
地
役
権
者
が
付
属
施
設
を
維
持
す
る
義
務
］

　
地
役
権
者
は
そ
の
付
属
施
設
を
保
全
、
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
全
、
維
持
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
承

役
地
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
役
権
者
と
承
役
地
者
が
付
属
施
設
の
保
全
、
維
持
に
つ
い
て
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
三
三
〇
条
　
［
承
役
地
者
が
付
属
施
設
を
使
用
す
る
権
利
］

　
承
役
地
者
は
地
役
権
者
の
使
用
を
妨
げ
な
い
条
件
下
で
、
地
役
権
者
が
築
造
し
た
付
属
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
そ
の
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
付
属
施
設
の
保
全
、
維
持
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
間
に
別
段
の
約
定
が
あ

る
場
合
に
は
そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
三
三
一
条
［
承
役
地
者
が
利
用
の
場
所
と
方
法
を
変
更
す
る
請
求
権
］

　
承
役
地
者
は
、
土
地
を
使
用
す
る
必
要
性
か
ら
、
地
役
権
が
設
定
さ
れ
た
目
的
を
妨
げ
な
い
条
件
下
で
、
地
役
権
の
利
用
場
所
及
び

方
法
を
変
更
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
、
地
役
権
者
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
変
更

に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
は
承
役
地
者
が
負
担
す
る
。

　
第
三
三
二
条
　
［
期
限
の
到
来
］

　
地
役
権
の
期
限
が
到
来
し
て
期
限
の
更
新
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
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る
第
三
二
八
条

[
地
役
権
者
が
使
用
料
を
支
払
う
義
務
]

地
役
権
の
設
定
に
使
用
料
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
者
は
そ
の
約
定
に
従
っ
て
使
用
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
地
役
権
者
が
付
属
施
設
を
維
持
す
る
義
務
]

第
三
二
九
条

地
役
権
者
は
そ
の
付
属
施
設
を
保
全
、
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
全
、
維
持
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
承

役
地
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
一
ニ

O
条

地
役
権
者
と
承
役
地
者
が
付
属
施
設
の
保
全
、
維
持
に
つ
い
て
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
約
定
に
従
う
。

[
承
役
地
者
が
付
属
施
設
を
使
用
す
る
権
利
]

-555-

承
役
地
者
は
地
役
権
者
の
使
用
を
妨
げ
な
い
条
件
下
で
、
地
役
権
者
が
築
造
し
た
付
属
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
そ
の
受
益
の
割
合
に
応
じ
て
付
属
施
設
の
保
全
、
維
持
の
費
用
を
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
聞
に
別
段
の
約
定
が
あ
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る
場
合
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は
そ
の
約
定
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従
う
。

[
承
役
地
者
が
利
用
の
場
所
と
方
法
を
変
更
す
る
請
求
権
]

承
役
地
者
は
、
土
地
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役
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妨
げ
な
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件
下
で
、
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役
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用
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を
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す
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す
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こ
と
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で
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す
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は
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。
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す
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す
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に
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て
生
じ
た
費
用
は
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地
者
が
負
担
す
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限
の
到
来
]

地
役
権
の
期
限
が
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し
て
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限
の
更
新
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
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は
消
滅
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。
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地
役
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
付
属
物
の
処
理
、
補
償
の
請
求
権
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
期

限
到
来
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
三
三
三
条
　
［
地
役
権
の
取
消
し
］

　
地
役
権
者
が
関
連
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
役
地
者
は
地
役
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
役
権
を
取
り
消
す
事
由
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
取
消
し
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
三
三
四
条
　
［
地
役
権
の
目
的
不
能
］

　
承
役
地
が
自
然
の
属
性
の
変
化
に
よ
り
地
役
権
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
。

　
第
三
三
五
条
　
［
地
役
権
の
抱
棄
］

　
地
役
権
者
が
地
役
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
地
役
権
の
拠
棄
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
拠
棄
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
三
三
六
条
　
［
地
役
権
の
混
同
］

　
地
役
権
者
が
承
役
地
の
権
利
者
と
同
一
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
地
役
権
が
従
属
し
て
い
る
権
利

に
、
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
負
担
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
三
七
条
　
［
土
地
の
徴
収
］

　
国
家
が
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
に
よ
り
要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
役
権
が
不
必
要
と
な
り
、
ま

た
は
そ
の
行
使
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。

一556一
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に
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。
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第
三
三
三
条

[
地
役
権
の
取
消
し
]

地
役
権
者
が
関
連
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
役
地
者
は
地
役
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
四
条

地
役
権
を
取
り
消
す
事
由
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
取
消
し
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
地
役
権
の
目
的
不
能
]

法学論集

承
役
地
が
自
然
の
属
性
の
変
化
に
よ
り
地
役
権
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
第
三
三
五
条

地
役
権
者
が
地
役
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

[
地
役
権
の
拠
棄
]

-556-

第
三
三
六
条

地
役
権
の
掬
棄
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
拠
棄
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
地
役
権
の
混
同
]

地
役
権
者
が
承
役
地
の
権
利
者
と
同
一
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
地
役
権
が
従
属
し
て
い
る
権
利

第
三
三
七
条

に
、
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
負
担
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

[
土
地
の
徴
収
]

国
家
が
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
に
よ
り
要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
役
権
が
不
必
要
と
な
り
、
ま

た
は
そ
の
行
使
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
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地
役
権
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
は
、
付
属
物
の
処
理
、
補
償
の
請
求
権
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
期

限
到
来
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
三
三
三
条

[
地
役
権
の
取
消
し
]

地
役
権
者
が
関
連
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
役
地
者
は
地
役
権
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
四
条

地
役
権
を
取
り
消
す
事
由
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
取
消
し
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
地
役
権
の
目
的
不
能
]
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承
役
地
が
自
然
の
属
性
の
変
化
に
よ
り
地
役
権
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
第
三
三
五
条

地
役
権
者
が
地
役
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

[
地
役
権
の
拠
棄
]

-556-

第
三
三
六
条

地
役
権
の
掬
棄
は
、
本
法
が
定
め
た
土
地
使
用
権
の
拠
棄
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

[
地
役
権
の
混
同
]

地
役
権
者
が
承
役
地
の
権
利
者
と
同
一
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
地
役
権
が
従
属
し
て
い
る
権
利

第
三
三
七
条

に
、
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
負
担
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

[
土
地
の
徴
収
]

国
家
が
社
会
的
公
共
の
利
益
の
需
要
に
よ
り
要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
役
権
が
不
必
要
と
な
り
、
ま

た
は
そ
の
行
使
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。
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第
三
三
八
条
　
［
土
地
の
滅
失
］

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
本
法
が
定
め
た
地
役
権
の
不
可
分
性
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
第
五
節
典
権

第
三
三
九
条
　
［
典
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
典
権
と
は
典
価
を
支
払
い
、
他
人
の
不
動
産
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
不
動
産
は
建
物
に
限
る
。

第
三
四
〇
条
　
［
典
権
の
設
定
］

　
典
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
と
典
権
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
登
記
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
典
権
の
設
定
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
15432
当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

典
物
の
数
量
、
品
質
、
状
態
及
び
所
在
地
。

典
価
の
金
額
と
支
払
方
法
。

典
権
の
期
限
。

双
方
が
約
定
し
た
そ
の
他
の
内
容

典
権

　一557

第
三
三
八
条

[
土
地
の
滅
失
]

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
本
法
が
定
め
た
地
役
権
の
不
可
分
性
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
節

典
権

第
三
三
九
条

[
典
権
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
典
権
と
は
典
価
を
支
払
い
、
他
人
の
不
動
産
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
不
動
産
は
建
物
に
限
る
。

-557-

第
三
四

O
条

[
典
権
の
設
定
]

典
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
と
典
権
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
登
記
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
血
〈
権

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
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典
権
の
設
定
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

典
物
の
数
量
、
品
質
、
状
態
及
び
所
在
地
。

3 

典
価
の
金
額
と
支
払
方
法
。
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4 

典
権
の
期
限
。

5 

双
方
が
約
定
し
た
そ
の
他
の
内
容

第
三
三
八
条

[
土
地
の
滅
失
]

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
地
役
権
は
消
滅
す
る
。

要
役
地
若
し
く
は
承
役
地
が
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
本
法
が
定
め
た
地
役
権
の
不
可
分
性
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
節

典
権

第
三
三
九
条

[
典
権
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
典
権
と
は
典
価
を
支
払
い
、
他
人
の
不
動
産
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
不
動
産
は
建
物
に
限
る
。

-557-

第
三
四

O
条

[
典
権
の
設
定
]

典
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
と
典
権
者
は
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
登
記
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
血
〈
権

は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
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典
権
の
設
定
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

当
事
者
双
方
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
。

2 

典
物
の
数
量
、
品
質
、
状
態
及
び
所
在
地
。

3 

典
価
の
金
額
と
支
払
方
法
。
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4 

典
権
の
期
限
。

5 

双
方
が
約
定
し
た
そ
の
他
の
内
容
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第
三
四
一
条
［
典
権
の
相
続
］

　
典
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
四
二
条
　
［
典
権
の
期
限
］

　
典
権
の
期
限
は
三
十
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
三
十
年
を
超
え
た
と
き
は
そ
れ
を
三
十
年
に
短
縮
さ
せ
る
。

　
第
三
四
三
条
　
［
典
権
の
占
有
、
使
用
、
収
益
］

典
権
を
設
定
し
た
後
、
典
権
者
は
典
物
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
四
四
条
　
［
典
権
の
譲
渡
］

　
典
権
者
が
典
権
を
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
典
権
者
と
同
様
の
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
典
権
者
は
典
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
典
権
は
登
記
の
日
よ
り
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
四
五
条
　
［
典
物
の
譲
渡
］

　
典
権
設
定
者
が
典
物
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
典
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
等
の

条
件
下
で
典
権
者
は
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

　
第
三
四
六
条
　
［
典
権
の
抵
当
］

　
典
権
は
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
典
権
者
が
典
権
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
と
き
は
、
典
権
設
定
者
の
権
利
は
そ
の
影
響

を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
四
七
条
　
［
典
物
の
抵
当
］

一558一
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第
三
四
一
条

典
権
は
相
続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
典
権
の
期
限
]

49 (山梨学院大学〕

第
三
四
二
条

[
典
権
の
相
続
]

典
権
の
期
限
は
三
十
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
三
十
年
を
超
え
た
と
き
は
そ
れ
を
三
十
年
に
短
縮
さ
せ
る
。

[
典
権
の
占
有
、
使
用
、
収
益
]

第
三
四
三
条

典
権
を
設
定
し
た
後
、
典
権
者
は
典
物
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
四
四
条

典
権
者
が
典
権
を
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
典
権
者
と
同
様
の
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
典
権
の
譲
渡
]

第
三
四
五
条

典
権
者
は
典
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
典
権
は
登
記
の
日
よ
り
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。

[
典
物
の
譲
渡
]

一 558-

典
権
設
定
者
が
典
物
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
典
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
等
の

条
件
下
で
典
権
者
は
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

第
三
四
六
条

[
典
権
の
抵
当
]

典
権
は
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

典
権
者
が
典
権
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
と
き
は
、
典
権
設
定
者
の
権
利
は
そ
の
影
響

を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
四
七
条

[
典
物
の
抵
当
]
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は
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続
の
目
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
典
権
の
期
限
]
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第
三
四
二
条

[
典
権
の
相
続
]

典
権
の
期
限
は
三
十
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
三
十
年
を
超
え
た
と
き
は
そ
れ
を
三
十
年
に
短
縮
さ
せ
る
。

[
典
権
の
占
有
、
使
用
、
収
益
]

第
三
四
三
条

典
権
を
設
定
し
た
後
、
典
権
者
は
典
物
を
占
有
、
使
用
し
、
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
四
四
条

典
権
者
が
典
権
を
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
典
権
者
と
同
様
の
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
典
権
の
譲
渡
]

第
三
四
五
条

典
権
者
は
典
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
典
権
は
登
記
の
日
よ
り
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。

[
典
物
の
譲
渡
]
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典
権
設
定
者
が
典
物
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
典
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
等
の

条
件
下
で
典
権
者
は
優
先
買
入
権
を
有
す
る
。

第
三
四
六
条

[
典
権
の
抵
当
]

典
権
は
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

典
権
者
が
典
権
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
と
き
は
、
典
権
設
定
者
の
権
利
は
そ
の
影
響

を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
四
七
条

[
典
物
の
抵
当
]
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典
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
典
権
設
定
者
が
典
物
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
四
八
条
　
［
転
典
］

　
典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
転
典
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

　
期
限
の
定
め
が
あ
る
典
権
の
場
合
に
は
、
転
典
の
期
限
は
典
権
の
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
期
限
の
定
め
が
な
い
典
権
の
場
合

に
は
、
転
典
は
期
限
を
約
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
典
権
設
定
者
が
転
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
却
し
て
典
物
を
買
戻
す
場
合
に
は
、
転
典
権
者
は
典
物
を
典
権
設
定
者
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
典
権
設
定
者
に
対
抗

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
転
典
権
者
は
、
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
転
典
権
設
定
者
に
対
し
て
返

還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
典
権
者
は
、
典
物
が
転
典
に
よ
り
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
償
金
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
四
九
条
　
［
典
物
の
賃
貸
借
］

　
典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

　
典
物
の
賃
貸
は
　
第
三
四
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
三
五
〇
条
　
［
典
物
を
保
管
す
る
責
任
］

　
典
権
者
は
自
分
の
所
有
物
に
対
す
る
同
様
な
注
意
を
も
っ
て
典
物
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
典
権
者
が
前
項
の
注
意
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
よ
り
典
物
が
殿
損
若
し
く
は
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
典
権
者
は
そ
の
償
金
を
支
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典
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
典
権
設
定
者
が
典
物
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
四
八
条

[
転
典
]

典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
転
典
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

期
限
の
定
め
が
あ
る
典
権
の
場
合
に
は
、
転
典
の
期
限
は
典
権
の
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
期
限
の
定
め
が
な
い
典
権
の
場
合

に
は
、
転
典
は
期
限
を
約
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

典
権
設
定
者
が
転
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
却
し
て
典
物
を
買
戻
す
場
合
に
は
、
転
典
権
者
は
典
物
を
典
権
設
定
者
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
典
権
設
定
者
に
対
抗

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
転
典
権
者
は
、
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
転
典
権
設
定
者
に
対
し
て
返

還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

典
権
者
は
、
典
物
が
転
典
に
よ
り
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
償
金
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
三
四
九
条

[
典
物
の
賃
貸
借
]

典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

典
物
の
賃
貸
は

第
三
四
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
五

O
条

[
典
物
を
保
管
す
る
責
任
]
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典
権
者
は
自
分
の
所
有
物
に
対
す
る
同
様
な
注
意
を
も
っ
て
典
物
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

典
権
者
が
前
項
の
注
意
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
よ
り
典
物
が
段
損
若
し
く
は
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
典
権
者
は
そ
の
償
金
を
支

典
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
典
権
設
定
者
が
典
物
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
典
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
四
八
条

[
転
典
]

典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
転
典
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

期
限
の
定
め
が
あ
る
典
権
の
場
合
に
は
、
転
典
の
期
限
は
典
権
の
期
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
期
限
の
定
め
が
な
い
典
権
の
場
合

に
は
、
転
典
は
期
限
を
約
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

典
権
設
定
者
が
転
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
却
し
て
典
物
を
買
戻
す
場
合
に
は
、
転
典
権
者
は
典
物
を
典
権
設
定
者
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
典
権
設
定
者
に
対
抗

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
転
典
権
者
は
、
転
典
の
典
価
が
従
来
の
典
価
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
転
典
権
設
定
者
に
対
し
て
返

還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

典
権
者
は
、
典
物
が
転
典
に
よ
り
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
償
金
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
三
四
九
条

[
典
物
の
賃
貸
借
]

典
権
者
は
典
物
を
他
人
に
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
の
設
定
契
約
に
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

典
物
の
賃
貸
は

第
三
四
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
五

O
条

[
典
物
を
保
管
す
る
責
任
]
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典
権
者
は
自
分
の
所
有
物
に
対
す
る
同
様
な
注
意
を
も
っ
て
典
物
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

典
権
者
が
前
項
の
注
意
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
よ
り
典
物
が
段
損
若
し
く
は
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
典
権
者
は
そ
の
償
金
を
支
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払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
五
一
条
［
典
物
の
建
替
え
と
修
繕
］

　
典
権
の
存
続
期
問
中
に
、
典
物
が
全
部
も
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
、
典
権
者
は
典
物
滅
失
時
の
価
値
範
囲
内
で
建
替
え
若
し

く
は
修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
は
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
典
物
が
不
可
抗
力
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
た
め
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
し
た
場
合
に
は
、
典
権

設
定
者
が
典
物
を
買
戻
す
と
き
に
、
典
権
者
は
、
典
権
設
定
者
に
対
し
現
存
の
利
益
限
度
内
で
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
を
分
担

す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
設
定
者
の
承
認
を
得
ず
に
、
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
て
建
替
え
若

し
く
は
修
繕
を
し
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
典
物
が
典
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た
場

合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

典
物
が
典
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
費
用
は
典
権
設
定
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
五
二
条
　
［
期
限
の
定
め
の
あ
る
典
権
の
買
戻
し
］

　
期
限
が
定
め
ら
れ
た
典
権
は
、
期
限
が
到
来
し
た
後
、
典
権
設
定
者
は
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
済
し
、
典
物
を
買
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
典
権
設
定
者
が
期
限
到
来
後
、
二
年
経
過
し
て
も
買
戻
し
権
を
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
買
戻
し
権
は
消
滅
し
、
典
権
者
は
そ
の
典

一560一
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払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
五
一
条

[
典
物
の
建
替
え
と
修
繕
]

49 (山梨学院大学〕

典
権
の
存
続
期
間
中
に
、
典
物
が
全
部
も
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
、
典
権
者
は
典
物
滅
失
時
の
価
値
範
囲
内
で
建
替
え
若
し

く
は
修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
は
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

典
物
が
不
可
抗
力
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
た
め
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
し
た
場
合
に
は
、
典
権
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設
定
者
が
典
物
を
買
戻
す
と
き
に
、
典
権
者
は
、
典
権
設
定
者
に
対
し
現
存
の
利
益
限
度
内
で
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
を
分
担

す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
ず
に
、
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
て
建
替
え
若

-560-

し
く
は
修
繕
を
し
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

典
物
が
典
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た
場

合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

典
物
が
典
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
費
用
は
典
権
設
定
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
五
二
条

[
期
限
の
定
め
の
あ
る
典
権
の
買
戻
し
]

期
限
が
定
め
ら
れ
た
典
権
は
、
期
限
が
到
来
し
た
後
、
典
権
設
定
者
は
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
済
し
、
典
物
を
買
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。

典
権
設
定
者
が
期
限
到
来
後
、
二
年
経
過
し
て
も
買
戻
し
権
を
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
買
戻
し
権
は
消
滅
し
、
典
権
者
は
そ
の
典
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払
う
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
五
一
条

[
典
物
の
建
替
え
と
修
繕
]

49 (山梨学院大学〕

典
権
の
存
続
期
間
中
に
、
典
物
が
全
部
も
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
場
合
に
、
典
権
者
は
典
物
滅
失
時
の
価
値
範
囲
内
で
建
替
え
若
し

く
は
修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
は
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

典
物
が
不
可
抗
力
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
た
め
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
し
た
場
合
に
は
、
典
権
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設
定
者
が
典
物
を
買
戻
す
と
き
に
、
典
権
者
は
、
典
権
設
定
者
に
対
し
現
存
の
利
益
限
度
内
で
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
の
費
用
を
分
担

す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
典
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
ず
に
、
典
物
の
滅
失
時
の
価
値
を
上
回
っ
て
建
替
え
若

-560-

し
く
は
修
繕
を
し
た
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

典
物
が
典
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た
場

合
に
は
、
典
権
設
定
者
に
費
用
の
分
担
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

典
物
が
典
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
を
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
費
用
は
典
権
設
定
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
五
二
条

[
期
限
の
定
め
の
あ
る
典
権
の
買
戻
し
]

期
限
が
定
め
ら
れ
た
典
権
は
、
期
限
が
到
来
し
た
後
、
典
権
設
定
者
は
典
権
者
に
従
来
の
典
価
を
返
済
し
、
典
物
を
買
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。

典
権
設
定
者
が
期
限
到
来
後
、
二
年
経
過
し
て
も
買
戻
し
権
を
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
買
戻
し
権
は
消
滅
し
、
典
権
者
は
そ
の
典
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物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
五
三
条
　
［
期
限
の
定
め
が
な
い
典
権
の
買
戻
し
］

　
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
典
権
の
場
合
に
は
、
典
権
設
定
者
は
随
時
に
典
権
者
に
典
価
を
返
済
し
、
典
物
を
買
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
典
権
を
設
定
し
た
日
よ
り
三
十
年
経
過
し
て
も
買
戻
し
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
買
戻
し
権
は
消
滅
し
、
典

権
者
は
典
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
五
四
条
　
［
［
買
戻
し
権
の
行
使
］

　
典
権
設
定
者
は
買
戻
し
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
六
ケ
月
前
に
典
権
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
五
五
条
　
［
売
り
払
う
条
項
］

　
期
限
の
定
め
が
あ
る
典
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
が
一
五
年
以
内
の
場
合
に
は
、
期
限
が
到
来
し
た
と
き
、
買
戻
し
権
を
行
使
し

な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
売
り
払
う
旨
の
条
項
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
五
六
条
　
［
典
権
の
混
同
］

　
典
権
設
定
者
が
典
権
者
と
同
一
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
典
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
典
権
に
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
負
担
が
設

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
三
五
七
条
　
［
典
権
の
拠
棄
］

　
典
権
者
が
典
権
を
拠
棄
し
た
と
き
は
、
典
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
典
権
者
は
典
権
を
拠
棄
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
典
権
設
定
者
に
通
知
し
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
五
八
条
　
［
典
物
の
滅
失
］
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権
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場
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設
定
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者
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価
を
返
済
し
、
典
物
を
買
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
典
権
を
設
定
し
た
日
よ
り
三
十
年
経
過
し
て
も
買
戻
し
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
冒
(
戻
し
権
は
消
滅
し
、
血
〈

第
三
五
四
条

権
者
は
典
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
[
買
戻
し
権
の
行
使
]

第
三
五
五
条

典
権
設
定
者
は
買
戻
し
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
六
ヶ
月
前
に
典
権
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
売
り
払
う
条
項
]

-561-

期
限
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定
め
が
あ
る
典
権
に
つ
い
て
は
、

な
け
れ
ば
、

第
三
五
六
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第
三
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。

[
典
権
の
助
棄
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第
三
五
八
条

典
権
者
は
典
権
を
樋
棄
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
典
権
設
定
者
に
通
知
し
、
抹
消
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
典
物
の
滅
失
]
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典
物
が
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
、
且
つ
、
典
権
者
が
そ
れ
を
建
替
え
若
し
く
は
修
繕
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
滅
失
し
た

部
分
に
つ
い
て
、
典
権
と
買
戻
し
権
は
同
時
に
消
滅
す
る
。

　
典
物
が
一
部
滅
失
し
、
典
物
の
残
存
部
分
に
つ
い
て
典
権
の
設
定
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
典
権
者
は
典
権

設
定
者
に
全
部
の
典
権
を
消
滅
さ
せ
る
旨
を
通
知
し
、
典
権
設
定
者
に
対
し
、
残
存
部
分
の
典
物
の
典
価
を
返
済
す
る
こ
と
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
五
九
条
　
［
典
権
の
危
険
負
担
］

　
典
物
が
典
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
、
全
部
若
し
く
は
一
部
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
権
が
全
部
若
し

く
は
一
部
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
典
権
者
は
典
権
設
定
者
に
対
し
全
額
の
典
価
若
し
く
は
滅
失
し
た
部
分
の
典
価
を
返
済
す
る
こ
と
を

請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
六
〇
条
　
［
典
価
の
差
額
の
支
払
い
］

　
典
権
の
存
続
期
間
中
に
、
典
権
設
定
者
が
典
物
の
所
有
権
を
典
権
者
に
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
典
権
者
は
典
権
設
定
者
に
対
し
、
典

物
の
時
価
が
典
価
を
超
え
た
部
分
の
差
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
第
六
節
　
空
間
利
用
権

　
第
三
六
一
条
［
空
間
利
用
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
空
間
利
用
権
と
は
、
権
利
者
が
法
律
、
法
規
が
定
め
た
範
囲
内
で
、
地
表
の
上
下
に
あ
る
一
定
の
空
間
を
利

用
し
、
且
つ
、
他
人
の
干
渉
を
排
除
す
る
権
利
を
い
う
。
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請
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前
項
に
い
う
空
間
と
は
不
動
産
登
記
に
よ
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
い
う
。

　
第
三
六
二
条
　
［
空
間
利
用
権
の
設
定
］

　
空
間
利
用
権
は
当
事
者
が
契
約
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
空
間
利
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
間
利
用
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
三
六
三
条
　
［
空
間
利
用
権
の
期
限
］

　
空
間
利
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
に
既
存
し
て
い
る
用
益
物
権
の
残
余
期
限

を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
六
四
条
　
［
空
間
利
用
権
の
費
用
］

　
空
間
利
用
権
の
費
用
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
六
五
条
　
［
空
間
利
用
権
の
享
有
］

　
建
物
の
上
ま
た
は
宅
地
の
下
に
あ
る
一
定
の
空
問
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
所
有
権
者
は
そ
の
利
用
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に

別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
地
表
の
上

下
に
あ
る
一
定
範
囲
内
の
空
間
に
対
し
て
利
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
三
六
六
条
　
［
空
問
利
用
権
の
行
使
］

　
空
問
利
用
権
者
は
空
間
の
状
態
に
従
い
そ
れ
を
占
有
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
の
規
定
ま
た
は
当
事
者

一563一

前
項
に
い
う
空
間
と
は
不
動
産
登
記
に
よ
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
い
う
。

第
三
六
二
条

[
空
間
利
用
権
の
設
定
]

空
間
利
用
権
は
当
事
者
が
契
約
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

空
間
利
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
間
利
用
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

第
三
六
三
条

[
空
間
利
用
権
の
期
限
]

空
間
利
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
に
既
存
し
て
い
る
用
益
物
権
の
残
余
期
限

を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
六
四
条

[
空
間
利
用
権
の
費
用
]
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空
間
利
用
権
の
費
用
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
六
五
条

[
空
間
利
用
権
の
享
有
]

建
物
の
上
ま
た
は
宅
地
の
下
に
あ
る
一
定
の
空
間
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
所
有
権
者
は
そ
の
利
用
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
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別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
地
表
の
上

下
に
あ
る
一
定
範
囲
内
の
空
間
に
対
し
て
利
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
三
六
六
条

〔
空
間
利
用
権
の
行
使
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
の
状
態
に
従
い
そ
れ
を
占
有
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
の
規
定
ま
た
は
当
事
者

前
項
に
い
う
空
間
と
は
不
動
産
登
記
に
よ
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
い
う
。

第
三
六
二
条

[
空
間
利
用
権
の
設
定
]

空
間
利
用
権
は
当
事
者
が
契
約
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

空
間
利
用
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
間
利
用
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

第
三
六
三
条

[
空
間
利
用
権
の
期
限
]

空
間
利
用
権
の
期
限
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
土
地
に
既
存
し
て
い
る
用
益
物
権
の
残
余
期
限

を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
六
四
条

[
空
間
利
用
権
の
費
用
]

-563-

空
間
利
用
権
の
費
用
は
当
事
者
が
協
議
を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
六
五
条

[
空
間
利
用
権
の
享
有
]

建
物
の
上
ま
た
は
宅
地
の
下
に
あ
る
一
定
の
空
間
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
所
有
権
者
は
そ
の
利
用
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
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別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
聞
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

土
地
使
用
権
者
、
農
村
の
土
地
請
負
経
営
権
者
、
宅
地
使
用
権
者
が
法
に
基
づ
き
取
得
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
地
表
の
上

下
に
あ
る
一
定
範
囲
内
の
空
間
に
対
し
て
利
用
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
三
六
六
条

〔
空
間
利
用
権
の
行
使
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
の
状
態
に
従
い
そ
れ
を
占
有
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
、
法
規
の
規
定
ま
た
は
当
事
者
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の
約
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
空
間
利
用
権
者
は
、
空
間
利
用
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
約
定
さ
れ
た
空
間
の
範
囲
内
で
必
要
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
第
三
六
七
条
　
［
空
間
利
用
権
の
譲
渡
］

　
土
地
所
有
者
若
し
く
は
土
地
使
用
権
者
の
同
意
を
経
て
、
空
間
利
用
権
は
法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
間
利
用
権
の

譲
渡
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
六
八
条
　
［
空
間
利
用
権
の
抵
当
］

　
空
間
利
用
権
者
は
空
問
利
用
権
に
つ
い
て
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
三
六
九
条
　
［
空
間
利
用
権
の
賃
貸
借
］

　
空
問
利
用
権
者
は
空
間
利
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
三
七
〇
条
　
［
空
間
利
用
権
の
制
限
］

　
空
問
利
用
権
者
は
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
、
都
市
企
画
、
環
境
保
護
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
法
律
若
し
く
は
法
規
の
制
限
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
空
間
利
用
権
の
行
使
は
、
他
人
が
権
利
を
有
す
る
土
地
の
上
空
若
し
く
は
地
下
に
延
伸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
に
存
在
し
て
い
る

そ
の
他
の
用
益
物
権
の
行
使
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

一564一
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の
約
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

空
間
利
用
権
者
は
、
空
間
利
用
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
約
定
さ
れ
た
空
間
の
範
囲
内
で
必
要
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

49 (山梨学院大学〕

る
第
三
六
七
条

[
空
間
利
用
権
の
譲
渡
]

土
地
所
有
者
若
し
く
は
土
地
使
用
権
者
の
同
意
を
経
て
、
空
間
利
用
権
は
法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
間
利
用
権
の

譲
渡
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
六
八
条

[
空
間
利
用
権
の
抵
当
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
利
用
権
に
つ
い
て
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

-564-

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
三
六
九
条

[
空
間
利
用
権
の
賃
貸
借
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
利
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
三
七

O
条

[
空
間
利
用
権
の
制
限
]

空
間
利
用
権
者
は
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
、
都
市
企
画
、
環
境
保
護
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
法
律
若
し
く
は
法
規
の
制
限
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

空
間
利
用
権
の
行
使
は
、
他
人
が
権
利
を
有
す
る
土
地
の
上
空
若
し
く
は
地
下
に
延
伸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
に
存
在
し
て
い
る

そ
の
他
の
用
益
物
権
の
行
使
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
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の
約
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

空
間
利
用
権
者
は
、
空
間
利
用
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
約
定
さ
れ
た
空
間
の
範
囲
内
で
必
要
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

49 (山梨学院大学〕

る
第
三
六
七
条

[
空
間
利
用
権
の
譲
渡
]

土
地
所
有
者
若
し
く
は
土
地
使
用
権
者
の
同
意
を
経
て
、
空
間
利
用
権
は
法
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
間
利
用
権
の

譲
渡
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
六
八
条

[
空
間
利
用
権
の
抵
当
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
利
用
権
に
つ
い
て
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間

-564-

に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
三
六
九
条

[
空
間
利
用
権
の
賃
貸
借
]

空
間
利
用
権
者
は
空
間
利
用
権
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
、
ま
た
は
当
事
者
間
に
特
約
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
三
七

O
条

[
空
間
利
用
権
の
制
限
]

空
間
利
用
権
者
は
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
、
都
市
企
画
、
環
境
保
護
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
法
律
若
し
く
は
法
規
の
制
限
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

空
間
利
用
権
の
行
使
は
、
他
人
が
権
利
を
有
す
る
土
地
の
上
空
若
し
く
は
地
下
に
延
伸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
に
存
在
し
て
い
る

そ
の
他
の
用
益
物
権
の
行
使
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
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第
三
七
一
条
［
空
間
利
用
権
の
相
隣
関
係
］

　
空
間
利
用
権
の
行
使
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
隣
関
係
は
、
本
法
の
不
動
産
相
隣
関
係
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
　
　
第
七
節
　
特
許
物
権

　
　
第
一
款
　
養
殖
権
と
漁
労
権

　
第
三
七
二
条
　
［
養
殖
権
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
養
殖
権
と
は
、
権
利
者
が
許
可
を
経
て
、
国
有
ま
た
は
集
団
所
有
の
海
面
、
河
川
、
湖
面
及
び
ダ
ム
の
水
面

に
お
い
て
養
殖
、
経
営
に
従
事
す
る
権
利
を
い
う
。

　
養
殖
権
者
は
規
定
さ
れ
た
水
面
と
養
殖
の
範
囲
内
で
養
殖
に
従
事
し
、
水
面
を
合
理
的
に
利
用
し
、
漁
業
の
環
境
資
源
を
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
七
三
条
　
［
漁
労
権
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
漁
労
権
と
は
、
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
法
律
の
規
定
に
従
い
、
中
国
の
内
水
、
干
潟
、
領

海
及
び
中
国
が
管
轄
し
て
い
る
そ
の
他
の
海
域
で
、
水
生
動
物
と
植
物
を
漁
労
す
る
漁
業
の
生
産
活
動
に
従
事
す
る
権
利
を
い
う
。

　
漁
労
権
者
は
、
漁
業
資
源
を
合
理
的
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
漁
労
の
禁
止
区
域
と
期
限
内
で
漁
労
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

第
二
款
　
採
鉱
権
と
探
鉱
権

一565一

第
三
七
一
条

[
空
間
利
用
権
の
相
隣
関
係
]

空
間
利
用
権
の
行
使
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
隣
関
係
は
、
本
法
の
不
動
産
相
隣
関
係
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
節

特
許
物
権

第
一
款

養
殖
権
と
漁
労
権

第
三
七
二
条

[
養
殖
権
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
養
殖
権
と
は
、
権
利
者
が
許
可
を
経
て
、
固
有
ま
た
は
集
団
所
有
の
海
面
、
河
川
、
湖
面
及
び
ダ
ム
の
水
面

に
お
い
て
養
殖
、
経
営
に
従
事
す
る
権
利
を
い
う
。

-565-

養
殖
権
者
は
規
定
さ
れ
た
水
面
と
養
殖
の
範
囲
内
で
養
殖
に
従
事
し
、
水
面
を
合
理
的
に
利
用
し
、
漁
業
の
環
境
資
源
を
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
七
三
条

[
漁
労
権
]
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
漁
労
権
と
は
、
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
法
律
の
規
定
に
従
い
、
中
国
の
内
水
、
干
潟
、
領

海
及
び
中
国
が
管
轄
し
て
い
る
そ
の
他
の
海
域
で
、
水
生
動
物
と
植
物
を
漁
労
す
る
漁
業
の
生
産
活
動
に
従
事
す
る
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利
を
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漁
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を
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第
三
七
一
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[
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間
利
用
権
の
相
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係
]

空
間
利
用
権
の
行
使
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
隣
関
係
は
、
本
法
の
不
動
産
相
隣
関
係
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。
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殖
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の
法
律
に
お
い
て
、
養
殖
権
と
は
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権
利
者
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許
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を
経
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ま
た
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団
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湖
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及
び
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営
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従
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こ
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第
三
七
四
条
　
［
採
鉱
権
］

　
国
家
所
有
の
埋
蔵
鉱
石
は
国
有
ま
た
は
集
団
所
有
の
単
位
が
法
に
基
づ
き
採
掘
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
人
も
法
に
基
づ
き
採
掘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鉱
産
資
源
の
開
発
は
法
に
基
づ
い
て
登
記
を
し
な
い
限
り
、
採
鉱
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
七
五
条
　
［
採
鉱
権
の
処
分
］

　
採
鉱
権
は
譲
渡
を
し
、
抵
当
の
目
的
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
七
六
条
　
［
探
鉱
権
］

　
探
鉱
権
と
は
、
権
利
者
が
許
可
を
経
て
特
定
区
域
内
で
鉱
産
資
源
を
探
査
す
る
権
利
を
い
う
。

　
探
鉱
は
法
に
基
づ
き
登
記
を
し
な
い
限
り
、
探
鉱
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
七
七
条
　
［
探
鉱
権
の
処
分
］

　
探
鉱
権
者
は
指
定
さ
れ
た
探
査
作
業
の
区
域
内
で
、
規
定
さ
れ
た
探
査
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
探
査
作
業
の
区
域
内
で
鉱
産
資

源
の
採
掘
権
を
優
先
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
探
鉱
権
者
は
規
定
さ
れ
た
最
低
の
探
査
投
資
を
完
成
し
た
後
、
法
に
基
づ
き
許

可
を
経
て
探
鉱
権
を
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
探
鉱
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
探
鉱
権
者
の
権
利
、
義
務
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
す
る
。

　
　
第
三
款
　
林
業
権

　
第
三
七
八
条
　
［
林
業
権
の
定
義
］
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
林
業
権
と
は
、
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
法
律
の
規
定
に
従
い
、
森
林
の
植
栽
、
伐
採
に
従

事
す
る
権
利
を
い
う
。

　
第
三
七
九
条
　
［
林
業
権
者
の
義
務
］

　
林
業
権
者
は
合
理
的
に
森
林
資
源
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
伐
採
を
不
法
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
第
四
款
　
取
水
権

　
第
三
八
○
条
　
［
取
水
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
取
水
権
と
は
、
自
然
人
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
法
律
の
規
定
に
従
い
、
生
産
、
生
活
の
需
要
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
地
下
水
、
地
上
水
を
採
掘
し
、
そ
れ
を
使
用
す
る
権
利
を
い
う
。

　
第
三
八
一
条
　
［
取
水
権
者
の
義
務
］

　
取
水
権
者
は
、
合
理
的
に
水
資
源
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
に
違
反
し
て
地
下
水
と
地
上
水
の
資
源
を
採
掘
し
、
そ
れ
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
第
五
款
　
狩
猟
権

　
第
三
八
二
条
　
［
狩
猟
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
狩
猟
権
と
は
、
国
家
が
重
点
的
に
保
護
す
る
に
あ
ら
ぬ
野
生
動
物
に
対
し
て
、
狩
猟
者
が
狩
猟
許
可
証
を
取

得
し
た
後
、
狩
猟
量
の
制
限
管
理
の
範
囲
内
で
狩
猟
を
行
う
権
利
を
い
う
。

一567一
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自
然
保
護
区
、
狩
猟
の
禁
止
区
域
と
禁
止
期
限
内
に
お
い
て
、
野
生
動
物
を
捕
獲
し
、

動
が
禁
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
八
三
条
　
［
狩
猟
権
の
処
分
］

　
狩
猟
権
を
譲
渡
し
、
そ
れ
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
節
　
抵
当
権

第
四
章
　
担
保
物
権

及
び
野
生
動
物
の
生
息
、
繁
殖
を
妨
げ
る
活

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
第
三
八
四
条
　
［
抵
当
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
抵
当
と
は
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
が
特
定
財
産
の
占
有
を
移
転
せ
ず
、
当
該
財
産
に
債
権
の
担
保
を
設
定

す
る
こ
と
を
言
う
。

　
抵
当
権
と
は
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
債
権
者
が
占
有
を
移
転
せ
ず
債
権
の
担
保
に
供
し
た
債
務
者
ま
た
は

第
三
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
当
該
財
産
の
換
価
代
金
か
ら
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
権
利
を
い
う
。

　
前
項
に
定
め
た
債
権
者
は
抵
当
権
者
と
し
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
し
、
債
権
の
担
保
に
供
す
る
財
産
は
抵
当

物
件
と
す
る
。

一568一
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自
然
保
護
区
、
狩
猟
の
禁
止
区
域
と
禁
止
期
限
内
に
お
い
て
、
野
生
動
物
を
捕
獲
し
、
及
び
野
生
動
物
の
生
息
、
繁
殖
を
妨
げ
る
活

動
が
禁
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
八
三
条

[
狩
猟
権
の
処
分
]

狩
猟
権
を
譲
渡
し
、
そ
れ
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
章

担
保
物
権
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第
一
節

抵
当
権

第
一
款

一
般
規
定

第
三
八
四
条

[
抵
当
権
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
抵
当
と
は
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
が
特
定
財
産
の
占
有
を
移
転
せ
ず
、
当
該
財
産
に
債
権
の
担
保
を
設
定

す
る
こ
と
を
言
う
。

抵
当
権
と
は
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
債
権
者
が
占
有
を
移
転
せ
ず
債
権
の
担
保
に
供
し
た
債
務
者
ま
た
は

第
三
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
当
該
財
産
の
換
価
代
金
か
ら
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
定
め
た
債
権
者
は
抵
当
権
者
と
し
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
し
、
債
権
の
担
保
に
供
す
る
財
産
は
抵
当

物
件
と
す
る
。
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の
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の
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て
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先
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前
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に
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た
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、
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た
は
第
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物
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。
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第
三
八
五
条
　
［
抵
当
物
件
の
範
囲
］

　
抵
当
物
件
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
権
ま
た
は
処
分
権
を
有
し
、
且
つ
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
の
財
産
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
将
来
取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
は
抵
当
物
件
を
実
際
に
取
得
し
た
と
き
よ
り
、
有
効
な

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
に
基
づ
き
建
築
の
許
可
書
の
交
付
を
受
け
た
が
、
施
工
が
開
始
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
建
築
中
の
家
屋
若

し
く
は
そ
の
他
の
建
物
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
当
は
有
効
な
も
の
と
す
る
。

　
第
三
八
六
条
　
［
抵
当
物
件
の
制
限
］

　
下
記
に
掲
げ
た
財
産
は
抵
当
物
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
1
　
法
律
が
流
通
を
禁
止
す
る
物
。

　
2
　
物
の
性
質
に
よ
り
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
財
産
。

　
3
　
法
に
基
づ
き
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
産
。

　
第
三
八
七
条
　
［
抵
当
権
設
定
者
の
制
限
］

　
国
家
機
関
は
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
学
校
、
幼
稚
園
、
病
院
な
ど
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
、
そ
の
教
育
施
設
、
衛
生
施
設
及
び
そ
の
他
の
社
会
的

公
益
の
施
設
を
も
っ
て
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
八
八
条
　
［
土
地
使
用
権
と
建
物
の
抵
当
］

　
土
地
使
用
権
と
地
上
の
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
同
時
に
抵
当

一569一

第
三
八
五
条

[
抵
当
物
件
の
範
囲
]

抵
当
物
件
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
権
ま
た
は
処
分
権
を
有
し
、
且
つ
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
の
財
産
で
な
け
れ
ば
な
ら

戸

K

3

0

+
山
百
し将

来
取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
は
抵
当
物
件
を
実
際
に
取
得
し
た
と
き
よ
り
、
有
効
な

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
に
基
づ
き
建
築
の
許
可
書
の
交
付
を
受
け
た
が
、
施
工
が
開
始
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
建
築
中
の
家
屋
若

し
く
は
そ
の
他
の
建
物
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
当
は
有
効
な
も
の
と
す
る
。

第
三
八
六
条

[
抵
当
物
件
の
制
限
]

下
記
に
掲
げ
た
財
産
は
抵
当
物
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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1 

法
律
が
流
通
を
禁
止
す
る
物
。

2 

物
の
性
質
に
よ
り
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
財
産
。

3 

法
に
基
づ
き
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
産
。
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第
三
八
七
条

[
抵
当
権
設
定
者
の
制
限
]

国
家
機
関
は
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

学
校
、
幼
稚
園
、
病
院
な
ど
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
、
そ
の
教
育
施
設
、
衛
生
施
設
及
び
そ
の
他
の
社
会
的

公
益
の
施
設
を
も
っ
て
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

569 

第
三
八
八
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土
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使
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権
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物
の
抵
当
]

土
地
使
用
権
と
地
上
の
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
は
そ
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ぞ
れ
単
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に
抵
当
を
-
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
同
時
に
抵
当
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書
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を
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た
が
、
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、
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建
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の
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屋
若

し
く
は
そ
の
他
の
建
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に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
当
は
有
効
な
も
の
と
す
る
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第
三
八
六
条

[
抵
当
物
件
の
制
限
]

下
記
に
掲
げ
た
財
産
は
抵
当
物
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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法
律
が
流
通
を
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す
る
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の
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質
に
よ
り
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
財
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に
基
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き
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を
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と
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で
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い
財
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国
家
機
関
は
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

学
校
、
幼
稚
園
、
病
院
な
ど
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
単
位
、
社
会
団
体
は
、
そ
の
教
育
施
設
、
衛
生
施
設
及
び
そ
の
他
の
社
会
的

公
益
の
施
設
を
も
っ
て
他
人
の
た
め
に
抵
当
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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三
八
八
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地
使
用
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と
建
物
の
抵
当
]

土
地
使
用
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と
地
上
の
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
は
そ
れ
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れ
単
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に
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を
-
設
定
す
る
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と
が
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き
、

ま
た
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同
時
に
抵
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を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
第
三
八
九
条
　
［
立
木
と
農
作
物
の
抵
当
］

　
立
木
と
農
作
物
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
立
木
と
農
作
物
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
土
地
使
用
権
若
し
く
は
農
村
の
土
地
請
負

経
営
権
は
同
時
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
九
〇
条
　
宜
ハ
有
物
の
抵
当
］

　
按
分
共
有
者
は
そ
の
共
有
財
産
の
中
の
持
分
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
共
同
共
有
者
は
そ
の
共
有
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
の
同
意
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
共
有
者

は
、
共
有
者
が
そ
の
共
有
財
産
に
抵
当
を
設
定
し
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
議
を
申
し
立
て

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
意
を
し
た
と
見
な
す
。

　
第
三
九
一
条
［
抵
当
権
の
設
定
］

　
抵
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
者
は
書
面
に
よ
る
抵
当
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
抵
当
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
15432
担
保
を
受
け
る
主
債
権
の
種
類
、
金
額
。

債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
期
限
。

抵
当
物
件
の
名
称
、
数
量
、
品
質
、
状
態
、
所
在
地
、

抵
当
担
保
の
範
囲
。

当
事
者
が
約
定
す
べ
き
だ
と
認
め
た
他
の
事
項
。

所
有
権
の
帰
属
ま
た
は
使
用
権
の
帰
属
。

一570一
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を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
三
八
九
条

[
立
木
と
農
作
物
の
抵
当
]

49 C山梨学院大学〕

立
木
と
農
作
物
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
立
木
と
農
作
物
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
土
地
使
用
権
若
し
く
は
農
村
の
土
地
請
負

経
営
権
は
同
時
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
九

O
条

[
共
有
物
の
抵
当
]

按
分
共
有
者
は
そ
の
共
有
財
産
の
中
の
持
分
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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共
同
共
有
者
は
そ
の
共
有
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
の
同
意
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
共
有
者

は
、
共
有
者
が
そ
の
共
有
財
産
に
抵
当
を
設
定
し
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
議
を
申
し
立
て

-570-

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
意
を
し
た
と
見
な
す
。
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設
定
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抵
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設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
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定
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当
権
者
は
書
面
に
よ
る
抵
当
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

担
保
を
受
け
る
主
債
権
の
種
類
、
金
額
。

2 

債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
期
限
。

3 

抵
当
物
件
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品
質
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在
地
、
所
有
権
の
帰
属
ま
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使
用
権
の
帰
属
。

4 

抵
当
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囲
。
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当
事
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が
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定
す
べ
き
だ
と
認
め
た
他
の
事
項
。
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は
書
面
に
よ
る
抵
当
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

担
保
を
受
け
る
主
債
権
の
種
類
、
金
額
。

2 

債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
期
限
。

3 

抵
当
物
件
の
名
称
、
数
量
、
品
質
、
状
態
、
所
在
地
、
所
有
権
の
帰
属
ま
た
は
使
用
権
の
帰
属
。

4 

抵
当
担
保
の
範
囲
。

5 

当
事
者
が
約
定
す
べ
き
だ
と
認
め
た
他
の
事
項
。
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抵
当
契
約
に
前
項
で
規
定
さ
れ
た
内
容
を
備
え
な
い
場
合
に
は
そ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
契
約
に
、
被
担
保
の
主
債
権
の
種
類
、
抵
当
財
産
に
つ
い
て
約
定
が
な
く
、
ま
た
は
そ
の
約
定
が
明
確
で
な
い
場
合
、
主
契
約

と
抵
当
契
約
に
従
っ
て
そ
れ
を
補
充
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
抵
当
は
成
立
し
な
か
っ
た
も

の
と
す
る
。

　
抵
当
契
約
の
成
立
と
発
効
は
『
中
華
人
民
共
和
国
契
約
法
』
を
適
用
す
る
。

　
第
三
九
二
条
　
［
抵
当
直
流
約
定
の
禁
止
］

　
抵
当
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
は
、
債
務
履
行
の
期
限
が
到
来
し
、
抵
当
権
者
が
弁
済
を
受
け
な

か
っ
た
と
き
に
、
抵
当
物
件
の
所
有
権
を
抵
当
権
者
の
所
有
に
移
転
す
る
旨
の
約
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
当
事
者
間
に
そ
の
約
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
項
は
無
効
と
す
る
。

　
第
三
九
三
条
　
［
抵
当
権
の
登
記
］

　
法
律
の
規
定
に
従
い
、
所
有
権
の
変
更
の
登
記
を
す
べ
き
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
抵
当
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
当
事
者
が
抵
当
登
記
の
手
続
き
を
行
う
場
合
、
登
記
機
関
の
事
由
に
よ

り
登
記
は
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
に
権
利
証
書
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
そ
の
権
利
証
書

が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
法
律
の
規
定
に
従
い
、
所
有
権
の
変
更
の
登
記
を
す
る
必
要
が
な
い
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
抵
当
契
約

の
発
効
し
た
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
当
事
者
は
自
己
の
判
断
で
抵
当
の
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
の
登
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、

ま
た
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受
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す
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記
を
し
な
か
っ
た
抵
当
権
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
九
四
条
　
［
抵
当
登
記
の
義
務
と
手
続
き
］

　
抵
当
の
登
記
を
す
る
場
合
に
は
、
登
記
機
関
に
下
記
に
掲
げ
た
書
類
ま
た
は
そ
の
複
写
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
主
契
約
と
抵
当
契
約
。

　
2
　
抵
当
物
件
の
所
有
権
帰
属
ま
た
は
使
用
権
帰
属
の
証
明
書
。

　
3
　
登
記
機
関
が
提
出
を
請
求
す
る
そ
の
他
の
書
類
。

　
抵
当
権
の
成
立
が
抵
当
の
登
記
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
信
義
誠
実
の
原
則
に
違
反
し
、
抵
当
の
登
記
を
拒
絶

し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当
権
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
九
五
条
　
［
抵
当
登
記
の
効
力
］

　
抵
当
登
記
は
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
た
日
よ
り
効
力
を
生
じ
る
。

　
当
事
者
が
同
じ
日
に
異
な
っ
た
法
定
の
登
記
機
関
で
抵
当
の
登
記
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
が
同
じ
で
あ
る
と
見
な
す
。
登

記
機
関
の
事
由
に
よ
り
同
一
の
抵
当
が
連
続
的
に
登
記
さ
れ
た
場
合
に
は
、
最
初
に
行
わ
れ
た
登
記
の
日
時
は
抵
当
登
記
の
日
時
と
見

な
す
。

　
抵
当
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
抵
当
契
約
の
約
定
し
た
内
容
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を

優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
九
六
条
　
［
抵
当
の
取
消
し
］

　
債
務
者
に
複
数
の
債
権
者
が
あ
る
場
合
、
そ
の
債
務
者
は
債
務
を
弁
済
す
る
と
き
に
、
そ
の
内
の
一
人
の
債
権
者
と
悪
意
に
結
託

一572一
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記
さ
れ
た
場
合
に
は
、
最
初
に
行
わ
れ
た
登
記
の
日
時
は
抵
当
登
記
の
日
時
と
見

な
す
。抵
当
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
抵
当
契
約
の
約
定
し
た
内
容
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を

優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
九
六
条

[
抵
当
の
取
消
し
]

債
務
者
に
複
数
の
債
権
者
が
あ
る
場
合
、
そ
の
債
務
者
は
債
務
を
弁
済
す
る
と
き
に
、
そ
の
内
の
一
人
の
債
権
者
と
悪
意
に
結
託
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し
、
そ
の
財
産
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
そ
の
債
権
者
に
限
り
抵
当
権
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
債
務
を
弁
済
す
る
能

力
を
失
い
、
よ
っ
て
そ
の
他
の
債
権
者
の
適
法
権
益
が
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
損
害
を
受
け
た
債
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
、
そ
の
抵

当
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
九
七
条
　
［
抵
当
担
保
の
範
囲
］

　
抵
当
担
保
の
範
囲
は
主
債
権
お
よ
び
そ
の
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
と
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
保
全
、
実
現
す
る
た
め
に
支
出

し
た
必
要
な
費
用
を
含
む
。

　
主
債
権
に
利
息
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
登
記
を
す
る
と
き
に
、
そ
の
利
率
と
利
息
の
計
算
期
限
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
抵
当
登
記
簿
に
利
率
が
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
法
定
利
率
に
基
づ
き
抵
当
担
保
の
利
息
を
決
め
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権

が
登
記
を
経
な
い
限
り
成
立
し
な
い
場
合
、
抵
当
登
記
簿
に
担
保
の
利
息
が
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
利
息
は
担
保
の
範

囲
内
に
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
抵
当
担
保
の
金
銭
債
務
の
遅
延
利
息
は
、
担
保
し
て
い
る
債
務
の
弁
済
期
が
到
来
し
た
後
二
年
以
内
に
生
じ
た
利
息
に
限
る
。

　
抵
当
契
約
に
抵
当
担
保
の
範
囲
に
つ
い
て
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
三
九
八
条
　
［
抵
当
権
の
効
力
は
従
物
と
従
権
利
に
及
ぶ
］

　
抵
当
権
の
効
力
は
抵
当
権
が
成
立
す
る
前
に
抵
当
物
件
と
し
て
の
従
物
と
従
権
利
に
及
ぶ
。
抵
当
契
約
に
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
三
者
が
抵
当
権
の
成
立
前
に
従
物
か
ら
取
得
し
た
権
利
は
、
前
項
の
規
定
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
九
九
条
　
［
抵
当
権
の
効
力
は
添
付
物
に
及
ぶ
］
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し
、
そ
の
財
産
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
そ
の
債
権
者
に
限
り
抵
当
権
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
債
務
を
弁
済
す
る
能

力
を
失
い
、
よ
っ
て
そ
の
他
の
債
権
者
の
適
法
権
益
が
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
損
害
を
受
け
た
債
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
、
そ
の
抵

当
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
九
七
条
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抵
当
担
保
の
範
囲
]

抵
当
担
保
の
範
囲
は
主
債
権
お
よ
び
そ
の
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
と
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
保
全
、
実
現
す
る
た
め
に
支
出

し
た
必
要
な
費
用
を
含
む
。

主
債
権
に
利
息
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
登
記
を
す
る
と
き
に
、
そ
の
利
率
と
利
息
の
計
算
期
限
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
抵
当
登
記
簿
に
利
率
が
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
法
定
利
率
に
基
づ
き
抵
当
担
保
の
利
息
を
決
め
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
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が
登
記
を
経
な
い
限
り
成
立
し
な
い
場
合
、
抵
当
登
記
簿
に
担
保
の
利
息
が
登
録
さ
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な
か
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場
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利
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担
保
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範

囲
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利
息
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が
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]
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抵
当
物
が
附
合
、
混
和
ま
た
は
加
工
に
よ
っ
て
添
付
を
生
じ
た
場
合
に
、
抵
当
物
件
の
所
有
者
が
附
合
物
、
混
和
物
ま
た
は
加
工
物

の
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
附
合
物
、
混
和
物
ま
た
は
加
工
物
に
及
ぶ
。
第
三
者
と
抵
当
物
件
の
所
有
者
が
附
合

物
、
混
和
物
ま
た
は
加
工
物
の
共
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
抵
当
権
設
定
者
の
共
有
物
に
対
す
る
持
分
に
及
ぶ
。
第
三

者
が
附
合
物
、
混
和
物
ま
た
は
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
き
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
抵
当
権
設
定
者
の
取
得
す
べ
き
補
償
金
に

及
ぶ
。

　
第
四
〇
〇
条
　
［
［
抵
当
権
の
効
力
は
果
実
に
及
ぶ
］

　
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当
物
件
が
人
民
法
院
に
よ
り
法
に
従
い
差
し

押
さ
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日
よ
り
抵
当
物
件
か
ら
分
離
さ
れ
た
天
然
果
実
お
よ
び
抵
当
権
設
定

者
が
抵
当
物
件
に
つ
い
て
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
定
の
果
実
を
収
取
す
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
が
抵
当
物
件
を

差
し
押
さ
え
た
事
実
を
、
法
定
の
果
実
を
弁
済
す
べ
き
義
務
者
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
当
該
果
実
に
及
ば

な
い
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
権
者
が
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
収
取
す
る
果
実
は
、
下
記
の
順
位
に
従
っ
て
弁
済
す
る
。

　
1
　
果
実
を
収
取
す
る
た
め
の
費
用
。

　
2
　
主
債
権
の
利
息
。

　
3
　
主
債
権
。

　
第
四
〇
一
条
［
抵
当
権
の
効
力
は
代
位
物
に
及
ぶ
］

　
抵
当
権
の
効
力
は
、
抵
当
物
件
が
殿
損
、
滅
失
し
、
ま
た
は
そ
の
徴
収
、
徴
用
に
よ
り
取
得
し
た
代
位
物
件
に
及
ぶ
。
代
位
物
を
引

一574一
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抵
当
物
が
附
合
、
混
和
ま
た
は
加
工
に
よ
っ
て
添
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を
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じ
た
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に
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抵
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当
物
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が
附
合

49 (山梨学院大学〕
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、
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和
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加
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四

O
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抵
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効
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果
実
に
及
ぶ
]
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が
抵
当
物
件
に
つ
い
て
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
定
の
果
実
を
収
取
す
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
が
抵
当
物
件
を

差
し
押
さ
え
た
事
実
を
、
法
定
の
果
実
を
弁
済
す
べ
き
義
務
者
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
当
該
果
実
に
及
ば

な
い
も
の
と
す
る
。

抵
当
権
者
が
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
収
取
す
る
果
実
は
、
下
記
の
順
位
に
従
っ
て
弁
済
す
る
。

l 

果
実
を
収
取
す
る
た
め
の
費
用
。

2 

主
債
権
の
利
息
。

3 

主
債
権
。

第
四

O
一
条

[
抵
当
権
の
効
力
は
代
位
物
に
及
ぶ
]

抵
当
権
の
効
力
は
、
抵
当
物
件
が
駿
損
、
滅
失
し
、
ま
た
は
そ
の
徴
収
、
徴
用
に
よ
り
取
得
し
た
代
位
物
件
に
及
ぶ
。
代
位
物
を
引
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き
渡
す
義
務
を
負
う
者
が
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
抵
当
権
設
定
者
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
、
そ
の
引
き
渡
し
は
抵
当

権
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
物
件
が
殿
損
、
滅
失
し
、
ま
た
は
徴
収
、
徴
用
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
が
到
来

し
て
い
な
い
場
合
に
、
抵
当
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
抵
当
物
件
に
関
す
る
保
険
金
、
賠
償
金
ま
た
は
補
償
金
に
つ
い
て
保
全
措

置
を
取
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
〇
二
条
　
［
抵
当
権
と
抵
当
物
件
の
賃
貸
］

　
抵
当
権
設
定
者
は
、
賃
貸
し
て
い
る
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
賃
貸
の
事
実
を
抵
当
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賃
貸
契
約
は
従
来
の
有
効
期
限
内
で
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
を
設
定
し
た
財
産
を
賃
貸
す
る
場
合
に
、
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面
に
よ
り
賃
借
人
に
告
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
そ
の
賃
貸
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面

に
よ
り
賃
借
人
に
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
物
件
の
賃
貸
に
よ
り
生
じ
た
賃
借
入
の
損
害
に
つ
い
て
賠
償

の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
〇
三
条
　
［
抵
当
権
と
用
益
物
権
の
設
定
］

　
抵
当
権
設
定
者
が
用
益
物
権
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
に
設
定
さ
れ
た
用
益
物
権
は
抵
当
権

の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
用
益
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す

る
。
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
の
事
実
を
用
益
物
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
設
定
者
は
、
当
該
財
産
に
抵
当
を
設
定

一575一

き
渡
す
義
務
を
負
う
者
が
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
抵
当
権
設
定
者
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
、
そ
の
引
き
渡
し
は
抵
当

権
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

抵
当
物
件
が
鍛
損
、
滅
失
し
、

ま
た
は
徴
収
、
徴
用
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
が
到
来

し
て
い
な
い
場
合
に
、
抵
当
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
抵
当
物
件
に
関
す
る
保
険
金
、
賠
償
金
ま
た
は
補
償
金
に
つ
い
て
保
全
措

置
を
取
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四

O
二
条

[
抵
当
権
と
抵
当
物
件
の
賃
貸
]

抵
当
権
設
定
者
は
、
賃
貸
し
て
い
る
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
賃
貸
の
事
実
を
抵
当
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賃
貸
契
約
は
従
来
の
有
効
期
限
内
で
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
。

-575-

抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
を
設
定
し
た
財
産
を
賃
貸
す
る
場
合
に
、
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面
に
よ
り
賃
借
入
に
告
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
そ
の
賃
貸
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面

に
よ
り
賃
借
入
に
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
物
件
の
賃
貸
に
よ
り
生
じ
た
賃
借
入
の
損
害
に
つ
い
て
賠
償
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の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四

O
三
条

[
抵
当
権
と
用
益
物
権
の
設
定
]

抵
当
権
設
定
者
が
用
益
物
権
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
に
設
定
さ
れ
た
用
益
物
権
は
抵
当
権

の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

575 

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
用
益
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
げ
な
い
も
の
と
す

る
。
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
の
事
実
を
用
益
物
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
設
定
者
は
、
当
該
財
産
に
抵
当
を
設
定

き
渡
す
義
務
を
負
う
者
が
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
抵
当
権
設
定
者
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
、
そ
の
引
き
渡
し
は
抵
当

権
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

抵
当
物
件
が
鍛
損
、
滅
失
し
、

ま
た
は
徴
収
、
徴
用
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
が
到
来

し
て
い
な
い
場
合
に
、
抵
当
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
抵
当
物
件
に
関
す
る
保
険
金
、
賠
償
金
ま
た
は
補
償
金
に
つ
い
て
保
全
措

置
を
取
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四

O
二
条

[
抵
当
権
と
抵
当
物
件
の
賃
貸
]

抵
当
権
設
定
者
は
、
賃
貸
し
て
い
る
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
賃
貸
の
事
実
を
抵
当
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賃
貸
契
約
は
従
来
の
有
効
期
限
内
で
引
き
続
き
有
効
の
も
の
と
す
る
。

-575-

抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
を
設
定
し
た
財
産
を
賃
貸
す
る
場
合
に
、
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面
に
よ
り
賃
借
入
に
告
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
そ
の
賃
貸
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
実
を
書
面

に
よ
り
賃
借
入
に
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
物
件
の
賃
貸
に
よ
り
生
じ
た
賃
借
入
の
損
害
に
つ
い
て
賠
償
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の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四

O
三
条

[
抵
当
権
と
用
益
物
権
の
設
定
]

抵
当
権
設
定
者
が
用
益
物
権
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
に
設
定
さ
れ
た
用
益
物
権
は
抵
当
権

の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

575 

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
を
設
定
さ
れ
た
財
産
に
用
益
物
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
げ
な
い
も
の
と
す

る
。
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
の
事
実
を
用
益
物
権
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
設
定
者
は
、
当
該
財
産
に
抵
当
を
設
定
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し
た
事
実
を
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
実
現
に
よ
り
用
益
物
権
者
の
受
け
た
損
害
に
対
し
て
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
〇
四
条
　
［
抵
当
物
件
の
再
抵
当
］

　
抵
当
権
設
定
者
は
、
抵
当
権
を
設
定
さ
れ
た
抵
当
物
件
に
抵
当
を
再
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
金
額

の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
物
件
に
複
数
の
抵
当
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
。

　
第
四
〇
五
条
　
［
抵
当
物
件
の
譲
渡
］

　
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価

は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
抵
当
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る

こ
と
と
す
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
抵
当
物
件
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
法
に
基
づ
き
相
続
さ
れ
た
場
合
に
は
、

抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
。
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
者
は
債
務
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
全
債
務
を
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当

権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
抵
当
物
件
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
全
債
務
の
金
額
を
供
託
し
て
抵
当
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ

と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
譲
渡
に
よ
り
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
抵
当
権
を
除
去
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
登
記
を
し
な
か
っ
た
抵
当
権
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
抵
当
権
者
が
損
害
を

一576一
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し
た
事
実
を
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
実
現
に
よ
り
用
益
物
権
者
の
受
け
た
損
害
に
対
し
て
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四

O
四
条

[
抵
当
物
件
の
再
抵
当
]

抵
当
権
設
定
者
は
、
抵
当
権
を
設
定
さ
れ
た
抵
当
物
件
に
抵
当
を
再
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
金
額

の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

抵
当
物
件
に
複
数
の
抵
当
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
。
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第
四

O
五
条

[
抵
当
物
件
の
譲
渡
]

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価

-576-

は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
抵
当
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る

こ
と
と
す
る
。

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
抵
当
物
件
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
法
に
基
づ
き
相
続
さ
れ
た
場
合
に
は
、

抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
。
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
者
は
債
務
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
全
債
務
を
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当

権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
抵
当
物
件
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
全
債
務
の
金
額
を
供
託
し
て
抵
当
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ

と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

譲
渡
に
よ
り
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
抵
当
権
を
除
去
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
記
を
し
な
か
っ
た
抵
当
権
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
抵
当
権
者
が
損
害
を
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し
た
事
実
を
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
実
現
に
よ
り
用
益
物
権
者
の
受
け
た
損
害
に
対
し
て
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四

O
四
条

[
抵
当
物
件
の
再
抵
当
]

抵
当
権
設
定
者
は
、
抵
当
権
を
設
定
さ
れ
た
抵
当
物
件
に
抵
当
を
再
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
金
額

の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

抵
当
物
件
に
複
数
の
抵
当
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
。
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第
四

O
五
条

[
抵
当
物
件
の
譲
渡
]

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価

-576-

は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
抵
当
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る

こ
と
と
す
る
。

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
抵
当
物
件
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
法
に
基
づ
き
相
続
さ
れ
た
場
合
に
は
、

抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
。
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
者
は
債
務
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
全
債
務
を
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当

権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
抵
当
物
件
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
全
債
務
の
金
額
を
供
託
し
て
抵
当
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ

と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

譲
渡
に
よ
り
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
抵
当
権
を
除
去
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
譲
受
人
は
、
抵
当
権
設
定
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
記
を
し
な
か
っ
た
抵
当
権
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
物
件
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
抵
当
権
者
が
損
害
を
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受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

　
第
四
〇
六
条
　
［
抵
当
権
の
保
全
］

　
抵
当
権
設
定
者
の
行
為
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
の
に
足
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
そ
の
行
為
の
停

止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
情
が
緊
急
な
と
き
は
、
抵
当
権
者
は
必
要
な
防
衛
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

生
じ
た
費
用
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
負
担
し
、
且
つ
、
各
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
抵
当
物
件
の
換
金
の
対
価
か
ら
償
還
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し

て
、
合
理
的
な
期
限
内
で
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
し
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当
す
る
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
の
請
求
を
受
け
て
も
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
せ
ず
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当

す
る
担
保
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
債
務
者
に
債
務
の
弁
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
民
法
院
に

抵
当
権
の
実
現
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
の
減
少
に
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
に

よ
り
取
得
し
た
賠
償
金
の
範
囲
内
に
限
り
そ
の
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
て
い
な
い
部

分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
債
権
の
担
保
と
す
る
。
第
三
者
が
侵
害
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に

は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
権
利
を
主
張
し
な
い
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
当
該
第
三
者
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
す
る
こ
と
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る

一577一

受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

第
四

O
六
条

[
抵
当
権
の
保
全
]

抵
当
権
設
定
者
の
行
為
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
の
に
足
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
そ
の
行
為
の
停

止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
情
が
緊
急
な
と
き
は
、
抵
当
権
者
は
必
要
な
防
衛
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

生
じ
た
費
用
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
負
担
し
、
且
つ
、
各
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
抵
当
物
件
の
換
金
の
対
価
か
ら
償
還
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

抵
当
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し

て
、
合
理
的
な
期
限
内
で
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
し
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当
す
る
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ

-577-

と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
の
請
求
を
受
け
て
も
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
せ
ず
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当

す
る
担
保
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
債
務
者
に
債
務
の
弁
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
民
法
院
に

抵
当
権
の
実
現
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
の
減
少
に
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
に

よ
り
取
得
し
た
賠
償
金
の
範
囲
内
に
限
り
そ
の
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
て
い
な
い
部

分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
債
権
の
担
保
と
す
る
。
第
三
者
が
侵
害
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に

は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
権
利
を
主
張
し
な
い
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
当
該
第
三
者
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
す
る
こ
と
を
請
求
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る

受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

第
四

O
六
条

[
抵
当
権
の
保
全
]

抵
当
権
設
定
者
の
行
為
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
の
に
足
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
そ
の
行
為
の
停

止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
情
が
緊
急
な
と
き
は
、
抵
当
権
者
は
必
要
な
防
衛
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

生
じ
た
費
用
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
負
担
し
、
且
つ
、
各
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
抵
当
物
件
の
換
金
の
対
価
か
ら
償
還
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

抵
当
権
設
定
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し

て
、
合
理
的
な
期
限
内
で
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
し
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当
す
る
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ

-577-

と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
の
請
求
を
受
け
て
も
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
せ
ず
、
ま
た
は
減
少
し
た
価
値
に
相
当

す
る
担
保
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
債
務
者
に
債
務
の
弁
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
民
法
院
に

抵
当
権
の
実
現
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
価
値
の
減
少
に
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
に

よ
り
取
得
し
た
賠
償
金
の
範
囲
内
に
限
り
そ
の
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
て
い
な
い
部

分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
債
権
の
担
保
と
す
る
。
第
三
者
が
侵
害
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
抵
当
物
件
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
に

は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
権
利
を
主
張
し
な
い
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
当
該
第
三
者
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
回
復
す
る
こ
と
を
請
求
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
妨
害
の
排
除
を
請
求
す
る
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こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
四
〇
七
条
　
［
抵
当
権
の
拠
棄
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
第
三
者
の
利
益
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
債
権
者
の
利
益
を
図
る
た

め
に
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
百
八
条
　
［
抵
当
権
を
担
保
に
供
す
る
場
合
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
と
同
時
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
抵
当
の
登
記
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
抵
当
権
の
譲
渡
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
抵
当
権
は
債
権
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
〇
九
条
　
［
抵
当
権
順
位
の
拠
棄
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
順
位
を
拠
棄
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
拠
棄
を
受
け
た
者
は
拠
棄
者
と
同
一
順
位
に
繰
り
上
げ
、
そ
の
拠
棄
者
の
順
位
に
お
い
て
、
拠
棄
者
の
得
る
べ
き
償
還
の
額

に
応
じ
て
そ
の
債
権
額
の
割
合
に
従
い
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
後
順
位
に
あ
る
す
べ
て
の
抵
当
権
者
の
利
益
を
図
る
た
め
に
、
抵
当
権
の
順
位
を
拡
棄
す
る
場
合
に

は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
順
位
は
順
次
に
繰
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
拠
棄
者
が
抵
当
権
の
順
位
を
拠
棄
し
た
後
に
成
立
し
た
抵

一578一
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こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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第
四

O
七
条

[
抵
当
権
の
拠
棄
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
を
抽
棄
す
る
こ
と
が
第
三
者
の
利
益
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
債
権
者
の
利
益
を
図
る
た

め
に
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
百
八
条

[
抵
当
権
を
担
保
に
供
す
る
場
合
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
と
同
時
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-578-

た
だ
し
、
抵
当
の
登
記
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
抵
当
権
の
譲
渡
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
権
は
債
権
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四

O
九
条

[
抵
当
権
順
位
の
拠
棄
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
抱
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
順
位
を
槌
棄
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
助
棄
を
受
け
た
者
は
馳
棄
者
と
同
一
順
位
に
繰
り
上
げ
、
そ
の
拠
棄
者
の
順
位
に
お
い
て
、
拠
棄
者
の
得
る
べ
き
償
還
の
額

に
応
じ
て
そ
の
債
権
額
の
割
合
に
従
い
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
も
の
と
す
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
後
順
位
に
あ
る
す
べ
て
の
抵
当
権
者
の
利
益
を
図
る
た
め
に
、
抵
当
権
の
順
位
を
抽
棄
す
る
場
合
に

は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
順
位
は
順
次
に
繰
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
拠
棄
者
が
抵
当
権
の
順
位
を
拠
棄
し
た
後
に
成
立
し
た
抵

578 

こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
設
定
者
ま
た
は
第
三
者
が
抵
当
権
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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第
四

O
七
条

[
抵
当
権
の
拠
棄
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
を
抽
棄
す
る
こ
と
が
第
三
者
の
利
益
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
債
権
者
の
利
益
を
図
る
た

め
に
抵
当
権
を
拠
棄
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
百
八
条

[
抵
当
権
を
担
保
に
供
す
る
場
合
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
と
同
時
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-578-

た
だ
し
、
抵
当
の
登
記
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
抵
当
権
の
譲
渡
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
権
は
債
権
と
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四

O
九
条

[
抵
当
権
順
位
の
拠
棄
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
抱
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
同
一
債
務
者
の
特
定
の
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
順
位
を
槌
棄
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
助
棄
を
受
け
た
者
は
馳
棄
者
と
同
一
順
位
に
繰
り
上
げ
、
そ
の
拠
棄
者
の
順
位
に
お
い
て
、
拠
棄
者
の
得
る
べ
き
償
還
の
額

に
応
じ
て
そ
の
債
権
額
の
割
合
に
従
い
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
も
の
と
す
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
が
後
順
位
に
あ
る
す
べ
て
の
抵
当
権
者
の
利
益
を
図
る
た
め
に
、
抵
当
権
の
順
位
を
抽
棄
す
る
場
合
に

は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
の
順
位
は
順
次
に
繰
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
拠
棄
者
が
抵
当
権
の
順
位
を
拠
棄
し
た
後
に
成
立
し
た
抵
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当
権
の
順
位
は
拠
棄
を
受
け
た
者
の
順
位
の
後
に
繰
り
下
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
一
〇
条
　
［
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
且
つ
、
順
位
の
譲
渡
の
登
記

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
受
人
は
譲
渡
者
の
抵
当
権
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
範
囲
内
に
限
り
そ
の
弁
済
を
優
先

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
を
受
け
た
譲
受
人
の
債
権
額
が
譲
渡
者
の
得
る
べ
き
優
先
弁
済
額
を
下
回
っ
た

場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
、
譲
受
人
が
弁
済
を
受
け
た
あ
と
の
残
額
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
抵
当
の

担
保
を
受
け
た
債
権
の
残
額
は
譲
受
人
の
従
来
の
順
位
に
限
り
、
そ
の
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
主
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
順
位
の
譲
渡
の
通

知
を
受
け
た
主
債
務
者
が
譲
受
人
の
承
認
を
得
ず
に
行
っ
た
弁
済
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
主
債
務
者
に
対
し
て
抵

当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
は
主
債
務
者
に
対
抗
す
る
効
力
が
な
い
も
の

と
す
る
。

　
第
四
二
条
［
抵
当
権
の
順
位
の
変
更
］

　
各
抵
当
権
者
の
合
意
に
よ
り
、
抵
当
権
の
順
位
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
利
害
関
係
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
抵
当
権
の
順
位
の
変
更
は
登
記
を
経
な
い
限
り
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
第
四
一
二
条
　
［
抵
当
権
処
分
の
保
証
人
の
責
任
］

　
抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
に
保
証
責
任
を
負
う
保
証
人
が
他
に
い
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
処
分
す
る
と
き
に
、

一579一

当
権
の
順
位
は
描
棄
を
受
け
た
者
の
順
位
の
後
に
繰
り
下
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
一

O
条

[
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
且
つ
、
順
位
の
譲
渡
の
登
記

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
受
人
は
譲
渡
者
の
抵
当
権
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
範
囲
内
に
限
り
そ
の
弁
済
を
優
先

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
を
受
け
た
譲
受
人
の
債
権
額
が
譲
渡
者
の
得
る
べ
き
優
先
弁
済
額
を
下
回
っ
た

場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
、
譲
受
人
が
弁
済
を
受
け
た
あ
と
の
残
額
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
抵
当
の

担
保
を
受
け
た
債
権
の
残
額
は
譲
受
人
の
従
来
の
順
位
に
限
り
、
そ
の
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
主
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
順
位
の
譲
渡
の
通

-579-

知
を
受
け
た
主
債
務
者
が
譲
受
人
の
承
認
を
得
、
ず
に
行
っ
た
弁
済
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
主
債
務
者
に
対
し
て
抵

当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
は
主
債
務
者
に
対
抗
す
る
効
力
が
な
い
も
の

と
す
る
。
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第
四
一
一
条

[
抵
当
権
の
順
位
の
変
更
]

各
抵
当
権
者
の
合
意
に
よ
り
、
抵
当
権
の
順
位
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
利
害
関
係
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
権
の
順
位
の
変
更
は
登
記
を
経
な
い
限
り
効
力
を
生
じ
な
い
。
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第
四
一
二
条

[
抵
当
権
処
分
の
保
証
人
の
責
任
]

抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
に
保
証
責
任
を
負
う
保
証
人
が
他
に
い
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
処
分
す
る
と
き
に
、

当
権
の
順
位
は
描
棄
を
受
け
た
者
の
順
位
の
後
に
繰
り
下
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
一

O
条

[
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
且
つ
、
順
位
の
譲
渡
の
登
記

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
受
人
は
譲
渡
者
の
抵
当
権
に
よ
り
担
保
し
て
い
る
範
囲
内
に
限
り
そ
の
弁
済
を
優
先

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
を
受
け
た
譲
受
人
の
債
権
額
が
譲
渡
者
の
得
る
べ
き
優
先
弁
済
額
を
下
回
っ
た

場
合
に
は
、
譲
渡
者
は
、
譲
受
人
が
弁
済
を
受
け
た
あ
と
の
残
額
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
抵
当
の

担
保
を
受
け
た
債
権
の
残
額
は
譲
受
人
の
従
来
の
順
位
に
限
り
、
そ
の
弁
済
を
優
先
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
主
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
順
位
の
譲
渡
の
通

-579-

知
を
受
け
た
主
債
務
者
が
譲
受
人
の
承
認
を
得
、
ず
に
行
っ
た
弁
済
は
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
主
債
務
者
に
対
し
て
抵

当
権
の
順
位
を
譲
渡
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
順
位
の
譲
渡
は
主
債
務
者
に
対
抗
す
る
効
力
が
な
い
も
の

と
す
る
。
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第
四
一
一
条

[
抵
当
権
の
順
位
の
変
更
]

各
抵
当
権
者
の
合
意
に
よ
り
、
抵
当
権
の
順
位
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
利
害
関
係
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抵
当
権
の
順
位
の
変
更
は
登
記
を
経
な
い
限
り
効
力
を
生
じ
な
い
。
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第
四
一
二
条

[
抵
当
権
処
分
の
保
証
人
の
責
任
]

抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
に
保
証
責
任
を
負
う
保
証
人
が
他
に
い
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
処
分
す
る
と
き
に
、
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保
証
人
は
、
抵
当
権
者
が
失
っ
た
優
先
弁
済
を
受
け
る
利
益
に
限
っ
て
保
証
責
任
を
免
除
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
が
保
証
人
の
承

認
を
得
て
抵
当
権
を
処
分
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
一
三
条
　
［
抵
当
権
の
移
転
附
随
性
］

　
抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
主
債
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
れ
に
従
っ
て
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。
主
債
権
が
分
割
さ

れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
抵
当
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
抵

当
権
者
に
他
の
意
思
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
抵
当
物
件
を
も
っ
て
複
数
の
債
務

者
を
担
保
し
、
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
抵
当
を
提
供
し
、
債
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
の
書
面
に
よ

る
同
意
を
得
ず
に
債
務
者
の
債
務
譲
渡
を
認
め
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
同
意
を
得
ず
に
譲
渡
し
た
債
務
に
つ
い
て
は
、

担
保
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
一
四
条
　
［
債
権
の
消
滅
に
よ
る
抵
当
権
の
消
滅
］

　
抵
当
権
と
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
も
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

　
第
四
一
五
条
　
［
抵
当
権
と
所
有
権
と
の
混
同
］

　
同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
と
当
該
財
産
の
所
有
権
が
同
一
人

に
帰
属
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
は
混
同
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。
当
該
財
産
の
所
有
者
は
そ
の
抵
当
権
を
も
っ
て
後
順
位
に

あ
る
抵
当
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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580 

保
証
人
は
、
抵
当
権
者
が
失
っ
た
優
先
弁
済
を
受
け
る
利
益
に
限
っ
て
保
証
責
任
を
免
除
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
が
保
証
人
の
承

認
を
得
て
抵
当
権
を
処
分
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
二
ニ
条

[
抵
当
権
の
移
転
附
随
性
]

抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
主
債
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
れ
に
従
っ
て
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。
主
債
権
が
分
割
さ

れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
抵
当
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
抵

当
権
者
に
他
の
意
思
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

法学論集

主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
抵
当
物
件
を
も
っ
て
複
数
の
債
務

者
を
担
保
し
、
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
抵
当
を
提
供
し
、
債
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
の
書
面
に
よ

-580-

る
同
意
を
得
、
ず
に
債
務
者
の
債
務
譲
渡
を
認
め
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
同
意
を
得
ず
に
譲
渡
し
た
債
務
に
つ
い
て
は
、

担
保
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
一
四
条

[
債
権
の
消
滅
に
よ
る
抵
当
権
の
消
滅
]

抵
当
権
と
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
も
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

第
四
一
五
条

[
抵
当
権
と
所
有
権
と
の
混
同
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
と
当
該
財
産
の
所
有
権
が
同
一
人

に
帰
属
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
は
混
同
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。
当
該
財
産
の
所
有
者
は
そ
の
抵
当
権
を
も
っ
て
後
順
位
に

あ
る
抵
当
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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は
、
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当
権
者
が
失
っ
た
優
先
弁
済
を
受
け
る
利
益
に
限
っ
て
保
証
責
任
を
免
除
す
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
が
保
証
人
の
承

認
を
得
て
抵
当
権
を
処
分
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
四
二
ニ
条

[
抵
当
権
の
移
転
附
随
性
]

抵
当
権
が
担
保
し
て
い
る
主
債
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
れ
に
従
っ
て
移
転
し
た
も
の
と
す
る
。
主
債
権
が
分
割
さ

れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
抵
当
権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
抵

当
権
者
に
他
の
意
思
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

法学論集

主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
ま
た
は
一
部
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
抵
当
物
件
を
も
っ
て
複
数
の
債
務

者
を
担
保
し
、
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
抵
当
を
提
供
し
、
債
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
の
書
面
に
よ

-580-

る
同
意
を
得
、
ず
に
債
務
者
の
債
務
譲
渡
を
認
め
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
は
そ
の
同
意
を
得
ず
に
譲
渡
し
た
債
務
に
つ
い
て
は
、

担
保
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
一
四
条

[
債
権
の
消
滅
に
よ
る
抵
当
権
の
消
滅
]

抵
当
権
と
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
も
消
滅
し
た
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
除
か
れ
る
。

第
四
一
五
条

[
抵
当
権
と
所
有
権
と
の
混
同
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
と
当
該
財
産
の
所
有
権
が
同
一
人

に
帰
属
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
は
混
同
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。
当
該
財
産
の
所
有
者
は
そ
の
抵
当
権
を
も
っ
て
後
順
位
に

あ
る
抵
当
権
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



581　中国物権法草案建議稿

　
第
四
一
六
条
　
［
抵
当
権
の
実
現
］

　
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
抵
当
権
者
が
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
協
議
を
へ
て
、
抵

当
物
件
の
換
金
ま
た
は
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権

者
の
原
因
に
よ
り
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者

は
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順

位
に
あ
る
抵
当
権
者
並
び
に
抵
当
権
設
定
者
の
そ
の
他
の
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
債
権
者
は
、
そ
の
債
権

が
そ
れ
に
よ
っ
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
と
の
換
金
に
関
す
る
協
議

を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
前
項
に
定
め

ら
れ
た
方
法
に
よ
り
、
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
　
債
務
者
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
破
産
の
受
理
を
裁
定
さ
れ
た
場
合
。

　
2
　
抵
当
権
設
定
者
が
故
意
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
殿
損
ま
た
は
減
少
さ
せ
た
場
合

　
3
　
抵
当
権
設
定
者
が
他
の
担
保
を
提
供
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
。

　
抵
当
物
件
の
換
金
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
に
約
定
さ
れ
た
価
値
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
が
実

現
し
た
価
値
に
応
じ
て
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
物
件
の
換
金
、
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
債
権
の
金
額
を
上

回
っ
た
部
分
は
抵
当
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
し
、
弁
済
に
不
足
す
る
残
余
部
分
は
債
務
者
が
そ
れ
を
引
き
続
き
弁
済
す
る
も
の
と
す

一581一

第
四
一
六
条

[
抵
当
権
の
実
現
]

債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
抵
当
権
者
が
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
協
議
を
へ
て
、
抵

当
物
件
の
換
金
ま
た
は
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権

者
の
原
因
に
よ
り
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者

は
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順

位
に
あ
る
抵
当
権
者
並
び
に
抵
当
権
設
定
者
の
そ
の
他
の
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
債
権
者
は
、

そ
の
債
権

が
そ
れ
に
よ
っ
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
と
の
換
金
に
関
す
る
協
議

-581-

を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
前
項
に
定
め

ら
れ
た
方
法
に
よ
り
、
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中国物権法草案建議稿

1 

債
務
者
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
破
産
の
受
理
を
裁
定
さ
れ
た
場
合
。

2 

抵
当
権
設
定
者
が
故
意
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
鍛
損
ま
た
は
減
少
さ
せ
た
場
合

3 

抵
当
権
設
定
者
が
他
の
担
保
を
提
供
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
。

抵
当
物
件
の
換
金
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
に
約
定
さ
れ
た
価
値
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
が
実

581 

現
し
た
価
値
に
応
じ
て
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
物
件
の
換
金
、
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
債
権
の
金
額
を
上

回
っ
た
部
分
は
抵
当
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
し
、
弁
済
に
不
足
す
る
残
余
部
分
は
債
務
者
が
そ
れ
を
引
き
続
き
弁
済
す
る
も
の
と
す

第
四
一
六
条

[
抵
当
権
の
実
現
]

債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
抵
当
権
者
が
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
協
議
を
へ
て
、
抵

当
物
件
の
換
金
ま
た
は
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権

者
の
原
因
に
よ
り
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者

は
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
物
件
の
換
金
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順

位
に
あ
る
抵
当
権
者
並
び
に
抵
当
権
設
定
者
の
そ
の
他
の
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
債
権
者
は
、

そ
の
債
権

が
そ
れ
に
よ
っ
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
と
の
換
金
に
関
す
る
協
議

-581-

を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
に
、
抵
当
権
者
は
前
項
に
定
め

ら
れ
た
方
法
に
よ
り
、
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中国物権法草案建議稿

1 

債
務
者
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
破
産
の
受
理
を
裁
定
さ
れ
た
場
合
。

2 

抵
当
権
設
定
者
が
故
意
に
抵
当
物
件
の
価
値
を
鍛
損
ま
た
は
減
少
さ
せ
た
場
合

3 

抵
当
権
設
定
者
が
他
の
担
保
を
提
供
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
。

抵
当
物
件
の
換
金
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
に
約
定
さ
れ
た
価
値
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
が
実

581 

現
し
た
価
値
に
応
じ
て
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
物
件
の
換
金
、
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
債
権
の
金
額
を
上

回
っ
た
部
分
は
抵
当
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
し
、
弁
済
に
不
足
す
る
残
余
部
分
は
債
務
者
が
そ
れ
を
引
き
続
き
弁
済
す
る
も
の
と
す
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る
。　

第
四
一
七
条
　
［
抵
当
権
実
現
の
不
可
分
性
］

　
主
債
権
が
全
部
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
全
部
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

抵
当
物
件
が
分
割
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
分
割
さ
れ
、
ま
た
は
譲
渡
さ
れ
た
後
の
抵
当

物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
一
八
条
　
［
抵
当
権
実
現
の
効
力
］

　
同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
と
き
に
、
各
抵
当
権
は
消
滅
し
た

も
の
と
す
る
。

　
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
価
値
が
前
順
位
に

あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
あ
と
の
残
余
代
金
は
供

託
し
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
弁
済
す
る
た
め
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
一
九
条
　
［
目
的
物
を
競
売
す
る
場
合
の
拡
張
］

　
抵
当
権
者
が
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
す
る
と
き
に
、
抵
当
物
件
の
範

囲
内
の
土
地
使
用
権
を
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て

は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一582一

る
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第
四
一
七
条

[
抵
当
権
実
現
の
不
可
分
性
]

49 (山梨学院大学〕

主
債
権
が
全
部
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
全
部
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
抵
当
物
件
が
分
割
さ
れ
、

ま
た
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
分
割
さ
れ
、

ま
た
は
譲
渡
さ
れ
た
後
の
抵
当

物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
一
八
条

[
抵
当
権
実
現
の
効
力
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
と
き
に
、
各
抵
当
権
は
消
滅
し
た

一 582-

も
の
と
す
る
。

後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
価
値
が
前
順
位
に

あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
あ
と
の
残
余
代
金
は
供

託
し
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
弁
済
す
る
た
め
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
一
九
条

[
目
的
物
を
競
売
す
る
場
合
の
拡
張
]

抵
当
権
者
が
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
す
る
と
き
に
、
抵
当
物
件
の
範

囲
内
の
土
地
使
用
権
を
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て

は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

る
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第
四
一
七
条

[
抵
当
権
実
現
の
不
可
分
性
]

49 (山梨学院大学〕

主
債
権
が
全
部
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
全
部
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
抵
当
物
件
が
分
割
さ
れ
、

ま
た
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
分
割
さ
れ
、

ま
た
は
譲
渡
さ
れ
た
後
の
抵
当

物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
一
八
条

[
抵
当
権
実
現
の
効
力
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
と
き
に
、
各
抵
当
権
は
消
滅
し
た

一 582-

も
の
と
す
る
。

後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
物
件
の
価
値
が
前
順
位
に

あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
期
限
が
先
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
を
実
現
し
た
あ
と
の
残
余
代
金
は
供

託
し
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
の
担
保
債
権
を
弁
済
す
る
た
め
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
一
九
条

[
目
的
物
を
競
売
す
る
場
合
の
拡
張
]

抵
当
権
者
が
家
屋
若
し
く
は
そ
の
他
の
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
す
る
と
き
に
、
抵
当
物
件
の
範

囲
内
の
土
地
使
用
権
を
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て

は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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抵
当
権
者
が
土
地
使
用
権
に
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
と
き
に
、
地
上
の
建
物
を
同
時
に
競
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
地
上
の
建
物
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
者
は
土
地
の
用
途
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
に
生
じ
た
従

物
ま
た
は
増
築
し
た
建
物
は
抵
当
物
件
と
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
は
そ
の
競
売
か
ら
得
た
代
金
に
つ

い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
二
〇
条
　
［
抵
当
権
の
弁
済
順
位
］

　
同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金

は
、
以
下
の
規
定
に
従
い
弁
済
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
1
　
登
記
を
経
て
成
立
し
た
抵
当
権
は
、
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
た
前
後
順
位
に
従
い
抵
当
担
保
の
債
権
を
弁
済
す
る
。
順
位
が
同
じ

　
　
場
合
に
は
、
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
行
う
。

　
2
　
既
に
登
記
さ
れ
た
動
産
抵
当
権
は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。

　
3
　
登
記
さ
れ
て
い
な
い
動
産
抵
当
権
は
、
各
抵
当
権
者
が
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
。

　
前
項
に
定
め
ら
れ
た
弁
済
の
順
位
が
先
に
あ
る
抵
当
権
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
は
順
次
に
繰
り
上
が
る
。

　
第
四
二
一
条
［
抵
当
権
と
そ
の
他
の
担
保
権
と
の
関
係
］

　
同
一
財
産
に
法
定
の
登
記
を
し
た
抵
当
権
と
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
質
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受

け
る
。

　
同
一
財
産
に
抵
当
権
と
留
置
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。

一583一

抵
当
権
者
が
土
地
使
用
権
に
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
と
き
に
、
地
上
の
建
物
を
同
時
に
競
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
地
上
の
建
物
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
者
は
土
地
の
用
途
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
に
生
じ
た
従

物
ま
た
は
増
築
し
た
建
物
は
抵
当
物
件
と
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
は
そ
の
競
売
か
ら
得
た
代
金
に
つ

い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
二

O
条

[
抵
当
権
の
弁
済
順
位
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金

は
、
以
下
の
規
定
に
従
い
弁
済
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

-583-

1 

登
記
を
経
て
成
立
し
た
抵
当
権
は
、
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
た
前
後
順
位
に
従
い
抵
当
担
保
の
債
権
を
弁
済
す
る
。
順
位
が
同
じ

場
合
に
は
、
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
行
う
。

2 

既
に
登
記
さ
れ
た
動
産
抵
当
権
は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
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3 

登
記
さ
れ
て
い
な
い
動
産
抵
当
権
は
、
各
抵
当
権
者
が
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
弁
済
の
順
位
が
先
に
あ
る
抵
当
権
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
は
順
次
に
繰
り
上
が
る
。

第
四
二
一
条

[
抵
当
権
と
そ
の
他
の
担
保
権
と
の
関
係
]

同
一
財
産
に
法
定
の
登
記
を
し
た
抵
当
権
と
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
質
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
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け
る
。同

一
財
産
に
抵
当
権
と
留
置
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。

抵
当
権
者
が
土
地
使
用
権
に
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
土
地
使
用
権
を
競
売
す
る
と
き
に
、
地
上
の
建
物
を
同
時
に
競
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
地
上
の
建
物
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
者
は
土
地
の
用
途
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
に
生
じ
た
従

物
ま
た
は
増
築
し
た
建
物
は
抵
当
物
件
と
同
時
に
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
は
そ
の
競
売
か
ら
得
た
代
金
に
つ

い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
二

O
条

[
抵
当
権
の
弁
済
順
位
]

同
一
財
産
に
二
人
以
上
の
債
権
者
に
対
し
て
抵
当
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
物
件
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金

は
、
以
下
の
規
定
に
従
い
弁
済
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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登
記
を
経
て
成
立
し
た
抵
当
権
は
、
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
た
前
後
順
位
に
従
い
抵
当
担
保
の
債
権
を
弁
済
す
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。
順
位
が
同
じ

場
合
に
は
、
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
行
う
。

2 

既
に
登
記
さ
れ
た
動
産
抵
当
権
は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
抵
当
権
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
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3 

登
記
さ
れ
て
い
な
い
動
産
抵
当
権
は
、
各
抵
当
権
者
が
債
権
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
弁
済
の
順
位
が
先
に
あ
る
抵
当
権
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
は
順
次
に
繰
り
上
が
る
。

第
四
二
一
条

[
抵
当
権
と
そ
の
他
の
担
保
権
と
の
関
係
]

同
一
財
産
に
法
定
の
登
記
を
し
た
抵
当
権
と
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
質
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受

583 

け
る
。同

一
財
産
に
抵
当
権
と
留
置
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
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第
四
ニ
ニ
条
　
［
割
り
当
て
土
地
の
換
価
］

　
割
り
当
て
ら
れ
た
国
有
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
納
付
す
べ
き
土
地
使
用
権
の
払

い
下
げ
金
に
相
当
す
る
金
銭
を
納
付
し
た
後
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
二
三
条
　
［
債
務
を
代
替
弁
済
し
た
第
三
者
の
権
利
］

　
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
第
三
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
債
権
者
の
権
利
を
代
位
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
抵
当
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
二
四
条
　
［
物
上
保
証
人
の
権
利
］

　
債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
第
三
者
が
、
債
務
を
代
替
弁
済
し
、
ま
た
は
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り

抵
当
物
件
の
権
利
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
既
に
弁
済
を
し
た
限
度
内
で
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
者
が
債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、
債
務
者
に
は
、
担
保
範
囲
を
約
定
し
て
い
な
い
保
証
人
が
既
に
存
在
し
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
、
そ
の
保
証
責
任
を
抵
当
物
件
が
競

売
さ
れ
た
と
き
の
価
値
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確
定
す
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
担
保
の
債
権
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

保
証
人
の
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
の
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
抵
当
担
保
の
債
権
額
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確

定
す
る
。
債
権
者
が
保
証
人
の
保
証
責
任
を
免
除
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
の
限
度
内
で
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

　
第
四
二
五
条
　
［
抵
当
権
の
存
続
期
間
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
問
は
主
債
務
の
履
行
期
限
よ

一584一
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第
四
二
二
条

[
割
り
当
て
土
地
の
換
価
]

割
り
当
て
ら
れ
た
固
有
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
納
付
す
べ
き
土
地
使
用
権
の
払

49 (山梨学院大学〕

い
下
、
げ
金
に
相
当
す
る
金
銭
を
納
付
し
た
後
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
二
三
条

[
債
務
を
代
替
弁
済
し
た
第
三
者
の
権
利
]

債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
第
三
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
債
権
者
の
権
利
を
代
位
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
抵
当
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
四
二
四
条

[
物
上
保
証
人
の
権
利
]

債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
第
三
者
が
、
債
務
を
代
替
弁
済
し
、
ま
た
は
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り

-584-

抵
当
物
件
の
権
利
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
既
に
弁
済
を
し
た
限
度
内
で
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
者
が
債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、
債
務
者
に
は
、
担
保
範
囲
を
約
定
し
て
い
な
い
保
証
人
が
既
に
存
在
し
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
、
そ
の
保
証
責
任
を
抵
当
物
件
が
競

売
さ
れ
た
と
き
の
価
値
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確
定
す
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
担
保
の
債
権
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

保
証
人
の
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
の
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
抵
当
担
保
の
債
権
額
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確

定
す
る
。
債
権
者
が
保
証
人
の
保
証
責
任
を
免
除
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
の
限
度
内
で
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

第
四
二
五
条

[
抵
当
権
の
存
続
期
間
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
主
債
務
の
履
行
期
限
よ
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第
四
二
二
条

[
割
り
当
て
土
地
の
換
価
]

割
り
当
て
ら
れ
た
固
有
地
使
用
権
を
競
売
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
代
価
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
納
付
す
べ
き
土
地
使
用
権
の
払

49 (山梨学院大学〕

い
下
、
げ
金
に
相
当
す
る
金
銭
を
納
付
し
た
後
、
抵
当
権
者
は
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
二
三
条

[
債
務
を
代
替
弁
済
し
た
第
三
者
の
権
利
]

債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
第
三
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
債
権
者
の
権
利
を
代
位
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
抵
当
権
の
変
更
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
四
二
四
条

[
物
上
保
証
人
の
権
利
]

債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
第
三
者
が
、
債
務
を
代
替
弁
済
し
、
ま
た
は
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り

-584-

抵
当
物
件
の
権
利
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
既
に
弁
済
を
し
た
限
度
内
で
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
者
が
債
務
者
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、
債
務
者
に
は
、
担
保
範
囲
を
約
定
し
て
い
な
い
保
証
人
が
既
に
存
在
し
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
、
そ
の
保
証
責
任
を
抵
当
物
件
が
競

売
さ
れ
た
と
き
の
価
値
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確
定
す
る
。
抵
当
物
件
の
価
値
が
担
保
の
債
権
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

保
証
人
の
分
担
す
べ
き
債
務
部
分
は
、
保
証
人
の
分
担
す
べ
き
保
証
責
任
と
抵
当
担
保
の
債
権
額
と
足
し
た
和
と
の
割
合
に
応
じ
て
確

定
す
る
。
債
権
者
が
保
証
人
の
保
証
責
任
を
免
除
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
保
証
人
が
分
担
す
べ
き
債
務
の
限
度
内
で
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

第
四
二
五
条

[
抵
当
権
の
存
続
期
間
]

抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
主
債
務
の
履
行
期
限
よ



り
短
く
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
権
の
登
記
簿
に
明
確
に
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
約
定
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵

当
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
後
、
四
年
以
内
に
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
し
、
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
の
催
告
を
受
け
て
も
一
年
以
内
に
そ
の
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
二
款
　
共
同
抵
当

　
第
四
二
六
条
　
［
共
同
抵
当
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
抵
当
と
は
、
複
数
の
財
産
を
も
っ
て
同
一
の
債
権
を
抵
当
、
担
保
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
第
四
二
七
条
　
［
共
同
抵
当
の
設
定
］

　
共
同
抵
当
の
数
個
の
財
産
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
者
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
同
時
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
を
必
要

条
件
と
し
な
い
。

　
抵
当
権
者
は
各
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
に
使
わ
れ
る
各
抵
当
物
件
が
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
弁
済
の
順
位
を
約
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
四
二
八
条
　
［
共
同
抵
当
権
の
処
分
］

　
抵
当
権
者
は
共
同
抵
当
権
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
弁
済
の
順
位
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に

一585一

り
短
く
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
権
の
登
記
簿
に
明
確
に
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
約
定
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵

当
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
後
、

四
年
以
内
に
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
し
、
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
の
催
告
を
受
け
て
も
一
年
以
内
に
そ
の
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
款

共
同
抵
当

-585-

第
四
二
六
条

[
共
同
抵
当
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
抵
当
と
は
、
複
数
の
財
産
を
も
っ
て
同
一
の
債
権
を
抵
当
、
担
保
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
四
二
七
条

[
共
同
抵
当
の
設
定
]
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共
同
抵
当
の
数
値
の
財
産
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
者
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
同
時
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
を
必
要

条
件
と
し
な
い
。

抵
当
権
者
は
各
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
に
使
わ
れ
る
各
抵
当
物
件
が
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
弁
済
の
順
位
を
約
定
す
る
こ
と
が
で

お
C
?
Q

。
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第
四
二
八
条

[
共
同
抵
当
権
の
処
分
]

抵
当
権
者
は
共
同
抵
当
権
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
弁
済
の
順
位
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に

り
短
く
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
権
の
登
記
簿
に
明
確
に
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
約
定
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
抵

当
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
後
、

四
年
以
内
に
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
し
、
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
の
催
告
を
受
け
て
も
一
年
以
内
に
そ
の
抵
当
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
抵
当
権
は
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
款

共
同
抵
当

-585-

第
四
二
六
条

[
共
同
抵
当
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
共
同
抵
当
と
は
、
複
数
の
財
産
を
も
っ
て
同
一
の
債
権
を
抵
当
、
担
保
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
四
二
七
条

[
共
同
抵
当
の
設
定
]

中国物権法草案建議稿

共
同
抵
当
の
数
値
の
財
産
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
者
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
同
時
に
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
を
必
要

条
件
と
し
な
い
。

抵
当
権
者
は
各
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
に
使
わ
れ
る
各
抵
当
物
件
が
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
弁
済
の
順
位
を
約
定
す
る
こ
と
が
で

お
C
?
Q

。
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第
四
二
八
条

[
共
同
抵
当
権
の
処
分
]

抵
当
権
者
は
共
同
抵
当
権
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
弁
済
の
順
位
が
約
定
さ
れ
た
場
合
に
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は
、
拠
棄
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
設
定
者
に
及
ば
な
い
。

　
共
同
抵
当
権
者
が
債
務
者
の
提
供
し
た
抵
当
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
は
人
民
法
院
に
対
し
て
、
そ

の
分
担
す
べ
き
担
保
の
責
任
を
軽
減
若
し
く
は
免
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
二
九
条
　
［
共
同
抵
当
権
の
実
現
］

　
抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て
執
行
の
順
位
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
約
定
さ
れ
た
順
位
に
従

い
抵
当
物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
過
失
に
よ
り
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
保

全
す
る
た
め
に
即
時
に
抵
当
権
を
実
行
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
物
件
の
執
行
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
の
財

産
ま
た
は
各
財
産
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て

抵
当
権
を
実
行
す
る
と
き
に
、
約
定
さ
れ
た
割
合
に
応
じ
て
各
抵
当
の
財
産
の
価
額
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
当

事
者
が
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
は
そ
の
価
額
と
の
割
合

に
応
じ
て
確
定
す
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
は
担
保
責
任
を
履
行
し
た
後
、
債
務
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
に
そ

の
分
担
す
べ
き
部
分
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
第
四
三
〇
条
　
［
共
同
抵
当
の
消
滅
］

　
抵
当
権
者
が
共
同
抵
当
財
産
の
中
の
一
個
若
し
く
は
数
個
の
財
産
に
つ
い
て
完
全
に
弁
済
を
受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
消
滅
す

一586一
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は
、
拠
棄
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
設
定
者
に
及
ば
な
い
。

共
同
抵
当
権
者
が
債
務
者
の
提
供
し
た
抵
当
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
は
人
民
法
院
に
対
し
て
、

そ

49 (山梨学院大学〕

の
分
担
す
べ
き
担
保
の
責
任
を
軽
減
若
し
く
は
免
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
二
九
条

[
共
同
抵
当
権
の
実
現
]

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て
執
行
の
順
位
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
約
定
さ
れ
た
順
位
に
従

い
抵
当
物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
過
失
に
よ
り
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
保

法学論集

全
す
る
た
め
に
即
時
に
抵
当
権
を
実
行
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
物
件
の
執
行
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
の
財

-586-

産
ま
た
は
各
財
産
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て

抵
当
権
を
実
行
す
る
と
き
に
、
約
定
さ
れ
た
割
合
に
応
じ
て
各
抵
当
の
財
産
の
価
額
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
当

事
者
が
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
は
そ
の
価
額
と
の
割
合

に
応
じ
て
確
定
す
る
。

抵
当
権
設
定
者
は
担
保
責
任
を
履
行
し
た
後
、
債
務
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
に
そ

の
分
担
す
べ
き
部
分
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
四
三

O
条

[
共
同
抵
当
の
消
滅
]

抵
当
権
者
が
共
同
抵
当
財
産
の
中
の
一
個
若
し
く
は
数
個
の
財
産
に
つ
い
て
完
全
に
弁
済
を
受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
消
滅
す
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は
、
拠
棄
の
効
力
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
設
定
者
に
及
ば
な
い
。

共
同
抵
当
権
者
が
債
務
者
の
提
供
し
た
抵
当
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
は
人
民
法
院
に
対
し
て
、

そ

49 (山梨学院大学〕

の
分
担
す
べ
き
担
保
の
責
任
を
軽
減
若
し
く
は
免
除
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
二
九
条

[
共
同
抵
当
権
の
実
現
]

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て
執
行
の
順
位
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
約
定
さ
れ
た
順
位
に
従

い
抵
当
物
件
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定
者
の
過
失
に
よ
り
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
保
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全
す
る
た
め
に
即
時
に
抵
当
権
を
実
行
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
物
件
の
執
行
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
の
財

-586-

産
ま
た
は
各
財
産
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抵
当
権
者
が
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
各
抵
当
財
産
に
つ
い
て

抵
当
権
を
実
行
す
る
と
き
に
、
約
定
さ
れ
た
割
合
に
応
じ
て
各
抵
当
の
財
産
の
価
額
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
当

事
者
が
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
各
財
産
の
担
保
す
る
債
権
の
割
合
は
そ
の
価
額
と
の
割
合

に
応
じ
て
確
定
す
る
。

抵
当
権
設
定
者
は
担
保
責
任
を
履
行
し
た
後
、
債
務
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

そ
の
他
の
抵
当
権
設
定
者
に
そ

の
分
担
す
べ
き
部
分
を
弁
済
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
四
三

O
条

[
共
同
抵
当
の
消
滅
]

抵
当
権
者
が
共
同
抵
当
財
産
の
中
の
一
個
若
し
く
は
数
個
の
財
産
に
つ
い
て
完
全
に
弁
済
を
受
け
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
消
滅
す



る
。
た
だ
し
、
当
事
者
問
に
各
抵
当
財
産
の
弁
済
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
あ
る
抵
当
財
産
に
、
後
順
位
に
あ
る
同
じ

登
記
効
力
を
持
つ
抵
当
権
が
存
在
す
る
と
き
に
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
、
そ
の
他
の
抵
当
財
産
に
つ
い
て
、
執
行
さ
れ
た
抵
当

財
産
が
そ
の
分
担
す
べ
き
担
保
額
を
超
え
た
範
囲
内
で
抵
当
権
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
者
が
代
位
し
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
の
地
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
は
消
滅
し
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
抵
当
権
の
実
行
は
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
三
款
　
根
抵
当

　
第
四
三
一
条
　
［
根
抵
当
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
根
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
と
協
議
を
経
て
、
最
高
債
権
額
の
限
度
内
で
、
抵
当
物
件
を
も

っ
て
一
定
期
間
内
に
お
い
て
継
続
的
に
発
生
す
る
債
権
を
担
保
す
る
も
の
を
い
う
。

　
第
四
三
二
条
　
［
根
抵
当
の
適
用
範
囲
］

　
債
権
者
と
債
務
者
は
、
継
続
的
な
取
引
に
よ
り
締
結
し
た
同
じ
種
類
の
契
約
か
ら
生
じ
た
不
特
定
の
債
権
に
つ
い
て
根
抵
当
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
根
抵
当
を
設
定
す
る
と
き
に
既
に
存
在
し
て
い
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
同
意
を
経
て
、
そ
れ
を
根
抵

当
担
保
の
債
権
の
範
囲
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
手
形
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
請
求
権
は
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
三
三
条
　
［
最
高
額
の
約
定
］

　
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
者
は
抵
当
契
約
の
中
で
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
最
高
額
を
約
定
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
登

一587一

る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
各
抵
当
財
産
の
弁
済
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
あ
る
抵
当
財
産
に
、
後
順
位
に
あ
る
同
じ

登
記
効
力
を
持
つ
抵
当
権
が
存
在
す
る
と
き
に
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
、
そ
の
他
の
抵
当
財
産
に
つ
い
て
、
執
行
さ
れ
た
抵
当

財
産
が
そ
の
分
担
す
べ
き
担
保
額
を
超
え
た
範
囲
内
で
抵
当
権
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
者
が
代
位
し
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
の
地
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
は
消
滅
し
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
抵
当
権
の
実
行
は
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
款

根
抵
当

第
四
三
一
条

[
根
抵
当
の
定
義
]

-587-

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
根
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
と
協
議
を
経
て
、
最
高
債
権
額
の
限
度
内
で
、
抵
当
物
件
を
も

っ
て
一
定
期
間
内
に
お
い
て
継
続
的
に
発
生
す
る
債
権
を
担
保
す
る
も
の
を
い
う
。

第
四
三
二
条

[
根
抵
当
の
適
用
範
囲
]
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債
権
者
と
債
務
者
は
、
継
続
的
な
取
引
に
よ
り
締
結
し
た
同
じ
種
類
の
契
約
か
ら
生
じ
た
不
特
定
の
債
権
に
つ
い
て
根
抵
当
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
根
抵
当
を
設
定
す
る
と
き
に
既
に
存
在
し
て
い
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
同
意
を
経
て
、
そ
れ
を
根
抵

当
担
保
の
債
権
の
範
囲
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
形
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
請
求
権
は
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

587 

第
四
三
三
条

[
最
高
額
の
約
定
]

抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
者
は
抵
当
契
約
の
中
で
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
最
高
額
を
約
定
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
登

る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
各
抵
当
財
産
の
弁
済
の
順
位
を
約
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
あ
る
抵
当
財
産
に
、
後
順
位
に
あ
る
同
じ

登
記
効
力
を
持
つ
抵
当
権
が
存
在
す
る
と
き
に
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
、
そ
の
他
の
抵
当
財
産
に
つ
い
て
、
執
行
さ
れ
た
抵
当

財
産
が
そ
の
分
担
す
べ
き
担
保
額
を
超
え
た
範
囲
内
で
抵
当
権
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
者
が
代
位
し
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
の
地
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
は
消
滅
し
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
抵
当
権
の
実
行
は
債
権
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
款

根
抵
当

第
四
三
一
条

[
根
抵
当
の
定
義
]

-587-

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
根
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
と
協
議
を
経
て
、
最
高
債
権
額
の
限
度
内
で
、
抵
当
物
件
を
も

っ
て
一
定
期
間
内
に
お
い
て
継
続
的
に
発
生
す
る
債
権
を
担
保
す
る
も
の
を
い
う
。

第
四
三
二
条

[
根
抵
当
の
適
用
範
囲
]

中国物権法草案建議稿

債
権
者
と
債
務
者
は
、
継
続
的
な
取
引
に
よ
り
締
結
し
た
同
じ
種
類
の
契
約
か
ら
生
じ
た
不
特
定
の
債
権
に
つ
い
て
根
抵
当
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
根
抵
当
を
設
定
す
る
と
き
に
既
に
存
在
し
て
い
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
同
意
を
経
て
、
そ
れ
を
根
抵

当
担
保
の
債
権
の
範
囲
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
形
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
請
求
権
は
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
三
三
条

[
最
高
額
の
約
定
]

抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
権
者
は
抵
当
契
約
の
中
で
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
の
範
囲
と
最
高
額
を
約
定
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
抵
当
登
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記
の
中
で
明
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
三
四
条
　
［
担
保
債
権
の
決
算
期
］

　
抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
契
約
の
中
で
根
抵
当
に
よ
り
担
保
す
る
債
権
の
実
際
の
金
額
に
つ
い
て
そ
の
決
算
期
を
約
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
約
定
す
る
決
算
期
は
抵
当
権
が
成
立
し
た
日
よ
り
五
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
五
年
を
超

え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
五
年
に
短
縮
す
る
。

　
第
四
三
五
条
　
［
根
抵
当
の
変
更
］

　
根
抵
当
担
保
権
の
担
保
す
る
債
権
額
を
確
定
す
る
前
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
は
債
務
者
、
根
抵
当
担
保
の
債
権
範
囲
、
根
抵

当
担
保
の
最
高
額
と
債
権
の
決
算
期
の
変
更
を
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
最
高
額
と
決
算
期

の
変
更
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
ま
た
は
そ
の
他
の
担
保
権
者
〔
若
し
く
は
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
〕
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
項
に
定
め
た
最
高
額
の
抵
当
の
変
更
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
変
更
の
効
力
が

生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
三
六
条
　
［
根
抵
当
の
譲
渡
の
制
限
］

　
根
抵
当
権
は
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
確
定
す
る
前
に
独
自
に
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
、
主
債
権
が
債
権
譲
渡
の
規
定
に
従
い
、
そ
れ
を
第
三
者
に
移
転
し
た
場
合
に
は
、
根

抵
当
権
は
同
時
に
移
転
し
な
い
も
の
と
す
る
。
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
生
じ
た
債
務
負
担
の
場
合
、
ま
た
は
債
務

一588一
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記
の
中
で
明
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
三
四
条

[
担
保
債
権
の
決
算
期
]

49 (山梨学院大学〕

抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
契
約
の
中
で
根
抵
当
に
よ
り
担
保
す
る
債
権
の
実
際
の
金
額
に
つ
い
て
そ
の
決
算
期
を
約
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
約
定
す
る
決
算
期
は
抵
当
権
が
成
立
し
た
日
よ
り
五
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
五
年
を
超

え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
五
年
に
短
縮
す
る
。

第
四
三
五
条

[
根
抵
当
の
変
更
]

法学論集

根
抵
当
担
保
権
の
担
保
す
る
債
権
額
を
確
定
す
る
前
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
は
債
務
者
、
根
抵
当
担
保
の
債
権
範
囲
、
根
抵

当
担
保
の
最
高
額
と
債
権
の
決
算
期
の
変
更
を
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
最
高
額
と
決
算
期

-588-

の
変
更
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
ま
た
は
そ
の
他
の
担
保
権
者
〔
若
し
く
は
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
〕
の
承

認
を
得
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
に
定
め
た
最
高
額
の
抵
当
の
変
更
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
変
更
の
効
力
が

生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
三
六
条

[
根
抵
当
の
譲
渡
の
制
限
]

根
抵
当
権
は
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
確
定
す
る
前
に
独
自
に
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
、
主
債
権
が
債
権
譲
渡
の
規
定
に
従
い
、
そ
れ
を
第
三
者
に
移
転
し
た
場
合
に
は
、
根

抵
当
権
は
同
時
に
移
転
し
な
い
も
の
と
す
る
。
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
生
じ
た
債
務
負
担
の
場
合
、
ま
た
は
債
務

588 

記
の
中
で
明
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
三
四
条

[
担
保
債
権
の
決
算
期
]

49 (山梨学院大学〕

抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
と
抵
当
契
約
の
中
で
根
抵
当
に
よ
り
担
保
す
る
債
権
の
実
際
の
金
額
に
つ
い
て
そ
の
決
算
期
を
約
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
約
定
す
る
決
算
期
は
抵
当
権
が
成
立
し
た
日
よ
り
五
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
五
年
を
超

え
た
場
合
に
は
そ
れ
を
五
年
に
短
縮
す
る
。

第
四
三
五
条

[
根
抵
当
の
変
更
]

法学論集

根
抵
当
担
保
権
の
担
保
す
る
債
権
額
を
確
定
す
る
前
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
は
債
務
者
、
根
抵
当
担
保
の
債
権
範
囲
、
根
抵

当
担
保
の
最
高
額
と
債
権
の
決
算
期
の
変
更
を
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
と
抵
当
権
設
定
者
が
最
高
額
と
決
算
期

-588-

の
変
更
を
協
議
す
る
場
合
に
は
、
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
ま
た
は
そ
の
他
の
担
保
権
者
〔
若
し
く
は
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
〕
の
承

認
を
得
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
に
定
め
た
最
高
額
の
抵
当
の
変
更
は
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
変
更
の
効
力
が

生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
三
六
条

[
根
抵
当
の
譲
渡
の
制
限
]

根
抵
当
権
は
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
確
定
す
る
前
に
独
自
に
そ
れ
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
、
主
債
権
が
債
権
譲
渡
の
規
定
に
従
い
、
そ
れ
を
第
三
者
に
移
転
し
た
場
合
に
は
、
根

抵
当
権
は
同
時
に
移
転
し
な
い
も
の
と
す
る
。
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
前
に
生
じ
た
債
務
負
担
の
場
合
、
ま
た
は
債
務
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者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

　
第
四
三
七
条
　
［
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
の
確
定
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
は
確
定
し
た
も
の
と
す
る
。

　
1
　
根
抵
当
権
に
定
め
ら
れ
た
結
算
期
が
到
来
し
た
場
合
。

　
2
　
根
抵
当
権
の
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
成
立
後
三
年
を
経
過
し
、
抵
当
権
者
ま
た
は
抵
当

　
　
権
設
定
者
が
債
権
の
確
定
を
請
求
し
た
日
よ
り
十
五
日
を
経
過
し
た
場
合
。

　
3
　
根
抵
当
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
相
当
の
期
間
を
設
け
て
抵
当
権
設
定
者
に
抵
当
契
約

　
　
の
終
了
を
通
知
し
た
場
合
。

　
4
　
担
保
さ
れ
た
不
特
定
の
債
権
が
再
び
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
場
合
。

　
5
　
抵
当
権
者
が
訴
訟
に
よ
り
抵
当
権
を
行
使
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
封
印
さ
れ
た
場
合
。

　
6
　
人
民
法
院
が
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
破
産
の
手
続
き
に
入
る
と
裁
定
し
た
場
合
。

　
第
四
三
八
条
　
［
担
保
さ
れ
た
債
権
の
元
本
確
定
の
登
記
］

　
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
事
由
が
発
生
し
た
後
、
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
者
に
実
際
に
発
生
し
た

債
権
を
清
算
し
、
且
つ
、
清
算
を
受
け
た
実
際
の
債
権
額
に
限
っ
て
そ
れ
を
普
通
の
抵
当
権
と
し
て
変
更
さ
せ
る
旨
の
登
記
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
三
九
条
　
［
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
実
際
の
債
権
額
］

　
担
保
を
受
け
た
債
権
の
元
金
が
確
定
さ
れ
た
場
合
、
実
際
に
存
在
し
て
い
る
債
権
が
最
高
の
制
限
額
に
及
ば
な
い
場
合
に
は
、
実
際

一589一

者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

第
四
三
七
条

[
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
の
確
定
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
は
確
定
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

根
抵
当
権
に
定
め
ら
れ
た
結
算
期
が
到
来
し
た
場
合
。

2 

根
抵
当
権
の
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
成
立
後
三
年
を
経
過
し
、
抵
当
権
者
ま
た
は
抵
当

権
設
定
者
が
債
権
の
確
定
を
請
求
し
た
日
よ
り
十
五
日
を
経
過
し
た
場
合
。

3 

根
抵
当
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
相
当
の
期
間
を
設
け
て
抵
当
権
設
定
者
に
抵
当
契
約

の
終
了
を
通
知
し
た
場
合
。

4 

担
保
さ
れ
た
不
特
定
の
債
権
が
再
び
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
場
合
。

5 

抵
当
権
者
が
訴
訟
に
よ
り
抵
当
権
を
行
使
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
封
印
さ
れ
た
場
合
。

6 

人
民
法
院
が
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
破
産
の
手
続
き
に
入
る
と
裁
定
し
た
場
合
。
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第
四
三
八
条

[
担
保
さ
れ
た
債
権
の
元
本
確
定
の
登
記
]

根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
事
由
が
発
生
し
た
後
、
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
者
に
実
際
に
発
生
し
た

債
権
を
清
算
し
、
且
つ
、
清
算
を
受
け
た
実
際
の
債
権
額
に
限
っ
て
そ
れ
を
普
通
の
抵
当
権
と
し
て
変
更
さ
せ
る
旨
の
登
記
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
三
九
条

[
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
実
際
の
債
権
額
]

担
保
を
受
け
た
債
権
の
元
金
が
確
定
さ
れ
た
場
合
、
実
際
に
存
在
し
て
い
る
債
権
が
最
高
の
制
限
額
に
及
ば
な
い
場
合
に
は
、
実
際

者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
も
同
様
と
す
る
。

第
四
三
七
条

[
根
抵
当
の
担
保
す
る
債
権
の
確
定
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
は
確
定
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

根
抵
当
権
に
定
め
ら
れ
た
結
算
期
が
到
来
し
た
場
合
。

2 

根
抵
当
権
の
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
成
立
後
三
年
を
経
過
し
、
抵
当
権
者
ま
た
は
抵
当

権
設
定
者
が
債
権
の
確
定
を
請
求
し
た
日
よ
り
十
五
日
を
経
過
し
た
場
合
。

3 

根
抵
当
契
約
に
結
算
期
が
約
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
が
相
当
の
期
間
を
設
け
て
抵
当
権
設
定
者
に
抵
当
契
約

の
終
了
を
通
知
し
た
場
合
。

4 

担
保
さ
れ
た
不
特
定
の
債
権
が
再
び
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
場
合
。

5 

抵
当
権
者
が
訴
訟
に
よ
り
抵
当
権
を
行
使
し
、
ま
た
は
抵
当
物
件
が
封
印
さ
れ
た
場
合
。

6 

人
民
法
院
が
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
に
対
し
て
破
産
の
手
続
き
に
入
る
と
裁
定
し
た
場
合
。

中国物権法草案建議稿

第
四
三
八
条

[
担
保
さ
れ
た
債
権
の
元
本
確
定
の
登
記
]

根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
す
る
事
由
が
発
生
し
た
後
、
債
務
者
ま
た
は
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
者
に
実
際
に
発
生
し
た

債
権
を
清
算
し
、
且
つ
、
清
算
を
受
け
た
実
際
の
債
権
額
に
限
っ
て
そ
れ
を
普
通
の
抵
当
権
と
し
て
変
更
さ
せ
る
旨
の
登
記
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
三
九
条

[
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
実
際
の
債
権
額
]

担
保
を
受
け
た
債
権
の
元
金
が
確
定
さ
れ
た
場
合
、
実
際
に
存
在
し
て
い
る
債
権
が
最
高
の
制
限
額
に
及
ば
な
い
場
合
に
は
、
実
際



法学論集　49〔山梨学院大学〕　590

に
存
在
し
て
い
る
債
権
額
を
も
っ
て
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
と
す
る
。

　
実
際
に
存
在
し
て
い
る
債
権
額
が
最
高
の
制
限
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
は
最
高
の
制
限
額
を
限
度

と
す
る
。

　
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
し
た
後
生
じ
た
利
息
、
違
約
金
若
し
く
は
損
害
賠
償
金
、
抵
当
物
件
の
保
全
費
用
及
び
抵
当
権

を
実
行
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
抵
当
物
件
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
問
に
別
段
の

約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
四
〇
条
　
［
担
保
を
受
け
た
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
生
じ
た
新
債
権
］

　
抵
当
担
保
の
効
力
は
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
、
ま
た
は
取
得
し
た
手
形
上
の
権
利
に
及
ば

な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
四
一
条
［
根
抵
当
権
の
実
行
］

　
当
事
者
が
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
に
つ
い
て
弁
済
の
期
限
を
約
定
し
た
場
合
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期

限
が
到
来
し
、
債
権
者
が
な
お
債
権
の
全
額
の
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

当
事
者
が
根
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期
限
が
到

来
し
た
日
よ
り
起
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
款
　
集
合
抵
当
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に
存
在
し
て
い
る
債
権
額
を
も
っ
て
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
と
す
る
。

実
際
に
存
在
し
て
い
る
債
権
額
が
最
高
の
制
限
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
は
最
高
の
制
限
額
を
限
度
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と
す
る
。

根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
し
た
後
生
じ
た
利
息
、
違
約
金
若
し
く
は
損
害
賠
償
金
、
抵
当
物
件
の
保
全
費
用
及
び
抵
当
権

を
実
行
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
抵
当
物
件
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
別
段
の

約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
四
四

O
条

[
担
保
を
受
け
た
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
生
じ
た
新
債
権
]

抵
当
担
保
の
効
力
は
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
、
ま
た
は
取
得
し
た
手
形
上
の
権
利
に
及
ば

-590-

な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
四
四
一
条

[
根
抵
当
権
の
実
行
]

当
事
者
が
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
に
つ
い
て
弁
済
の
期
限
を
約
定
し
た
場
合
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期

限
が
到
来
し
、
債
権
者
が
な
お
債
権
の
全
額
の
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
当
事
者
が
根
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期
限
が
到

来
し
た
日
よ
り
起
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
款

集
合
抵
当
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に
存
在
し
て
い
る
債
権
額
を
も
っ
て
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
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す
る
。

実
際
に
存
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し
て
い
る
債
権
額
が
最
高
の
制
限
額
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
額
は
最
高
の
制
限
額
を
限
度

49 (山梨学院大学〕

と
す
る
。

根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
し
た
後
生
じ
た
利
息
、
違
約
金
若
し
く
は
損
害
賠
償
金
、
抵
当
物
件
の
保
全
費
用
及
び
抵
当
権

を
実
行
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
抵
当
物
件
か
ら
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
別
段
の

約
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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第
四
四

O
条

[
担
保
を
受
け
た
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
生
じ
た
新
債
権
]

抵
当
担
保
の
効
力
は
、
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
が
確
定
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
、
ま
た
は
取
得
し
た
手
形
上
の
権
利
に
及
ば

-590-

な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
四
四
一
条

[
根
抵
当
権
の
実
行
]

当
事
者
が
根
抵
当
権
の
担
保
す
る
債
権
に
つ
い
て
弁
済
の
期
限
を
約
定
し
た
場
合
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期

限
が
到
来
し
、
債
権
者
が
な
お
債
権
の
全
額
の
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
当
事
者
が
根
抵
当
権
の
存
続
期
間
を
約
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
、
弁
済
の
期
限
が
最
後
に
あ
る
債
権
の
弁
済
の
期
限
が
到

来
し
た
日
よ
り
起
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
款

集
合
抵
当
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第
四
四
二
条
　
［
集
合
抵
当
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
合
抵
当
と
は
、
同
一
人
が
自
己
所
有
の
異
な
っ
た
種
類
の
特
定
財
産
を
集
合
物
と
し
て
、
特
定
の
債
権
を

担
保
す
る
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
も
の
を
い
う
。

　
第
四
四
三
条
　
［
集
合
抵
当
の
目
的
物
の
範
囲
］

　
集
合
抵
当
の
財
産
は
、
抵
当
を
設
定
す
る
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
し
、
ま
た
は
処
分
権
を
有
す
る
す
べ
て
の
財
産
を
含

む
。
そ
の
中
で
、
動
産
、
不
動
産
及
び
用
益
物
権
と
知
的
所
有
権
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
法
律
が
抵
当
を
禁
止
す
る
財
産
は
、
集
合
抵

当
の
目
的
物
の
構
成
部
分
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
四
四
四
条
　
［
集
合
抵
当
財
産
目
録
表
の
作
成
と
登
記
］

　
集
合
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
財
産
目
録
表
を
作
成
し
、
そ
れ
を
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
産
目
録
表
に

記
載
さ
れ
ず
、
登
記
を
し
な
か
っ
た
財
産
は
、
抵
当
の
目
的
物
の
範
囲
内
か
ら
切
り
離
し
た
も
の
と
す
る
。

　
集
合
抵
当
が
設
定
さ
れ
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
新
た
に
増
加
し
た
財
産
を
集
合
物
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
抵

当
財
産
目
録
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
四
五
条
　
［
集
合
物
の
分
離
の
制
限
］

　
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
集
合
抵
当
の
財
産
の
各
構
成
部
分
は
独
自
に
譲
渡
を
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
は
普
通
債
権
者
の

利
益
の
た
め
に
強
制
執
行
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
集
合
財
産
を
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
当
該
財
産
に

追
及
し
て
そ
の
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
四
二
条

[
集
合
抵
当
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
集
合
抵
当
と
は
、
同
一
人
が
自
己
所
有
の
異
な
っ
た
種
類
の
特
定
財
産
を
集
合
物
と
し
て
、
特
定
の
債
権
を

担
保
す
る
た
め
に
抵
当
権
を
-
設
定
す
る
も
の
を
い
う
。

第
四
四
三
条

[
集
合
抵
当
の
目
的
物
の
範
囲
]

集
合
抵
当
の
財
産
は
、
抵
当
を
設
定
す
る
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
し
、

ま
た
は
処
分
権
を
有
す
る
す
べ
て
の
財
産
を
含

む
。
そ
の
中
で
、
動
産
、
不
動
産
及
び
用
益
物
権
と
知
的
所
有
権
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
法
律
が
抵
当
を
禁
止
す
る
財
産
は
、
集
合
抵

当
の
目
的
物
の
構
成
部
分
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
四
四
条

[
集
合
抵
当
財
産
目
録
表
の
作
成
と
登
記
]

-591-

集
合
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
財
産
目
録
表
を
作
成
し
、

そ
れ
を
登
記
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
産
目
録
表
に

記
載
さ
れ
ず
、
登
記
を
し
な
か
っ
た
財
産
は
、
抵
当
の
目
的
物
の
範
囲
内
か
ら
切
り
離
し
た
も
の
と
す
る
。

集
合
抵
当
が
設
定
さ
れ
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
新
た
に
増
加
し
た
財
産
を
集
合
物
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
抵
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当
財
産
目
録
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
四
五
条

[
集
合
物
の
分
離
の
制
限
]

抵
当
権
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
集
合
抵
当
の
財
産
の
各
構
成
部
分
は
独
自
に
譲
渡
を
し
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
は
普
通
債
権
者
の

利
益
の
た
め
に
強
制
執
行
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
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抵
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権
設
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認
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独
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に
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追
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、
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は
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自
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、
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、
抵
当
権
設
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を
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、
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不
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び
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れ
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な
い
。

第
四
四
四
条

[
集
合
抵
当
財
産
目
録
表
の
作
成
と
登
記
]

-591-

集
合
財
産
に
抵
当
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
財
産
目
録
表
を
作
成
し
、

そ
れ
を
登
記
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
産
目
録
表
に

記
載
さ
れ
ず
、
登
記
を
し
な
か
っ
た
財
産
は
、
抵
当
の
目
的
物
の
範
囲
内
か
ら
切
り
離
し
た
も
の
と
す
る
。

集
合
抵
当
が
設
定
さ
れ
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
新
た
に
増
加
し
た
財
産
を
集
合
物
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
集
合
抵

中国物権法草案建議稿

当
財
産
目
録
の
変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
四
五
条

[
集
合
物
の
分
離
の
制
限
]

抵
当
権
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
集
合
抵
当
の
財
産
の
各
構
成
部
分
は
独
自
に
譲
渡
を
し
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
は
普
通
債
権
者
の

利
益
の
た
め
に
強
制
執
行
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

591 

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
集
合
財
産
を
分
離
し
て
単
独
に
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
当
該
財
産
に

追
及
し
て
そ
の
抵
当
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
集
合
財
産
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
単
独
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
さ
れ
た
財
産
は

集
合
財
産
の
構
成
部
分
と
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
四
六
条
　
［
抵
当
権
設
定
者
の
変
更
］

　
集
合
抵
当
の
抵
当
権
設
定
者
が
合
併
、
分
立
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
第
五
款
　
浮
動
抵
当

第
四
四
七
条
　
［
浮
動
抵
当
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
浮
動
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
所
有
す
る
全
財
産
を
目
的
物
に
し
て
抵
当
権
を
設
定
す
る
も
の
を

い
う
。

第
四
四
八
条
　
［
適
用
範
囲
］

会
社
法
人
が
銀
行
に
融
資
を
し
、
ま
た
は
社
債
を
発
行
す
る
場
合
に
、
浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
四
九
条
　
［
浮
動
抵
当
の
設
定
］

浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
公
証
証
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

浮
動
抵
当
は
会
社
の
住
所
地
で
登
記
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
登
記
の
時
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

第
四
五
〇
条
　
［
浮
動
抵
当
権
の
確
定
］

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
浮
動
抵
当
権
の
目
的
物
が
特
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

　
1
　
浮
動
抵
当
に
よ
り
担
保
し
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
行
す

一592一

592 

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
集
合
財
産
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
単
独
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
さ
れ
た
財
産
は

第
四
四
六
条

集
合
財
産
の
構
成
部
分
と
し
な
い
も
の
と
す
る
。

[
抵
当
権
設
定
者
の
変
更
]

49 (山梨学院大学〕

集
合
抵
当
の
抵
当
権
設
定
者
が
合
併
、
分
立
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
款

法学論集

第
四
四
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
浮
動
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
所
有
す
る
全
財
産
を
目
的
物
に
し
て
抵
当
権
を
設
定
す
る
も
の
を

[
浮
動
抵
当
の
定
義
]

い〉フ。第
四
四
八
条

浮
動
抵
当

[
適
用
範
囲
]

-592-

ま
た
は
社
債
を
発
行
す
る
場
合
に
、
浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
社
法
人
が
銀
行
に
融
資
を
し
、

[
浮
動
抵
当
の
設
定
]

第
四
四
九
条

浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
公
証
証
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
五

O
条

浮
動
抵
当
は
会
社
の
住
所
地
で
登
記
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
登
記
の
時
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

[
浮
動
抵
当
権
の
確
定
]

1 下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
浮
動
抵
当
権
の
目
的
物
が
特
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

浮
動
抵
当
に
よ
り
担
保
し
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
行
す

592 

抵
当
権
設
定
者
が
抵
当
権
者
の
承
認
を
得
て
集
合
財
産
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
を
単
独
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
さ
れ
た
財
産
は

第
四
四
六
条

集
合
財
産
の
構
成
部
分
と
し
な
い
も
の
と
す
る
。

[
抵
当
権
設
定
者
の
変
更
]

49 (山梨学院大学〕

集
合
抵
当
の
抵
当
権
設
定
者
が
合
併
、
分
立
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
は
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
款

法学論集

第
四
四
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
浮
動
抵
当
と
は
、
抵
当
権
設
定
者
が
そ
の
所
有
す
る
全
財
産
を
目
的
物
に
し
て
抵
当
権
を
設
定
す
る
も
の
を

[
浮
動
抵
当
の
定
義
]

い〉フ。第
四
四
八
条

浮
動
抵
当

[
適
用
範
囲
]

-592-

ま
た
は
社
債
を
発
行
す
る
場
合
に
、
浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
社
法
人
が
銀
行
に
融
資
を
し
、

[
浮
動
抵
当
の
設
定
]

第
四
四
九
条

浮
動
抵
当
を
設
定
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
公
証
証
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
五

O
条

浮
動
抵
当
は
会
社
の
住
所
地
で
登
記
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
当
権
は
登
記
の
時
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

[
浮
動
抵
当
権
の
確
定
]

1 下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
浮
動
抵
当
権
の
目
的
物
が
特
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

浮
動
抵
当
に
よ
り
担
保
し
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
抵
当
権
者
が
抵
当
権
を
実
行
す



593　中国物権法草案建議稿

　
　
る
旨
の
申
請
を
申
し
出
た
場
合
。

　
2
　
抵
当
権
設
定
者
が
合
併
し
、
ま
た
は
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
場
合
。

　
第
四
五
一
条
　
［
浮
動
抵
当
権
の
効
力
］

　
浮
動
抵
当
権
の
効
力
は
、
浮
動
抵
当
権
が
確
定
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
し
、
ま
た
は
処
分
権
を
有
す
る
全
財
産
に
及

ぶ
。　

浮
動
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
経
営
過
程
に
処
分
し
た
財
産
は
抵
当
財
産
に
属
し
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定

者
が
債
務
を
逃
避
す
る
た
め
に
会
社
の
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
当
該
処
分
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
五
二
条
　
［
浮
動
抵
当
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
と
の
関
係
］

　
1
　
浮
動
抵
当
の
財
産
に
法
定
の
担
保
物
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
定
の
担
保
物
権
者
は
浮
動
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て

　
　
弁
済
を
受
け
る
。

　
2
　
同
一
の
会
社
の
財
産
に
複
数
の
浮
動
抵
当
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
各
抵
当
権
者
の
順
位
は
成
立
し
た
日
時
の
前
後
に

　
　
従
っ
て
確
定
す
る
。
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
同
じ
日
時
に
登
記

　
　
さ
れ
た
抵
当
権
は
同
じ
順
位
と
し
、
各
抵
当
権
者
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　
3
　
当
事
者
が
浮
動
抵
当
を
設
定
し
た
と
き
に
、
会
社
の
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
約
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　
　
そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
四
五
三
条
　
［
抵
当
権
者
の
抵
当
権
設
定
者
の
生
産
経
営
に
対
す
る
監
督
］

一593一

る
旨
の
申
請
を
申
し
出
た
場
合
。

2 

抵
当
権
設
定
者
が
合
併
し
、
ま
た
は
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
場
合
。

第
四
五
一
条

[
浮
動
抵
当
権
の
効
力
]

浮
動
抵
当
権
の
効
力
は
、
浮
動
抵
当
権
が
確
定
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
し
、

ま
た
は
処
分
権
を
有
す
る
全
財
産
に
及

ぶ、

浮
動
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
経
営
過
程
に
処
分
し
た
財
産
は
抵
当
財
産
に
属
し
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定

者
が
債
務
を
逃
避
す
る
た
め
に
会
社
の
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
当
該
処
分
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

-593-

第
四
五
二
条

[
浮
動
抵
当
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
と
の
関
係
]

1 

浮
動
抵
当
の
財
産
に
法
定
の
担
保
物
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
定
の
担
保
物
権
者
は
浮
動
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て

弁
済
を
受
け
る
。

中国物権法草案建議稿

2 

同
一
の
会
社
の
財
産
に
複
数
の
浮
動
抵
当
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
各
抵
当
権
者
の
順
位
は
成
立
し
た
日
時
の
前
後
に

従
っ
て
確
定
す
る
。
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
同
じ
日
時
に
登
記

さ
れ
た
抵
当
権
は
同
じ
順
位
と
し
、
各
抵
当
権
者
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

3 

当
事
者
が
浮
動
抵
当
を
設
定
し
た
と
き
に
、
会
社
の
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
約
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

593 

そ
の
約
定
に
従
う
。

第
四
五
三
条

[
抵
当
権
者
の
抵
当
権
設
定
者
の
生
産
経
営
に
対
す
る
監
督
]

る
旨
の
申
請
を
申
し
出
た
場
合
。

2 

抵
当
権
設
定
者
が
合
併
し
、
ま
た
は
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
場
合
。

第
四
五
一
条

[
浮
動
抵
当
権
の
効
力
]

浮
動
抵
当
権
の
効
力
は
、
浮
動
抵
当
権
が
確
定
し
た
と
き
に
、
抵
当
権
設
定
者
が
所
有
し
、

ま
た
は
処
分
権
を
有
す
る
全
財
産
に
及

ぶ、

浮
動
抵
当
権
が
成
立
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
が
経
営
過
程
に
処
分
し
た
財
産
は
抵
当
財
産
に
属
し
な
い
。
た
だ
し
、
抵
当
権
設
定

者
が
債
務
を
逃
避
す
る
た
め
に
会
社
の
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
当
該
処
分
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

-593-

第
四
五
二
条

[
浮
動
抵
当
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
と
の
関
係
]

1 

浮
動
抵
当
の
財
産
に
法
定
の
担
保
物
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
定
の
担
保
物
権
者
は
浮
動
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て

弁
済
を
受
け
る
。
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2 

同
一
の
会
社
の
財
産
に
複
数
の
浮
動
抵
当
権
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
各
抵
当
権
者
の
順
位
は
成
立
し
た
日
時
の
前
後
に

従
っ
て
確
定
す
る
。
前
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
は
後
順
位
に
あ
る
抵
当
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
。
同
じ
日
時
に
登
記

さ
れ
た
抵
当
権
は
同
じ
順
位
と
し
、
各
抵
当
権
者
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

3 

当
事
者
が
浮
動
抵
当
を
設
定
し
た
と
き
に
、
会
社
の
財
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
約
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

593 

そ
の
約
定
に
従
う
。

第
四
五
三
条

[
抵
当
権
者
の
抵
当
権
設
定
者
の
生
産
経
営
に
対
す
る
監
督
]
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抵
当
権
者
は
抵
当
権
設
定
者
の
生
産
経
営
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
な
監
督
の
方
式
、
方
法
と
内
容
は
、
当

事
者
が
自
由
に
約
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
五
四
条
　
［
浮
動
抵
当
権
の
実
行
］

　
浮
動
抵
当
権
の
実
行
は
、
抵
当
権
者
が
人
民
法
院
に
抵
当
権
の
実
行
を
申
請
し
、
人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下

し
た
と
き
よ
り
開
始
す
る
。

　
人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
決
定
を
公
告
す
る
と
同
時
に
、
抵
当
権
設
定
者
の
全
財
産

を
封
印
す
る
旨
の
公
告
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
の
全
財
産
は
財
産
管
理
人
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
と
す

る
。
財
産
管
理
人
は
、
会
社
住
所
地
の
浮
動
抵
当
の
登
記
を
取
り
扱
う
機
関
で
浮
動
抵
当
の
実
行
が
開
始
し
た
旨
の
登
記
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
財
産
管
理
人
は
人
民
法
院
が
抵
当
権
の
実
行
を
申
請
し
た
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
選
任
す
る
。

　
前
項
に
定
め
ら
れ
た
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
人
民
法
院
が
抵
当
権
設
定
者
の
財
産
に
対
す
る
封
印
は
善
意
の
第
三
者
に
対

抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
第
二
節
　
質
権

　
　
第
一
款
　
　
一
般
規
定

　
第
四
五
五
条
　
［
質
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
質
、
権
と
は
、
債
権
者
が
そ
の
債
権
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
担
保
に
供
す
る
債
務
者
ま
た
は
第
三
者

一594一
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四
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]

浮
動
抵
当
権
の
実
行
は
、
抵
当
権
者
が
人
民
法
院
に
抵
当
権
の
実
行
を
申
請
し
、
人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下

し
た
と
き
よ
り
開
始
す
る
。

人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
決
定
を
公
告
す
る
と
同
時
に
、
抵
当
権
設
定
者
の
全
財
産
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を
封
印
す
る
旨
の
公
告
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
民
法
院
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動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
の
全
財
産
は
財
産
管
理
人
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
と
す

る
。
財
産
管
理
人
は
、
会
社
住
所
地
の
浮
動
抵
当
の
登
記
を
取
り
扱
う
機
関
で
浮
動
抵
当
の
実
行
が
開
始
し
た
旨
の
登
記
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
財
産
管
理
人
は
人
民
法
院
が
抵
当
権
の
実
行
を
申
請
し
た
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
選
任
す
る
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
人
民
法
院
が
抵
当
権
設
定
者
の
財
産
に
対
す
る
封
印
は
善
意
の
第
三
者
に
対

抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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三
者
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を
封
印
す
る
旨
の
公
告
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
民
法
院
が
浮
動
抵
当
権
を
実
行
す
る
決
定
を
下
し
た
後
、
抵
当
権
設
定
者
の
全
財
産
は
財
産
管
理
人
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
と
す

る
。
財
産
管
理
人
は
、
会
社
住
所
地
の
浮
動
抵
当
の
登
記
を
取
り
扱
う
機
関
で
浮
動
抵
当
の
実
行
が
開
始
し
た
旨
の
登
記
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
財
産
管
理
人
は
人
民
法
院
が
抵
当
権
の
実
行
を
申
請
し
た
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
選
任
す
る
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
人
民
法
院
が
抵
当
権
設
定
者
の
財
産
に
対
す
る
封
印
は
善
意
の
第
三
者
に
対

抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
節

質
権

第
一
款

一
般
規
定

第
四
五
五
条

[
質
権
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
質
権
と
は
、
債
権
者
が
そ
の
債
権
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
担
保
に
供
す
る
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
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の
財
産
を
占
有
し
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
当
該
財
産
の
換
価
に
よ
る
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
権
利
を
い
う
。

　
前
項
に
い
う
債
権
者
は
質
権
者
と
し
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
は
質
権
設
定
者
と
し
、
質
権
設
定
者
が
担
保
に
供
し
た
財
産
は
質
物

と
し
、
質
権
設
定
者
が
財
産
の
占
有
権
を
債
権
者
に
移
し
、
そ
れ
を
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
質
と
す
る
。

　
第
四
五
六
条
　
［
質
権
の
目
的
物
］

　
法
律
が
譲
渡
を
認
め
る
特
定
の
動
産
は
、
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
戸
、
封
金
（
注
1
）
、
保
証
金
な
ど
の
形
式

で
特
定
化
さ
れ
た
金
銭
は
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
法
が
譲
渡
を
認
め
る
財
産
権
は
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
不

動
産
に
あ
る
財
産
権
は
質
権
の
目
的
物
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
四
五
七
条
　
［
質
契
約
］

　
質
権
設
定
者
は
、
質
権
者
と
書
面
に
よ
る
質
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
面
契
約
が
な
い
が
、
質
契
約
の
存
在
を
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
契
約
は
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
質
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
　
被
担
保
の
主
債
権
の
種
類
、
金
額
。

　
2
　
債
務
者
の
債
務
を
履
行
す
る
期
限
。

　
3
　
質
物
の
名
称
、
数
量
、
品
質
、
状
態
。

　
4
　
質
権
の
担
保
す
る
範
囲
。
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の
財
産
を
占
有
し
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
当
該
財
産
の
換
価
に
よ
る
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
債
権
者
は
質
権
者
と
し
、
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
は
質
権
設
定
者
と
し
、
質
権
設
定
者
が
担
保
に
供
し
た
財
産
は
質
物

と
し
、
質
権
設
定
者
が
財
産
の
占
有
権
を
債
権
者
に
移
し
、
そ
れ
を
債
権
の
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
質
と
す
る
。

第
四
五
六
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[
質
権
の
目
的
物
]

法
律
が
譲
渡
を
認
め
る
特
定
の
動
産
は
、
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
戸
、
封
金
(
注
1
)
、
保
証
金
な
ど
の
形
式

で
特
定
化
さ
れ
た
金
銭
は
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
が
譲
渡
を
認
め
る
財
産
権
は
質
権
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
不

動
産
に
あ
る
財
産
権
は
質
権
の
目
的
物
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
五
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[
質
契
約
]

質
権
設
定
者
は
、
質
権
者
と
書
面
に
よ
る
質
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
面
契
約
が
な
い
が
、
質
契
約
の
存
在
を
証
明

中国物権法草案建議稿

す
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
契
約
は
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

質
契
約
は
下
記
の
内
容
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1 

被
担
保
の
主
債
権
の
種
類
、
金
額
。

2 

債
務
者
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債
務
を
履
行
す
る
期
限
。
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物
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品
質
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状
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質
権
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保
す
る
範
囲
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あ
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が
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が
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。
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3 
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。
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5
　
質
物
を
引
き
渡
す
日
時
。

　
6
　
当
事
者
が
約
定
す
べ
き
だ
と
認
め
る
そ
の
他
の
事
項
。

　
質
契
約
は
前
項
の
規
定
し
た
内
容
を
備
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
五
八
条
　
［
質
権
期
間
の
約
定
］

　
当
事
者
は
質
の
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
し
た
期
間
が
主
債
務
の
履
行
期
限
よ
り
短
く
、
ま
た
は
そ

れ
と
同
じ
場
合
に
は
、
そ
の
約
定
は
無
効
と
す
る
。

　
第
四
五
九
条
　
［
流
質
約
定
の
禁
止
］

　
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
、
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
者
が
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
、
質
物
の
所
有
権
を
債
権
者

の
所
有
に
移
転
す
る
旨
の
約
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
六
〇
条
　
［
占
有
改
定
の
禁
止
］

　
質
権
者
と
質
権
設
定
者
が
、
質
権
者
に
代
わ
っ
て
質
権
設
定
者
が
質
物
を
占
有
す
る
と
約
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
質
は
無
効
と
す

る
。

　
第
四
六
一
条
　
［
質
権
担
保
の
範
囲
］

　
質
権
担
保
の
範
囲
は
、
主
債
権
お
よ
び
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
、
質
物
の
保
管
費
用
と
質
権
の
実
行
費
用
が
含
ま
れ
る
。
た

だ
し
、
質
契
約
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
約
定
に
従
う
。

　
第
四
六
二
条
　
［
転
質
］

　
質
権
者
は
質
権
の
存
続
期
問
中
に
、
質
物
を
第
三
者
に
転
質
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
は
質
物
の
転
質
に
よ
り
生
じ
た
あ
ら
ゆ

一596一

5 

質
物
を
引
き
渡
す
日
時
。

596 

当
事
者
が
約
定
す
べ
き
だ
と
認
め
る
そ
の
他
の
事
項
。

6 質
契
約
は
前
項
の
規
定
し
た
内
容
を
備
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
質
権
期
間
の
約
定
]

49 (山梨学院大学〕

第
四
五
八
条

当
事
者
は
質
の
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
約
定
し
た
期
聞
が
主
債
務
の
履
行
期
限
よ
り
短
く
、

ま
た
は
そ
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第
四
五
九
条

れ
と
同
じ
場
合
に
は
、
そ
の
約
定
は
無
効
と
す
る
。

[
流
質
約
定
の
禁
止
]

質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
、
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
者
が
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
、
質
物
の
所
有
権
を
債
権
者

第
四
六

O
条

の
所
有
に
移
転
す
る
旨
の
約
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

[
占
有
改
定
の
禁
止
]

-596-

質
権
者
と
質
権
設
定
者
が
、
質
権
者
に
代
わ
っ
て
質
権
設
定
者
が
質
物
を
占
有
す
る
と
約
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
質
は
無
効
と
す

る
第
四
六
一
条

質
権
担
保
の
範
囲
は
、
主
債
権
お
よ
び
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
、
質
物
の
保
管
費
用
と
質
権
の
実
行
費
用
が
含
ま
れ
る
。
た

[
質
権
担
保
の
範
囲
]

第
四
六
二
条

だ
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、
質
契
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他
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約
定
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あ
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合
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約
定
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従
う
。

〔
転
質
]

質
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続
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、
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す
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と
が
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。
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転
質
に
よ
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ゆ
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ゆ
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る
損
失
に
関
し
て
、
質
権
設
定
者
に
対
し
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
質
権
の
担
保
す
る
債
権
額
は
元
質
権
が
担
保

し
た
債
権
額
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
転
質
権
者
は
元
質
権
者
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
す
る
前
に
、
質
権
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
転
質
権
者
の
同
意
を
得
な
い
限
り
、
主
債
務
者
の
弁
済
は
転
質
権
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
質
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
て
転
質
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
自
己
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
限
り
質
権
設
定
者
に

対
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
す
る
。
転
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
と
そ
の
実
行
は
前
項
の
規
定
に
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す

る
。

　
第
四
六
三
条
　
［
果
実
の
収
取
］

　
質
権
者
は
質
物
に
よ
り
生
じ
た
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

　
前
項
に
定
め
ら
れ
た
果
実
は
、
ま
ず
は
果
実
を
収
取
す
る
た
め
の
費
用
に
充
当
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
に
充
当
し
、
最
後
に
は
債

権
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
六
四
条
　
［
質
権
の
拠
棄
］

　
質
権
者
は
質
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
拗
棄
は
関
連
す
る
第
三
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
質
権
者
が
質
権
を
拡
棄
す
る
場
合
に
、
質
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
に
担
保
を
保
証
す
る
者
が
他
に
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
保
証
人

は
、
質
権
者
が
質
権
の
拠
棄
に
よ
り
失
わ
れ
た
優
先
弁
済
を
受
け
る
利
益
内
に
限
り
、
そ
の
保
証
の
責
任
を
免
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

保
証
人
が
質
権
者
の
質
権
の
拠
棄
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
人
の
保
証
責
任
は
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
六
五
条
　
［
物
上
保
証
人
の
権
利
］
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る
損
失
に
関
し
て
、
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け
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ば
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し
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債
権
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超
え
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は
な
ら
ず
、
転
質
権
者
は
元
質
権
者
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
す
る
前
に
、
質
権
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
転
質
権
者
の
同
意
を
得
な
い
限
り
、
主
債
務
者
の
弁
済
は
転
質
権
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

質
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
て
転
質
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
自
己
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
限
り
質
権
設
定
者
に

対
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
す
る
。
転
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
と
そ
の
実
行
は
前
項
の
規
定
に
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す

る
第
四
六
三
条

[
果
実
の
収
取
]

質
権
者
は
質
物
に
よ
り
生
じ
た
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
他
の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ

-597-

の
限
り
で
は
な
い
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
果
実
は
、
ま
ず
は
果
実
を
収
取
す
る
た
め
の
費
用
に
充
当
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
に
充
当
し
、
最
後
に
は
債

権
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
六
四
条

[
質
権
の
拠
棄
]

質
権
者
は
質
権
を
拠
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
描
棄
は
関
連
す
る
第
三
者
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

質
権
者
が
質
権
を
馳
棄
す
る
場
合
に
、
質
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
に
担
保
を
保
証
す
る
者
が
他
に
い
る
と
き
に
は
、

そ
の
保
証
人

は
、
質
権
者
が
質
権
の
槌
棄
に
よ
り
失
わ
れ
た
優
先
弁
済
を
受
け
る
利
益
内
に
限
り
、
そ
の
保
証
の
責
任
を
免
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
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、
転
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質
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者
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権
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弁
済
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限
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す
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に
、
質
権
を
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行
す
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こ
と
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き

な
い
。
転
質
権
者
の
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意
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得
な
い
限
り
、
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債
務
者
の
弁
済
は
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質
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に
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て
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損
失
に
限
り
質
権
設
定
者
に

対
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
す
る
。
転
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
と
そ
の
実
行
は
前
項
の
規
定
に
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
す

る
第
四
六
三
条

[
果
実
の
収
取
]

質
権
者
は
質
物
に
よ
り
生
じ
た
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
他
の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ

-597-

の
限
り
で
は
な
い
。

前
項
に
定
め
ら
れ
た
果
実
は
、
ま
ず
は
果
実
を
収
取
す
る
た
め
の
費
用
に
充
当
し
、
次
は
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、
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に
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け
れ
ば
な
ら
な
い
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棄
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た
場
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は
、
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の
保
証
人
の
保
証
責
任
は
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
六
五
条

[
物
上
保
証
人
の
権
利
]



法学論集　49〔山梨学院大学〕　598

　
同
一
の
債
権
に
複
数
の
担
保
物
権
が
存
在
し
た
場
合
、
債
権
者
が
債
務
者
に
よ
り
提
供
し
た
物
件
の
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、

債
務
者
の
た
め
に
質
権
を
設
定
し
た
第
三
者
は
そ
の
放
棄
さ
れ
た
権
利
の
範
囲
内
で
、
そ
の
担
保
責
任
を
軽
減
し
、
若
し
く
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
債
務
者
の
た
め
に
質
権
を
設
定
し
た
第
三
者
が
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
者
が
質
権
を
実
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
質
物
の
所
有
権
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
第
三
者
は
債
務
者
に
対
し
償
還
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
他
の
第
三
者
は
債
権
者
の
地
位
を
受
継
い
だ
も
の
と
す
る
。

　
第
四
六
六
条
　
［
質
権
消
滅
の
随
伴
性
］

　
質
権
と
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
、
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
四
六
七
条
　
［
根
質
権
］

　
根
質
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
本
節
の
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
こ
の
法
律
の
根
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
四
六
八
条
　
［
他
の
法
律
規
定
］

　
質
権
に
関
す
る
本
節
の
規
定
は
他
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
質
権
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
法
律
に
こ
の
法
律
と
異
な
る
規
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。

　
　
第
二
款
動
産
質

　
第
四
六
九
条
　
［
動
産
質
の
成
立
］

　
当
事
者
が
動
産
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
は
質
権
設
定
者
が
質
物
を
質
権
者
に
引
き
渡
し
、
質
権
者
が
そ
れ
を
占
有
し

一598一
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債
権
に
複
数
の
担
保
物
権
が
存
在
し
た
場
合
、
債
権
者
が
債
務
者
に
よ
り
提
供
し
た
物
件
の
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、

債
務
者
の
た
め
に
質
権
を
設
定
し
た
第
三
者
は
そ
の
放
棄
さ
れ
た
権
利
の
範
囲
内
で
、
そ
の
担
保
責
任
を
軽
減
し
、
若
し
く
は
免
除
す

49 (山梨学院大学〕

る
こ
と
が
で
き
る
。

債
務
者
の
た
め
に
質
権
を
設
定
し
た
第
三
者
が
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
者
が
質
権
を
実
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
質
物
の
所
有
権
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
第
三
者
は
債
務
者
に
対
し
償
還
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
弁
済
し
た
他
の
第
三
者
は
債
権
者
の
地
位
を
受
継
い
だ
も
の
と
す
る
。
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第
四
六
六
条

[
質
権
消
滅
の
随
伴
性
]

質
権
と
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
、
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
四
六
七
条

[
根
質
権
]

根
質
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
本
節
の
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
こ
の
法
律
の
根
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
六
八
条

[
他
の
法
律
規
定
]

質
権
に
関
す
る
本
節
の
規
定
は
他
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
質
権
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
法
律
に
こ
の
法
律
と
異
な
る
規
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
款

動
産
質

第
四
六
九
条

[
動
産
質
の
成
立
]

当
事
者
が
動
産
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
は
質
権
設
定
者
が
質
物
を
質
権
者
に
引
き
渡
し
、
質
権
者
が
そ
れ
を
占
有
し
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た
と
き
に
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
質
権
設
定
者
が
間
接
的
に
占
有
し
て
い
る
財
産
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
事
実
を
示
す
書
面
の
通
知
が
占

有
者
に
送
達
さ
れ
た
と
き
よ
り
、
質
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
。
占
有
者
が
質
権
設
定
の
通
知
を
受
取
っ
た
後
、
な
お
質
権

設
定
者
の
指
示
に
従
い
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
行
為
は
無
効
と
す
る
。

　
質
権
者
が
質
権
設
定
者
に
よ
り
引
き
渡
さ
れ
た
動
産
を
占
有
し
た
と
き
に
、
質
権
設
定
者
に
処
分
権
が
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合

に
は
、
質
権
の
成
立
は
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
七
〇
条
　
［
質
物
の
引
き
渡
し
］

　
債
務
者
が
質
権
の
設
定
契
約
の
約
定
し
た
日
時
に
質
物
を
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
場
合
に
、
質
権
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た

と
き
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
過
失
に
応
じ
て
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
質
権
設
定
契
約
の
中
で
質
と
な
る
財
産
に
関
し
て
約
定
が
明
確
で
な
か
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
質
権
の
設
定
を
約
定
さ
れ
た
財
産
が

現
実
に
引
き
渡
さ
れ
た
財
産
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
た
財
産
を
質
物
と
す
る
。

　
第
四
七
一
条
［
質
物
の
留
置
］

　
質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
る
ま
で
、
質
権
者
は
質
物
の
返
還
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
七
二
条
　
［
質
物
の
保
管
］

　
質
権
者
は
質
物
を
適
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
物
の
保
管
が
適
切
で
な
い
こ
と
に
よ
り
、
質
物
が
殿
損
し
、
ま
た
は
滅

失
し
た
場
合
に
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
質
権
者
が
質
物
を
適
切
に
保
管
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
質
物
が
滅
失
、
殿
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
質
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す
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れ
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も
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と
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。
占
有
者
が
質
権
設
定
の
通
知
を
受
取
っ
た
後
、

設
定
者
の
指
示
に
従
い
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
行
為
は
無
効
と
す
る
。

に
は
、
質
権
の
成
立
は
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

質
権
者
が
質
権
設
定
者
に
よ
り
引
き
渡
さ
れ
た
動
産
を
占
有
し
た
と
き
に
、
質
権
設
定
者
に
処
分
権
が
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合

第
四
七

O
条

[
質
物
の
引
き
渡
し
]

債
務
者
が
質
権
の
設
定
契
約
の
約
定
し
た
日
時
に
質
物
を
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
場
合
に
、
質
権
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た

と
き
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
過
失
に
応
じ
て
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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質
権
設
定
契
約
の
中
で
質
と
な
る
財
産
に
関
し
て
約
定
が
明
確
で
な
か
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
質
権
の
設
定
を
約
定
さ
れ
た
財
産
が

現
実
に
引
き
渡
さ
れ
た
財
産
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
た
財
産
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質
物
と
す
る
。
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置
]

質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
る
ま
で
、
質
権
者
は
質
物
の
返
還
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
七
二
条

[
質
物
の
保
管
]

質
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適
切
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な
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適
切
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な
い
こ
と
に
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り
、
質
物
が
鍛
損
し
、
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債
権
が
全
額
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弁
済
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ま
で
、
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を
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と
が
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き
る
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四
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権
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適
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に
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管
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が
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い
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た
は
滅
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権
者
に
対
し
、
質
物
を
供
託
し
、
ま
た
は
前
倒
し
債
権
を
弁
済
し
て
質
物
を
返
還
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
項
の
規
定
に
従
い
、
質
物
を
供
託
し
た
場
合
に
は
、
質
物
の
供
託
費
用
は
質
権
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
質
権
設
定
者
が
前

倒
し
債
権
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
満
期
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
の
利
息
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
七
三
条
　
［
質
物
の
使
用
と
処
分
に
関
す
る
禁
止
］

　
法
律
に
他
の
規
定
、
若
し
く
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
質
権
者
は
質
物
を
使
用
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
処
分
し

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
物
保
管
の
た
め
に
必
要
な
使
用
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
ず
、
無
断
で
質
物
を
使
用
し
、
賃
貸
若
し
く
は
処
分
し
た
こ
と
に
よ

り
、
質
権
設
定
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
七
四
条
　
［
質
権
の
保
全
］

　
質
物
を
損
壊
し
、
ま
た
は
そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
減
少
さ
せ
る
危
険
が
あ
り
、
質
権
者
の
権
利
に
危
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合

に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
定
者
に
対
し
て
相
応
す
る
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
ご
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
が
そ
れ
を
提
供
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
を
競
売
ま
た
は
売
却
し
、
な
お
、
質
権
設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
競
売
ま
た
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た

代
金
を
も
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
設
定
者
と
約
定
さ
れ
た
第
三
者
に
当
該
代
金
を
供
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
四
七
五
条
　
［
質
物
の
返
還
］

　
質
権
者
の
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
七
六
条
　
［
動
産
質
権
の
効
力
は
従
物
と
添
付
物
に
及
ぶ
］
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権
者
に
対
し
、
質
物
を
供
託
し
、

ま
た
は
前
倒
し
債
権
を
弁
済
し
て
質
物
を
返
還
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
従
い
、
質
物
を
供
託
し
た
場
合
に
は
、
質
物
の
供
託
費
用
は
質
権
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
質
権
設
定
者
が
前

49 C山梨学院大学〕

倒
し
債
権
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
満
期
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
の
利
息
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

第
四
七
三
条

[
質
物
の
使
用
と
処
分
に
関
す
る
禁
止
]

法
律
に
他
の
規
定
、
若
し
く
は
当
事
者
間
に
他
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
質
権
者
は
質
物
を
使
用
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
処
分
し

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
物
保
管
の
た
め
に
必
要
な
使
用
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

法学論集

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
、
ず
、
無
断
で
質
物
を
使
用
し
、
賃
貸
若
し
く
は
処
分
し
た
こ
と
に
よ

り
、
質
権
設
定
者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
七
四
条

[
質
権
の
保
全
]

質
物
を
損
壊
し
、
ま
た
は
そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
減
少
さ
せ
る
危
険
が
あ
り
、
質
権
者
の
権
利
に
危
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合

に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
定
者
に
対
し
て
相
応
す
る
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
が
そ
れ
を
提
供
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
を
競
売
ま
た
は
売
却
し
、

な
お
、
質
権
設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
競
売
ま
た
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た

代
金
を
も
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、

ま
た
は
質
権
設
定
者
と
約
定
さ
れ
た
第
三
者
に
当
該
代
金
を
供
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
七
五
条

[
質
物
の
返
還
]

質
権
者
の
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
付
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
を
返
還
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
七
六
条

[
動
産
質
権
の
効
力
は
従
物
と
添
付
物
に
及
ぶ
]
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保
全
]
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]
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質
権
を
設
定
さ
れ
た
動
産
の
従
物
が
質
権
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
従
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
質
物
が
附
合
、
混
和
、
加
工
に
よ
り
添
付
を
生
じ
た
場
合
に
、
質
権
設
定
者
が
附
合
物
、
混
和
物
、
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た

と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
附
合
物
、
混
和
物
、
加
工
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
第
三
者
と
質
権
設
定
者
が
附
合
物
、
混
和
物
、
加

工
物
の
共
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
質
権
設
定
者
の
共
有
物
に
対
す
る
持
分
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
第
三
者
が
附
合
物
、

混
和
物
、
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
補
償
金
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
第
四
七
七
条
　
［
質
権
の
効
力
は
代
位
物
に
及
ぶ
］

　
質
物
が
滅
失
、
殿
損
し
、
若
し
く
は
徴
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
の
質
物
の
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
に
つ
い

て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
者
が
悪
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
に
よ
り
質
権
設
定
者
に
対
し
て
給
付
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
は
質
権
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す

る
。　

質
物
が
滅
失
、
殿
損
し
、
若
し
く
は
徴
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
を
得
た
そ
れ
ら
の
金
銭
に
関
す

る
場
合
、
質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
、
保
全
の
措
置
を
取

る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
七
八
条
　
［
質
権
移
転
の
随
伴
性
］

　
質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

　
質
権
は
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
か
ら
分
離
し
て
独
自
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
七
九
条
　
［
質
権
の
実
行
」
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質
権
を
設
定
さ
れ
た
動
産
の
従
物
が
質
権
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
従
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
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附
合
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混
和
、
加
工
に
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添
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を
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じ
た
場
合
に
、
質
権
設
定
者
が
附
合
物
、
混
和
物
、
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た

と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
附
合
物
、
混
和
物
、
加
工
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
第
三
者
と
質
権
設
定
者
が
附
合
物
、
混
和
物
、
加

工
物
の
共
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
質
権
設
定
者
の
共
有
物
に
対
す
る
持
分
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
第
三
者
が
附
合
物
、

混
和
物
、
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
き
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
補
償
金
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
四
七
七
条

[
質
権
の
効
力
は
代
位
物
に
及
ぶ
]

質
物
が
滅
失
、
段
損
し
、
若
し
く
は
徴
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
の
質
物
の
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
に
つ
い

て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
者
が
悪
意
ま
た
は
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重
大
な
過
失
に
よ
り
質
権
設
定
者
に
対
し
て
給
付
を
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
給
付
は
質
権
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す

る
質
物
が
滅
失
、
段
損
し
、
若
し
く
は
徴
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
を
得
た
そ
れ
ら
の
金
銭
に
関
す
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る
場
合
、
質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
人
民
法
院
に
対
し
、
保
全
の
措
置
を
取

る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
七
八
条

[
質
権
移
転
の
随
伴
性
]

質
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
は
そ
れ
と
同
時
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
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債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
者
が
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
自
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
で
は
な
い
場
合
に
、
質
権
者

は
質
権
設
定
者
と
、
質
物
を
換
金
し
、
ま
た
は
質
物
を
競
売
、
売
却
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ

た
価
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た
部
分
は
質
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
す
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得

た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ
た
価
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
を
実
行
す
る
と
き
の
価
額
に
基
づ
い
て
弁
済
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
足
の
部
分
は
債
務
者
が
引
き
つ
づ
き
弁
済
す
る
も
の
と
す
る
。
特
定
さ
れ
た
金
銭
を
質
物
と
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者

が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
当
該
金
銭
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
八
○
条
　
［
質
権
行
使
の
催
告
］

　
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
に
対
し
適
時
に
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質

権
者
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
怠
け
た
た
め
、
質
物
が
値
下
が
り
、
ま
た
は
意
外
に
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
八
一
条
　
［
質
権
行
使
の
不
可
分
性
］

　
質
権
の
担
保
し
て
い
る
主
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
の
全
部
に
対
し
て
質
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
主
債
権
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
個
々
に
有
す
る
債
権
分
に
つ
い
て
そ
の
質
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
質
物
を
も
っ
て
複
数
の
債

一602一
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債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
者
が
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
自
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
で
は
な
い
場
合
に
、
質
権
者

は
質
権
設
定
者
と
、
質
物
を
換
金
し
、

ま
た
は
質
物
を
競
売
、
売
却
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

49 (山梨学院大学〕

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ

た
価
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
超
え
た
部
分
は
質
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
す
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得

た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ
た
価
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
を
実
行
す
る
と
き
の
価
額
に
基
づ
い
て
弁
済
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
足
の
部
分
は
債
務
者
が
引
き
つ
づ
き
弁
済
す
る
も
の
と
す
る
。
特
定
さ
れ
た
金
銭
を
質
物
と
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者

法学論集

が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
当
該
金
銭
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
質
権
行
使
の
催
告
]

第
四
八

O
条
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債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
に
対
し
適
時
に
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質

権
者
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
怠
け
た
た
め
、
質
物
が
値
下
が
り
、
ま
た
は
意
外
に
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
八
一
条

[
質
権
行
使
の
不
可
分
性
]

質
権
の
担
保
し
て
い
る
主
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
の
全
部
に
対
し
て
質
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

主
債
権
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
個
々
に
有
す
る
債
権
分
に
つ
い
て
そ
の
質
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
質
物
を
も
っ
て
複
数
の
債
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債
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の
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行
期
限
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来
し
、
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権
者
が
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
自
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
で
は
な
い
場
合
に
、
質
権
者

は
質
権
設
定
者
と
、
質
物
を
換
金
し
、

ま
た
は
質
物
を
競
売
、
売
却
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

49 (山梨学院大学〕

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得
た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ

た
価
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
超
え
た
部
分
は
質
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
す
る
。
質
物
の
換
金
ま
た
は
競
売
、
売
却
に
よ
っ
て
得

た
代
金
が
質
権
設
定
時
に
約
定
さ
れ
た
価
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
を
実
行
す
る
と
き
の
価
額
に
基
づ
い
て
弁
済
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
足
の
部
分
は
債
務
者
が
引
き
つ
づ
き
弁
済
す
る
も
の
と
す
る
。
特
定
さ
れ
た
金
銭
を
質
物
と
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者
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が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
当
該
金
銭
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
質
権
行
使
の
催
告
]

第
四
八

O
条

-602-

債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
に
対
し
適
時
に
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質

権
者
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
怠
け
た
た
め
、
質
物
が
値
下
が
り
、
ま
た
は
意
外
に
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
、
質
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
八
一
条

[
質
権
行
使
の
不
可
分
性
]

質
権
の
担
保
し
て
い
る
主
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
物
の
全
部
に
対
し
て
質
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

主
債
権
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
債
権
者
は
個
々
に
有
す
る
債
権
分
に
つ
い
て
そ
の
質
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
債
務
が
分
割
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
一
部
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
引
き
続
き
そ
の
質
物
を
も
っ
て
複
数
の
債
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務
者
の
債
務
履
行
を
担
保
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質
を
提
供
し
た
場
合
、
債
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
ず

に
、
債
務
者
の
債
務
の
譲
渡
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
承
認
を
得
ず
に
譲
渡
さ
れ
た
債
務
に
つ
い
て
担
保
の
責
任

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
八
二
条
　
［
質
物
の
任
意
返
還
］

　
質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
若
し
く
は
質
物
の
所
有
者
に
返
還
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

　
質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
に
自
己
の
代
わ
り
に
そ
の
占
有
を
差
し
出
し
、
そ
の
質
権
を
保
留
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
留
は
無

効
と
す
る
。

　
第
四
八
三
条
　
［
質
物
占
有
の
喪
失
］

　
質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
、
質
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
不
法
に

占
有
し
た
者
に
対
し
、
侵
害
の
停
止
、
原
状
の
回
復
、
質
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
質
物
の
占
有
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
四
八
四
条
　
［
質
物
の
滅
失
］

　
質
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
滅
失
に
よ
っ
て
代
位
物
を
得
た
場
合
に
は
、
質
権

は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
第
四
八
五
条
　
［
質
権
と
所
有
権
と
の
混
同
］

　
同
一
動
産
に
設
定
さ
れ
た
質
権
が
当
該
動
産
の
所
有
権
と
同
一
人
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
動
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務
者
の
債
務
履
行
を
担
保
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質
を
提
供
し
た
場
合
、
債
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
ず

に
、
債
務
者
の
債
務
の
譲
渡
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
承
認
を
得
、
ず
に
譲
渡
さ
れ
た
債
務
に
つ
い
て
担
保
の
責
任

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
八
二
条

[
質
物
の
任
意
返
還
]

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
若
し
く
は
質
物
の
所
有
者
に
返
還
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
に
自
己
の
代
わ
り
に
そ
の
占
有
を
差
し
出
し
、
そ
の
質
権
を
保
留
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
留
は
無

効
と
す
る
。

-603-

第
四
八
三
条

[
質
物
占
有
の
喪
失
]

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
、
質
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
不
法
に

占
有
し
た
者
に
対
し
、
侵
害
の
停
止
、
原
状
の
回
復
、
質
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
質
物
の
占
有
を
回
復
す
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
四
八
四
条

[
質
物
の
滅
失
]

質
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
滅
失
に
よ
っ
て
代
位
物
を
得
た
場
合
に
は
、
質
権

は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
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第
四
八
五
条

[
質
権
と
所
有
権
と
の
混
同
]

同
一
動
産
に
設
定
さ
れ
た
質
権
が
当
該
動
産
の
所
有
権
と
同
一
人
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
動

務
者
の
債
務
履
行
を
担
保
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質
を
提
供
し
た
場
合
、
債
権
者
が
質
権
設
定
者
の
承
認
を
得
ず

に
、
債
務
者
の
債
務
の
譲
渡
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
承
認
を
得
、
ず
に
譲
渡
さ
れ
た
債
務
に
つ
い
て
担
保
の
責
任

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
八
二
条

[
質
物
の
任
意
返
還
]

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
若
し
く
は
質
物
の
所
有
者
に
返
還
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も

の
と
す
る
。

質
権
者
が
質
物
を
質
権
設
定
者
に
自
己
の
代
わ
り
に
そ
の
占
有
を
差
し
出
し
、
そ
の
質
権
を
保
留
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
留
は
無

効
と
す
る
。
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第
四
八
三
条

[
質
物
占
有
の
喪
失
]

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
、
質
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
不
法
に

占
有
し
た
者
に
対
し
、
侵
害
の
停
止
、
原
状
の
回
復
、
質
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
質
物
の
占
有
を
回
復
す
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
四
八
四
条

[
質
物
の
滅
失
]

質
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
滅
失
に
よ
っ
て
代
位
物
を
得
た
場
合
に
は
、
質
権

は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
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第
四
八
五
条

[
質
権
と
所
有
権
と
の
混
同
]

同
一
動
産
に
設
定
さ
れ
た
質
権
が
当
該
動
産
の
所
有
権
と
同
一
人
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
動
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産
に
他
の
担
保
物
権
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
八
六
条
　
［
質
物
の
蝦
疵
に
対
す
る
担
保
責
任
］

　
質
物
に
隠
蔽
的
な
最
疵
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
質
権
者
の
他
の
財
産
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
に
、
質
権
者
が
質
物
に
蝦
疵
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
知
っ

た
う
え
に
、
そ
れ
を
引
き
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
八
七
条
　
［
営
業
質
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
営
業
質
権
と
は
、
質
屋
の
営
業
者
が
金
銭
を
貸
し
つ
け
、
借
り
入
れ
者
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
動
産
を
目
的
物

と
し
て
占
有
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
質
権
を
い
う
。
借
り
入
れ
者
か
ら
占
有
を
移
さ
れ
た
動
産
は
質
物
と
す
る
。

　
営
業
質
権
の
質
権
者
は
質
屋
の
営
業
を
許
可
さ
れ
た
法
人
に
限
る
。

　
第
四
八
八
条
　
［
営
業
質
権
の
設
定
方
式
並
び
に
目
的
物
の
制
限
］

　
営
業
質
権
を
設
定
す
る
契
約
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
、
証
書
は
営
業
質
権
の
書
面
証
書
と
す
る
。

　
銀
行
預
金
証
書
、
通
帳
な
ど
の
有
価
証
券
に
は
営
業
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
八
九
条
　
［
営
業
質
権
の
転
質
の
禁
止
］

　
営
業
質
権
者
は
営
業
質
物
を
転
質
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
九
〇
条
　
［
質
屋
営
業
者
の
責
任
］

　
質
屋
営
業
者
は
借
り
入
れ
者
に
営
業
質
物
に
つ
い
て
適
法
な
権
利
を
持
っ
て
な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に

は
、
営
業
質
権
の
設
定
に
よ
り
真
の
権
利
者
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一604一
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産
に
他
の
担
保
物
権
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
八
六
条

[
質
物
の
暇
庇
に
対
す
る
担
保
責
任
]

49 (山梨学院大学〕

質
物
に
隠
蔽
的
な
暇
庇
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
質
権
者
の
他
の
財
産
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
に
、
質
権
者
が
質
物
に
回
収
庇
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
知
っ

た
う
え
に
、
そ
れ
を
引
き
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
四
八
七
条

[
営
業
質
権
の
定
義
〕
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こ
の
法
律
に
お
い
て
、
営
業
質
権
と
は
、
質
屋
の
営
業
者
が
金
銭
を
貸
し
つ
け
、
借
り
入
れ
者
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
動
産
を
目
的
物

と
し
て
占
有
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
質
権
を
い
う
。
借
り
入
れ
者
か
ら
占
有
を
移
さ
れ
た
動
産
は
質
物
と
す
る
。

-604-

営
業
質
権
の
質
権
者
は
質
屋
の
営
業
を
許
可
さ
れ
た
法
人
に
限
る
。

第
四
八
八
条

[
営
業
質
権
の
設
定
方
式
並
び
に
目
的
物
の
制
限
]

営
業
質
権
を
設
定
す
る
契
約
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
証
書
は
営
業
質
権
の
書
面
証
書
と
す
る
。

銀
行
預
金
証
書
、
通
帳
な
ど
の
有
価
証
券
に
は
営
業
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
八
九
条

[
営
業
質
権
の
転
質
の
禁
止
]

営
業
質
権
者
は
営
業
質
物
を
転
質
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
九

O
条

[
質
屋
営
業
者
の
責
任
]

質
屋
営
業
者
は
借
り
入
れ
者
に
営
業
質
物
に
つ
い
て
適
法
な
権
利
を
持
つ
て
な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に

は
、
営
業
質
権
の
設
定
に
よ
り
真
の
権
利
者
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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質
物
の
暇
庇
に
対
す
る
担
保
責
任
]
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質
物
に
隠
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的
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他
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、
質
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が
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渡
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と
き
に
、
質
権
者
が
質
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に
回
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が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
知
っ

た
う
え
に
、
そ
れ
を
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受
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も
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に
つ
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て
は
こ
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限
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な
い
。

第
四
八
七
条

[
営
業
質
権
の
定
義
〕
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に
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て
、
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は
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を
貸
し
つ
け
、
借
り
入
れ
者
か
ら
引
き
渡
さ
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た
動
産
を
目
的
物

と
し
て
占
有
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
質
権
を
い
う
。
借
り
入
れ
者
か
ら
占
有
を
移
さ
れ
た
動
産
は
質
物
と
す
る
。

-604-

営
業
質
権
の
質
権
者
は
質
屋
の
営
業
を
許
可
さ
れ
た
法
人
に
限
る
。

第
四
八
八
条

[
営
業
質
権
の
設
定
方
式
並
び
に
目
的
物
の
制
限
]

営
業
質
権
を
設
定
す
る
契
約
は
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
証
書
は
営
業
質
権
の
書
面
証
書
と
す
る
。

銀
行
預
金
証
書
、
通
帳
な
ど
の
有
価
証
券
に
は
営
業
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
八
九
条

[
営
業
質
権
の
転
質
の
禁
止
]

営
業
質
権
者
は
営
業
質
物
を
転
質
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
九

O
条

[
質
屋
営
業
者
の
責
任
]

質
屋
営
業
者
は
借
り
入
れ
者
に
営
業
質
物
に
つ
い
て
適
法
な
権
利
を
持
つ
て
な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に

は
、
営
業
質
権
の
設
定
に
よ
り
真
の
権
利
者
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
九
一
条
　
［
営
業
質
物
の
受
け
戻
し
］

　
借
り
入
れ
者
は
質
屋
営
業
者
と
営
業
質
物
の
受
け
戻
し
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
間
中
に
、
借
り
入
れ
者
は

借
金
を
返
済
し
て
営
業
質
物
を
受
け
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
限
が
到
来
し
た
後
、
借
り
入
れ
者
が
五
日
間
経
過
し
て
も
営

業
質
物
を
受
け
戻
さ
な
い
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者
は
営
業
質
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
営
業
質
権
者
が
担
保
し
た
債
権
も
同
時
に
消

滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
借
り
入
れ
者
が
質
屋
営
業
者
と
受
け
戻
し
の
約
定
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
場
合
、
借
り
入
れ
者
が
営
業
質
権
設
定
契
約
に
約
定
さ
れ
た

借
金
の
返
済
期
限
が
到
来
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
金
の
元
利
を
返
済
し
て
質
物
を
受
け
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者

は
催
告
を
経
た
後
、
そ
の
質
物
の
所
有
権
を
直
接
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
屋
営
業
者
は
そ
の
質
物
を
競
売
し
若
し
く

は
売
却
し
、
質
物
の
換
金
若
し
く
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
全
て
の
代
金
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
額
が

営
業
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
れ
を
返
還
し
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
代
金
が
質
屋
営
業
者
の
債

権
弁
済
に
不
足
す
る
場
合
に
は
、
借
り
入
れ
者
は
追
加
の
弁
済
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
四
九
二
条
　
［
法
律
の
準
用
］

　
営
業
質
権
は
営
業
質
権
に
関
す
る
本
款
の
規
定
の
外
に
、
動
産
質
権
に
関
す
る
規
定
を
も
適
用
す
る
。

　
第
三
款
　
権
利
質

第
四
九
三
条
　
［
権
利
質
権
の
目
的
範
囲
］

下
記
に
掲
げ
た
権
利
は
質
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一605一

第
四
九
一
条

[
営
業
質
物
の
受
け
戻
し
]

借
り
入
れ
者
は
質
屋
営
業
者
と
営
業
質
物
の
受
げ
戻
し
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
間
中
に
、
借
り
入
れ
者
は

借
金
を
返
済
し
て
営
業
質
物
を
受
け
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
限
が
到
来
し
た
後
、
借
り
入
れ
者
が
五
日
間
経
過
し
て
も
営

業
質
物
を
受
け
戻
さ
な
い
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者
は
営
業
質
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
営
業
質
権
者
が
担
保
し
た
債
権
も
同
時
に
消

滅
し
た
も
の
と
す
る
。

借
り
入
れ
者
が
質
屋
営
業
者
と
受
け
戻
し
の
約
定
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
場
合
、
借
り
入
れ
者
が
営
業
質
権
設
定
契
約
に
約
定
さ
れ
た

借
金
の
返
済
期
限
が
到
来
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
金
の
元
利
を
返
済
し
て
質
物
を
受
け
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者

は
催
告
を
経
た
後
、
そ
の
質
物
の
所
有
権
を
直
接
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
屋
営
業
者
は
そ
の
質
物
を
競
売
し
若
し
く

-605-

は
売
却
し
、
質
物
の
換
金
若
し
く
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
全
て
の
代
金
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
額
が

営
業
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
れ
を
返
還
し
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
代
金
が
質
屋
営
業
者
の
債

権
弁
済
に
不
足
す
る
場
合
に
は
、
借
り
入
れ
者
は
追
加
の
弁
済
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
四
九
二
条

[
法
律
の
準
用
]

営
業
質
権
は
営
業
質
権
に
関
す
る
本
款
の
規
定
の
外
に
、
動
産
質
権
に
関
す
る
規
定
を
も
適
用
す
る
。

第
三
款

権
利
質

605 

第
四
九
三
条

[
権
利
質
権
の
目
的
範
囲
]

下
記
に
掲
げ
た
権
利
は
質
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
九
一
条

[
営
業
質
物
の
受
け
戻
し
]

借
り
入
れ
者
は
質
屋
営
業
者
と
営
業
質
物
の
受
げ
戻
し
期
間
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
間
中
に
、
借
り
入
れ
者
は

借
金
を
返
済
し
て
営
業
質
物
を
受
け
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
受
け
戻
し
期
限
が
到
来
し
た
後
、
借
り
入
れ
者
が
五
日
間
経
過
し
て
も
営

業
質
物
を
受
け
戻
さ
な
い
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者
は
営
業
質
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
営
業
質
権
者
が
担
保
し
た
債
権
も
同
時
に
消

滅
し
た
も
の
と
す
る
。

借
り
入
れ
者
が
質
屋
営
業
者
と
受
け
戻
し
の
約
定
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
場
合
、
借
り
入
れ
者
が
営
業
質
権
設
定
契
約
に
約
定
さ
れ
た

借
金
の
返
済
期
限
が
到
来
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
金
の
元
利
を
返
済
し
て
質
物
を
受
け
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
質
屋
営
業
者

は
催
告
を
経
た
後
、
そ
の
質
物
の
所
有
権
を
直
接
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
屋
営
業
者
は
そ
の
質
物
を
競
売
し
若
し
く
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は
売
却
し
、
質
物
の
換
金
若
し
く
は
売
却
に
よ
っ
て
得
た
全
て
の
代
金
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
物
の
換
金
額
が

営
業
質
権
の
担
保
し
た
債
権
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
そ
れ
を
返
還
し
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
代
金
が
質
屋
営
業
者
の
債

権
弁
済
に
不
足
す
る
場
合
に
は
、
借
り
入
れ
者
は
追
加
の
弁
済
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
四
九
二
条

[
法
律
の
準
用
]

営
業
質
権
は
営
業
質
権
に
関
す
る
本
款
の
規
定
の
外
に
、
動
産
質
権
に
関
す
る
規
定
を
も
適
用
す
る
。

第
三
款

権
利
質
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第
四
九
三
条

[
権
利
質
権
の
目
的
範
囲
]

下
記
に
掲
げ
た
権
利
は
質
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
九
四
条

　
為
替
手
形
、

場
合
に
は
、

証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
為
替
手
形
、
小
切
手
、
約
束
手
形
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
が
手
形
に
「
質
」
の
文
字
を
裏
書
で
表
示
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
手
形
に
質
権
を
設
定
し
た
こ
と
を
も
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
会
社
債
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
が
債
券
に
「
質
」
の
文
字
を
裏
書
で
表
示
せ
ず
、
会
社
債
に
質
権
を
設

定
し
た
事
実
を
会
社
債
券
の
控
え
に
記
載
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
会
社
債
に
質
権
を
設
定
し
た
こ
と
を
も
っ
て
会
社
ま
た
は
第
三
者

に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
預
金
証
書
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
そ
の
預
金
証
書
に
質
権
を
設
定
し
た
事
実
を
当
該
預
金
証
書

の
発
行
銀
行
に
通
知
し
、
当
該
銀
行
が
そ
の
預
金
証
書
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
の
印
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
示
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
預
金
証
書
の
発
行
銀
行
は
、
質
権
の
設
定
を
確
認
し
た
の
ち
、
紛
失
届
け
を

為
替
手
形
、
約
束
手
形
、
小
切
手
、
債
券
、
預
金
証
書
、
倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
、
保
険
証
書
な
ど
。

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
債
権
。

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
、
株
券
。

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
中
の
財
産
権
。

道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
燧
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
。

　
　
　
　
［
証
券
債
権
に
よ
る
質
権
の
設
定
］

　
　
　
小
切
手
、
約
束
手
形
、
債
券
、
預
金
証
書
、
倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
、
保
険
証
書
に
質
権
を
設
定
す
る

　
　
質
権
の
設
定
契
約
に
約
定
さ
れ
た
期
限
内
で
そ
の
権
利
証
書
を
質
権
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
権
利
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道
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渡
し
場
な
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益
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受
付
け
た
こ
と
に
よ
り
預
金
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
そ
の
質
権
設
定
の
事
実
を
倉
庫

業
者
、
運
送
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
保
険
証
書
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
保
険
法
』
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
有
価
証
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
が
そ
れ
を
再
譲
渡
し
、
ま
た
は
再
び
質
権
を
設
定
す
る

も
の
は
無
効
と
す
る
。

　
第
四
九
五
条
　
［
証
券
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
］

　
証
券
債
権
に
質
、
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
の
従
権
利
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

質
権
者
が
証
券
債
権
の
付
属
す
る
証
券
を
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
付
属
す
る
証
券
上
の
権
利
に
及
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
第
四
九
六
条
　
［
証
券
債
権
の
質
権
の
実
行
］

　
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
明
白
に
記
載
さ
れ
て
い
る
為
替
手
形
、
小
切
手
、
約
束
手
形
、
債
券
、
預
金
証
書
、

倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
、
そ
の
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
債
務
の
履
行

期
限
よ
り
早
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
債
務
履
行
の
期
限
が
到
来
す
る
前
に
現
金
を
両
替
し
、
ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
時
に
、
質
権
設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
両
替
し
た
金
銭
ま
た
は
引
き
取
っ
た
貨
物
を
も
っ
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒

し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
質
権
設
定
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の

一607一

受
付
け
た
こ
と
に
よ
り
預
金
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
そ
の
質
権
設
定
の
事
実
を
倉
庫

業
者
、
運
送
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な

し〉
o 

保
険
証
書
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
保
険
法
』
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
有
価
証
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
が
そ
れ
を
再
譲
渡
し
、
ま
た
は
再
び
質
権
を
設
定
す
る

も
の
は
無
効
と
す
る
。

第
四
九
五
条

[
証
券
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
]

-607-

証
券
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
の
従
権
利
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

質
権
者
が
証
券
債
権
の
付
属
す
る
証
券
を
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
付
属
す
る
証
券
上
の
権
利
に
及
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
四
九
六
条

[
証
券
債
権
の
質
権
の
実
行
]
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行
の
期
限
が
到
来
す
る
前
に
現
金
を
両
替
し
、

ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き

607 

る
。
同
時
に
、
質
権
設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
両
替
し
た
金
銭
ま
た
は
引
き
取
っ
た
貨
物
を
も
っ
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒

し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
質
権
設
定
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の

受
付
け
た
こ
と
に
よ
り
預
金
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
そ
の
質
権
設
定
の
事
実
を
倉
庫

業
者
、
運
送
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な

し〉
o 

保
険
証
書
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
保
険
法
』
の
関
連
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
有
価
証
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
が
そ
れ
を
再
譲
渡
し
、
ま
た
は
再
び
質
権
を
設
定
す
る

も
の
は
無
効
と
す
る
。

第
四
九
五
条

[
証
券
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
]

-607-

証
券
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
の
従
権
利
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

質
権
者
が
証
券
債
権
の
付
属
す
る
証
券
を
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
の
付
属
す
る
証
券
上
の
権
利
に
及
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
。

中国物権法草案建議稿

第
四
九
六
条

[
証
券
債
権
の
質
権
の
実
行
]

現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
明
白
に
記
載
さ
れ
て
い
る
為
替
手
形
、
小
切
手
、
約
束
手
形
、
債
券
、
預
金
証
書
、

倉
庫
証
券
、
船
荷
証
券
・
貨
物
引
換
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
、
そ
の
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
債
務
の
履
行

期
限
よ
り
早
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
債
務
履
行
の
期
限
が
到
来
す
る
前
に
現
金
を
両
替
し
、

ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き

607 

る
。
同
時
に
、
質
権
設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
両
替
し
た
金
銭
ま
た
は
引
き
取
っ
た
貨
物
を
も
っ
て
そ
の
担
保
し
て
い
る
債
権
を
前
倒

し
弁
済
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
質
権
設
定
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
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日
時
が
債
務
履
行
の
期
限
よ
り
遅
れ
る
場
合
に
は
、
質
権
者
は
、
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
到
来
し
た
と
き
に
の

み
現
金
を
両
替
し
、
ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
っ
て
、
そ
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
九
七
条
　
二
般
債
権
の
質
権
の
設
定
］

　
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
債
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
は
質
権
の
設
定
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。
権
利
証
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
権
利
証
書
を
質
権
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

事
者
間
に
書
面
に
よ
る
質
権
の
設
定
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
が
、
債
権
の
権
利
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
設
定

関
係
は
存
在
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
事
実
を
第
三
債
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
第
三
債
務
者
と
他
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
九
八
条
　
ロ
般
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
の
範
囲
］

　
一
般
債
権
の
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
利
息
債
権
、
従
権
利
及
び
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質

権
を
設
定
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
る
前
に
弁
済
を
既
に
受
け
た
利
息
に
つ
い
て
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
れ
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
第
四
九
九
条
　
ロ
般
債
権
の
質
権
者
の
給
付
請
求
権
］

　
一
般
債
権
の
質
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
と
き
に
、
質
権
者
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
に
対

し
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
、
被
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権

一608一
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日
時
が
債
務
履
行
の
期
限
よ
り
遅
れ
る
場
合
に
は
、
質
権
者
は
、
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
到
来
し
た
と
き
に
の

み
現
金
を
両
替
し
、
ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
っ
て
、
そ
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
九
七
条

[
一
般
債
権
の
質
権
の
設
定
]

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
債
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
は
質
権
の
設
定
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。
権
利
証
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
権
利
証
書
を
質
権
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

事
者
間
に
書
面
に
よ
る
質
権
の
設
定
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
が
、
債
権
の
権
利
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
設
定
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関
係
は
存
在
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
事
実
を
第
三
債
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ

-608-

た
場
合
に
は
、
第
三
債
務
者
と
他
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
九
八
条

[
一
般
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
の
範
閤
]

一
般
債
権
の
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
利
息
債
権
、
従
権
利
及
び
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質

権
を
設
定
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
る
前
に
弁
済
を
既
に
受
け
た
利
息
に
つ
い
て
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
れ
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な

し瓦。
第
四
九
九
条

[
一
般
債
権
の
質
権
者
の
給
付
請
求
権
]

一
般
債
権
の
質
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
と
き
に
、
質
権
者
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
に
対

し
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
、
被
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権

608 

日
時
が
債
務
履
行
の
期
限
よ
り
遅
れ
る
場
合
に
は
、
質
権
者
は
、
現
金
の
両
替
ま
た
は
貨
物
の
引
取
り
の
日
時
が
到
来
し
た
と
き
に
の

み
現
金
を
両
替
し
、
ま
た
は
貨
物
を
引
き
取
っ
て
、
そ
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
九
七
条

[
一
般
債
権
の
質
権
の
設
定
]

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
債
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
は
質
権
の
設
定
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。
権
利
証
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
権
利
証
書
を
質
権
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

事
者
間
に
書
面
に
よ
る
質
権
の
設
定
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
が
、
債
権
の
権
利
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
設
定
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関
係
は
存
在
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
設
定
者
と
質
権
者
は
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
事
実
を
第
三
債
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
通
知
し
な
か
っ

-608-

た
場
合
に
は
、
第
三
債
務
者
と
他
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
九
八
条

[
一
般
債
権
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
の
範
閤
]

一
般
債
権
の
質
権
の
効
力
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
利
息
債
権
、
従
権
利
及
び
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
第
三
者
が
質

権
を
設
定
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
る
前
に
弁
済
を
既
に
受
け
た
利
息
に
つ
い
て
は
、
質
権
の
効
力
は
そ
れ
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な

し瓦。
第
四
九
九
条

[
一
般
債
権
の
質
権
者
の
給
付
請
求
権
]

一
般
債
権
の
質
権
が
担
保
し
て
い
る
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
た
と
き
に
、
質
権
者
は
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
に
対

し
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
、
被
担
保
の
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
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設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
を
収
取
し
て
債
務
者
の
債
務
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
設
定
者
と
協
議
を

経
て
、
第
三
債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
目
的
物
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
に
担
保
権
が
付
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
債
務
者
が
弁
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、

質
権
者
は
代
位
し
て
担
保
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
質
権
設
定
者
は
質
権
者
の
承
認
を
得
な
い
限
り
、
第
三
者
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
五
〇
〇
条
　
［
第
三
債
務
者
の
抗
弁
権
］

　
第
三
債
務
者
は
、
質
権
設
定
者
に
対
す
る
抗
弁
権
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
〇
一
条
［
債
権
質
権
の
質
権
者
の
起
訴
選
択
権
］

　
債
権
に
質
権
を
設
定
し
、
質
権
者
が
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
に
対
し
質
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債

務
者
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
単
独
に
質
権
設

定
者
ま
た
は
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
〇
二
条
　
［
株
式
の
質
権
の
設
定
］

　
株
式
有
限
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
の
株
式
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
会
社
法
』
に
定
め
ら
れ
た
株

式
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
上
場
会
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
無
記
名
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
券
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
証
券
の

登
記
機
関
で
登
記
し
た
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

　
そ
の
他
の
株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
式
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
株
主
名
簿
に
記
載
し
た
日
よ
り
成
立

一609一

設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
を
収
取
し
て
債
務
者
の
債
務
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
設
定
者
と
協
議
を

経
て
、
第
三
債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
目
的
物
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
に
担
保
権
が
付
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
債
務
者
が
弁
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、

質
権
者
は
代
位
し
て
担
保
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
質
権
設
定
者
は
質
権
者
の
承
認
を
得
な
い
限
り
、
第
三
者
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五

O
O条

[
第
三
債
務
者
の
抗
弁
権
]

第
三
債
務
者
は
、
質
権
設
定
者
に
対
す
る
抗
弁
権
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五

O
一
条

[
債
権
質
権
の
質
権
者
の
起
訴
選
択
権
]

-609-

債
権
に
質
権
を
設
定
し
、
質
権
者
が
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
に
対
し
質
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債

務
者
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
単
独
に
質
権
設

定
者
ま
た
は
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中国物権法草案建議稿

第
五

O
二
条

[
株
式
の
質
権
の
設
定
]

株
式
有
限
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
の
株
式
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
会
社
法
』
に
定
め
ら
れ
た
株

式
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

上
場
会
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
無
記
名
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
券
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
証
券
の

609 

登
記
機
関
で
登
記
し
た
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

そ
の
他
の
株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
式
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
株
主
名
簿
に
記
載
し
た
日
よ
り
成
立

設
定
者
と
協
議
を
経
て
、
質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
を
収
取
し
て
債
務
者
の
債
務
を
前
倒
し
弁
済
し
、
ま
た
は
質
権
設
定
者
と
協
議
を

経
て
、
第
三
債
務
者
が
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
目
的
物
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
権
が
設
定
さ
れ
た
債
権
に
担
保
権
が
付
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
債
務
者
が
弁
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
に
は
、

質
権
者
は
代
位
し
て
担
保
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
質
権
設
定
者
は
質
権
者
の
承
認
を
得
な
い
限
り
、
第
三
者
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五

O
O条

[
第
三
債
務
者
の
抗
弁
権
]

第
三
債
務
者
は
、
質
権
設
定
者
に
対
す
る
抗
弁
権
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五

O
一
条

[
債
権
質
権
の
質
権
者
の
起
訴
選
択
権
]

-609-

債
権
に
質
権
を
設
定
し
、
質
権
者
が
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
に
対
し
質
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債

務
者
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
定
者
及
び
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
単
独
に
質
権
設

定
者
ま
た
は
第
三
債
務
者
を
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中国物権法草案建議稿

第
五

O
二
条

[
株
式
の
質
権
の
設
定
]

株
式
有
限
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
の
株
式
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
『
中
華
人
民
共
和
国
会
社
法
』
に
定
め
ら
れ
た
株

式
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

上
場
会
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
無
記
名
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
券
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
証
券
の

609 

登
記
機
関
で
登
記
し
た
日
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

そ
の
他
の
株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
は
、
株
式
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
旨
を
株
主
名
簿
に
記
載
し
た
日
よ
り
成
立
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し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
五
〇
三
条
　
［
株
式
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
］

　
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
、
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
質
権
の
効
力
は
株
式
、
株
券
の
法
定
果
実

と
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
第
五
〇
四
条
　
［
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
の
議
決
権
］

　
株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
質
権
設
定
者
は
株
主
会
議
に
参
加
し
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
〇
五
条
　
［
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
に
よ
る
株
式
譲
渡
に
対
す
る
制
限
］

　
株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
そ
の
株
式
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経
て
そ
の

承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
は
株
式
の
譲
渡
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
も

っ
て
質
権
者
に
対
し
、
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
株
式
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
質
権
者

若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
〇
六
条
　
［
知
的
財
産
権
の
質
権
設
定
］

　
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
質
権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ

り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
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の
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す
る
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第
五

O
三
条

[
株
式
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
]

49 (山梨学院大学〕

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
、
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
質
権
の
効
力
は
株
式
、
株
券
の
法
定
果
実

と
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
五

O
四
条

[
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
の
議
決
権
]

株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
質
権
設
定
者
は
株
主
会
議
に
参
加
し
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五

O
五
条

〔
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
に
よ
る
株
式
譲
渡
に
対
す
る
制
限
]

株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
そ
の
株
式
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経
て
そ
の

承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
は
株
式
の
譲
渡
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
も

っ
て
質
権
者
に
対
し
、
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

しユ。
質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
株
式
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
質
権
者

若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五

O
六
条

[
知
的
財
産
権
の
質
権
設
定
]

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
-
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
質
権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ

り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

し
た
も
の
と
す
る
。
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第
五

O
三
条

[
株
式
の
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
]

49 (山梨学院大学〕

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
、
株
券
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
質
権
の
効
力
は
株
式
、
株
券
の
法
定
果
実

と
代
位
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
五

O
四
条

[
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
の
議
決
権
]

株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
質
権
設
定
者
は
株
主
会
議
に
参
加
し
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五

O
五
条

〔
株
式
質
権
の
質
権
設
定
者
に
よ
る
株
式
譲
渡
に
対
す
る
制
限
]

株
式
に
質
権
を
設
定
し
た
後
、
そ
の
株
式
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経
て
そ
の

承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
は
株
式
の
譲
渡
に
よ
っ
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
も

っ
て
質
権
者
に
対
し
、
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

しユ。
質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
株
式
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
行
為
は
無
効
と
す
る
。
質
権
者

若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権
設
定
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五

O
六
条

[
知
的
財
産
権
の
質
権
設
定
]

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
-
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
質
権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ

り
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
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第
五
〇
七
条
　
［
知
的
財
産
権
の
質
権
の
目
的
物
に
対
す
る
処
分
の
制
限
］

　
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
そ
の
財
産
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経

て
そ
の
承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
が

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
譲
渡
費
若
し
く
は
許
可
費
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
し
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し

く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
、
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
行
為
は
無
効
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
者
若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権

設
定
者
は
そ
の
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
〇
八
条
　
［
不
動
産
収
益
権
の
質
権
設
定
］

　
道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
燧
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
質

権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
五
〇
九
条
　
［
不
動
産
収
益
権
の
質
権
の
効
力
］

　
道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
燧
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設

定
者
が
当
該
不
動
産
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
収
取
し
た
そ
の
収
益
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取
の
た
め
の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、
さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も

一611一

第
五

O
七
条

[
知
的
財
産
権
の
質
権
の
目
的
物
に
対
す
る
処
分
の
制
限
]

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
そ
の
財
産
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経

て
そ
の
承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
が

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
譲
渡
費
若
し
く
は
許
可
費
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
し
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し

く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
行
為
は
無
効
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
者
若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権

設
定
者
は
そ
の
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五

O
八
条

[
不
動
産
収
益
権
の
質
権
設
定
]

道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
隠
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
質
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権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。

第
五

O
九
条

[
不
動
産
収
益
権
の
質
権
の
効
力
]

道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
隊
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設

611 

定
者
が
当
該
不
動
産
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
収
取
し
た
そ
の
収
益
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取
の
た
め
の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、

さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も

第
五

O
七
条

[
知
的
財
産
権
の
質
権
の
目
的
物
に
対
す
る
処
分
の
制
限
]

法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
専
用
権
、
特
許
権
、
著
作
権
の
中
の
財
産
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
設
定

者
は
そ
の
財
産
権
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
と
協
議
を
経

て
そ
の
承
認
を
得
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
設
定
者
が

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
譲
渡
費
若
し
く
は
許
可
費
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
も
っ
て
質
権
者
に
対
し
担
保
の
債
権
を
前
倒
し
弁
済
し
、
若
し

く
は
そ
れ
を
質
権
者
と
約
定
し
た
第
三
者
に
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
権
設
定
者
が
質
権
者
の
承
認
を
得
ず
に
質
権
が
設
定
さ
れ
た
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
他
人
に
そ
の
使
用
を
許
可
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
行
為
は
無
効
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
者
若
し
く
は
第
三
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
質
権

設
定
者
は
そ
の
民
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五

O
八
条

[
不
動
産
収
益
権
の
質
権
設
定
]

道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
隠
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
質
権
設
定
者
は
質
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権
者
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
管
理
機
関
で
質
権
設
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
権
は
登
記
の
日
よ
り
成
立

し
た
も
の
と
す
る
。

第
五

O
九
条

[
不
動
産
収
益
権
の
質
権
の
効
力
]

道
路
の
橋
梁
、
道
路
の
隊
道
若
し
く
は
道
路
の
渡
し
場
な
ど
不
動
産
の
収
益
権
に
質
権
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
質
権
者
は
質
権
設
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定
者
が
当
該
不
動
産
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
収
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
権
者
が
収
取
し
た
そ
の
収
益
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取
の
た
め
の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、

さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も



法学論集　49〔山梨学院大学〕612

の
と
す
る
。

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
設
定
者
は
質
権
を
設
定
さ
れ
た
収
益
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
か
れ
る
。

第
五
一
〇
条
　
［
動
産
質
権
規
定
の
準
用
］

権
利
質
権
は
権
利
質
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
本
節
に
定
め
た
そ
の
他
の
関
連
規
定
を
も
適
用
す
る
。

第
三
節
留
置
権

当
事
者
間
に
他

　
第
五
二
条
［
留
置
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
留
置
権
と
は
、
本
法
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
、
債
権
者
は
そ
の
占
有
し
て
い

る
債
務
者
の
動
産
を
留
置
し
、
か
つ
、
当
該
動
産
を
換
金
し
、
ま
た
は
当
該
動
産
を
競
売
、
売
却
し
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て

弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い
う
。

　
前
項
に
い
う
動
産
は
留
置
物
と
し
、
債
権
者
は
留
置
権
者
と
す
る
。

　
第
五
一
二
条
　
［
留
置
権
の
成
立
要
件
］

　
債
権
者
が
債
務
者
の
動
産
を
適
法
に
占
有
し
、
下
記
に
掲
げ
た
要
件
を
整
え
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
留
置
権
を
有
す
る
。

　
1
　
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
、
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
。

　
2
　
債
権
者
の
動
産
に
対
す
る
占
有
は
そ
の
債
権
の
発
生
と
繋
が
っ
た
場
合
。

　
営
業
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
及
び
債
権
者
が
営
業
関
係
に
よ
っ
て
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
前
項
に
定
め
た
関
連
の
関

一612一

の
と
す
る
。
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質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
設
定
者
は
質
権
を
設
定
さ
れ
た
収
益
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
他

49 (山梨学院大学〕

の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
か
れ
る
。

第
五
一

O
条

[
動
産
質
権
規
定
の
準
用
]

権
利
質
権
は
権
利
質
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
本
節
に
定
め
た
そ
の
他
の
関
連
規
定
を
も
適
用
す
る
。
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第
三
節

留
置
権

[
留
置
権
の
定
義
]

第
五
一
一
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
留
置
権
と
は
、
本
法
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
、
債
権
者
は
そ
の
占
有
し
て
い

る
債
務
者
の
動
産
を
留
置
し
、
か
っ
、
当
該
動
産
を
換
金
し
、
ま
た
は
当
該
動
産
を
競
売
、
売
却
し
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て

弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
動
産
は
留
置
物
と
し
、
債
権
者
は
留
置
権
者
と
す
る
。

第
五
二
一
条

[
留
置
権
の
成
立
要
件
]

債
権
者
が
債
務
者
の
動
産
を
適
法
に
占
有
し
、
下
記
に
掲
げ
た
要
件
を
整
え
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
留
置
権
を
有
す
る
。

1 

債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
、
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
。

2 

債
権
者
の
動
産
に
対
す
る
占
有
は
そ
の
債
権
の
発
生
と
繋
が
っ
た
場
合
。

営
業
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
及
び
債
権
者
が
営
業
関
係
に
よ
っ
て
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
前
項
に
定
め
た
関
連
の
関

の
と
す
る
。

612 

質
権
の
存
続
期
間
中
に
、
質
権
設
定
者
は
質
権
を
設
定
さ
れ
た
収
益
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
聞
に
他

49 (山梨学院大学〕

の
約
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
か
れ
る
。

第
五
一

O
条

[
動
産
質
権
規
定
の
準
用
]

権
利
質
権
は
権
利
質
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
外
に
、
本
節
に
定
め
た
そ
の
他
の
関
連
規
定
を
も
適
用
す
る
。
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第
三
節

留
置
権

[
留
置
権
の
定
義
]

第
五
一
一
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
留
置
権
と
は
、
本
法
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
、
債
権
者
は
そ
の
占
有
し
て
い

る
債
務
者
の
動
産
を
留
置
し
、
か
っ
、
当
該
動
産
を
換
金
し
、
ま
た
は
当
該
動
産
を
競
売
、
売
却
し
て
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て

弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い
う
。

前
項
に
い
う
動
産
は
留
置
物
と
し
、
債
権
者
は
留
置
権
者
と
す
る
。

第
五
二
一
条

[
留
置
権
の
成
立
要
件
]

債
権
者
が
債
務
者
の
動
産
を
適
法
に
占
有
し
、
下
記
に
掲
げ
た
要
件
を
整
え
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
留
置
権
を
有
す
る
。

1 

債
権
の
弁
済
期
が
到
来
し
、
弁
済
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
。

2 

債
権
者
の
動
産
に
対
す
る
占
有
は
そ
の
債
権
の
発
生
と
繋
が
っ
た
場
合
。

営
業
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
及
び
債
権
者
が
営
業
関
係
に
よ
っ
て
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
前
項
に
定
め
た
関
連
の
関
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係
を
有
す
る
も
の
と
見
な
す
。

　
第
五
二
二
条
　
［
留
置
を
禁
止
す
る
事
由
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
債
権
者
の
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
せ
ず
、

は
、も

の
と
す
る
。

　
第
五
一
四
条
　
［
留
置
権
の
善
意
取
得
］

　
債
権
者
が
債
務
者
に
よ
り
引
き
渡
し
た
動
産
を
適
法
に
占
有
し
た
場
合
、
債
務
者
に
当
該
動
産
を
処
分
す
る
権
利
が
な
い
こ
と
を
知

ら
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
は
本
節
の
規
定
に
基
づ
き
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
一
五
条
　
［
留
置
権
の
担
保
範
囲
］

　
留
置
権
の
担
保
範
囲
は
、
主
債
権
お
よ
び
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
、
留
置
物
の
保
管
費
用
並
び
に
留
置
権
を
実
行
す
る
た
め

の
費
用
が
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
債
権
者
は
留
置
権
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
債
権
者
が
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

　
　
当
事
者
が
契
約
の
中
で
留
置
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
約
定
し
た
場
合
。

　
　
債
権
者
が
留
置
、
占
有
し
て
い
る
財
産
は
そ
の
負
担
し
て
い
る
義
務
と
衝
突
す
る
場
合
。

　
　
債
権
者
が
そ
の
動
産
を
留
置
す
る
と
き
と
債
務
者
が
そ
の
動
産
を
引
き
渡
し
た
と
き
の
意
思
表
示
が
相
反
す
る
場
合
。

　
　
債
権
者
が
そ
の
占
有
し
て
い
る
動
産
を
留
置
す
る
こ
と
は
社
会
的
公
共
の
秩
序
及
び
社
会
的
公
徳
に
反
す
る
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
占
有
し
て
い
る
目
的
物
を
引
き
渡
す
義
務
の
履
行
期
が
到
来
し
た
も
の
に
つ
い
て

　
債
権
者
が
債
務
者
に
弁
済
の
能
力
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
、
前
項
第
三
、
四
号
の
制
限
を
受
け
な
い
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係
を
有
す
る
も
の
と
見
な
す
。

第
五
一
三
条

[
留
置
を
禁
止
す
る
事
由
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
は
留
置
権
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

1 

債
権
者
が
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

2 

当
事
者
が
契
約
の
中
で
留
置
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
約
定
し
た
場
合
。

3 

債
権
者
が
留
置
、
占
有
し
て
い
る
財
産
は
そ
の
負
担
し
て
い
る
義
務
と
衝
突
す
る
場
合
。

4 

債
権
者
が
そ
の
動
産
を
留
置
す
る
と
き
と
債
務
者
が
そ
の
動
産
を
引
き
渡
し
た
と
き
の
意
思
表
示
が
相
反
す
る
場
合
。

5 

債
権
者
が
そ
の
占
有
し
て
い
る
動
産
を
留
置
す
る
こ
と
は
社
会
的
公
共
の
秩
序
及
び
社
会
的
公
徳
に
反
す
る
場
合
。

債
権
者
の
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
せ
ず
、

そ
の
占
有
し
て
い
る
目
的
物
を
引
き
渡
す
義
務
の
履
行
期
が
到
来
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
債
権
者
が
債
務
者
に
弁
済
の
能
力
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
、
前
項
第
三
、

四
号
の
制
限
を
受
け
な
い

も
の
と
す
る
。
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第
五
一
四
条

[
留
置
権
の
善
意
取
得
]

債
権
者
が
債
務
者
に
よ
り
引
き
渡
し
た
動
産
を
適
法
に
占
有
し
た
場
合
、
債
務
者
に
当
該
動
産
を
処
分
す
る
権
利
が
な
い
こ
と
を
知

ら
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
は
本
節
の
規
定
に
基
づ
き
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
一
五
条

[
留
置
権
の
担
保
範
囲
]
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留
置
権
の
担
保
範
囲
は
、
主
債
権
お
よ
び
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
、
留
置
物
の
保
管
費
用
並
び
に
留
置
権
を
実
行
す
る
た
め

の
費
用
が
含
ま
れ
る
。

係
を
有
す
る
も
の
と
見
な
す
。

第
五
一
三
条

[
留
置
を
禁
止
す
る
事
由
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
は
留
置
権
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

1 

債
権
者
が
占
有
し
て
い
る
債
務
者
の
動
産
は
法
に
従
い
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

2 

当
事
者
が
契
約
の
中
で
留
置
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
約
定
し
た
場
合
。

3 

債
権
者
が
留
置
、
占
有
し
て
い
る
財
産
は
そ
の
負
担
し
て
い
る
義
務
と
衝
突
す
る
場
合
。
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債
権
者
が
そ
の
動
産
を
留
置
す
る
と
き
と
債
務
者
が
そ
の
動
産
を
引
き
渡
し
た
と
き
の
意
思
表
示
が
相
反
す
る
場
合
。

5 

債
権
者
が
そ
の
占
有
し
て
い
る
動
産
を
留
置
す
る
こ
と
は
社
会
的
公
共
の
秩
序
及
び
社
会
的
公
徳
に
反
す
る
場
合
。

債
権
者
の
債
権
の
弁
済
期
が
到
来
せ
ず
、

そ
の
占
有
し
て
い
る
目
的
物
を
引
き
渡
す
義
務
の
履
行
期
が
到
来
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
債
権
者
が
債
務
者
に
弁
済
の
能
力
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
、
前
項
第
三
、

四
号
の
制
限
を
受
け
な
い

も
の
と
す
る
。
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第
五
一
四
条

[
留
置
権
の
善
意
取
得
]

債
権
者
が
債
務
者
に
よ
り
引
き
渡
し
た
動
産
を
適
法
に
占
有
し
た
場
合
、
債
務
者
に
当
該
動
産
を
処
分
す
る
権
利
が
な
い
こ
と
を
知

ら
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
は
本
節
の
規
定
に
基
づ
き
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
一
五
条

[
留
置
権
の
担
保
範
囲
]
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留
置
権
の
担
保
範
囲
は
、
主
債
権
お
よ
び
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
、
留
置
物
の
保
管
費
用
並
び
に
留
置
権
を
実
行
す
る
た
め

の
費
用
が
含
ま
れ
る
。
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第
五
一
六
条
　
［
留
置
権
の
目
的
物
］

　
留
置
権
者
は
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
け
る
前
に
、
留
置
物
が
分
割
不
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
留
置
物
の
全
部
に
つ
い

て
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
物
が
分
割
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
留
置
物
の
価
額
は
債
務
の
金
額
に
相
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
留
置
権
の
効
力
は
そ
の
留
置
物
の
従
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
そ
の
従
物
が
債
権
者
に
よ
り
占
有
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
留
置
権
は

そ
れ
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
五
一
七
条
　
［
留
置
物
の
保
管
］

　
留
置
権
者
は
留
置
物
を
適
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
が
適
切
で
な
い
た
め
留
置
物
が
鍛
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
保
管
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
き
、
留
置
権
者
は
そ
の
留
置
物
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
留
置
権
者
が
債
務
者
若
し
く
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
ず
、
無
断
で
留
置
物
を
使
用
し
、
賃
貸
し
、
処
分
し
た
こ

と
に
よ
り
、
留
置
物
の
所
有
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
一
八
条
　
［
留
置
物
の
果
実
収
取
権
］

　
留
置
権
者
は
留
置
物
の
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
権
者
が
収
取
し
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取

の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、
さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
一
九
条
　
［
留
置
権
の
実
行
］

　
債
権
者
は
債
務
者
と
契
約
の
中
で
、
債
権
者
が
財
産
を
留
置
し
た
後
、
債
務
者
が
二
箇
月
を
下
回
ら
な
い
期
限
内
で
債
務
を
履
行
し

一614一
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第
五
二
ハ
条

[
留
置
権
の
目
的
物
]

留
置
権
者
は
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
付
る
前
に
、
留
置
物
が
分
割
不
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
留
置
物
の
全
部
に
つ
い

49 (山梨学院大学〕

て
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
物
が
分
割
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
留
置
物
の
価
額
は
債
務
の
金
額
に
相
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

留
置
権
の
効
力
は
そ
の
留
置
物
の
従
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
そ
の
従
物
が
債
権
者
に
よ
り
占
有
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
留
置
権
は

そ
れ
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
五
一
七
条

[
留
置
物
の
保
管
]

留
置
権
者
は
留
置
物
を
適
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
が
適
切
で
な
い
た
め
留
置
物
が
段
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

-614 

留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
管
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
き
、
留
置
権
者
は
そ
の
留
置
物
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
留
置
権
者
が
債
務
者
若
し
く
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
、
ず
、
無
断
で
留
置
物
を
使
用
し
、
賃
貸
し
、
処
分
し
た
こ

と
に
よ
り
、
留
置
物
の
所
有
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
一
八
条

[
留
置
物
の
果
実
収
取
権
〕

留
置
権
者
は
留
置
物
の
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
権
者
が
収
取
し
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取

の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、
さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
一
九
条

[
留
置
権
の
実
行
]

債
権
者
は
債
務
者
と
契
約
の
中
で
、
債
権
者
が
財
産
を
留
置
し
た
後
、
債
務
者
が
二
箇
月
を
下
回
ら
な
い
期
限
内
で
債
務
を
履
行
し

614 

第
五
二
ハ
条

[
留
置
権
の
目
的
物
]

留
置
権
者
は
債
権
が
全
額
の
弁
済
を
受
付
る
前
に
、
留
置
物
が
分
割
不
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
留
置
物
の
全
部
に
つ
い

49 (山梨学院大学〕

て
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
物
が
分
割
可
能
な
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
留
置
物
の
価
額
は
債
務
の
金
額
に
相
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

留
置
権
の
効
力
は
そ
の
留
置
物
の
従
物
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
そ
の
従
物
が
債
権
者
に
よ
り
占
有
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
留
置
権
は

そ
れ
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
五
一
七
条

[
留
置
物
の
保
管
]

留
置
権
者
は
留
置
物
を
適
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
が
適
切
で
な
い
た
め
留
置
物
が
段
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

-614 

留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
管
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
き
、
留
置
権
者
は
そ
の
留
置
物
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
留
置
権
者
が
債
務
者
若
し
く
は
留
置
物
の
所
有
者
の
同
意
を
得
、
ず
、
無
断
で
留
置
物
を
使
用
し
、
賃
貸
し
、
処
分
し
た
こ

と
に
よ
り
、
留
置
物
の
所
有
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
一
八
条

[
留
置
物
の
果
実
収
取
権
〕

留
置
権
者
は
留
置
物
の
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
置
権
者
が
収
取
し
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
れ
を
も
っ
て
収
取

の
費
用
を
支
弁
し
、
次
は
主
債
権
の
利
息
を
弁
済
し
、
さ
ら
に
主
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
一
九
条

[
留
置
権
の
実
行
]

債
権
者
は
債
務
者
と
契
約
の
中
で
、
債
権
者
が
財
産
を
留
置
し
た
後
、
債
務
者
が
二
箇
月
を
下
回
ら
な
い
期
限
内
で
債
務
を
履
行
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
約
定
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
が
債
務
者
の
動
産
を
留
置

し
た
後
、
二
箇
月
を
下
回
ら
な
い
期
問
を
設
け
て
、
債
務
者
に
債
務
の
履
行
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
留
置
物
が
債
務
者
以
外
の
他
人
の
所
有
物
で
あ
る
場
合
に
、
債
権
者
は
そ
れ
を
知
っ
た
と
き
に
、
留
置
し
た
そ
の
動
産
の
所
有
者
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
債
務
者
が
前
項
に
定
め
た
期
間
を
超
え
て
も
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
債
務
者
と
協
議
を
経
て
、
留
置
物
を

も
っ
て
換
価
し
、
ま
た
は
法
に
従
い
留
置
物
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
債
権
者
が
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
て
も
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
法
に
従
い
留
置
物
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
留
置
物
を
換
価
し
、
ま
た
は
競
売
、
売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
が
債
権
額
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
所
有
に
帰

し
、
不
足
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
が
そ
れ
を
弁
済
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
二
〇
条
　
［
留
置
権
の
物
上
代
位
性
］

　
留
置
物
が
殿
損
し
、
ま
た
は
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
り
代
位
物
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
留
置
権
の
効
力
は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。
留

置
権
者
は
当
該
留
置
物
の
保
険
金
、
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
位
物
を
引
き

渡
す
義
務
を
有
す
る
者
が
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
債
務
者
ま
た
は
留
置
物
の
所
有
者
に
そ
の
引
き
渡
し
を
為
し
た
場
合
に

は
、
当
該
引
き
渡
し
は
留
置
権
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
五
一
二
条
　
［
留
置
権
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
］

　
留
置
権
者
は
、
留
置
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
訴
訟
に
関
す
る
時
効
が
完
成
し
た
後
で
も
、
留
置
物
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
約
定
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
が
債
務
者
の
動
産
を
留
置

し
た
後
、
二
箇
月
を
下
回
ら
な
い
期
間
を
設
け
て
、
債
務
者
に
債
務
の
履
行
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

留
置
物
が
債
務
者
以
外
の
他
人
の
所
有
物
で
あ
る
場
合
に
、
債
権
者
は
そ
れ
を
知
っ
た
と
き
に
、
留
置
し
た
そ
の
動
産
の
所
有
者
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
務
者
が
前
項
に
定
め
た
期
間
を
超
え
て
も
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
債
務
者
と
協
議
を
経
て
、
留
置
物
を

も
っ
て
換
価
し
、
ま
た
は
法
に
従
い
留
置
物
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
者
が
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
債
権
の
弁
済
期
限
が
到
来
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
て
も
、
債
務
者
が
債
務
を
履
行

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
法
に
従
い
留
置
物
を
競
売
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

留
置
物
を
換
価
し
、
ま
た
は
競
売
、
売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
得
た
代
金
が
債
権
額
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
所
有
に
帰

し
、
不
足
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
が
そ
れ
を
弁
済
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
二

O
条

[
留
置
権
の
物
上
代
位
性
]
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。
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有
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な
過
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に
よ
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、
債
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は
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の
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に
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渡
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権
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訴
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受
け
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い
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置
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す
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第
五
二
一
条

[
留
置
権
は
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
制
限
を
受
け
な
い
]

留
置
権
者
は
、
留
置
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
訴
訟
に
関
す
る
時
効
が
完
成
し
た
後
で
も
、
留
置
物
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
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こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
留
置
権
者
が
留
置
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
よ
り
起
算
し
て
二
年
以
内
で
そ
の
留
置
権
を
実
行
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

第
五
二
二
条
　
［
債
権
の
消
滅
に
よ
る
消
滅
］

　
留
置
権
は
債
権
の
消
滅
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

第
五
壬
二
条
　
［
占
有
の
喪
失
に
よ
る
消
滅
］

　
留
置
権
者
が
留
置
物
を
債
務
者
に
返
却
し
た
場
合
に
は
、
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
留
置
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
留
置
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
不
法
に
占
有
し
た
者
に
対

し
、
侵
害
の
停
止
、
現
状
の
回
復
、
留
置
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
留
置
権
者
が
留
置
物
に
対
す
る
占
有
を
失
い
、
一
年
以
内
で
そ
の
留
置
物
に
対
す
る
適
法
な
占
有
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
五
二
四
条
　
［
他
の
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
消
滅
］

　
債
務
者
若
し
く
は
留
置
物
の
所
有
者
が
留
置
権
者
に
対
し
他
に
相
当
の
担
保
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と

す
る
。

　
第
五
二
五
条
　
［
そ
の
他
の
法
律
規
定
の
適
用
］

　
本
節
の
留
置
権
に
関
す
る
規
定
は
他
の
法
律
に
規
定
さ
れ
た
留
置
権
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
法
律
に
本
法
と
異
な
る
規
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。
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こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
留
置
権
者
が
留
置
権
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
よ
り
起
算
し
て
二
年
以
内
で
そ
の
留
置
権
を
実
行
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
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第
五
二
二
条

[
債
権
の
消
滅
に
よ
る
消
滅
]

留
置
権
は
債
権
の
消
滅
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

第
五
二
三
条

[
占
有
の
喪
失
に
よ
る
消
滅
]

留
置
権
者
が
留
置
物
を
債
務
者
に
返
却
し
た
場
合
に
は
、
留
置
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。
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留
置
権
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
留
置
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
留
置
権
者
は
不
法
に
占
有
し
た
者
に
対

し
、
侵
害
の
停
止
、
現
状
の
回
復
、
留
置
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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留
置
権
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留
置
物
に
対
す
る
占
有
を
失
い
、

一
年
以
内
で
そ
の
留
置
物
に
対
す
る
適
法
な
占
有
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回
復
す
る
こ
と
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で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
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留
置
権
は
消
滅
し
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務
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留
置
物
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所
有
者
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留
置
権
者
に
対
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に
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の
担
保
を
提
供
し
た
場
合
に
は
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留
置
権
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消
滅
し
た
も
の
と

す
る
。第
五
二
五
条
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そ
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他
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法
律
規
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用
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留
置
権
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す
る
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定
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律
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権
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す
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。
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律
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に
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定
に
従
う
。
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す
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。
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置
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は
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す
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。
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第
四
節
　
先
取
特
権

　
　
第
一
款
　
一
般
規
定

　
第
五
二
六
条
　
［
先
取
特
権
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
取
特
権
と
は
、
法
律
に
直
接
定
め
ら
れ
た
特
殊
な
債
権
の
債
権
者
が
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い

う
。　

法
律
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
一
般
の
先
取
特
権
と
し
、
特
定
の
財
産

に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
特
別
の
先
取
特
権
と
す
る
。

　
第
五
二
七
条
　
門
先
取
特
権
の
取
得
］

　
先
取
特
権
は
法
律
の
直
接
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
、
占
有
ま
た
は
登
記
を
要
件
と
し
な
い
。
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
財
産

に
つ
い
て
は
、
先
取
特
権
は
そ
の
登
記
に
よ
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

　
第
五
二
八
条
　
［
先
取
特
権
の
目
的
物
］

　
先
取
特
権
の
目
的
物
は
債
務
者
が
所
有
し
て
い
る
物
と
財
産
権
利
に
限
る
も
の
と
す
る
。
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
先
取

特
権
を
除
き
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
そ
れ
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
第
五
二
九
条
　
［
先
取
特
権
の
効
力
範
囲
］

　
先
取
特
権
の
効
力
は
先
取
特
権
の
目
的
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得
し
た
対
価
に
及
ぶ
。

一617一

第
四
節

第
一
款

第
五
二
六
条

先
取
特
権

一
般
規
定

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
取
特
権
と
は
、
法
律
に
直
接
定
め
ら
れ
た
特
殊
な
債
権
の
債
権
者
が
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い

[
先
取
特
権
の
定
義
]

つ
o 

法
律
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
一
般
の
先
取
特
権
と
し
、
特
定
の
財
産

第
五
二
七
条

に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
特
別
の
先
取
特
権
と
す
る
。

[
先
取
特
権
の
取
得
]

先
取
特
権
は
法
律
の
直
接
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
、
占
有
ま
た
は
登
記
を
要
件
と
し
な
い
。
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
財
産

第
五
二
八
条

に
つ
い
て
は
、
先
取
特
権
は
そ
の
登
記
に
よ
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
先
取
特
権
の
目
的
物
]

中国物権法草案建議稿

先
取
特
権
の
目
的
物
は
債
務
者
が
所
有
し
て
い
る
物
と
財
産
権
利
に
限
る
も
の
と
す
る
。
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
先
取

しユ
o 
特
権
を
除
き
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
そ
れ
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
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第
五
二
九
条

先
取
特
権
の
効
力
は
先
取
特
権
の
目
的
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得
し
た
対
価
に
及
ぶ
。

[
先
取
特
権
の
効
力
範
囲
]

第
四
節

第
一
款

第
五
二
六
条

先
取
特
権

一
般
規
定

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
先
取
特
権
と
は
、
法
律
に
直
接
定
め
ら
れ
た
特
殊
な
債
権
の
債
権
者
が
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
い

[
先
取
特
権
の
定
義
]

つ
o 

法
律
の
規
定
に
従
い
、
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
一
般
の
先
取
特
権
と
し
、
特
定
の
財
産

第
五
二
七
条

に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
先
取
特
権
は
特
別
の
先
取
特
権
と
す
る
。

[
先
取
特
権
の
取
得
]

先
取
特
権
は
法
律
の
直
接
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
、
占
有
ま
た
は
登
記
を
要
件
と
し
な
い
。
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
財
産

第
五
二
八
条

に
つ
い
て
は
、
先
取
特
権
は
そ
の
登
記
に
よ
り
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
取
得
し
た
も
の
と
す
る
。

[
先
取
特
権
の
目
的
物
]

中国物権法草案建議稿

先
取
特
権
の
目
的
物
は
債
務
者
が
所
有
し
て
い
る
物
と
財
産
権
利
に
限
る
も
の
と
す
る
。
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
有
す
る
先
取

しユ
o 
特
権
を
除
き
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
そ
れ
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
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第
五
二
九
条

先
取
特
権
の
効
力
は
先
取
特
権
の
目
的
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得
し
た
対
価
に
及
ぶ
。

[
先
取
特
権
の
効
力
範
囲
]
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先
取
特
権
の
目
的
物
が
殿
損
ま
た
は
滅
失
し
、
ま
た
は
徴
用
及
び
徴
収
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
な
ど
の
代

位
物
を
受
け
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。

　
債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
債
務
者
が
債
務
を
弁
済
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
者
は
そ
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日
よ
り
先
取
特
権
の
目
的
物
の
果
実
を
収
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
取
特
権
者
が
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
法
定
果
実
を
弁
済
す
べ
き

義
務
者
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
当
該
果
実
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
五
三
〇
条
　
［
先
取
特
権
の
担
保
範
囲
］

　
先
取
特
権
の
担
保
範
囲
は
主
債
権
、
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
及
び
先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
保
全
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
含
む
。

　
第
五
三
一
条
　
［
先
取
特
権
の
消
滅
］

　
下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

　
15432第

五
三
二
条

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
弁
済
を
受
け
た
場
合
。

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
。

先
取
特
権
者
が
書
面
に
よ
り
先
取
特
権
を
拡
棄
し
た
場
合
。

先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
譲
渡
し
た
場
合
。

特
別
先
取
特
権
の
目
的
物
が
滅
失
し
、
且
つ
そ
の
代
位
物
が
な
い
場
合
。

　
　
　
　
［
特
別
法
上
の
先
取
特
権
］

一618一
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先
取
特
権
の
目
的
物
が
援
損
ま
た
は
滅
失
し
、
ま
た
は
徴
用
及
び
徴
収
を
受
げ
た
こ
と
に
よ
り
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
な
ど
の
代

位
物
を
受
け
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。
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債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
債
務
者
が
債
務
を
弁
済
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
者
は
そ
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日
よ
り
先
取
特
権
の
目
的
物
の
果
実
を
収
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
取
特
権
者
が
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
法
定
果
実
を
弁
済
す
べ
き

義
務
者
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
当
該
果
実
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
五
三

O
条

[
先
取
特
権
の
担
保
範
囲
]

先
取
特
権
の
担
保
範
囲
は
主
債
権
、
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
及
び
先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
保
全
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
含
む
。

第
五
三
一
条

[
先
取
特
権
の
消
滅
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
弁
済
を
受
け
た
場
合
。

2 

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
。

3 

先
取
特
権
者
が
書
面
に
よ
り
先
取
特
権
を
抱
棄
し
た
場
合
。

4 

先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
譲
渡
し
た
場
合
。

5 

特
別
先
取
特
権
の
目
的
物
が
滅
失
し
、
且
つ
そ
の
代
位
物
が
な
い
場
合
。

第
五
三
二
条

[
特
別
法
上
の
先
取
特
権
]

618 

先
取
特
権
の
目
的
物
が
援
損
ま
た
は
滅
失
し
、
ま
た
は
徴
用
及
び
徴
収
を
受
げ
た
こ
と
に
よ
り
賠
償
金
若
し
く
は
補
償
金
な
ど
の
代

位
物
を
受
け
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
そ
の
代
位
物
に
及
ぶ
。

49 (山梨学院大学〕

債
務
の
履
行
期
限
が
到
来
し
、
債
務
者
が
債
務
を
弁
済
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
人
民
法
院
に
よ
っ
て
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
者
は
そ
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日
よ
り
先
取
特
権
の
目
的
物
の
果
実
を
収
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
取
特
権
者
が
、
先
取
特
権
の
目
的
物
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
法
定
果
実
を
弁
済
す
べ
き

義
務
者
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
先
取
特
権
の
効
力
は
当
該
果
実
に
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
五
三

O
条

[
先
取
特
権
の
担
保
範
囲
]

先
取
特
権
の
担
保
範
囲
は
主
債
権
、
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
金
及
び
先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
保
全
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
含
む
。

第
五
三
一
条

[
先
取
特
権
の
消
滅
]

下
記
に
掲
げ
た
事
由
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
消
滅
し
た
も
の
と
す
る
。

1 

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
が
弁
済
を
受
け
た
場
合
。

2 

先
取
特
権
の
担
保
し
て
い
る
債
権
の
訴
訟
に
関
す
る
時
効
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
。

3 

先
取
特
権
者
が
書
面
に
よ
り
先
取
特
権
を
抱
棄
し
た
場
合
。

4 

先
取
特
権
者
が
先
取
特
権
を
譲
渡
し
た
場
合
。

5 

特
別
先
取
特
権
の
目
的
物
が
滅
失
し
、
且
つ
そ
の
代
位
物
が
な
い
場
合
。

第
五
三
二
条

[
特
別
法
上
の
先
取
特
権
]



他
の
法
律
に
先
取
特
権
に
関
す
る
特
別
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。
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第
二
款
　
一
般
の
先
取
特
権

　
第
五
三
三
条
　
［
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
］

　
下
記
に
掲
げ
た
債
権
者
は
債
務
者
の
財
産
に
対
し
、
他
の
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　
1
　
債
権
者
全
員
の
利
益
の
た
め
に
、
債
務
者
の
財
産
に
対
し
保
管
、
弁
済
、
分
配
、
訴
訟
を
行
う
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
費
用
。

　
2
　
労
働
保
険
費
用
及
び
従
業
員
の
最
近
一
年
以
内
の
給
与
。

　
前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
先
取
特
権
者
は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特

別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の

財
産
が
そ
の
弁
済
に
足
り
な
い
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
と
他
の
担
保
物
権
と
の
効
力
関
係
に
従
っ
て

そ
れ
を
実
行
す
る
。

　
第
五
三
四
条
　
［
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
］

　
下
記
に
掲
げ
た
債
権
の
債
権
者
は
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
、
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　
1
　
債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る
者
の
必
要
な
葬
式
費
用
及
び
最
近
六
箇
月
以
内
の
医
療
費
用
。

　
2
　
債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る
者
に
最
近
六
箇
月
の
生
活
必
要
品
を
供
給
す
る
費
用
。

　
3
　
前
条
　
第
一
項
　
第
二
号
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
従
業
員
の
給
与
と
そ
の
他
の
労
務
費
用
。

一619一

他
の
法
律
に
先
取
特
権
に
関
す
る
特
別
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
款

一
般
の
先
取
特
権

第
五
三
三
条

[
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
]

下
記
に
掲
げ
た
債
権
者
は
債
務
者
の
財
産
に
対
し
、
他
の
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

1 

債
権
者
全
員
の
利
益
の
た
め
に
、
債
務
者
の
財
産
に
対
し
保
管
、
弁
済
、
分
配
、
訴
訟
を
行
う
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
費
用
。

2 

労
働
保
険
費
用
及
び
従
業
員
の
最
近
一
年
以
内
の
給
与
。

前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

先
取
特
権
者
は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特

別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の

財
産
が
そ
の
弁
済
に
足
り
な
い
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
と
他
の
担
保
物
権
と
の
効
力
関
係
に
従
っ
て

中国物権法草案建議稿

そ
れ
を
実
行
す
る
。

第
五
三
四
条

[
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
]

下
記
に
掲
げ
た
債
権
の
債
権
者
は
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
、
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

1 

債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
げ
る
者
の
必
要
な
葬
式
費
用
及
び
最
近
六
箇
月
以
内
の
医
療
費
用
。

2 

債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る
者
に
最
近
六
箇
月
の
生
活
必
要
品
を
供
給
す
る
費
用
。

619 

前
条

第
一
項

第
二
号
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
従
業
員
の
給
与
と
そ
の
他
の
労
務
費
用
。

3 他
の
法
律
に
先
取
特
権
に
関
す
る
特
別
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。

第
二
款

一
般
の
先
取
特
権

第
五
三
三
条

[
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
]

下
記
に
掲
げ
た
債
権
者
は
債
務
者
の
財
産
に
対
し
、
他
の
す
べ
て
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

1 

債
権
者
全
員
の
利
益
の
た
め
に
、
債
務
者
の
財
産
に
対
し
保
管
、
弁
済
、
分
配
、
訴
訟
を
行
う
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
費
用
。

2 

労
働
保
険
費
用
及
び
従
業
員
の
最
近
一
年
以
内
の
給
与
。

前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

先
取
特
権
者
は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特

別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ
て
い
な
い
そ
の
他
の

財
産
が
そ
の
弁
済
に
足
り
な
い
場
合
に
は
、
先
取
特
権
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
と
他
の
担
保
物
権
と
の
効
力
関
係
に
従
っ
て

中国物権法草案建議稿

そ
れ
を
実
行
す
る
。

第
五
三
四
条

[
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
す
る
先
取
特
権
]

下
記
に
掲
げ
た
債
権
の
債
権
者
は
債
務
者
の
全
財
産
に
つ
い
て
、
普
通
の
債
権
者
よ
り
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

1 

債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
げ
る
者
の
必
要
な
葬
式
費
用
及
び
最
近
六
箇
月
以
内
の
医
療
費
用
。

2 

債
務
者
及
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る
者
に
最
近
六
箇
月
の
生
活
必
要
品
を
供
給
す
る
費
用
。

619 

前
条

第
一
項

第
二
号
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
従
業
員
の
給
与
と
そ
の
他
の
労
務
費
用
。

3 
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前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
在
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。
先
取
特
権
者

は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ

て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
三
款
　
特
別
動
産
の
先
取
特
権

　
第
五
三
五
条
　
［
不
動
産
賃
貸
の
先
取
特
権
］

　
不
動
産
の
賃
貸
若
し
く
は
そ
の
他
の
関
連
す
る
賃
貸
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
賃
借
人
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
人
は
賃
借
人
が
当

該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
賃
借
人
が
賃
借
権
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
転
貸
し
た
場
合
に
は
、
前
項
に
定
め
ら
れ
た
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
そ
の
譲
受
者

若
し
く
は
転
借
人
の
当
該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
及
ぶ
。

　
前
二
項
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
は
賃
借
人
が
そ
の
不
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
果
実
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
第
五
三
六
条
　
［
不
動
産
の
賃
貸
に
関
す
る
先
取
特
権
の
保
全
］

　
賃
借
人
が
義
務
の
履
行
を
遅
延
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
は
、
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
動
産
を
運

び
出
す
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
強
行
に
運
び
出
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
が
、
そ
の
動
産
が

運
び
出
さ
れ
た
日
よ
り
十
日
以
内
に
人
民
法
院
に
訴
え
を
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
継
続
的
に
存
在
す
る
も
の

と
す
る
。

　
第
五
三
七
条
　
［
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
が
不
動
産
の
賃
貸
先
取
特
権
の
規
定
に
対
す
る
準
用
］

一620一

620 

前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
在
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。
先
取
特
権
者

は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ

49 (山梨学院大学〕

て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款

特
別
動
産
の
先
取
特
権

第
五
三
五
条

[
不
動
産
賃
貸
の
先
取
特
権
]
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不
動
産
の
賃
貸
若
し
く
は
そ
の
他
の
関
連
す
る
賃
貸
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
賃
借
入
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
人
は
賃
借
入
が
当

該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

-620ー

賃
借
入
が
賃
借
権
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
転
貸
し
た
場
合
に
は
、
前
項
に
定
め
ら
れ
た
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
そ
の
譲
受
者

若
し
く
は
転
借
入
の
当
該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
及
ぶ
。

前
二
項
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
は
賃
借
入
が
そ
の
不
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
果
実
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
五
三
六
条

[
不
動
産
の
賃
貸
に
関
す
る
先
取
特
権
の
保
全
]

賃
借
入
が
義
務
の
履
行
を
遅
延
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
は
、
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
動
産
を
運

び
出
す
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
強
行
に
運
び
出
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
が
、

そ
の
動
産
が

運
び
出
さ
れ
た
日
よ
り
十
日
以
内
に
人
民
法
院
に
訴
え
を
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
継
続
的
に
存
在
す
る
も
の

と
す
る
。

第
五
三
七
条

[
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
が
不
動
産
の
賃
貸
先
取
特
権
の
規
定
に
対
す
る
準
用
]

620 

前
項
に
掲
げ
た
先
取
特
権
が
同
時
に
存
在
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
前
項
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。
先
取
特
権
者

は
ま
ず
、
担
保
を
設
定
し
て
い
な
い
債
務
者
の
動
産
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
、
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
特
別
担
保
と
な
っ

49 (山梨学院大学〕

て
い
な
い
そ
の
他
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款

特
別
動
産
の
先
取
特
権

第
五
三
五
条

[
不
動
産
賃
貸
の
先
取
特
権
]
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不
動
産
の
賃
貸
若
し
く
は
そ
の
他
の
関
連
す
る
賃
貸
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
賃
借
入
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
人
は
賃
借
入
が
当

該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

-620ー

賃
借
入
が
賃
借
権
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
転
貸
し
た
場
合
に
は
、
前
項
に
定
め
ら
れ
た
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
そ
の
譲
受
者

若
し
く
は
転
借
入
の
当
該
不
動
産
に
備
え
付
け
た
動
産
に
及
ぶ
。

前
二
項
に
定
め
ら
れ
た
先
取
特
権
は
賃
借
入
が
そ
の
不
動
産
を
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
果
実
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
五
三
六
条

[
不
動
産
の
賃
貸
に
関
す
る
先
取
特
権
の
保
全
]

賃
借
入
が
義
務
の
履
行
を
遅
延
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
は
、
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
動
産
を
運

び
出
す
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賃
借
人
若
し
く
は
第
三
者
が
強
行
に
運
び
出
し
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
が
、

そ
の
動
産
が

運
び
出
さ
れ
た
日
よ
り
十
日
以
内
に
人
民
法
院
に
訴
え
を
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
継
続
的
に
存
在
す
る
も
の

と
す
る
。

第
五
三
七
条

[
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
が
不
動
産
の
賃
貸
先
取
特
権
の
規
定
に
対
す
る
準
用
]
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譲
受
者
若
し
く
は
転
借
人
に
対
す
る
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
の
債
権
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
に
関
す
る
規
定
を
準
用

す
る
。
そ
の
先
取
特
権
を
行
使
す
る
順
位
は
賃
貸
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
時
の
前
後
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

　
第
五
三
八
条
　
［
動
産
保
存
の
先
取
特
権
］

　
特
定
の
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
殿
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の

動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

　
第
五
三
九
条
　
［
動
産
売
買
の
先
取
特
権
］

　
売
却
さ
れ
た
設
備
の
価
格
が
一
万
元
を
超
え
た
場
合
に
は
、
売
主
は
一
年
以
内
に
当
該
売
買
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、

当
該
設
備
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

　
第
五
四
〇
条
　
［
責
任
保
険
金
の
先
取
特
権
］

　
事
故
に
よ
っ
て
加
害
者
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
被
害
者
は
、
加
害
者
が
そ
の
事
故
に
つ
い
て
取
得
し
た
責
任
保
険
金
に
つ
い
て
先

取
特
権
を
有
す
る
。

　
第
五
四
一
条
［
動
産
先
取
特
権
の
順
位
］

　
同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
動
産
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

　
1
　
不
動
産
の
賃
貸
の
先
取
特
権
。

　
2
　
動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

　
3
　
動
産
売
買
の
先
取
特
権
。

　
第
二
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
が
　
第
一
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
よ
り
先
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
　
第
一
順
位
に
あ
る

一621一

譲
受
者
若
し
く
は
転
借
入
に
対
す
る
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
の
債
権
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
に
関
す
る
規
定
を
準
用

す
る
。
そ
の
先
取
特
権
を
行
使
す
る
順
位
は
賃
貸
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
時
の
前
後
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
三
八
条

[
動
産
保
存
の
先
取
特
権
]

特
定
の
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
段
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の

動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

第
五
三
九
条

[
動
産
売
買
の
先
取
特
権
]

売
却
さ
れ
た
設
備
の
価
格
が
一
万
元
を
超
え
た
場
合
に
は
、
売
主
は
一
年
以
内
に
当
該
売
買
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、

当
該
設
備
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

-621-

第
五
四

O
条

[
責
任
保
険
金
の
先
取
特
権
]

事
故
に
よ
っ
て
加
害
者
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
被
害
者
は
、
加
害
者
が
そ
の
事
故
に
つ
い
て
取
得
し
た
責
任
保
険
金
に
つ
い
て
先

取
特
権
を
有
す
る
。
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第
五
四
一
条

[
動
産
先
取
特
権
の
順
位
]

同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
動
産
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

1 

不
動
産
の
賃
貸
の
先
取
特
権
。

2 

動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

3 

動
産
売
買
の
先
取
特
権
。

621 

第
二
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
が

第
一
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
よ
り
先
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は

第
一
順
位
に
あ
る

譲
受
者
若
し
く
は
転
借
入
に
対
す
る
賃
借
権
の
譲
渡
者
若
し
く
は
転
貸
人
の
債
権
は
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
に
関
す
る
規
定
を
準
用

す
る
。
そ
の
先
取
特
権
を
行
使
す
る
順
位
は
賃
貸
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
時
の
前
後
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
三
八
条

[
動
産
保
存
の
先
取
特
権
]

特
定
の
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
段
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の

動
産
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

第
五
三
九
条

[
動
産
売
買
の
先
取
特
権
]

売
却
さ
れ
た
設
備
の
価
格
が
一
万
元
を
超
え
た
場
合
に
は
、
売
主
は
一
年
以
内
に
当
該
売
買
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、

当
該
設
備
に
対
し
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

-621-

第
五
四

O
条

[
責
任
保
険
金
の
先
取
特
権
]

事
故
に
よ
っ
て
加
害
者
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
被
害
者
は
、
加
害
者
が
そ
の
事
故
に
つ
い
て
取
得
し
た
責
任
保
険
金
に
つ
い
て
先

取
特
権
を
有
す
る
。
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第
五
四
一
条

[
動
産
先
取
特
権
の
順
位
]

同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
動
産
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

1 

不
動
産
の
賃
貸
の
先
取
特
権
。

2 

動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

3 

動
産
売
買
の
先
取
特
権
。

621 

第
二
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
が

第
一
順
位
に
あ
る
先
取
特
権
よ
り
先
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は

第
一
順
位
に
あ
る
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先
取
特
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
第
四
款
　
特
定
の
不
動
産
の
先
取
特
権

　
第
五
四
二
条
　
［
不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
］

　
特
定
の
不
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
鍛
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
、
不
動
産
の
所
有
者
若

し
く
は
使
用
権
者
に
対
す
る
債
権
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
若
し
く
は
使
用
権
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

　
第
五
四
三
条
　
［
建
物
の
建
築
請
負
人
の
先
取
特
権
］

　
建
設
工
事
の
施
主
が
約
定
に
従
い
代
金
を
支
払
わ
ず
、
且
つ
催
告
を
受
け
て
も
合
理
的
な
期
限
内
で
代
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
請
負
人
は
施
主
と
協
議
を
経
て
、
当
該
工
事
の
建
物
を
換
価
し
、
ま
た
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
建
物
の
競
売
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
建
設
工
事
の
費
用
は
当
該
建
物
に
対
す
る
換
価
若
し
く
は
競
売
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
の
工
事
の
性
格
に
よ
り
換
価
若
し
く
は
競
売
が
適
切
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

　
第
五
四
四
条
　
［
不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
］

　
不
動
産
の
売
主
若
し
く
は
不
動
産
の
使
用
権
の
譲
渡
者
は
支
払
わ
な
か
っ
た
対
価
若
し
く
は
払
い
下
げ
金
に
関
す
る
債
権
に
対
し

て
、
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

　
第
五
四
五
条
　
［
不
動
産
の
先
取
特
権
の
順
位
］

　
同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

一622一

622 

先
取
特
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
款

特
定
の
不
動
産
の
先
取
特
権

第
五
四
二
条

[
不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
]

特
定
の
不
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
毅
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
、
不
動
産
の
所
有
者
若

し
く
は
使
用
権
者
に
対
す
る
債
権
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
若
し
く
は
使
用
権
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。
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第
五
四
三
条

[
建
物
の
建
築
請
負
人
の
先
取
特
権
]

建
設
工
事
の
施
主
が
約
定
に
従
い
代
金
を
支
払
わ
ず
、
且
つ
催
告
を
受
け
て
も
合
理
的
な
期
限
内
で
代
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合

-622-

に
は
、
請
負
人
は
施
、
王
と
協
議
を
経
て
、
当
該
工
事
の
建
物
を
換
価
し
、
ま
た
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
建
物
の
競
売
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
建
設
工
事
の
費
用
は
当
該
建
物
に
対
す
る
換
価
若
し
く
は
競
売
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
の
工
事
の
性
格
に
よ
り
換
価
若
し
く
は
競
売
が
適
切
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

し〉
o 

第
五
四
四
条

[
不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
]

不
動
産
の
売
主
若
し
く
は
不
動
産
の
使
用
権
の
譲
渡
者
は
支
払
わ
な
か
っ
た
対
価
若
し
く
は
払
い
下
げ
金
に
関
す
る
債
権
に
対
し

て
、
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

第
五
四
五
条

[
不
動
産
の
先
取
特
権
の
順
位
]

同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。
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先
取
特
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。

49 (山梨学院大学〕

第
四
款

特
定
の
不
動
産
の
先
取
特
権

第
五
四
二
条

[
不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
]

特
定
の
不
動
産
に
関
す
る
修
繕
、
改
善
、
競
売
を
行
い
、
ま
た
は
そ
の
毅
損
、
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
生
じ
た
、
不
動
産
の
所
有
者
若

し
く
は
使
用
権
者
に
対
す
る
債
権
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
若
し
く
は
使
用
権
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。
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第
五
四
三
条

[
建
物
の
建
築
請
負
人
の
先
取
特
権
]

建
設
工
事
の
施
主
が
約
定
に
従
い
代
金
を
支
払
わ
ず
、
且
つ
催
告
を
受
け
て
も
合
理
的
な
期
限
内
で
代
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合

-622-

に
は
、
請
負
人
は
施
、
王
と
協
議
を
経
て
、
当
該
工
事
の
建
物
を
換
価
し
、
ま
た
は
人
民
法
院
に
対
し
そ
の
建
物
の
競
売
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
建
設
工
事
の
費
用
は
当
該
建
物
に
対
す
る
換
価
若
し
く
は
競
売
に
よ
り
得
た
代
金
に
つ
い
て
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
の
工
事
の
性
格
に
よ
り
換
価
若
し
く
は
競
売
が
適
切
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

し〉
o 

第
五
四
四
条

[
不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
]

不
動
産
の
売
主
若
し
く
は
不
動
産
の
使
用
権
の
譲
渡
者
は
支
払
わ
な
か
っ
た
対
価
若
し
く
は
払
い
下
げ
金
に
関
す
る
債
権
に
対
し

て
、
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
。

第
五
四
五
条

[
不
動
産
の
先
取
特
権
の
順
位
]

同
一
の
動
産
に
二
つ
以
上
の
先
取
特
権
が
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
は
下
記
に
掲
げ
た
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。



3　2　1

不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
。

不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
。
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第
五
款
　
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権

　
第
五
四
六
条
　
［
技
術
契
約
の
先
取
特
権
］

　
研
究
開
発
者
ま
た
は
技
術
譲
渡
者
は
技
術
開
発
の
契
約
若
し
く
は
技
術
の
譲
渡
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
委
託
人
ま
た

は
譲
受
人
に
対
す
る
債
権
の
場
合
に
は
、
委
託
人
ま
た
は
譲
受
人
が
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
取
得
し
た
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
先
取
特
権

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
四
七
条
　
［
著
作
権
先
取
特
権
］

　
著
作
権
者
は
自
己
の
作
品
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
債
権
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
そ
の
作
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

取
得
し
た
著
作
の
財
産
権
及
び
関
連
す
る
財
産
的
権
利
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
四
八
条
　
［
商
標
権
と
商
標
使
用
権
の
先
取
特
権
］

　
商
標
の
譲
渡
契
約
ま
た
は
商
標
使
用
の
許
可
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
に
対
す
る
債
権
の

場
合
に
譲
渡
者
若
し
く
は
許
可
者
は
、
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
が
そ
の
契
約
に
基
づ
き
取
得
し
た
商
標
権
ま
た
は
商
標
使
用
権
に

つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
四
九
条
　
［
職
務
発
明
者
と
職
務
作
品
の
作
者
の
先
取
特
権
］

一623一

1 

不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

2 

不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
。

3 

不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
。

第
五
款

知
的
財
産
権
の
先
取
特
権

第
五
四
六
条

[
技
術
契
約
の
先
取
特
権
]

研
究
開
発
者
ま
た
は
技
術
譲
渡
者
は
技
術
開
発
の
契
約
若
し
く
は
技
術
の
譲
渡
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
委
託
人
ま
た

は
譲
受
人
に
対
す
る
債
権
の
場
合
に
は
、
委
託
人
ま
た
は
譲
受
人
が
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
取
得
し
た
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
先
取
特
権

-623-

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
七
条

〔
著
作
権
先
取
特
権
]

著
作
権
者
は
自
己
の
作
品
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
債
権
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
そ
の
作
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

中国物権法草案建議稿

取
得
し
た
著
作
の
財
産
権
及
び
関
連
す
る
財
産
的
権
利
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
八
条

[
商
標
権
と
商
標
使
用
権
の
先
取
特
権
]

商
標
の
譲
渡
契
約
ま
た
は
商
標
使
用
の
許
可
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
に
対
す
る
債
権
の

場
合
に
譲
渡
者
若
し
く
は
許
可
者
は
、
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
が
そ
の
契
約
に
基
づ
き
取
得
し
た
商
標
権
ま
た
は
商
標
使
用
権
に

623 

つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
九
条

[
職
務
発
明
者
と
職
務
作
品
の
作
者
の
先
取
特
権
]

1 

不
動
産
保
管
の
先
取
特
権
。

2 

不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
。

3 

不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
。

第
五
款

知
的
財
産
権
の
先
取
特
権

第
五
四
六
条

[
技
術
契
約
の
先
取
特
権
]

研
究
開
発
者
ま
た
は
技
術
譲
渡
者
は
技
術
開
発
の
契
約
若
し
く
は
技
術
の
譲
渡
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
委
託
人
ま
た

は
譲
受
人
に
対
す
る
債
権
の
場
合
に
は
、
委
託
人
ま
た
は
譲
受
人
が
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
取
得
し
た
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
先
取
特
権

-623-

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
七
条

〔
著
作
権
先
取
特
権
]

著
作
権
者
は
自
己
の
作
品
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
債
権
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
そ
の
作
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

中国物権法草案建議稿

取
得
し
た
著
作
の
財
産
権
及
び
関
連
す
る
財
産
的
権
利
に
つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
八
条

[
商
標
権
と
商
標
使
用
権
の
先
取
特
権
]

商
標
の
譲
渡
契
約
ま
た
は
商
標
使
用
の
許
可
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
に
対
す
る
債
権
の

場
合
に
譲
渡
者
若
し
く
は
許
可
者
は
、
譲
受
人
若
し
く
は
被
許
可
者
が
そ
の
契
約
に
基
づ
き
取
得
し
た
商
標
権
ま
た
は
商
標
使
用
権
に

623 

つ
い
て
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
四
九
条

[
職
務
発
明
者
と
職
務
作
品
の
作
者
の
先
取
特
権
]



法学論集　49〔山梨学院大学〕624

　
職
務
発
明
者
及
び
職
務
作
品
の
著
者
が
法
に
基
づ
き
取
得
す
べ
き
奨
励
金
若
し
く
は
報
酬
は
、
そ
の
完
成
し
た
知
的
成
果
に
つ
い
て

先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
五
〇
条
　
［
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
の
効
力
］

　
本
節
の
規
定
に
従
い
享
有
し
た
先
取
特
権
の
効
力
は
、
債
務
者
が
関
連
す
る
知
的
財
産
権
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
新
し
い

製
品
に
及
ぶ
。

　
先
取
特
権
者
は
法
に
基
づ
き
前
項
に
定
め
た
製
品
に
対
し
て
先
取
特
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
取
特
権
を
行
使
し
て
も

弁
済
に
不
足
し
た
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
関
連
す
る
知
的
財
産
権
に
対
す
る
先
取
特
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
六
款
　
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
関
係

　
第
五
五
一
条
［
特
定
動
産
の
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
競
合
］

　
同
一
の
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
は
　
第
一
順
位
に
あ
る

先
取
特
権
と
同
一
の
順
位
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
動
産
の
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順

位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

　
第
五
五
二
条
　
［
特
定
不
動
産
の
先
取
特
権
と
抵
当
権
と
の
競
合
］

　
同
一
の
不
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す

る
。
た
だ
し
、
不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
は
そ
れ
が
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
抵
当
権
の
設
定
後
に
生
じ
た
場
合
で
も
、
そ
の
効
力

は
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。

一624一
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職
務
発
明
者
及
び
職
務
作
品
の
著
者
が
法
に
基
づ
き
取
得
す
べ
き
奨
励
金
若
し
く
は
報
酬
は
、
そ
の
完
成
し
た
知
的
成
果
に
つ
い
て

先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
五
五

O
条

[
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
の
効
力
]

本
節
の
規
定
に
従
い
享
有
し
た
先
取
特
権
の
効
力
は
、
債
務
者
が
関
連
す
る
知
的
財
産
権
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
新
し
い

製
品
に
及
ぶ
。

先
取
特
権
者
は
法
に
基
づ
き
前
項
に
定
め
た
製
品
に
対
し
て
先
取
特
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
取
特
権
を
行
使
し
て
も
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弁
済
に
不
足
し
た
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
関
連
す
る
知
的
財
産
権
に
対
す
る
先
取
特
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-624-

第
六
款

先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
関
係

第
五
五
一
条

[
特
定
動
産
の
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
競
合
]

同
一
の
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
は

第
一
順
位
に
あ
る

先
取
特
権
と
同
一
の
順
位
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
動
産
の
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順

位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
五
二
条

[
特
定
不
動
産
の
先
取
特
権
と
抵
当
権
と
の
競
合
]

同
一
の
不
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す

る
。
た
だ
し
、
不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
は
そ
れ
が
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
抵
当
権
の
設
定
後
に
生
じ
た
場
合
で
も
、
そ
の
効
力

は
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。
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。
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権
の
先
取
特
権
の
効
力
]

本
節
の
規
定
に
従
い
享
有
し
た
先
取
特
権
の
効
力
は
、
債
務
者
が
関
連
す
る
知
的
財
産
権
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
新
し
い

製
品
に
及
ぶ
。

先
取
特
権
者
は
法
に
基
づ
き
前
項
に
定
め
た
製
品
に
対
し
て
先
取
特
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
取
特
権
を
行
使
し
て
も
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弁
済
に
不
足
し
た
場
合
に
は
、
法
に
基
づ
き
関
連
す
る
知
的
財
産
権
に
対
す
る
先
取
特
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-624-

第
六
款

先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
関
係

第
五
五
一
条

[
特
定
動
産
の
先
取
特
権
と
他
の
担
保
権
と
の
競
合
]

同
一
の
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
若
し
く
は
質
権
は

第
一
順
位
に
あ
る

先
取
特
権
と
同
一
の
順
位
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
定
の
登
記
機
関
で
登
記
さ
れ
た
動
産
の
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順

位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
五
二
条

[
特
定
不
動
産
の
先
取
特
権
と
抵
当
権
と
の
競
合
]

同
一
の
不
動
産
に
先
取
特
権
と
抵
当
権
が
同
時
に
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序
に
従
っ
て
決
定
す

る
。
た
だ
し
、
不
動
産
建
設
の
先
取
特
権
は
そ
れ
が
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
抵
当
権
の
設
定
後
に
生
じ
た
場
合
で
も
、
そ
の
効
力

は
抵
当
権
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
五
五
三
条
　
［
特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
質
権
と
の
競
合
］

　
特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
知
的
財
産
権
の
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序

に
従
っ
て
決
定
す
る
。

　
第
五
五
四
条
　
［
同
一
順
位
の
担
保
物
権
の
実
行
］

　
同
一
順
位
の
先
取
特
権
者
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
者
が
数
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
自
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
　
占
有

　
第
五
五
五
条
　
［
占
有
の
定
義
］

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
占
有
と
は
、
占
有
者
が
物
に
対
し
て
事
実
上
の
管
理
、
支
配
力
を
有
す
る
事
実
を
い
う
。

　
第
五
五
六
条
　
［
補
助
的
占
有
］

　
補
助
的
占
有
と
は
、
雇
用
な
ど
類
似
な
法
的
関
係
に
基
づ
き
、
他
人
の
指
示
を
受
け
て
目
的
物
に
対
し
て
為
し
た
占
有
を
い
う
。

補
助
的
占
有
の
場
合
に
は
、
指
示
を
発
し
た
者
は
占
有
者
と
す
る
。

　
第
五
五
七
条
　
［
共
同
占
有
］

　
共
同
占
有
と
は
二
人
以
上
の
占
有
者
が
同
一
の
目
的
物
に
対
し
て
為
し
た
占
有
を
い
う
。

　
共
同
占
有
の
場
合
に
は
、
各
占
有
者
は
そ
の
占
有
物
の
使
用
範
囲
に
つ
い
て
、
相
互
に
占
有
の
保
護
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

一625一

第
五
五
三
条

特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
知
的
財
産
権
の
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序

[
特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
質
権
と
の
競
合
]

に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
五
四
条

同
一
順
位
の
先
取
特
権
者
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
者
が
数
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
自
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る

[
同
一
順
位
の
担
保
物
権
の
実
行
]

も
の
と
す
る
。

第
五
五
五
条

第
五
章

占
有

-625-

[
占
有
の
定
義
]

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
占
有
と
は
、
占
有
者
が
物
に
対
し
て
事
実
上
の
管
理
、
支
配
力
を
有
す
る
事
実
を
い
う
。

[
補
助
的
占
有
]
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第
五
五
六
条

補
助
的
占
有
と
は
、
雇
用
な
ど
類
似
な
法
的
関
係
に
基
づ
き
、
他
人
の
指
示
を
受
け
て
目
的
物
に
対
し
て
為
し
た
占
有
を
い
う
。

第
五
五
七
条

補
助
的
占
有
の
場
合
に
は
、
指
示
を
発
し
た
者
は
占
有
者
と
す
る
。

[
共
同
占
有
]

共
同
占
有
と
は
二
人
以
上
の
占
有
者
が
同
一
の
目
的
物
に
対
し
て
為
し
た
占
有
を
い
う
。
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共
同
占
有
の
場
合
に
は
、
各
占
有
者
は
そ
の
占
有
物
の
使
用
範
囲
に
つ
い
て
、
相
互
に
占
有
の
保
護
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

第
五
五
三
条

特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
知
的
財
産
権
の
質
権
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
の
順
位
は
そ
の
登
記
の
順
序

[
特
定
知
的
財
産
権
の
先
取
特
権
と
質
権
と
の
競
合
]

に
従
っ
て
決
定
す
る
。

第
五
五
四
条

同
一
順
位
の
先
取
特
権
者
と
そ
の
他
の
担
保
物
権
者
が
数
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
自
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
受
け
る

[
同
一
順
位
の
担
保
物
権
の
実
行
]

も
の
と
す
る
。

第
五
五
五
条

第
五
章

占
有

-625-
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占
有
の
定
義
]

こ
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律
に
お
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て
、
占
有
と
は
、
占
有
者
が
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に
対
し
て
事
実
上
の
管
理
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支
配
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有
す
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事
実
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う
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[
補
助
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占
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助
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有
と
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雇
用
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き
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他
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指
示
を
受
け
て
目
的
物
に
対
し
て
為
し
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う
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第
五
五
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助
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は
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指
示
を
発
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有
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す
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占
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有
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は
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以
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有
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が
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は
、
各
占
有
者
は
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の
使
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範
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と
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な
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い
。

　
第
五
五
八
条
　
［
善
意
占
有
と
悪
意
占
有
］

　
善
意
占
有
と
は
、
占
有
者
が
占
有
の
権
利
を
持
た
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、
ま
た
は
そ
れ
を
知
る
べ
き
で
な
い
と
き
に
為
し
た
占
有
を

い
う
。

　
悪
意
占
有
と
は
、
占
有
者
が
占
有
の
権
利
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
知
り
、
ま
た
は
そ
れ
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
き
に
為
し
た

占
有
を
い
う
。

　
第
五
五
九
条
　
［
平
穏
占
有
］

　
平
穏
占
有
と
は
、
占
有
者
が
物
に
対
し
て
為
し
た
占
有
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
暴
力
手
段
に
よ
ら
な
か
っ
た
も
の
を
い
う
。

　
第
五
六
〇
条
　
［
公
然
占
有
］

　
公
然
占
有
と
は
、
他
人
の
発
覚
を
避
け
る
べ
く
隠
蔽
的
な
方
法
に
よ
ら
ず
に
行
な
わ
れ
た
物
に
対
す
る
支
配
と
管
理
の
占
有
を
い

う
。　

第
五
六
一
条
［
継
続
占
有
］

　
継
続
占
有
と
は
、
占
有
者
が
物
に
対
し
て
為
し
た
時
間
上
間
断
な
い
継
続
的
な
占
有
を
い
う
。

　
第
五
六
二
条
　
［
占
有
の
権
利
推
定
］

　
占
有
者
が
占
有
物
に
行
使
し
た
権
利
は
、
当
該
権
利
を
適
法
に
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

　
前
項
の
規
定
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
登
記
を
す
べ
き
財
産
権
に
適
用
し
な
い
。

　
第
五
六
三
条
　
［
占
有
状
態
の
推
定
］
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占
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い
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有
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占
有
者
の
占
有
は
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
善
意
に
、
平
穏
か
つ
公
然
と
占
有
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
前
後
二
つ
の
時
間
に
占
有
し
た
と
証
明
で
き
た
場
合
に
、
そ
れ
を
継
続
的
に
占
有
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
第
五
六
四
条
　
［
占
有
の
譲
渡
と
承
継
］

　
占
有
の
譲
渡
は
譲
受
人
が
物
の
事
実
上
の
管
理
と
支
配
力
を
取
得
し
た
と
き
に
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。

　
占
有
は
相
続
開
始
の
と
き
よ
り
相
続
人
に
移
転
す
る
。

　
占
有
の
相
続
人
若
し
く
は
譲
受
人
は
、
自
己
の
占
有
と
こ
の
前
の
占
有
者
の
占
有
と
を
併
合
し
て
占
有
期
間
の
計
算
を
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
六
五
条
　
［
善
意
占
有
者
の
使
用
、
収
益
］

　
善
意
占
有
者
は
占
有
期
間
に
お
い
て
、
適
法
と
推
定
さ
れ
た
権
利
に
基
づ
き
、
占
有
物
を
使
用
し
、
そ
の
収
益
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
第
五
六
六
条
　
［
善
意
占
有
者
の
責
任
］

　
善
意
占
有
者
は
、
占
有
物
の
鍛
損
、
滅
失
に
つ
い
て
、
占
有
物
の
殿
損
、
滅
失
に
よ
っ
て
受
け
た
利
益
の
範
囲
内
に
限
っ
て
賠
償
の

責
任
を
負
う
。

　
第
五
六
七
条
　
［
善
意
占
有
者
の
費
用
求
償
権
］

　
善
意
占
有
者
は
占
有
物
を
保
管
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
費
用
に
つ
い
て
、
占
有
物
の
権
利
者
に
対
し
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
占
有
者
が
占
有
物
に
つ
い
て
す
で
に
果
実
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
善
意
占
有
者
は
、
占
有
物
を
改
良
す
る
た
め
に
支
出
し
た
有
益
な
費
用
に
つ
い
て
、
占
有
物
に
現
存
し
て
い
る
増
加
価
値
を
限
度
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に
、
占
有
物
の
権
利
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
六
八
条
　
［
悪
意
占
有
者
の
貴
任
］

　
悪
意
占
有
者
は
、
自
己
の
貴
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
占
有
物
が
殿
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
物
の
権
利
者
に
対
し
損
害
の
全
額

を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
悪
意
占
有
者
は
す
で
に
収
取
し
た
果
実
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
果
実
が
消
費
さ
れ
、
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
殿
損

し
、
ま
た
は
収
取
に
怠
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
果
実
の
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
六
九
条
　
［
悪
意
占
有
者
の
求
償
権
］

　
悪
意
占
有
者
は
、
占
有
物
を
保
管
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
費
用
に
つ
い
て
、
占
有
物
の
権
利
者
に
対
し
償
還
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
五
七
〇
条
　
［
占
有
者
の
自
力
救
済
］

　
占
有
者
は
、
そ
の
占
有
を
侵
奪
ま
た
は
妨
害
す
る
行
為
に
対
し
、
自
己
の
力
を
も
っ
て
防
衛
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
占
有
物
が
侵
奪

さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
で
あ
る
と
き
は
、
占
有
者
は
即
時
に
そ
の
侵
害
を
排
除
し
て
そ
の
占
有
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
動

産
で
あ
る
と
き
は
、
占
有
者
は
そ
の
場
で
直
ち
に
侵
害
者
か
ら
そ
れ
を
取
り
返
す
権
利
を
有
す
る
。

　
第
五
七
一
条
［
占
有
保
護
の
請
求
権
］

　
占
有
保
護
の
請
求
権
は
物
権
請
求
権
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
第
五
七
二
条
　
［
占
有
保
護
の
請
求
権
の
除
斥
期
間
］

　
占
有
保
護
の
請
求
権
は
、
占
有
に
対
す
る
侵
害
が
発
生
し
た
日
よ
り
一
年
以
内
に
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
消
滅
す
る
。

一628一

628 

第
五
六
八
条

に
、
占
有
物
の
権
利
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
悪
意
占
有
者
の
責
任
]

49 (山梨学院大学〕

悪
意
占
有
者
は
、
自
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
占
有
物
が
段
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
物
の
権
利
者
に
対
し
損
害
の
全
額

を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悪
意
占
有
者
は
す
で
に
収
取
し
た
果
実
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
果
実
が
消
費
さ
れ
、
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
駿
損

法学論集

第
五
六
九
条

し
、
ま
た
は
収
取
に
怠
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
果
実
の
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
悪
意
占
有
者
の
求
償
権
]

悪
意
占
有
者
は
、
占
有
物
を
保
管
す
る
た
め
に
支
出
し
た
必
要
費
用
に
つ
い
て
、
占
有
物
の
権
利
者
に
対
し
償
還
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
七

O
条

占
有
者
は
、
そ
の
占
有
を
侵
奪
ま
た
は
妨
害
す
る
行
為
に
対
し
、
自
己
の
力
を
も
っ
て
防
衛
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
占
有
物
が
侵
奪

〔
占
有
者
の
自
力
救
済
]

さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
動
産
で
あ
る
と
き
は
、
占
有
者
は
即
時
に
そ
の
侵
害
を
排
除
し
て
そ
の
占
有
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
動

第
五
七
一
条

産
で
あ
る
と
き
は
、
占
有
者
は
そ
の
場
で
直
ち
に
侵
害
者
か
ら
そ
れ
を
取
り
返
す
権
利
を
有
す
る
。

[
占
有
保
護
の
請
求
権
]

占
有
保
護
の
請
求
権
は
物
権
請
求
権
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
七
二
条

[
占
有
保
護
の
請
求
権
の
除
斥
期
間
]

占
有
保
護
の
請
求
権
は
、
占
有
に
対
す
る
侵
害
が
発
生
し
た
日
よ
り
一
年
以
内
に
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
消
滅
す
る
。
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に
、
占
有
物
の
権
利
者
に
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[
悪
意
占
有
者
の
責
任
]
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有
者
は
、
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己
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責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
占
有
物
が
段
損
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
物
の
権
利
者
に
対
し
損
害
の
全
額

を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悪
意
占
有
者
は
す
で
に
収
取
し
た
果
実
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
果
実
が
消
費
さ
れ
、
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
駿
損
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[
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保
護
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占
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保
護
の
請
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第
五
七
三
条
　
［
占
有
の
消
滅
］

　
占
有
は
、
占
有
者
が
物
に
対
す
る
事
実
上
の
管
理
と
支
配
力
を
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

支
配
が
一
時
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
五
七
四
条
　
［
準
占
有
］

　
本
章
の
規
定
は
、
財
産
権
を
目
的
物
と
す
る
準
占
有
に
も
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
占
有
者
の
管
理
と

第
六
章
　
附
則
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第
五
七
五
条

　
こ
の
法
律
は

る
。

［
施
行
］

年
　
月

日
よ
り
施
行
す
る
。
こ
の
法
律
の
規
定
に
抵
触
す
る
も
の
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す

注
1
　
中
国
最
高
人
民
法
院
『
「
担
保
法
」
の
適
用
に
関
す
る
若
干
問
題
の
解
釈
』
第
8
5
条
に
よ
る
と
、
特
戸
と
は
、
銀
行
で
特
別

　
　
口
座
を
開
設
し
、
一
定
の
金
銭
を
預
金
し
た
上
、
そ
の
特
別
預
金
通
帳
に
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
い
い
、
封
金
と
は
一
定
金

　
　
額
の
お
金
を
密
封
し
、
そ
れ
を
質
権
者
に
手
渡
し
て
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
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第
お
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に
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る
と
、
特
戸
と
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別
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上
、
そ
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特
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預
金
通
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質
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を
設
定
す
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と
を
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い
、
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金
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一
定
金

額
の
お
金
を
密
封
し
、
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小
論
『
中
国
に
お
け
る
物
権
法
制
定
の
動
向
に
つ
い
て
』
（
本
論
集
4
8
号
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
現
在
、
中
国
で
は
物
権
法
の
制

定
を
巡
っ
て
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
前
号
に
発
表
し
た
拙
訳
『
中
国
物
権
法
建
議
草
案
（
梁
慧
星
他
著
）
』
の
初
校
刷
り

を
見
た
と
き
、
中
国
人
民
大
学
法
学
院
教
授
王
利
明
先
生
を
中
心
に
、
数
人
の
民
法
学
者
が
執
筆
し
た
『
中
国
物
権
法
草
案
建
議
稿
』

を
入
手
し
た
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
物
権
法
建
議
草
案
と
な
る
。
二
つ
の
案
を
読
み
通
し
た
と
こ
ろ
、
法
の
構
成
や
条
文
の
規
定
な
い
し

法
理
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
こ
ろ
が
随
所
に
見
ら
れ
て
い
る
。
中
国
物
権
法
、
な
い
し
民
法
典
の
制
定
作
業
の
行
方
を
見
守

り
、
中
国
の
民
事
法
律
の
整
備
動
向
を
日
本
の
読
者
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
梁
慧
星
執
筆
の
『
中
国
物
権
法
建
議
草
案
』
の
翻
訳
に
続

い
て
、
王
利
明
氏
執
筆
の
『
中
国
物
権
法
草
案
建
議
稿
』
を
訳
し
て
発
表
し
よ
う
と
思
っ
た
。
以
上
が
そ
の
翻
訳
文
で
あ
る
。
本
来
、

二
つ
の
建
議
草
案
に
お
け
る
相
違
や
共
通
点
を
検
討
し
た
小
文
を
同
時
に
付
け
加
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
ふ
と
考
え
て
み
た
ら
、
不
熟

の
検
討
文
を
出
す
よ
り
も
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
訳
し
て
公
表
し
、
識
者
に
読
み
比
べ
て
い
た
だ
い
た
方
が
も
っ
と
生
産
的
で
は
な
い
か

と
思
い
、
訳
文
だ
け
発
表
す
る
こ
と
に
止
め
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
、
中
国
は
ま
た
三
つ
目
、
四
つ
目
の
物
権
法
建
議
稿
が
出
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
そ
れ
が
公
表
さ
れ
る
た
び
に
、

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
、
そ
れ
を
続
け
て
訳
し
て
公
表
に
す
る
つ
も
り
で
い
る
。
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を
見
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と
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、
中
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法
学
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教
授
王
利
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中
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に
、
数
人
の
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執
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た
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中
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権
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、
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民
事
法
律
の
整
備
動
向
を
日
本
の
読
者
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
梁
慧
星
執
筆
の
『
中
国
物
権
法
建
議
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案
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の
翻
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に
続
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国
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権
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草
案
建
議
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を
訳
し
て
発
表
し
よ
う
と
思
っ
た
。
以
上
が
そ
の
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訳
文
で
あ
る
。
本
来
、

二
つ
の
建
議
草
案
に
お
け
る
相
違
や
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通
点
を
検
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文
を
同
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に
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け
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え
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と
思
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が
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え
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不
熟
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文
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、
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し
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、
識
者
に
読
み
比
べ
て
い
た
だ
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が
も
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で
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と
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、
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だ
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発
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と
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。
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